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平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
日
、
観
測
史
上
初
め
て
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
か
ら
岩
手
県
沿
岸
に
上
陸
し
た
台
風
十
号
は
、
岩
手

県
沿
岸
部
に
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
爪
痕
を
残
し
、
当
町
を
は
じ
め
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
雨
は
異
常
な
降
り
方
で
、山
々
は
雨
水
を
吸
収
で
き
る
余
力
は
な
く
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
沢
か
ら
流
れ
出
し
た
雨
水
は
、

大
地
を
削
り
な
が
ら
濁
流
と
な
り
、
立
木
も
根
こ
そ
ぎ
な
ぎ
倒
し
本
流
へ
と
流
れ
込
み
ま
し
た
。
流
れ
た
立
木
は
橋
に
引
っ
か
か

り
ダ
ム
状
に
な
っ
て
氾
濫
し
、
道
路
は
土
石
流
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
決
壊
し
寸
断
さ
れ
、
町
全
体
が
孤
立
す
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
想
像
を
絶
す
る
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
十
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
二
十
五
名
も
の
尊
い
命
と
多
く
の
財
産
を
失
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
が
小
本

地
区
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
災
害
で
は
町
内
全
地
区
が
被
災
し
、
被
害
額
は
東
日
本
大
震
災
の
約
十
倍
に
も
及
ぶ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
の
経
験
を
記
録
に
残
す
と
と
も
に
、
後
世
へ
の
教
訓
と
防
災
対
策
に
役
立
て
る
た
め
、
町
内
全
地
区
の
方
々
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
被
災
体
験
談
な
ど
を
聞
き
取
り
調
査
し
、
後
世
へ
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各

地
区
の
当
時
の
様
子
が
生
々
し
く
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と
伝
達
手
段
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
防
災
・
減
災
体
制
の
確
立
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
復
旧
復
興
も
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
人
が
相
次
ぐ
災
害
を
乗
り
越

え
て
き
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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向町上空

中島上空

中里上空

8 月 30 日、急激な河川の増
水により町内各地で氾濫・浸
水や土石流が発生しました。
一夜明けると上空からその様
子が確認できたものの、無数
の道路寸断により支援・復旧
活動は難航しました。

岩泉

小本
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安家大平上空　道路で立往生した車両

小川中学校上空 袰綿上空

台風 10 号に伴う主な道路寸断箇所

安家

小川

大川
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志田　清水川沿いの氾濫（8 月 31 日 6：16） 向町　車も多く被災した（9 月 2 日 11：48）

惣畑　道路決壊箇所を歩く人々（8 月 31 日 5：55） 向町　片付けに追われる（9 月 2 日 12：03）

岩泉橋より見る小本川（8 月 31 日 5：42） 二升石　国道決壊箇所（9 月 2 日 14：07）

当日夜　岩泉橋前の流木と瓦礫（8 月 30 日 21：42） 二升石小学校校庭に描かれた SOS（8 月 31 日 7：02）

岩泉地区（岩泉・二升石）　【災害の状況】
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8 月 31 日 6：19 9 月 5 日 8：08 9 月 27 日 7：45

乙茂　ひっくり返った消防車（9 月 3 日 15：03） 乙茂　道路復旧のため行き交うダンプカー（9 月 3 日 15：10）

道の駅いわいずみ前（9 月 2 日 10：07） 鼠入　破壊された道路（9 月 3 日 11：04）

乙茂　陸上競技場は川の一部に（8 月 31 日 9：57） 鼠入　被害状況（9 月 3 日 11：13）

【災害の状況】　岩泉地区（乙茂・鼠入）

【災害の状況】　岩泉地区（龍泉洞の水量変化）
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園庭がえぐれた　こがわこども園（9 月 4 日 8：37） 大久保　道路状況（9 月 5 日 14：18）

土石流跡に設置された水汲み場（9 月 1 日） 一ツ苗代上空（8 月 31 日）

流された名目入橋（8 月 31 日 11：03） 袰綿　田中橋（8 月 31 日 8：39）

三田貝　国道 455 号冠水（8 月 31 日 10：19） 穴沢　道路の片付け（8 月 31 日 8：17）

小川地区　【災害の状況】
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押角峠被災状況（9 月 3 日 13：12） 釜津田　牧草地に流入した土石流（9 月 14 日 13：18）

寄部　道路寸断箇所を越える（9 月 5 日 16：33） 駒ヶ沢　牧野の短角牛は無事（9 月 13 日 14：19）

浅内大沢（8 月 31 日 13：23） 釜津田　県道大川松草線決壊箇所（9 月 1 日）

浅内　土砂崩れによる県道寸断（8 月 31 日 12：52） 釜津田　トラクターでの土砂片付け（8 月 31日）※写真提供：三上亜希子

【災害の状況】　大川地区
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中里　がれき置き場（平成 29 年 4 月 5 日） 中島　泥に浸かった稲の芽吹き（10 月 4 日 12：24）

赤鹿橋（9 月 3 日 15：27） 中島　運び出された被災家財（9 月 6 日 11：19）

小本川河口に流れ着いた流木（8 月 31 日 13：27） 卒郡　運び出された被災家財（9 月 1 日 10：35）

防災センター周辺も冠水（8 月 31 日 5：50） 中島　国道の状況（8 月 31 日 13：44）

小本地区　【災害の状況】
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被災した安家支所（8 月 31 日 15：40） 川口橋付近（9 月 1 日 9：30）※写真提供：川口肇

日蔭　壊れた道路を歩く（9 月 1 日 11：02） 破壊された大平方面への県道（9 月 4 日 13：27）

中の橋の流木（9 月 1 日 9：54） 大平　応急の丸木橋（9 月 15 日 11：27）

江川川の氾濫で寸断された県道（8 月 31 日 15：10） 折壁　傾いた携帯基地局

【災害の状況】　安家地区
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住民による水堀への道路復旧工事（9 月 4 日）※写真提供：佐々木精一 猿沢・有芸と岩泉を結ぶ乙茂橋決壊（9 月 2 日 10：27）

水堀　農家に流れ込んだ大量の土砂（9 月 2 日）※写真提供：佐々木精一 猿沢　県道寸断（9 月 1 日）※写真提供：佐々木精一

水堀への道路が途絶えていた（9 月 1 日）※写真提供：佐々木精一 肘葛　道路・電柱被害（9 月 3 日 9：50）

上有芸　道路が川に（8 月 31 日）※写真提供：佐々木精一 松屋敷　道路状況（8 月 31 日）※写真提供：佐々木精一

有芸（一部乙茂）　【災害の状況】
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小本津波防災センターで提供されたおにぎり（9 月 2 日 13：07） 小川・滝の上仮設団地の建設風景（11 月 16 日）

小本津波防災センターでの炊き出し（9 月 15 日 9：31） 龍泉洞温泉ホテル避難所での健康体操（9 月 15 日ごろ）

町民会館に届いた支援物資（9 月 4 日 11：04） 小本津波防災センターにおける情報提供（9 月 6 日 11：50）

町民会館避難所の様子（9 月 9 日 10：04） 月出公民館避難所

【避難生活・支援活動など】　

※写真提供：
龍泉洞温泉ホテル
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民家庭先の泥出し作業（10 月 23 日 11：07） 薪割りボランティア活動（平成 29 年 3 月 24 日）

安家　高校生の皆さん（9 月 22 日 10：42） 支援団体の協力のもと、移動巡回による物資提供

床下の泥出しボランティア（9 月 10 日 9：19） サンタが 100 人やってきた（12 月 24 日）

ボランティア受付に並ぶ皆さん（10 月 9 日 8：15） 小川　キッチンカーによる炊き出し支援（10 月 5 日 11：56）

【ボランティア・支援活動など】
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小川　 撤収する自衛隊を見送る住民（9 月 17 日 10：13） 電源車による電気の供給（9 月 1 日 16：58）

合同指揮本部会議（9 月 1 日 18：49） 安家　消防団による重機での道路片付け（9 月 1 日 9：47）

捜索活動を行う警察（9 月 9 日 11：20） 龍泉洞に集まった緊急消防援助隊（9 月 1 日 8：24）

自衛隊ヘリで救助された住民（9 月 4 日 10：17） 安家にて仙台消防局ヘリに救助される住民（8 月 31 日ごろ）

【関係各機関の活動など】
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迷走したのち、観測史上初めて東北地方太平洋側へ上陸
資料：気象庁Webサイト
https：//www.jma.go.jp/jma/kishou/books/saigaiji/saigaiji_２0１₇0１.pdf

久慈市・岩泉町・宮古市周辺で集中的な降水を記録
資料：気象庁Webサイト
https：//www.jma-net.go.jp/morioka/saigaidata/saigaisiryou１₆-3iwate.pdf

台風経路図

岩手県内
総降水量分布図

（8/２₉　0 時～8/3１　１２ 時）

経路上の○印は傍に記した日の 9 時、●印は 21 時の位置。
経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧または温帯低気圧

（単位：mm）
注： ］は資料不足値

８
月
17
日 　
南
鳥
島
の
東
北
東
（
海
上
）
で
熱
帯
低
気
圧
が
発
生

８
月
21
日 　
四
国
の
南
海
上
で
台
風
10
号
が
発
生

８
月
30
日 　
大
雨
（
土
砂
災
害
）・
暴
風
警
報

８
月
30
日 　
町
が
町
内
全
域
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令

８
月
30
日 　
大
雨
（
浸
水
害
）・
洪
水
・
高
潮
警
報

８
月
30
日 　
土
砂
災
害
警
戒
情
報 

８
月
30
日 　
安
家
地
区
の
一
部
１
３
３
世
帯
に
避
難
勧
告
を
発
令

８
月
30
日 　
台
風
が
大
船
渡
市
付
近
に
上
陸・乙
茂
で
浸
水
始
ま
る（
内
閣
府
調
査
）

21：00 9：005：199：0010：1612：3714：0017：30

平
成
28
年

台
風
10
号

に
つ
い
て

激しく降る雨（8 月 30 日）

乙茂　パークゴルフ場の浸水（8 月 30 日 17：23）
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こ
し
に
自
宅
へ
」　　
　
　
日
向　
　
林
下　
ユ
ミ
…
…
…
…
…
103

「
二
階
で
一
夜
を
過
ご
し
た
」　　
　
　
日
向　
　
松
原　
咲
子
…
…
…
…
…
106

「
偶
然
、
助
け
出
さ
れ
た
」　　
　
　
　
日
蔭　
　
下
タ
ミ
ヨ
シ
	…
…
…
…
…
108

「
被
災
し
た
商
店
を
再
開
」　　
　
　
　
日
蔭　
　
玉
澤　
明
徳
…
…
…
…
…
110

「
伝
承
か
ら
見
え
る
こ
と
」　　
　
　
　
日
蔭　
　
中
居
仁
太
郎
…
…
…
…
…
114

「
避
難
所
へ
行
け
ず
高
台
へ
」　　
　
　
日
蔭　
　
日
向　
敏
江
…
…
…
…
…
116

「
川
の
そ
ば
で
の
生
活
は
夢
に
」　　
　
日
蔭　
　
森
子　
芳
和
…
…
…
…
…
119

「
自
給
の
大
切
さ
を
実
感
」　　
　
　
　
川
口　
　
川
口　
　
肇
…
…
…
…
…
122

有
芸

「
協
力
し
て
水
道
・
道
路
復
旧
」　　
　
上
有
芸　
佐
々
木
精
一
	…
…
…
…
…
125

「
言
い
伝
え
は
本
当
だ
っ
た
」　　
　
　
栃
の
木　
工
藤　
幸
雄
…
…
…
…
…
129

「
影
形
も
無
く
な
っ
た
風
呂
場
」　　
　
肘
葛　
　
佐
々
木　
宏
…
…
…
…
…
132

Ⅱ
　
台
風
10
号
資
料
集

時
系
列
で
み
る
関
係
機
関
の
対
応
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
136

気
象
・
水
位
デ
ー
タ
か
ら
み
る
当
日
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
137

被
害
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
138

岩
泉
町
消
防
団
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
139

支
援
の
動
き
・
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
140

町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
町
教
育
委
員
会
）
に
よ
る

　
被
災
関
連
資
料
の
取
り
扱
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
141

体
験
談
に
寄
せ
て　
岩
泉
町
危
機
管
理
監　
　
　
　
佐
々
木
重
光
	…
…
…
…
143

編
集
者
よ
り　
　
　
岩
泉
町
歴
史
民
俗
資
料
館　
　
岸
岡　
健
太
	…
…
…
…
143

あ
と
が
き　
　
　
　
岩
泉
町
教
育
委
員
会
教
育
長　
三
上　
　
潤
	…
…
…
…
144

コ
ラ
ム
一
覧

台
風
10
号
・
岩
泉
町
に
お
け
る
畜
産
関
係
被
害
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

災
害
を
忘
れ
な
い
①　
平
成
25
年
７
月
国
境
・
見
内
川
地
域
集
中
豪
雨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

台
風
10
号
に
お
け
る
土
砂
災
害
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

て
ん
で
ん
こ
と
は
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

霞
堤
と
川
の
逆
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
71

台
風
10
号
・
災
害
当
時
に
役
立
っ
た
身
の
回
り
の
存
在
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

安
家
・
高
須
賀
に
伝
わ
る
大
洪
水
の
伝
承
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
89

安
家
・
高
須
賀
の
伝
承
か
ら
考
え
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
93

災
害
を
忘
れ
な
い
②　
平
成
18
年
集
中
豪
雨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
100

安
家
に
伝
わ
る
大
洪
水
の
伝
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
105

災
害
を
忘
れ
な
い
③　
昭
和
23
年
ア
イ
オ
ン
台
風
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
107

岩
泉
町
の
橋
供
養
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
113

災
害
を
忘
れ
な
い
④　
大
正
２
年
に
東
北
地
方
を
直
撃
し
て
い
た
台
風
…
…
…
…
…
…
…
…
…
121

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
川
の
水
位
を
確
認
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
128

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
川
の
洪
水
危
険
度
な
ど
を
確
認
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
131

台
風
10
号
・
道
路
全
面
通
行
止
め
の
解
除
時
期
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
134

※ 

コ
ラ
ム
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
掲
載
ペ
ー
ジ
の
体
験
談
の
内
容
と
必
ず
し
も
関
連
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

災
害
体
験
談
の
募
集
に
つ
い
て

【
調
査
の
流
れ
】

調
査
は
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
各
地
域
振
興
協
議
会
お
よ
び
支
所
に
依
頼
し
て
話
者

の
紹
介
を
受
け
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
担
当
者
（
教
育
委
員
会
お
よ
び
岩
泉
町
地
域
づ
く
り
支
援

協
議
会
）
が
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
内
容
を
記
録
し
ま
し
た
。（
も
し
く
は
寄
稿
）

【
話
者
に
つ
い
て
】

対
象
は
岩
泉
町
民
と
し
ま
し
た
。

（
１
）
家
屋
、
田
畑
、
牛
舎
、
仕
事
場
な
ど
が
被
災
し
た
人

（
２
）
住
居
地
が
道
路
の
寸
断
で
孤
立
し
た
人

（
３
）
避
難
所
生
活
を
し
た
人

（
４
）
消
防
団
や
世
話
人
と
し
て
避
難
誘
導
や
救
助
、
被
災
者
の
支
援
を
行
っ
た
人

（
５
）
が
れ
き
や
土
砂
の
除
去
作
業
に
あ
た
っ
た
人

（
６
）
そ
の
他
（
１
）～（
５
）
複
合
的
な
立
場
の
人

・
各
地
区
の
被
害
状
況
な
ど
も
考
慮
し
︑
地
区
ご
と
の
人
数
に
は
偏
り
が
あ
り
ま
す
︒

・
話
者
︵
筆
者
︶
の
居
住
地
︵
行
政
区
︶
と
年
齢
は
台
風
当
時
の
も
の
で
す
︒

【
質
問
項
目
】

当
時
の
状
況
・
心
情
／
教
訓
・
伝
承
／
地
域
で
語
り
つ
が
れ
て
い
る
災
害
に
関
す
る
話
／
そ
の
他
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一
致
団
結
し
災
害
に
対
応

二
升
石

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
幸
政

 

︵
七
十
四
歳
︶

「一致団結し災害に対応」　二升石　三上幸政 岩泉地区

当
日
の
状
況
と
対
応

【
自
治
会
の
体
制
】

　
私
は
当
時
、
自
治
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
自

治
会
活
動
は
普
段
か
ら
活
発
で
す
。
役
員
は
十
四
人

態
勢
で
、
半
数
以
上
は
会
長
経
験
者
で
す
。
地
区
で

火
事
や
災
害
が
あ
れ
ば
、
夜
中
で
も
消
防
団
と
地
区

民
が
出
て
、
女
性
は
炊
き
出
し
を
し
ま
す
し
、
翌
日

に
な
れ
ば
住
民
が
出
て
手
伝
い
ま
す
。
費
用
は
自
治

会
の
予
算
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
体
制
を
も
と
も
と
確
立
し
て
い
た
の
で
、
今

回
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
体
制
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

【
午
後
か
ら
氾
濫
箇
所
の
対
応
】

　
私
は
県
の
土
木
事
務
所
で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

除
雪
の
仕
事
も
し
て
い
た
の
で
、
災
害
の
現
場
を
見

る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
過
去
の
岩
泉
に
お
け

る
大
雨
災
害
の
時
と
は
違
う
天
気
図
に
、
危
険
を
感

じ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
三
時
ご
ろ
、
地
区
の
三
人

の
要
請
を
受
け
て
避
難
所
の
集
会
施
設
を
開
け
、
副

会
長
に
備
蓄
の
毛
布
な
ど
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
大
雨
に
よ
り
、
四
カ
所
の
沢
が
危
険
な
状
態
と
な

り
、
十
五
時
半
ご
ろ
か
ら
消
防
団
や
消
防
署
員
・
地

区
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

私
が
い
た
現
場
で
は
、
と
あ
る
家
に
沢
水
が
ぶ
つ

か
っ
て
カ
バ
沢
が
氾
濫
し
、
下
流
の
二
世
帯
を
守
る

た
め
土
の
う
を
積
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
跡
の
暗

き
ょ
が
土
砂
で
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
四
方
向
に

あ
ふ
れ
、
下
流
で
床
下
浸
水
が
多
く
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

【
追
い
つ
か
な
い
量
の
土
砂
】

　
ま
た
、
国
道
に
も
土
石
流
が
流
れ
消
防
車
や
救
急

車
が
足
止
め
さ
れ
た
の
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
取
り
除

こ
う
と
し
た
も
の
の
、暴
風
雨
で
全
く
前
が
見
え
ず
、

次
々
に
流
れ
て
来
る
多
量
の
土
砂
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
国
道
の
水
は
長
靴
以
上
の
深
さ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
自
宅
は
電
話
が
鳴
り
続
き
、
妻
が
応

対
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
は
「
応
援
を
頼
む
」
と
い

う
内
容
で
し
た
が
、
応
援
を
出
せ
る
状
況
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
暗
く
な
り
作
業
終
了
の
指
示
】

　
十
八
時
半
ご
ろ
に
は
消
防
署
員
か
ら
「
二
次
被
害

が
出
る
の
で
作
業
を
止
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
皆
は
作
業
を
止

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
幸
政

土石流が発生した沢（後日撮影）
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め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
が
、
最
後
は
強
い
指
示
で
全
員

が
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
雨
も
降
っ
て
お
り
、
き

り
が
な
い
状
態
で
し
た
。

　
当
初
の
避
難
所
で
は
、
近
く
の
沢
が
鉄
道
橋
に
掛

か
っ
た
木
で
せ
き
止
め
ら
れ
、
建
物
ま
で
二
十
～
三

十
セ
ン
チ
ま
で
水
が
迫
っ
た
の
で
、
消
防
団
員
の
判

断
で
避
難
者
を
二
升
石
小
学
校
の
体
育
館
に
移
動
さ

せ
た
そ
う
で
す
。

【
夜
間
の
対
応
・
発
電
機
の
こ
と
】

　
私
が
帰
宅
し
着
替
え
を
し
て
い
た
二
十
時
ご
ろ
、

避
難
所
か
ら
七
十
人
前
後
の
避
難
者
が
い
る
と
の
連

絡
を
受
け
ま
し
た
。
食
料
を
届
け
よ
う
か
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
が
、
今
は
危
険
と
言
わ
れ
た
の
で
翌
朝

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
そ
の
晩
、

消
防
署
員
・
団
員
、
役
場
・
学
校
職
員
、
自
治
会
役

員
な
ど
が
お
り
円
滑
な
運
営
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　
二
十
一
時
ご
ろ
に
は
水
位
も
減
り
始
め
て
お
り
、

自
宅
に
水
が
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二

十
二
時
ご
ろ
に
町
に
電
話
を
し
て
地
区
の
状
況
を
報

告
し
、
さ
ら
に
副
会
長
と
炊
き
出
し
に
つ
い
て
打
合

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
は
仮
眠
を
取
り
つ
つ
、
避
難
を
拒
ん
で
い
る
と

消
防
団
員
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
家
の
様
子
を
時
々
見

守
り
な
が
ら
、
一
晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
家
に

は
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
男
性
が
お

り
、川
の
水
が
迫
る
中
、家
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難
所
に
車
い

す
対
応
の
ト
イ
レ
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
察
し

ま
し
た
。

　
停
電
の
中
、
発
電
機
が
役
立
ち
ま
し
た
。
我
が
家

の
発
電
機
は
イ
ン
バ
ー
タ
付
き
で
は
な
い
た
め
テ
レ

ビ
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
冷
蔵
庫
と
地
下
水
の
ポ

ン
プ
が
動
か
せ
ま
す
し
、
ガ
ス
と
薪
の
コ
ン
ロ
も
あ

り
ま
し
た
。
震
災
の
経
験
か
ら
、
停
電
や
断
水
に
対

し
備
え
て
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
震
災
を
機
に
発
電

機
を
備
え
て
い
た
家
は
複
数
あ
り
、
そ
の
後
の
炊
き

出
し
に
も
活
用
出
来
ま
し
た
。

　
あ
る
役
員
は
、
近
所
の
広
場
に
多
く
の
立
往
生
し

た
車
が
い
た
の
で
、
発
電
機
で
電
灯
を
点
け
、
ト
イ

レ
を
貸
し
た
そ
う
で
す
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
炊
き
出
し
の
開
始・ス
ー
パ
ー
の
協
力
】

　
三
十
一
日
は
炊
き
出
し
の
た
め
、
六
時
ご
ろ
に
女

性
た
ち
が
、
発
電
機
を
備
え
た
私
と
副
会
長
二
人
の

家
に
、
そ
れ
ぞ
れ
約
十
人
ず
つ
集
合
し
ま
し
た
。
食

材
は
持
ち
寄
り
で
、
朝
に
は
自
宅
に
米
が
五
十
キ
ロ

も
届
い
て
い
ま
し
た
。多
め
に
お
に
ぎ
り
を
準
備
し
、

七
時
半
ご
ろ
に
は
避
難
所
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

百
人
分
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
の
時
、
体
育
館
に
知
ら
な
い
人
が
籠
を
背
負
っ

て
入
っ
て
き
ま
し
た
。
車
で
立
ち
往
生
し
て
近
隣
の

工
場
に
避
難
し
た
約
五
十
人
に
炊
き
出
し
を
分
け
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
量
が
足
り
な
い
の
で
、

消
防
団
員
の
役
場
職
員
が
役
場
と
連
絡
を
取
っ
て
地

区
の
ス
ー
パ
ー
を
開
け
て
も
ら
い
、
食
材
を
分
け
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
て
無
償
で
、
記

録
を
書
き
残
し
、口
頭
で
お
礼
を
伝
え
た
だ
け
で
す
。

　
炊
き
出
し
は
、
九
月
三
日
の
朝
ま
で
、
一
日
三
回 長安寺南側の沢、鉄道橋にたまった流木など
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続
け
ま
し
た
。
立
ち
往
生
し
て
い
た
人
た
ち
は
車
を

置
い
て
線
路
を
歩
い
て
帰
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
迎
え

に
来
て
も
ら
う
人
も
お
り
、
徐
々
に
帰
宅
し
て
ゆ
き

ま
し
た
。
い
っ
た
ん
国
道
が
開
通
し
た
時
に
車
で
帰

れ
た
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
強
引
に
す
れ
違
う
車

が
あ
っ
た
た
め
に
、再
び
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
日
に
は
避
難
者
が
約
二
十
人
ま
で
減
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
日
、
岩
泉
方
面
の
国
道
が
開
通
し
た
た

め
、
避
難
所
は
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

【
道
路
の
復
旧
作
業
の
決
断
】

　
三
十
一
日
は
、
二
升
石
が
孤
立
し
て
い
た
上
に
、

お
よ
そ
二
割
の
世
帯
は
地
区
内
で
も
孤
立
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
重
機
を
持
っ
て
い
る
人
は
八
時

ご
ろ
か
ら
自
主
的
に
流
木
や
土
砂
の
撤
去
作
業
を
開

始
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
炊
き
出
し
の
あ
と
、
九
時
半
ご
ろ
に
役
場
に

電
話
で
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
混
乱
し
余

裕
の
な
い
状
況
や
、
自
主
的
な
片
づ
け
に
関
し
て
事

故
の
発
生
を
恐
れ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
自
前
の
重
機
で
作
業
す
る
人
の
技
術
は
プ
ロ
級

で
す
が
、
手
伝
う
地
区
の
人
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
仕
方
な
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
、
自
治
会
三
役
と
し
て
独
自
に
道
路

の
復
旧
作
業
を
決
断
し
た
の
で
す
が
、
本
来
は
役
員

会
で
の
合
意
を
得
る
べ
き
で
し
た
。
皆
が
機
械
代
は

こ
の
際
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
自
治
会
の
予
算
は
年
八
十
万
円
程
度
で
す

か
ら
、
万
が
一
の
人
身
事
故
で
多
額
の
出
費
が
発
生

し
た
場
合
に
は
大
変
で
す
。
一
方
で
、
自
主
的
に
作

業
を
始
め
て
い
た
人
も
多
く
、「
決
断
が
遅
い
の
で

は
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
道
路
に
は
車
や
流
木
が
散
乱
し
、
機
械
も
限
ら
れ

て
お
り
一
つ
一
つ
ワ
イ
ヤ
ー
で
引
っ
張
る
し
か
な

く
、
撤
去
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
な
る
べ
く

一
日
二
回
は
現
場
を
見
廻
り
、
安
全
作
業
と
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
を
】

　
二
升
石
橋
の
例
で
は
三
分
の
二
が
流
木
や
土
砂
で

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
十
人
ほ
ど
で
作
業
し
、
私

は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
流
木
な
ど
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

流
木
は
土
砂
混
じ
り
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
る
と

す
ぐ
切
れ
味
が
悪
く
な
り
、
何
台
も
各
世
帯
か
ら
用

意
し
て
使
い
な
が
ら
、
橋
は
何
と
か
三
十
一
日
に
通

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
や
機
械
を
使
わ
な
い
人
も
、
五
～
六
人
の
グ

ル
ー
プ
で
ご
み
の
片
付
け
、
泥
さ
ら
い
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
人
た
ち
も
、
町

道
な
ど
の
清
掃
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
避
難
し
て
い
た
他
地
区
の
人
か
ら
も
「
機
械
が
あ

る
な
ら
応
援
す
る
」
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
、
地
区
民
同
士
な
ら
声
を
掛
け
合
う
の
で
す
が
、

知
ら
な
い
人
だ
と
遠
慮
し
て
の
事
故
発
生
の
危
険
性

も
あ
り
、
断
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
道
路
の
復
旧
作
業
は
、
九
月
三
日
に
一

段
落
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
国
道
の
汚
れ
が
ひ
ど

く
、
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
の
際
に
は
、
一
回
だ
け
町
民
会
館
で
支
援
物

資
の
パ
ン
を
受
け
取
り
、
配
り
ま
し
た
が
、
あ
と
は

手
弁
当
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

流失した二升石日影橋（9 月 2 日 14：35）
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【
断
水
へ
の
対
応
・
役
場
と
の
調
整
】

　
二
升
石
で
は
、
停
電
が
復
旧
し
て
も
町
水
道
の
復

旧
に
は
一
カ
月
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
給
水
車
に
よ

る
給
水
が
続
き
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を
町
民
会
館
か
ら
も

ら
っ
て
き
た
り
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
重
い
の
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
な
い
と
持
ち
運
べ
な
い
人
も
い
ま

し
た
。
各
班
長
に
は
、
全
体
に
水
が
行
き
渡
っ
て
い

る
か
気
を
付
け
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
ま
し
た
。

　
給
水
車
は
、
予
定
ど
お
り
に
来
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
当
初
二
～
三
日
は
自
衛
隊
、
そ
の
後
は
県

内
外
の
各
地
か
ら
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
や
む
を
得
な
い
も
の
の
、
連
絡
な
し
の
時
間
変

更
や
大
幅
な
遅
れ
の
場
合
、
役
場
に
多
く
の
苦
情
が

行
き
ま
し
た
。「
暑
い
中
、二
時
間
待
っ
て
も
来
な
い
」

と
い
う
話
を
聞
い
て
役
場
と
も
相
談
し
、
予
定
変
更

の
場
合
は
早
急
な
連
絡
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
八
カ

所
の
掲
示
板
で
知
ら
せ
、
各
班
長
に
も
知
ら
せ
る
対

応
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
苦
情
が
無
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
住
民
か
ら
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

な
ど
に
つ
い
て
、
役
場
へ
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う

様
々
な
要
望
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
地
域

の
状
況
を
聞
く
と
、
二
升
石
は
世
帯
数
こ
そ
多
い
も

の
の
、
家
屋
の
流
出
は
一
軒
と
被
害
が
少
な
く
、
二

升
石
だ
け
が
ひ
ど
い
よ
う
に
は
話
せ
な
い
と
思
い
、

遠
慮
が
ち
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
役
場
か
ら
は
沢
沿
い
の
工
事
に
際
し
て

流
域
住
民
の
同
意
を
得
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
も
あ

り
ま
し
た
。
停
電
や
断
水
に
よ
り
遠
方
に
避
難
し
た

人
は
、
十
月
に
な
っ
て
か
ら
帰
宅
し
た
の
で
了
解
ま

で
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
役
場
の
担
当
者
は
親
身

に
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
・
振
り
返
り

【
普
段
か
ら
協
力
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
】

　
機
械
を
出
し
て
作
業
し
た
人
に
は
、
十
二
月
か
ら

自
治
会
と
し
て
酒
二
升
を
持
っ
て
お
礼
に
回
り
ま
し

た
。
食
材
を
提
供
し
て
く
れ
た
ス
ー
パ
ー
に
も
「
酒

屋
さ
ん
に
酒
を
お
礼
す
る
の
も
申
し
訳
な
い
で
す

が
」
と
渡
す
と
「
こ
ち
ら
こ
そ
何
も
で
き
な
く
て
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
被
災
世
帯
へ
の
自
治

会
の
見
舞
金
は
少
額
で
す
が
役
員
会
で
決
め
た
金
額

と
し
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
集
ま
り
が
多
く
、
協
力
し
て
、
何
で
も

意
見
を
言
い
合
っ
て
い
る
住
民
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、

一
致
団
結
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
動
き
、
災
害

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最

終
的
に
事
故
な
く
終
わ
っ
た
の
が
何
よ
り
で
す
。

　
今
回
の
災
害
で
は
、
二
世
帯
が
地
区
か
ら
転
居
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
に
カ
ス
リ
ン
台
風

や
ア
イ
オ
ン
台
風
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
今
回
ほ
ど

「一致団結し災害に対応」　二升石　三上幸政岩泉地区

大
き
な
被
害
は
初
め
て
で
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　
今
後
は
緊
急
の
災
害
対
応
に
備
え
、
自
治
会
費
な

ど
で
作
業
員
や
機
械
の
保
険
加
入
が
す
ぐ
出
来
る
よ

う
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
　
聞
き
取
り
） 半分流失した国道を行く車（9 月 1 日）
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「娘の存在に救われた」　向町　田川祐子 岩泉地区

娘
の
存
在
に
救
わ
れ
た

向
町

　
　
　
　
　
　
　
田
川
　
祐
子

 

︵
二
十
八
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
田
川
　
祐
子

当
日
の
状
況

【
避
難
準
備
に
至
る
ま
で
】

　
当
時
は
一
歳
二
カ
月
の
娘
と
自
宅
の
ア
パ
ー
ト
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
午
前
中
に
父
や
友
人
か
ら

メ
ー
ル
で
避
難
を
す
す
め
ら
れ
、
午
後
に
は
避
難
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
六
時
ご
ろ
に
小
本

川
と
清
水
川
の
合
流
地
点
を
見
る
と
、
思
っ
た
以
上

に
増
水
し
て
お
り
、
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
電
気
工

事
会
社
に
勤
め
て
い
る
主
人
に
電
話
を
し
て
、
一
旦

帰
宅
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
数
日
の
避
難
を
想
定
し
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
と
着
替
え

少
々
、貴
重
品
を
入
れ
た
バ
ッ
グ
を
準
備
し
た
ほ
か
、

も
の
を
少
し
高
い
所
に
移
動
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

焦
っ
て
冷
静
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
準
備

中
に
は
消
防
団
の
人
が
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。
近
所
の
女
性
か
ら
避
難
所
は
町
民
会
館
だ
と
教

え
て
も
ら
い
、
主
人
の
帰
り
を
待
ち
ま
し
た
。

【
十
八
時
ご
ろ
に
避
難
】

　
そ
の
後
、主
人
が
自
宅
に
一
時
帰
宅
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。
十
八

時
ご
ろ
、
主
人
の
運
転
す
る
車
で
出
発
し
よ
う
と
し

た
時
に
は
玄
関
ま
で
水
が
入
っ
て
来
て
、
近
く
の
清

水
川
に
降
り
る
階
段
は
水
没
し
て
い
ま
し
た
。
車
の

タ
イ
ヤ
が
水
に
浸
か
り
、長
靴
以
上
の
深
さ
な
の
で
、

サ
ン
ダ
ル
を
履
き
ま
し
た
。

　
出
発
後
、
も
の
を
取
る
た
め
一
度
戻
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
お
よ
そ
十
分
の
間
に
信
じ
ら
れ
な
い
勢

い
で
水
が
増
え
て
お
り
、
ア
パ
ー
ト
の
前
に
車
は
入

れ
ず
、手
前
に
停
め
ま
し
た
。こ
の
時
に
同
じ
ア
パ
ー

ト
に
住
む
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
ま
だ
避
難
し
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
一
緒
に
連
れ
て
ゆ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

【
町
民
会
館
に
避
難
し
て
か
ら
】

　
町
民
会
館
に
着
く
と
、
す
で
に
多
く
の
人
が
避
難

し
て
い
ま
し
た
。
手
続
き
を
し
て
最
初
は
二
階
の
大

会
議
室
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
母
子
優
先

の
部
屋
が
作
ら
れ
移
動
し
ま
し
た
。
当
時
、
娘
は
何

歩
か
歩
け
る
程
度
で
、
ま
だ
離
乳
食
の
ほ
か
お
っ
ぱ

い
も
飲
ん
で
い
た
の
で
、
食
事
と
幼
い
な
が
ら
に
ス

ト
レ
ス
が
心
配
で
し
た
。
夕
食
は
お
に
ぎ
り
を
出
し

て
も
ら
っ
た
の
で
、
娘
に
も
少
し
与
え
ま
し
た
。

　
災
害
用
毛
布
を
一
人
一
枚
ず
つ
と
、
下
に
敷
く
マ
ッ

ト
を
も
ら
っ
て
寝
ま
し
た
が
、
大
人
の
着
替
え
は
持
っ

て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
雨
で
濡
れ
た
ま
ま
で
寒
か
っ

た
で
す
。
比
較
的
静
か
で
し
た
が
、
水
の
勢
い
を
思

い
出
し
て
し
ま
い
怖
く
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

清水川の橋に掛かった流木（9 月 2 日 5：27）

︵
二
十
八
歳
︶
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被
害
状
況
と
対
応

【
自
宅
の
様
子
を
見
に
行
く
と
】

　
翌
朝
、
借
り
た
長
靴
を
履
い
て
向
町
の
様
子
を
見

に
行
く
と
、
道
路
に
は
大
量
の
木
が
あ
り
、
掘
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
家
も
窓
が
無
く
ひ
ど

い
状
況
で
す
。
自
宅
に
は
泥
や
木
く
ず
が
大
量
に
入

り
、
家
具
や
家
電
は
ひ
っ
く
り
返
り
、
臭
い
も
ひ
ど

く
泣
く
に
泣
け
な
い
状
態
で
し
た
。
近
所
の
人
た
ち

は
片
づ
け
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
子
ど
も
を

お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
日
は
避
難
所
に
戻
り
ま

し
た
。

【
片
付
け
の
開
始
】

　

私
た
ち
も
二
、三
日
後
か
ら
、
主
人
の
休
み
に
合

わ
せ
て
片
付
け
を
始
め
ま
し
た
。
窓
か
ら
自
宅
に
入

り
、
も
の
を
外
に
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
水
は
一
階

の
天
井
ま
で
上
が
り
、
二
階
も
す
き
間
か
ら
水
や
泥

が
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
、
無
事
だ
っ
た
の

は
布
団
が
数
枚
と
、
干
し
て
い
た
洗
濯
も
の
数
着
だ

け
で
す
。

　
十
日
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
が
、
友
人
が
子
ど
も
を

預
か
っ
て
く
れ
た
り
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。お
ん
ぶ
紐
を
借
り
て
か
ら
は
、子
ど
も
を
お
ぶ
っ

て
作
業
し
ま
し
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

避
難
生
活
と
そ
の
後

【
食
事
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
保
健
師
さ
ん
は
忙
し
い
中
、
町
民
会
館
に
来
た
時

は
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
離
乳
食
は
、
最
初
の

数
日
は
保
健
師
さ
ん
と
栄
養
士
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

て
、
そ
の
後
は
支
援
物
資
の
レ
ト
ル
ト
を
温
め
て
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
の
食
事
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
満
は
あ
り
ま

せ
ん
。
炊
事
を
手
伝
い
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た

が
、
娘
が
昼
寝
を
し
た
り
、
ぐ
ず
る
と
時
間
が
合
わ

ず
、
中
途
半
端
に
す
る
の
も
嫌
だ
っ
た
の
で
、
悩
む

う
ち
に
結
局
携
わ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
数
日
は
携
帯
電
話
が
不
通
で
、
充
電
も
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
充
電
設
備
が
設

置
さ
れ
、
順
番
待
ち
で
は
あ
る
も
の
の
充
電
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。電
気
や
水
は
使
え
ま
し
た
が
、

制
限
が
あ
り
、
ト
イ
レ
な
ど
は
節
水
し
な
が
ら
使
っ

て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
は
、
町
内
の
ホ
テ
ル
の
無
料

開
放
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

【
洋
服
や
洗
濯
な
ど
】

　
避
難
生
活
が
長
引
く
に
つ
れ
て
困
っ
た
の
は
、
洋

服
で
す
。ま
ず
は
実
家
に
電
話
を
す
る
と
、車
で
持
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
服
は
、
支
援

物
資
を
も
ら
い
に
行
っ
て
も
、
ち
ょ
う
ど
良
い
サ
イ

ズ
や
秋
冬
も
の
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
友
人
が
ち
ょ
う
ど
良
い
も
の
を
、
何
人
も
の

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
集
め
て
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、

助
か
り
ま
し
た
。

　
娘
の
紙
お
む
つ
は
手
持
ち
の
ほ
か
、
保
健
師
さ
ん

道路に出された被災家財（9 月 2 日 11：45）
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が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
も
し
た
の
で
、
不
自
由
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
洗
濯
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
洗
濯
機

と
乾
燥
機
、
男
女
別
の
物
干
し
場
を
使
い
つ
つ
、
避

難
所
の
部
屋
や
屋
外
に
干
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

【
娘
に
つ
い
て
】

　
娘
は
保
育
園
に
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
避
難
所
は
刺

激
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
階
段
の
上
り
下
り
も
避
難

所
で
覚
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
え
て
夜

は
ぐ
っ
す
り
寝
て
お
り
夜
泣
き
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
娘
は
心
配
し
た
ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
母
子
優
先
の
部
屋
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。子
ど

も
は
動
き
回
り
ま
す
し
、誰
の
も
の
か
の
区
別
が
ま
だ

つ
き
ま
せ
ん
。ま
た
、母
親
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り

合
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
同
室
の
人
や
、
近
所

の
人
と
も
避
難
所
で
よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
、様
々
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
娘
が
い
る
こ
と
で
、

こ
ち
ら
が
救
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

　
た
だ
、
同
室
の
お
子
さ
ん
が
と
び
ひ
に
感
染
し
た

よ
う
で
、
娘
も
避
難
し
て
約
一
カ
月
後
に
感
染
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
耳
と
鼻
に
症
状
が
出
て
触
り
た
が

り
、
治
る
ま
で
約
二
カ
月
か
か
っ
た
の
で
、
感
染
症

の
情
報
共
有
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
気
の
紛
ら
わ
し
方
】

　
時
に
は
避
難
生
活
に
疲
れ
、
笑
え
な
い
時
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
車
で
出
か
け
た
り
、
散
歩

を
し
て
気
を
紛
ら
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
は
な

に
ご
と
も
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
性
格
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
壁
が
な
い
こ
と
は
思
い
の
ほ
か
ス
ト

レ
ス
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
】

　
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
も
、
徐
々
に
生
活
の
目
途

が
立
っ
て
退
所
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
断
水
が
解
消
し

て
帰
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
を
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
仮
設
住
宅
の
話
が
出
て
き
て
か
ら
が
長
く
感

じ
ま
し
た
。
十
月
上
旬
に
申
し
込
み
、
入
居
で
き
た

の
は
十
二
月
二
十
三
日
で
す
。
場
所
を
選
ば
な
け
れ

ば
少
し
早
く
入
居
で
き
ま
し
た
が
、
長
期
化
を
想
定

し
、
日
当
た
り
重
視
で
選
び
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
娘
に
も
経
験
を
伝
え
た
い
】

　
岩
泉
に
は
他
人
を
自
然
と
気
に
掛
け
る
雰
囲
気
と

ま
と
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
回
、
ま
さ

か
自
分
が
家
ま
で
な
く
す
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
は
家
族
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
も
っ
と
早
く
気
づ
い
て
行
動
す
れ
ば
良

か
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
考
え
て
い
る
よ
り
も
自
然
の
方
が
強
い
の

で
、「
と
に
か
く
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
」と
思
い
ま
す
。

娘
に
も
経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
　
聞
き
取
り
）

町民会館におにぎりが届く（9 月 4 日 11：01）

「娘の存在に救われた」　向町　田川祐子岩泉地区
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人
び
と
の
生
活
力
を
実
感

小
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
保
美

 

︵
六
十
九
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
保
美

「人びとの生活力を実感」　小屋敷　佐々木保美 岩泉地区

当
日
の
状
況
と
対
応

【
十
五
時
ご
ろ
か
ら
強
い
雨
】

　
当
日
、
私
は
妻
と
家
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
午

前
中
は
雨
も
ほ
と
ん
ど
降
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
十
五
時
ご
ろ
か
ら
雨
足
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
岩
泉
地
域
振
興
協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
お

り
、
本
田
の
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
「
民
家
に
水
が
入

り
そ
う
だ
」
と
電
話
が
あ
っ
た
の
で
十
六
時
半
ご
ろ

に
行
く
と
、
普
段
は
水
が
無
い
沢
か
ら
激
し
く
水
が

流
れ
、
一
軒
の
家
が
浸
水
し
そ
う
な
状
態
で
し
た
。

　
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に
、
三
人
で
ご
み
を
取
り

除
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
人
力
で
は
及
ば
ず
「
危
な

い
か
ら
、
も
う
や
め
て
避
難
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
消
防
や
警

察
の
車
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
姿
も
見
え
ま
し

た
。
後
日
、
聞
い
た
話
で
は
床
下
浸
水
と
、
風
呂
に

水
が
入
っ
た
程
度
で
、
避
難
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
近
辺
で
水
が
入
っ
た
家
は
、
そ
の
一
軒
だ

け
で
し
た
。

【
対
岸
で
土
砂
崩
れ
】

　
十
七
時
過
ぎ
に
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
普
段
は
水
が

無
い
沢
か
ら
の
水
が
県
道
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。
本

田
川
の
水
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
岩
が
流

れ
る
音
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
十
八
時
過
ぎ
に
妻
が
「
お
父
さ
ん
、
土
の
臭
い
が

す
る
」と
言
い
ま
し
た
。
直
後
に「
ヅ
ァ
ー
ッ
！
ダ
ー

ン
！
」
と
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
外
に
出
る
と
川
向

い
の
県
道
脇
の
山
が
崩
れ
て
お
り
、
土
砂
が
五
十

メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
囲
で
県
道
に
流
出
し
、
車
は
通

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
の
あ
る
側
の
地
質
は
石
灰

岩
で
、
多
少
の
水
は
地
下
に
浸
透
し
ま
す
が
、
崩
れ

た
側
の
花
崗
岩
は
石
灰
岩
ほ
ど
浸
透
し
な
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
安
家
方
面
か
ら
警
察
車
両
が
家
の

方
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
安
家
に
行
く
途
中
、
土
砂

崩
れ
で
通
れ
ず
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
が
、
今
度
は

こ
ち
ら
が
通
れ
ず
、
お
巡
り
さ
ん
は
車
を
置
い
て
歩

い
て
町
内
に
戻
り
ま
し
た
。

　
土
砂
崩
れ
か
ら
一
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
雨

も
止
ん
で
星
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
川
の
水
は
ま

だ
ま
だ
増
え
て
い
ま
し
た
。

　
電
話
も
不
通
で
、
私
が
自
治
会
長
を
し
て
い
る
小

屋
敷
地
区
の
安
否
確
認
も
で
き
ず
、
見
廻
り
た
く
て

も
行
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
道
路
が
開
通
し
安
否
確
認
】

　
翌
日
の
午
前
中
に
、
建
設
業
者
さ
ん
が
重
機
で
道

路
の
土
砂
を
、
と
り
あ
え
ず
片
側
を
車
が
通
れ
る
く 岩泉中学校周辺の冠水（8 月 30 日 18：00）
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ら
い
に
ど
け
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
小
屋
敷
地

区
の
十
世
帯
を
巡
回
し
て
、
皆
さ
ん
の
無
事
を
確
認

し
ま
し
た
。
避
難
所
の
町
民
会
館
ま
で
は
距
離
が
あ

る
の
で
皆
、
家
に
い
た
そ
う
で
す
。

【
町
民
会
館
へ
】

　
続
い
て
、
全
体
の
避
難
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
思

い
、
す
ぐ
に
町
民
会
館
へ
行
く
と
、
ま
だ
混
乱
状
態

で
情
報
も
錯
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
避
難
で

き
な
か
っ
た
人
や
、遠
く
か
ら
歩
い
て
く
る
人
な
ど
、

ま
だ
続
々
と
避
難
者
が
来
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
私
は
毎
日
、
町
民
会
館
に
通
い
物
資
の

配
給
に
携
わ
り
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
に
物
資
が

行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
、
公
平
な
配

給
の
た
め
現
場
に
詰
め
る
人
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。ま
ず
は
私
と
協
議
会
の
副
会
長
二
名
と
前
会
長
、

あ
わ
せ
て
四
名
で
一
週
間
ほ
ど
午
前
・
午
後
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
て
現
場
に
詰
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
避
難
の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
今

度
は
被
災
し
な
か
っ
た
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん
と
約

十
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
物
資
配
給
や
炊

き
出
し
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
情
報
収
集
を
行
い

ま
し
た
。午
前
と
午
後
に
分
け
て
一
人
ず
つ
配
置
し
、

そ
れ
を
一
カ
月
ほ
ど
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
続
け
ま
し

た
。

　
最
初
に
多
く
頂
い
た
の
は
有
志
の
人
た
ち
が
持
っ

て
来
て
く
れ
た
お
米
や
パ
ン
で
し
た
。
当
初
は
物
資

の
量
が
少
な
く
、
内
容
に
も
偏
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
必
要
と
さ
れ
る
も

の
が
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
土
の
う
袋
が
足
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
～
五
日
で
い
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
長
靴
な
ど
の
作
業
用
品
が
欲
し
い
と

い
う
人
が
多
く
て
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
必
要
で
な
く
な
っ
て
か
ら
水
が
大
量
に
来
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
被
災
者
は
「
こ
れ
が
欲
し
い
」
と
言
う
人
も
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
人
は
物
資
置
き
場
を
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
自
分
で
選
ん
で
持
っ
て
行
く
の
で
、
い
ま
何

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
時
も
あ
り
ま

し
た
。

　
被
害
の
大
き
な
地
区
は
、
代
表
の
人
が
物
資
を
受

け
取
り
に
来
る
の
で
す
が
、個
人
で
来
る
人
も
あ
り
、

「
そ
ん
な
に
必
要
か
な
」
と
思
う
よ
う
な
量
を
持
っ

て
行
く
人
も
い
ま
し
た
。
物
資
に
は
限
り
が
あ
り
、

全
員
の
要
望
ど
お
り
に
渡
す
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
、
感
情
的
に
な
る
人
も
中
に
は
い
ま
し
た
が
、
自

治
会
長
を
配
置
し
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
ト
ラ
ブ
ル
は

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
岩
泉
地
域
内
を
巡
回
】

　
台
風
か
ら
一
週
間
経
過
し
た
こ
ろ
か
ら
、
岩
泉
地

域
全
体
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
推
進
員
や
役
員

と
巡
回
を
始
め
ま
し
た
。道
路
が
無
い
と
こ
ろ
で
は
、

川
原
を
歩
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
ま
で
、
壊
れ
て
い
て
も
自
宅
に
い
た
い
と
い
う

人
や
、
畜
産
農
家
で
避
難
出
来
な
い
人
な
ど
も
訪
ね

て
行
き
ま
し
た
。
見
る
と
生
活
が
大
変
だ
と
い
う
こ

と
は
す
ぐ
分
か
り
ま
す
が
、
様
子
を
聞
い
て
も
「
ま

あ
な
ん
と
か
」
と
言
い
、
困
り
ご
と
は
あ
ま
り
言
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
断
水
で
も
「
な
ー
に
そ
こ
の
沢

一時通行止めとなった県道 7 号（8 月 31 日 6：25）
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水
で
も
ご
飯
炊
け
る
か
ら
」
と
い
う
感
じ
で
、
生
活

力
の
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

【
自
宅
周
辺
の
被
害
と
暮
ら
し
】

　
自
宅
は
浸
水
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
所
と
共
同

の
水
道
が
壊
れ
て
し
ま
い
、
断
水
と
な
り
ま
し
た
。

タ
ン
ク
の
残
り
水
で
一
日
分
の
煮
炊
き
な
ど
は
出
来

た
も
の
の
、
新
た
に
水
が
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
停
電
で
、
電
気
コ
ン
ロ
が
使
え
ず
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
を
使
い
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
】

　
一
週
間
が
経
過
し
た
こ
ろ
か
ら
、
知
人
な
ど
が
、

私
の
家
の
敷
地
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
寝
泊
ま
り
し
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

多
い
時
で
七
人
、
延
べ
三
十
人
以
上
が
、
個
人
で
来

て
く
れ
ま
し
た
。
活
動
時
間
は
十
五
時
ま
で
と
決
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
宿
泊
す
る
以
上

は
最
低
で
も
十
七
時
ま
で
働
き
た
い
と
い
う
声
が
多

く
、
こ
ち
ら
で
遅
く
ま
で
活
動
で
き
る
と
こ
ろ
を
探

し
て
、
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「人びとの生活力を実感」　小屋敷　佐々木保美岩泉地区

そ
の
後
・
振
り
返
り

【
生
活
の
変
化
と
水
道
の
復
旧
】

　
昨
年
十
二
月
に
は
対
応
が
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

す
っ
か
り
変
わ
っ
た
生
活
サ
イ
ク
ル
の
影
響
は
今
で

も
引
き
ず
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
は
、
今
年
五
月
に
新
た
に
井
戸
を
掘
っ
て
復

旧
さ
せ
ま
し
た
。
当
初
は
毎
日
朝
晩
、
三
百
～
六
百

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク
に
汲
ん
で
自
宅
の
タ

ン
ク
に
入
れ
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
な
の
で
お

か
し
く
な
っ
て
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ら
れ

な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

復
旧
ま
で
は
近
所
の
家
に
パ
イ
プ
で
応
急
に
水
を
引

き
、
数
カ
月
は
そ
こ
か
ら
汲
み
ま
し
た
。

　
災
害
後
、
本
田
川
は
川
底
が
削
ら
れ
て
約
一
メ
ー

ト
ル
下
が
り
ま
し
た
が
、
下
流
の
清
水
川
は
土
砂
や

が
れ
き
で
浅
く
な
り
ま
し
た
。

【
振
り
返
っ
て
】

　
こ
う
し
た
災
害
を
経
験
す
る
と
、
確
実
に
安
全
と

い
う
場
所
は
無
い
と
感
じ
ま
す
。
避
難
指
示
や
勧
告

の
前
で
も
、
報
道
を
見
て
危
な
い
と
思
う
世
帯
は
避

難
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
増
水
時
に
、
龍
泉
洞
か
ら
上
流
の
河
川
敷

の
木
に
流
木
な
ど
が
引
っ
か
か
る
と
、
ダ
ム
状
に
な

り
危
険
だ
と
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
沢
廻
の
自
治
会
長
さ
ん
と
話
し
合
い
、
減
災
の

た
め
に
有
志
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
三
年
計
画
で
伐
採

を
進
め
て
い
る
途
中
で
今
回
の
台
風
が
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
伐
採
を
続
け
て
い
ま
す
が
ま
だ

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
台
風
へ
の
備
え

で
す
。

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
　
聞
き
取
り
） 川底が洗われた本田川（9 月 11 日 7：28）
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「突然、国道は激流に」　乙茂　熊谷敏子 岩泉地区

突
然
、
国
道
は
激
流
に

乙お
と
も茂

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

 

︵
六
十
七
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

当
日
か
ら
翌
朝
に
か
け
て

【
避
難
の
準
備
】

　
当
日
は
自
宅
に
一
人
で
お
り
、
次
男
の
嫁
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
「
避
難
の
準
備
は
し
よ
う
ね
」
と
や
り
と
り

し
て
い
ま
し
た
。次
男
夫
婦
は
、荷
内
川
に
孫
二
人
、

私
の
母
と
住
ん
で
い
ま
す
。
雨
は
十
五
時
ご
ろ
に
は

激
し
く
な
り
、
近
所
の
皆
さ
ん
は
お
に
ぎ
り
を
作
っ

た
り
、
早
く
食
事
し
て
寝
よ
う
と
思
っ
た
り
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

【
突
然
の
浸
水
】

　
十
八
時
過
ぎ
、
次
男
か
ら
「
お
っ
か
あ
避
難
す
る

ぞ
」
と
電
話
が
来
ま
し
た
。
職
場
か
ら
帰
宅
し
た
直

後
に
裏
山
が
崩
れ
た
そ
う
で
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
次
男
の
迎
え
を
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
突
然
ガ
シ
ャ
ー
ン
と
国
道
に
面
し
た
玄

関
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
水
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
流

れ
て
き
た
長
靴
を
履
き
、
玄
関
を
無
理
や
り
抜
け
な

が
ら
次
男
に
電
話
し
て
「
来
な
い
で
！
何
だ
か
水
が

来
た
！
」
と
叫
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
高
齢
の
女
性
が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
、

道
路
向
か
い
の
鉄
骨
造
り
の
家
に
向
か
お
う
と
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
道
路
は
ひ
ざ
の
深
さ
の

激
流
で
、
隣
の
家
の
男
性
と
息
子
さ
ん
が
、
私
を
止

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
息
子
さ
ん
が
飛
び
込
み
、
対

岸
の
家
ま
で
渡
り
、
女
性
を
二
階
に
助
け
上
げ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　
周
辺
の
車
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
な
が
ら
浮

か
び
、
車
も
が
れ
き
も
飛
ぶ
よ
う
に
流
れ
、
時
々
家

に
ぶ
つ
か
っ
て
音
を
立
て
ま
し
た
。

　
私
は
庭
木
に
つ
か
ま
り
、
家
の
脇
か
ら
山
に
向
か

お
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
斜
面
を
水
が
流
れ
て
い
て

上
が
れ
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し

て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
骨
な
ど
に
つ
か
ま
り
な
が
ら

姪
の
家
を
目
指
し
ま
し
た
。
水
は
胸
の
高
さ
ま
で
上

が
り
、
こ
こ
で
転
ん
だ
ら
駄
目
だ
と
思
い
な
が
ら
進

み
ま
し
た
。

【
姪
の
家
に
避
難
】

　

姪
の
家
は
国
道
か
ら
は
約
一・
五
メ
ー
ト
ル
高
い

の
で
、
そ
の
向
か
い
の
家
の
親
子
も
避
難
し
て
い
ま

し
た
。
ど
ん
ど
ん
水
位
が
上
が
り
、
四
人
で
「
う

わ
ー
っ
」
と
叫
び
な
が
ら
家
に
入
る
と
、
す
ぐ
に
一

階
に
水
が
入
っ
て
き
て
二
階
に
上
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
姪
に
「
貴
重
品
は
？
」
と
聞
く
と
引
き
出
し
か

ら
探
し
始
め
た
の
で
、「
そ
の
ま
ま
よ
こ
せ
！
」
と

引
き
出
し
を
二
階
に
運
び
ま
し
た
。間
一
髪
で
し
た
。

　

と
に
か
く
座
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
い
た
懐

中
電
灯
を
つ
け
ま
し
た
。
財
布
と
携
帯
電
話
と
、
確

か
薬
も
入
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
飲
み
も
の
や
食

べ
も
の
は
誰
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
携
帯

道の駅いわいずみ裏（8 月 30 日 17：47）



−31−

電
話
は
不
通
に
な
り
、
充
電
も
切
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
外
か
ら
「
助
け
て
ー
」「
お
ー
い
お
ー
い
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
る
も
の
の
何
も
で
き
ず
、
四
人
で「
あ

あ
ま
た
聞
こ
え
る
ー
っ
」
と
耳
を
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
眠
れ
ず
、
空
腹
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
け
方
近
く
に
「
誰
か
い
る
ー
っ
？
」
と
声
が
聞

こ
え
、
裏
口
か
ら
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

甥
で
、
消
防
団
で
活
動
中
、
水
に
襲
わ
れ
て
消
防
車

が
ひ
っ
く
り
返
り
、自
身
も
流
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

何
と
か
岩
に
つ
か
ま
っ
て
山
に
登
っ
て
助
か
っ
た
の

だ
そ
う
で
す
。
今
ま
で
の
話
を
し
て
、
明
け
方
に
甥

は
出
て
行
き
ま
し
た
。

翌
日
の
状
況
と
対
応

【
声
掛
け
を
し
な
が
ら
上
流
へ
】

　
朝
、
一
階
に
は
大
量
の
泥
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
避
難
し
た
親
子
と
何
と
か
外
に
出
る
と
、
一

面
に
泥
や
真
砂
土
、
が
れ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
何
と

か
歩
け
る
も
の
の
、
沢
水
が
ま
だ
流
れ
て
お
り
、
長

靴
に
水
が
入
り
ま
し
た
。

　
私
は
家
々
に
声
を
掛
け
な
が
ら
、
荷
内
川
方
面
へ

歩
き
ま
し
た
。
多
く
の
家
は
階
段
に
泥
や
が
れ
き
が

詰
ま
り
、
二
階
か
ら
降
り
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
緒
の
親

子
は
、
旦
那
さ
ん
が
岩
泉
方
面
か
ら
歩
い
て
き
た
の

で
途
中
で
戻
り
ま
し
た
。

　
途
中
の
マ
ツ
フ
ガ
ネ
と
い
う
場
所
で
道
路
が
決
壊

し
て
お
り
、
山
を
越
え
て
行
き
ま
し
た
。
次
男
宅
に

は
犬
だ
け
が
お
り
、
家
の
裏
で
は
水
が
ザ
ー
ザ
ー
と

流
れ
、
物
置
と
畑
に
土
砂
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、

家
は
無
事
で
し
た
。

【
初
め
て
飲
み
も
の
を
頂
く
】

　
再
び
戻
っ
て
道
の
駅
に
行
く
と
、
社
員
さ
ん
が
泥

に
埋
も
れ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
見
つ
け

て
く
れ
て
、
洗
っ
て
よ
う
や
く
何
か
を
飲
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
緒
に
洗
い
つ
つ
、
近
所
の
人
と
配
り

歩
き
ま
し
た
。
た
だ
、
二
階
に
は
渡
せ
ず
、
下
に
置

い
て
「
取
り
に
降
り
て
」
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん
も
来
ま
し
た
が
、
カ

メ
ラ
を
向
け
ら
れ
て
も
、
何
も
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
二
階
に
孤
立
し
て
い
た
人
た
ち
】

　
二
階
の
人
た
ち
は
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

安
否
確
認
の
結
果
や
、
避
難
さ
せ
た
方
が
良
い
人
な

ど
も
書
き
と
め
ま
し
た
が
、
連
絡
手
段
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
う
ち
民
生
委
員
さ
ん
や
部
落
会
長
さ
ん
と

も
話
が
で
き
、「
ど
こ
の
家
も
車
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
、
誰
が
車
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
相
談
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
そ
の
場
に
い
る
人
で
何
と
か
家
の
玄
関
や

階
段
の
泥
を
掘
り
、
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
泥

と
が
れ
き
ば
か
り
で
大
変
で
し
た
が
、
ご
う
ご
う
と

出
て
い
る
沢
水
で
、
泥
だ
ら
け
の
手
や
体
を
洗
う
こ

と
は
で
き
ま
し
た
。

翌
々
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
二
日
目
、初
め
て
口
に
し
た
食
べ
も
の
】

　
九
月
一
日
に
は
、
徐
々
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た

沢
水
と
発
電
機
を
使
っ
て
ご
は
ん
を
炊
い
て
も
ら
い

流失した国道（8 月 31 日 12：15）
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ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
に
し
て
、「
一
個
ず
つ
だ
ど
も
」

と
言
い
な
が
ら
、
一
人
が
電
灯
を
照
ら
し
、
一
人
が

配
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
初
め
て
口
に
し
た
食

べ
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。

【
三
～
四
日
目
、
支
援
物
資
が
届
く
】

　
三
日
目
に
来
た
消
防
車
を
止
め
て
状
況
を
説
明
す

る
と
、
す
ぐ
に
避
難
者
を
乗
せ
て
小
本
津
波
防
災
セ

ン
タ
ー
に
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
す

ぐ
に
水
と
お
に
ぎ
り
、
マ
ス
ク
な
ど
の
物
資
も
入
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
本
当
に
心
細
か
っ
た
で

す
。

　
最
初
の
数
日
は
、
自
宅
に
は
手
は
付
け
ず
、
避
難

し
た
家
に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
出
来
る
こ
と

を
行
い
ま
し
た
。
部
落
会
長
さ
ん
が
町
民
会
館
に
物

資
を
受
け
取
り
に
行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
要

望
を
聞
い
て
回
る
と
皆
、
必
要
な
も
の
が
分
か
ら
な

い
よ
う
で
、「
長
靴
は
？
」「
バ
ケ
ツ
は
？
」
と
聞
い

て
気
づ
く
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
ど
の
家
も
窓
が
壊

れ
て
お
り
、
蚊
取
り
線
香
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　
四
日
目
に
、
家
族
と
町
民
会
館
に
避
難
し
て
い
た

次
男
が
、
田
野
畑
経
由
で
来
て
、
長
靴
や
電
灯
、
発

電
機
、
マ
ス
ク
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
た
と
知
ら
せ
た
人
が
お

り
、
無
事
は
知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
乙
茂
の
住
民

が
町
民
会
館
と
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ

て
避
難
し
て
い
る
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
一
時
避
難
、
そ
の
後
は
次
男
宅
へ
】

　
次
の
台
風
十
二
号
が
来
る
時
に
は
、
役
場
か
ら
バ

ス
が
来
て
避
難
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
手
分
け
し
て

声
を
掛
け
あ
い
ま
し
た
が
、
避
難
し
な
か
っ
た
人
も

い
ま
し
た
。
私
は
一
晩
だ
け
避
難
し
、
す
ぐ
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
次
男
の
嫁
と
孫
た
ち
は
関
東
の
嫁
の

実
家
に
、
母
は
犬
と
一
緒
に
関
東
の
兄
弟
宅
に
預
け

ま
し
た
。
私
と
次
男
は
荷
内
川
に
移
り
、
ハ
ワ
イ
に

い
る
娘
が
九
月
十
日
に
来
て
く
れ
て
、
一
カ
月
ほ
ど

三
人
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

　
発
電
機
で
明
か
り
を
と
り
、
水
は
給
水
車
で
し
の

ぎ
ま
し
た
。
ガ
ス
は
使
え
た
も
の
の
、
家
で
炊
事
や

洗
濯
は
せ
ず
、
風
呂
も
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
日

に
一
度
ほ
ど
保
健
セ
ン
タ
ー
に
洗
濯
機
を
使
い
に
行

き
、
無
料
開
放
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
お
風
呂
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。

【
片
付
け
に
つ
い
て
】

　
乙
茂
か
ら
一
緒
に
一
時
避
難
し
た
人
で
町
民
会
館

に
残
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
周
囲
で
は

家
の
片
付
け
も
本
格
化
し
、
親
せ
き
や
子
供
た
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

た
ち
ま
ち
片
付
け
て
い
て
「
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
道
の
駅
に
降
り
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
た
ち
を
、
各
家
に
「
今
日
は
三
人
で
い
い
？
」

と
か
聞
き
な
が
ら
案
内
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
頼
ん
で
自
宅
の
片
付

け
を
始
め
た
の
は
、
娘
が
来
て
か
ら
で
す
。
次
男
が

窓
を
壊
し
て
家
に
入
り
、
位
牌
探
し
か
ら
始
め
ま
し

た
。
様
々
な
も
の
が
腐
っ
て
す
ご
い
臭
い
で
し
た
。

泥から掘り出された飲料（9 月 5 日 10：47）
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泥
や
倒
れ
た
も
の
が
重
な
っ
て
い
る
所
は
、
な
か
な

か
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
水
は
家
の
中
で
お
よ
そ

一
メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン
チ
ま
で
上
が
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　
途
中
、
私
だ
け
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て
か
な
り

腫
れ
て
し
ま
い
、
済
生
会
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

入
院
し
て
点
滴
を
受
け
て
い
る
と
、
急
に
あ
ち
こ
ち

が
痛
く
な
っ
て
大
変
で
し
た
が
、
初
め
て
横
に
な
っ

て
休
め
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
レ
ト
ル
ト
ご

飯
と
缶
詰
で
も
ご
馳
走
だ
っ
た
の
で
、
病
院
食
は
豪

華
に
見
え
て
申
し
訳
な
く
感
じ
ま
し
た
。

【
そ
の
後
の
物
資
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
そ
の
後
、
物
資
は
軽
ト
ラ
が
あ
る
人
た
ち
が
交
代

で
受
け
取
り
に
行
っ
て
く
れ
て
、
助
か
り
ま
し
た
。

た
だ
、
要
望
ど
お
り
の
も
の
が
全
て
来
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
道
の
駅
に
プ
レ
ハ
ブ
が
建

ち
、
町
民
会
館
か
ら
来
た
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
や
か

ん
で
お
湯
を
沸
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
も
お
湯
が
無
い
と
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
停
電
復
旧
の
際
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
点
検
の
必
要

性
か
ら
家
に
よ
っ
て
時
間
差
が
あ
り
、
明
か
り
が
う

ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
断
水
の
解
消
は
遅
く
、

皆
が
沢
水
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。

【
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
】

　

仮
設
住
宅
に
は
多
く
の
人
が
申
し
込
み
ま
し
た

が
、
家
を
直
し
な
が
ら
二
階
で
暮
ら
す
人
も
徐
々
に

出
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
正
月
に
母
と
嫁
た
ち
が
荷

内
川
に
戻
っ
た
の
を
機
に
、
仮
設
住
宅
へ
入
居
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
防
音
性
も
良
く
快
適
で
す
。
週

に
一
度
、
集
い
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
な
ど

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
は
平
成
二
十
九
年
十
月
に
解
体
し
ま
し
た

が
、
更
地
に
な
っ
て
み
る
と
寂
し
い
で
す
。
再
建
に

は
か
さ
上
げ
が
必
要
な
よ
う
で
す
。
乙
茂
の
人
た
ち

も
様
々
な
場
所
に
お
り
、
部
落
会
も
機
能
し
て
い
な

い
状
態
で
す
が
、
家
を
再
建
す
る
話
も
ぽ
つ
ぽ
つ
出

て
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
過
去
の
大
雨
・
今
後
の
課
題
】

　
過
去
に
も
沢
の
増
水
で
国
道
が
水
浸
し
に
な
る
な

ど
の
大
雨
は
あ
り
ま
し
た
が
、
低
地
の
一
軒
を
除
い

て
家
の
浸
水
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
イ
オ
ン
台

風
で
も
川
が
大
き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
多
く

の
人
が
家
の
浸
水
は
初
の
経
験
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
乙
茂
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
炊
き
出
し
訓
練
や
、
防

災
に
つ
い
て
の
勉
強
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
機
能
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
民
館
は
ほ
ぼ
天
井

ま
で
浸
水
し
た
の
で
、
高
台
に
再
建
し
て
避
難
所
に

す
る
か
、
高
い
場
所
の
空
き
家
な
ど
に
備
蓄
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と
、
す
ぐ

に
救
援
物
資
は
届
か
な
い
の
で
、
地
域
の
中
で
出
来

る
人
が
出
来
る
こ
と
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
す
。（

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
　
聞
き
取
り
） 乙茂地区でのボランティア（9 月 12 日 14：53）
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乳
牛
を
何
と
か
生
か
し
た

鼠そ
い
り入

　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
　
昇

 

︵
六
十
一
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
　
昇

当
日
の
状
況

【
夕
方
か
ら
急
激
な
増
水
】

　
当
時
は
母
と
二
人
暮
ら
し
で
、
乳
牛
の
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
を
二
十
二
頭
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
の
午
前

中
は
、
大
し
た
雨
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
正
午

か
ら
十
三
時
ご
ろ
ま
で
の
降
り
方
は
異
常
で
、
危
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
十
六
時
ご
ろ
、隣
に
住
む
男
性
に
頼
ま
れ
て
、橋
を

渡
り
水
田
の
ポ
ン
プ
を
回
収
す
る
手
伝
い
に
行
き
ま

し
た
。し
か
し
、増
水
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、あ
っ
と
い

う
間
に
橋
の
上
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
ま
で
水
が
来
て

し
ま
い
、
男
性
を
急
ぎ
立
て
て
何
と
か
戻
っ
た
後
に

橋
は
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
。結
局
ポ
ン
プ
も
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、今
で
も
二
人
で「
い
や
ー
命
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
も
ん
だ
な
ぁ
」と
話
し
て
い
ま
す
。

【
牛
舎
が
鉄
砲
水
で
浸
水
】

　
戻
る
と
自
宅
の
周
囲
が
危
険
な
状
況
で
、
十
六
時

半
に
は
自
宅
の
裏
の
沢
か
ら
鉄
砲
水
が
出
て
来
ま
し

た
。
激
し
く
は
な
い
も
の
の
大
量
の
水
が
来
て
、
牛

舎
に
水
が
入
り
ま
し
た
。
川
の
水
位
も
五
分
単
位
で

増
え
る
状
況
で
、
十
七
時
ご
ろ
に
は
川
の
岩
が
ガ
ラ

ガ
ラ
と
も
の
す
ご
い
音
で
流
れ
て
お
り
、
危
機
感
を

覚
え
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
沢
水
が
詰
ま
っ
て
あ
ふ
れ
、
牛
舎
に

五
十
～
六
十
セ
ン
チ
の
高
さ
ま
で
水
が
入
り
ま
し

た
。
は
じ
め
は
流
木
な
ど
を
取
り
除
き
流
れ
を
確
保

し
ま
し
た
が
、追
い
つ
か
な
い
の
で
諦
め
た
と
こ
ろ
、

牛
舎
に
あ
っ
た
牛
乳
冷
却
用
の
タ
ン
ク
が
流
れ
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
牛
は
そ
れ
ほ
ど
騒
が
な
か
っ
た

も
の
の
、
私
は
心
配
で
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　
水
の
ピ
ー
ク
は
暗
く
な
る
前
で
し
た
。
十
九
時
ま

で
に
は
雨
が
上
が
り
、
二
十
二
時
ご
ろ
に
下
流
へ
二

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
様
子
を
見
に
行
く
と
、
生
活
橋
や

空
き
家
が
流
さ
れ
て
お
り
、
大
変
な
こ
と
が
起
き
た

と
感
じ
ま
し
た
。

被
害
状
況
と
対
応

【
牛
舎
を
中
心
に
被
害
】

　
自
宅
は
無
事
で
し
た
が
、
牛
舎
と
納
屋
に
水
が
入

り
ま
し
た
。
牛
舎
に
は
三
十
～
四
十
セ
ン
チ
程
度
の

泥
が
残
り
、
翌
日
か
ら
一
週
間
は
一
人
で
の
泥
出
し

が
大
変
で
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
本
来
、
き
れ
い

な
所
で
し
か
寝
な
い
の
で
、
二
日
は
頑
張
っ
て
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、
三
日
目
に
は
泥
の
中
で
寝
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
飼
料
も
被
害
を
受
け
、
近
所
に
置
い
て
い
た
購
入

品
の
牧
草
ロ
ー
ル
が
約
九
十
個
、
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
が
夏
に
収
穫
し
た
牧
草
は
牛
舎
の
上
に

置
い
て
い
た
た
め
無
事
で
し
た
が
、
一
カ
月
分
程
度

の
量
で
し
た
。

鼠入地区道路決壊状況（9 月 3 日 7：56）
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牧
草
地
に
も
土
石
流
が
流
れ
て
全
体
の
三
分
の
一

が
使
え
な
く
な
り
、
脇
に
置
い
て
い
た
機
械
も
流
さ

れ
ま
し
た
。車
も
浸
水
で
壊
れ
、隣
の
人
が「
車
使
っ

て
も
い
い
ぞ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
も
の
の
、
一
日
中

使
う
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

【
牛
の
世
話
に
苦
労
】

　
牛
舎
は
断
水
と
な
り
、
家
の
自
家
水
道
か
ら
バ
ケ

ツ
で
運
ぶ
の
も
大
変
で
し
た
。
牛
は
、
一
日
に
四
十

か
ら
五
十
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
を
飲
む
の
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
飲
み
干
し
て
し
ま
い
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
牛
舎
で
は
夏
は
扇
風
機
を
ず
っ
と
回
し
ま

す
が
、
停
電
で
動
か
せ
ず
、
弱
る
牛
も
出
て
来
ま
し

た
。
持
っ
て
い
る
小
さ
な
発
電
機
で
は
自
宅
の
電
気

を
確
保
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も

餌
は
最
低
限
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
最
終
的
に
死
ぬ
牛

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
搾
乳
を
止
め
る
と
牛
が
乳
房
炎
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
本
来
は
毎
日
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
震
災
時
の

停
電
の
経
験
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
対
策
は
取
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
通
常
は
乳
量
が
多
く
出
る
配
合

飼
料
を
与
え
ま
す
が
、
そ
れ
を
止
め
、
飼
料
を
牧
草

だ
け
に
す
る
と
乳
量
が
出
な
く
な
る
の
で
、
切
り
替

え
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
牛
も
一
週
間
か
ら
十
日
は
苦
し
み
ま
す

し
、
痩
せ
ま
す
が
、
例
え
搾
乳
出
来
て
も
捨
て
る
し

か
な
い
中
、そ
れ
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
頭
で
も
死
ね
ば
処
理
が
大
変
な
の
で
、
当
時
は
牛

を
何
と
か
生
か
す
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

一
時
避
難
と
帰
宅
後

【
牛
の
世
話
の
た
め
に
行
き
来
】

　
数
日
後
に
次
の
台
風
が
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
自

衛
隊
員
や
町
職
員
に
説
得
さ
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

乗
せ
ら
れ
て
、
母
と
一
緒
に
龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル
へ

避
難
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
何
十
年
も
牛
飼
い
で
生
き
て
き

ま
し
た
か
ら
、牛
が
心
配
で
し
た
。牛
を
飼
う
人
な
ら
、

同
じ
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
翌
朝
五
時
半
ご
ろ
に

出
発
し
、
三
時
間
以
上
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
が
、
道

中
の
大
変
さ
は
想
像
以
上
で
し
た
。
道
路
の
舗
装
は

激
し
く
壊
れ
て
お
り
、
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
残
っ
た
道

路
脇
を
行
く
途
中
に
は
、
熊
の
足
跡
も
あ
り
ま
し
た
。

　
牛
に
は
毎
日
、
水
と
牧
草
を
与
え
、
糞
も
掃
除
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
う
ど
台
風

当
日
の
未
明
に
産
ま
れ
た
仔
牛
が
お
り
、
面
倒
を
み

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
一
頭
だ
け
母
牛
の
乳
を

搾
っ
て
仔
牛
に
与
え
、
そ
の
日
は
、
夕
方
に
ま
た
ホ

テ
ル
に
戻
り
ま
し
た
。

【
家
に
戻
る
こ
と
に
】

　
避
難
所
で
は
寝
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
毎
日
六
時
間
も

歩
く
の
で
は
体
が
持
ち
ま
せ
ん
。
私
一
人
な
ら
何
と

か
暮
ら
せ
る
と
思
い
、
翌
朝
は
、「
も
う
帰
っ
て
き

ま
せ
ん
。
私
の
責
任
で
何
と
か
生
き
抜
く
か
ら
」
と

断
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
母
は
歩
く
の
が
大
変
な
の

で
ホ
テ
ル
に
残
し
、
米
や
野
菜
は
自
給
し
て
い
る
の

で
、
佃
煮
や
缶
詰
な
ど
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

帰
る
と
安
心
し
て
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
約
一
週
間
で
水
堀
か
ら
の
林
道
が
通
る
と
、
周

囲
の
人
が
時
々
戻
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
な
も
の
を

頼
み
、
次
の
機
会
に
買
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に

牛の飼料として欠かせない牧草（イメージ）
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コ ラ ム

【
普
通
の
生
活
が
一
番
】

　
私
も
、
母
に
と
っ
て
も
、
大
雨
で
の
こ
れ
ほ
ど
の

被
害
は
初
め
て
で
す
。
た
だ
三
、四
年
前
に
家
の
横

の
沢
沿
い
が
土
石
流
危
険
渓
流
と
の
こ
と
で
、
県
の

人
に
「
百
年
に
一
度
の
洪
水
が
起
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
覚
悟
は
し
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
実
際
に
こ
う
な
る
と
は
想
像
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

台
風
当
時
、震
災
の
経
験
か
ら
小
さ
な
発
電
機
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、畜
産
を
営
む
う
え
で
は
よ
り
大

台風 ₁₀ 号・岩泉町における畜産関係被害
　今回の台風では畜産農家も大きな被害を受け、失われた家畜の命
もありました。孤立地区での生活を続けながら、大切な家族であり
財産でもある家畜を守り続ける農家もあり、そこには想像を超える
困難がありました。

区分 戸数
調査対象畜産農家 ₁₅₀

うち被災した畜産農家（以下内訳） ₁₁₅
牛舎などの浸水・土砂流入・損壊 58

飼料畑（とうもろこし）への土砂流入・浸水・倒伏 58
牧草地への土砂流入・浸水 50

農業機械の流失・浸水による駆動不能 ₃8
家畜の死亡 ₃*

* 内訳：牛（黒毛和種 4 頭、乳用種 ₃ 頭）、山羊 ₃ 頭
（岩手県農林水産部　平成 28 年 11 月 22 日発表資料）

き
な
も
の
が
必
要
と
考
え
、今
で
は
備
え
て
い
ま
す
。

　
規
模
を
縮
小
し
た
分
、
今
年
は
田
ん
ぼ
に
十
分
気

を
配
る
こ
と
が
で
き
、
立
派
な
米
が
出
来
ま
し
た
。

道
路
が
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
一
番
良
い
で
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
感
謝
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
　
聞
き
取
り
）

な
り
ま
し
た
。
ガ
ス
と
薪
ス
ト
ー
ブ
で
お
つ
ゆ
と
炒

め
も
の
な
ど
の
食
事
を
作
る
う
ち
に
、
料
理
も
上
手

く
な
り
ま
し
た
。

　
台
風
か
ら
お
よ
そ
半
月
で
岩
泉
方
面
に
道
路
が
開

通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
台
風
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月

後
、
車
が
直
り
停
電
も
解
消
し
た
こ
ろ
に
、
ホ
テ
ル

へ
母
を
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
収
穫
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
停
電
で
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
畑
は

電
気
牧
柵
が
止
ま
り
、
熊
の
被
害
を
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後
・
振
り
返
り

【
畜
産
の
規
模
を
縮
小
】

　
牛
の
管
理
方
法
を
一
度
変
え
る
と
、
そ
の
後
に
餌

を
戻
し
て
も
乳
量
は
戻
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
で

も
従
来
ど
お
り
の
規
模
に
限
界
を
感
じ
、
当
時
の
牛

は
全
て
売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
が
手
掛
け
た

牛
を
売
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
辛
く
て
悔
し
か
っ
た

で
す
。

　
今
は
四
頭
飼
っ
て
い
ま
す
が
、
搾
乳
す
る
の
で
は

な
く
、
妊
娠
し
た
牛
を
分
娩
の
何
カ
月
か
前
に
売
る

経
営
を
し
て
い
ま
す
。
搾
乳
を
す
る
た
め
に
は
設
備

投
資
も
必
要
な
の
で
、
従
来
の
規
模
に
戻
す
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現在飼育しているホルスタイン牛（平成 29 年 11 月 16 日）

「乳牛を何とか生かした」　鼠入　川上昇岩泉地区岩泉地区
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自
助
と
共
助
で
守
る
命

国く
に
ざ
か
い境

　
　
　
　
　
　
　
守
田
　
敏
正

 

︵
六
十
六
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
守
田
　
敏
正

「自助と共助で守る命」　国境　守田敏正 小川地区

当
日
の
状
況
と
対
応

【
当
日
夕
方
ま
で
の
動
き
】

　
八
月
三
十
日
、
私
は
小
川
地
域
振
興
協
議
会
と
し

て
台
風
の
動
向
が
気
に
な
り
、
九
時
か
ら
事
務
所
で

あ
る
小
川
支
所
に
詰
め
、
情
報
収
集
に
あ
た
り
ま
し

た
が
、
静
か
な
雨
の
降
り
方
で
し
た
。

　
午
後
に
な
り
十
三
時
か
ら
十
五
時
の
間
、
事
務
局

長
で
あ
る
支
所
長
と
と
も
に
、
小
川
地
区
内
の
道
路

に
直
交
し
て
い
る
沢
か
ら
の
土
石
流
の
発
生
状
況

や
、
河
川
の
増
水
状
況
な
ど
を
確
認
し
て
回
り
ま
し

た
。
私
と
事
務
局
長
は
、「
騒
ぐ
ほ
ど
の
雨
は
降
っ

て
い
な
い
。
こ
の
程
度
の
雨
で
あ
れ
ば
大
事
に
至
ら

な
い
。」
と
考
え
ま
し
た
。

　
私
は
国
境
自
治
会
長
で
も
あ
り
、
自
治
会
の
状
況

も
気
に
な
っ
た
た
め
、「
万
が
一
大
事
に
至
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
役
場
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
災
害
対

応
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。
役
場
職
員
は
土
砂
災
害

対
応
図
上
訓
練
に
も
参
加
し
て
い
る
か
ら
対
応
で
き

る
。
私
は
大
事
に
至
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に

は
事
務
所
に
は
来
ら
れ
な
い
と
思
う
。」
と
指
示
し

て
帰
り
ま
し
た
。

【
川
沿
い
が
水
し
ぶ
き
で
か
す
む
】

　
国
境
自
治
会
に
帰
っ
た
十
六
時
ご
ろ
か
ら
、
雨
は

急
に
会
話
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
降
り
方
に
な
り
、
小

本
川
の
上
流
で
あ
る
当
地
域
の
河
川
は
、
ダ
ム
が
放

流
さ
れ
た
時
の
よ
う
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
ガ
チ
ガ
チ
と
音
を
立
て
な
が
ら
渦
巻
い
て
駆
け
下

り
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
の
夕
刻
、
国
境
・

見
内
川
地
区
は
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
に
遭
い
ま
し
た
。
胡
桃
の
木
が
三
本
四
本
と
立
っ

た
ま
ま
流
れ
て
き
て
、
私
の
目
に
は
山
が
流
れ
て
き

た
よ
う
に
映
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
川
の
流
れ
は
あ
の
時
よ
り
も
量
も
勢
い
も

あ
る
も
の
の
、
流
れ
は
円
滑
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
川

幅
が
広
く
な
り
川
沿
い
に
流
れ
る
樹
木
が
無
く
、
護

岸
工
事
の
結
果
が
円
滑
な
流
れ
を
作
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

【
要
支
援
者
の
避
難
が
大
事
】

　
一
軒
が
火
災
に
遭
っ
た
よ
う
な
場
合
、
周
り
の
人

に
は
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
豪
雨
災
害

の
よ
う
に
全
域
が
被
災
ま
た
は
被
災
の
危
機
に
あ
る

場
合
は
、
自
分
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。
遠
く

ま
で
手
が
届
か
ず
、
ま
し
て
や
自
治
会
全
域
に
目
配

り
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
避
難
行

動
時
要
支
援
者
の
安
全
確
保
で
す
。
私
の
自
治
会
は

五
十
世
帯
約
百
人
の
住
民
が
お
り
、
そ
の
う
ち
避
難

前日から雨は静かに降っていた（8 月 29 日 12：34）
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行
動
時
要
支
援
者
は
四
名
で
す
。

　
十
六
時
ご
ろ
危
機
を
感
じ
た
私
は
、
軽
ト
ラ
で
避

難
行
動
時
要
支
援
者
を
回
り
ま
し
た
。
一
人
は
隣
の

家
に
避
難
完
了
、
一
人
に
は
電
話
で
川
の
監
視
を
続

け
な
が
ら
家
の
玄
関
に
い
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し

た
。
三
軒
目
に
向
か
お
う
と
す
る
と
、
泥
流
に
よ
り

軽
ト
ラ
は
途
中
ま
で
し
か
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
徒

歩
で
よ
う
や
く
た
ど
り
着
く
と
、
高
齢
の
お
母
さ
ん

は「
私
は
公
民
館
に
行
か
な
い
。
家
と
一
緒
に
死
ぬ
」

と
言
い
出
し
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
を
脇
に
抱
え
る

よ
う
に
し
て
途
中
か
ら
軽
ト
ラ
に
乗
せ
、
公
民
館
に

避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　

四
軒
目
に
向
か
っ
た
の
は
十
七
時
半
ご
ろ
で
し

た
。こ
の
お
母
さ
ん
も
、「
家
と
一
緒
に
死
ぬ
」と
言
っ

て
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。「
分
か
っ
た
、
俺
は
死
に

た
く
な
い
か
ら
帰
る
が
、
玄
関
で
川
の
増
水
状
況
を

見
て
い
な
さ
い
。」
と
言
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
対
応

が
一
段
落
し
た
こ
ろ
に
は
真
っ
暗
に
な
り
、
そ
の
ほ

か
の
人
に
は
手
が
届
か
ず
、
自
治
会
全
体
の
状
況
も

把
握
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

【
通
信
不
通
・
交
通
路
寸
断
】

　
私
は
小
川
地
区
自
主
防
災
協
議
会
長
で
も
あ
り
、

速
や
か
に
本
部
に
行
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た

が
、
道
路
は
土
砂
で
埋
没
し
電
話
は
通
じ
な
い
こ
と

か
ら
、
全
く
本
部
長
と
し
て
の
活
動
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
長
と
推

進
員
が
支
所
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
災
害
対
応
に
あ

た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
翌
朝
、
支
所
に
二
時
間
か
け
て
到
達
】

　
翌
朝
、
小
川
支
所
と
同
じ
棟
の
小
川
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
百
名
は
超
え
る
と
思
わ
れ
る
住
民
が
避

難
し
て
い
ま
し
た
。
事
務
局
長
と
推
進
員
が
役
場
職

員
と
一
緒
に
な
っ
て
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
は
町
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
小
川
地
区

の
状
況
す
ら
掴
め
な
い
苛
立
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
調

理
室
で
は
、
門
町
婦
人
部
の
十
数
名
が
炊
き
出
し
作

業
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
床
上
浸
水

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
第
一
回
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催
】

　
翌
日
の
午
後
二
時
、連
絡
の
つ
く
役
員
が
集
ま
り
、

第
一
回
小
川
地
区
自
主
防
災
協
議
会
災
害
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
・

配
分
や
、
炊
き
出
し
が
長
引
く
場
合
は
門
町
婦
人
部

に
代
わ
り
、
自
主
防
災
協
議
会
が
各
自
治
会
か
ら
人

員
を
出
し
て
も
ら
い
、
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
当
分
の
間
、
毎
日
午
後
二
時
に
会
議
を
開
く
こ
と

を
確
認
し
あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
は
一
回
目
の
会
議

が
最
初
で
最
後
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
目
の
前
の

こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
の
た
め
、
決
め
ら
れ
た
時
間
に

集
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。

【
さ
な
が
ら
物
流
セ
ン
タ
ー
】

　
ト
ラ
ッ
ク
で
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
支
援
物
資
を

受
け
入
れ
て
そ
れ
を
分
類
し
、
被
災
者
に
配
分
す
る

名目入では電柱が折れ曲がっていた（9 月 1 日）
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作
業
は
多
く
の
手
を
必
要
と
す
る
作
業
で
す
。
途
方

に
暮
れ
て
い
た
時
に
「
こ
の
作
業
を
俺
に
任
せ
て
く

れ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
工
藤
哲
郎
さ
ん
に
は
感
謝
の

言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
工
藤
さ
ん
は
、
支
援
物
資

の
受
け
入
れ
・
配
分
場
所
を
小
川
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
か
ら
門
小
学
校
の
体
育
館
に
移
し
、
高
校
生
・

中
学
生
・
小
学
生
の
手
伝
い
を
頂
き
な
が
ら
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
効
率
的
な
作
業
は
見

事
で
し
た
。

【
被
害
状
況
の
確
認
】

　
私
は
、
悪
夢
の
状
況
を
現
実
の
も
の
と
し
て
と
ら

え
、
今
後
の
小
川
地
区
の
防
災
活
動
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
数
日
か
け
て
被
災
し
た
箇
所
や
被
災
し
た
家

を
回
り
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
】

　
台
風
か
ら
数
日
後
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中

心
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
小
川
サ
テ
ラ

イ
ト
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
始

め
ま
し
た
。
私
は
地
域
の
代
表
者
と
い
う
こ
と
で
調

整
会
議
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
議
の
参
加
の
ほ

か
に
被
災
者
や
自
治
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
間
に
入
り
、
橋
渡
し
の
よ
う
な
役
割
を
一
週
間
程

度
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

作
業
現
場
に
案
内
も
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
と
課
題

【
台
風
十
号
が
置
い
て
行
っ
た
課
題
】

① 

国
境
・
見
内
川
地
区
は
な
ぜ
今
回
の
台
風
で
被
害

が
比
較
的
少
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
地

区
は
平
成
二
十
五
年
七
月
に
一
時
間
降
水
量
が
八

十
三
ミ
リ
に
及
ぶ
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
は
復
旧
復
興
作
業

も
ほ
ぼ
完
了
し
、
川
幅
は
広
く
川
沿
い
に
は
増
水

に
よ
り
流
さ
れ
る
よ
う
な
樹
木
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
護
岸
も
堅
固
に
構
築
さ
れ
川
は
円
滑
な
流

れ
が
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
よ
り
も
今
回
の

ほ
う
が
増
水
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
中
で
被
害

が
な
か
っ
た
の
は
、
防
災
工
事
の
お
か
げ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

② 

大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
誰
か
の
助
け

が
必
要
な
と
き
ほ
ど
誰
も
来
な
い
の
が
現
実
で
、

小
川
地
区
は
細
か
く
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
現

実
で
す
。

③ 

気
象
情
報
・
避
難
情
報
を
聞
い
て
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
勉

強
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

④ 

行
政
と
し
て
、
在
宅
介
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

が
自
主
避
難
で
き
る
場
所
の
確
保
が
必
要
で
す
。

【
小
川
地
区
自
主
防
災
協
議
会
の
役
割
】

① 

本
部
と
し
て
、
自
治
会
役
員
と
個
々
（
戸
々
）
に

防
災
減
災
の
力
を
つ
け
る
こ
と
。

② 

自
治
会
と
し
て
普
段
か
ら
「
立
ち
退
き
避
難
」
が

必
要
な
家
に
住
ん
で
い
る
人
で
か
つ
「
避
難
行
動

時
要
支
援
者
」
を
把
握
し
て
お
き
、
災
害
時
に
こ

の
人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

③ 

個
人
（
戸
々
）
と
し
て
、
第
三
者
を
当
て
に
す
る

ボランティアセンター小川サテライトの様子（10 月 30 日）
※写真提供：岩泉町災害ボランティアセンター
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災害を忘れない ❶　平成 ₂₅ 年 ₇ 月国境・見内川地域集中豪雨
　平成 25 年 ₇ 月 26 日～ 28 日にかけ、暖かく湿った空気の流れ
込みにより、岩手県南部を中心に記録的な大雨となりました。岩
泉町国境・見内川地区では ₇ 月 28 日 16 時半～ 19 時半までの ₃
時間で総雨量 1₃₃.5 mm を記録（町設置雨量計）する集中豪雨に
より被害が発生しました。
　土石流や倒木、農地の冠水、道路の決壊や橋の流失、簡易水道
の配水管・給水管の流失など局地的に大きな被害がありました。
区分 岩泉町における被害内容

避難指示
小川地域の 116 世帯（244 人）に ₇ 月 28 日 21 時 20 分に
避難指示が発令され、₇ 月 29 日 10 時 5 分に解除されま
した。避難所は小川生活改善センターと見内川公民館です。

住家被害 半壊 6 棟、床下浸水 24 棟
断水 4₃ 戸

被害額 4 億 9,9₃6 万 ₃ 千円

こ
と
な
く
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
自
分
の

家
族
は
自
分
で
守
る
」
気
概
を
持
つ
こ
と
。

【
防
災
・
減
災
の
基
本
】

　
後
日
、
各
自
治
会
の
対
応
に
つ
い
て
会
長
な
ど
の

関
係
者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
役
員
が
集
ま
っ
て
本
部

を
開
設
し
組
織
的
活
動
を
し
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
初
の
段
階
は
自
治
会
長
や
一
部
の

役
員
が
状
況
の
把
握
、
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
に
あ

た
っ
た
も
の
の
、
途
中
で
身
の
危
険
を
感
じ
て
家
に

戻
っ
た
そ
う
で
す
。
中
に
は
戻
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
一
晩
、
高
台
で
落
ち
着
く
の
を
待
っ
た
と
い
う

役
員
も
い
ま
し
た
。

　
多
く
は
隣
近
所
で
協
力
し
て
難
を
逃
れ
て
い
ま
し

た
。
家
が
広
範
囲
に
分
散
す
る
当
地
に
お
い
て
、
自

治
会
全
域
が
被
災
し
、
役
員
も
被
災
し
て
い
る
状
況

で
は
、
自
治
会
単
位
で
の
組
織
的
な
活
動
は
困
難
で

し
た
。
ま
し
て
や
、
自
主
防
災
協
議
会
が
陣
頭
指
揮

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
家
が
山
間
部
の
広
範
囲
に
分
散
し
て
い
る
当
地
に

お
け
る
災
害
対
応
の
基
本
は
、「
自
助
」
と
「
共
助
」

で
す
。
第
三
者
を
あ
て
に
せ
ず
「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
。
自
分
の
家
族
は
自
分
で
守
る
」
こ
の
気
概

が
一
番
重
要
で
す
。
次
に
、「
自
分
の
命
を
自
分
で

守
れ
な
い
人
、
自
分
だ
け
で
は
自
分
の
家
族
を
守
れ

な
い
人
を
自
治
会
、
特
に
隣
近
所
で
守
る
」
こ
の
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
防
災
対
応
の
力
を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
力
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
が
小
川

地
区
自
主
防
災
協
議
会
の
役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
）

小川サテライトに集まったボランティアの皆さん（10 月 30 日）
※写真提供：岩泉町災害ボランティアセンター

資料：岩手県資料、岩泉町資料、広報いわいずみ

被害を受けた道路・水道施設（見内川地区）

「自助と共助で守る命」　国境　守田敏正小川地区

コ ラ ム
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「指示を待たず動くこと」　門町　工藤哲郎 小川地区

指
示
を
待
た
ず
動
く
こ
と

門か
ど
ま
ち町

　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
哲
郎

 

︵
六
十
三
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
哲
郎

当
日
の
状
況
と
対
応

【
夕
方
、
危
険
な
水
位
に
気
付
く
】

　
当
日
の
日
中
は
自
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
夕

方
、
川
向
い
の
人
に
「
車
を
置
か
せ
て
欲
し
い
」
と

言
わ
れ
て
川
を
見
に
行
く
と
、
危
険
な
水
位
で
あ
る

こ
と
に
初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　
私
は
当
時
、
町
内
会
役
員
で
は
な
か
っ
た
も
の
の

対
応
の
必
要
性
を
感
じ
、
心
の
準
備
は
し
て
お
き
ま

し
た
。
ま
だ
停
電
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

家
に
い
た
妻
と
息
子
に
は
「
大
変
だ
ぞ
」
と
い
う
話

は
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
川
は
十
七
～
十
八
時
ご
ろ
に
は
あ
ふ
れ
る
寸
前
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
暗
く
な
る
こ
ろ
支
所
に
行
く

と
、
す
で
に
上
流
の
方
々
な
ど
約
百
人
が
着
の
身
着

の
ま
ま
で
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
な
流
れ
で
、
対
応
を
検
討
す
る
一
員
に
加
わ

り
、
高
齢
者
は
和
室
に
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
は
大
ホ
ー

ル
に
休
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
布
団
が

な
く
、
多
少
の
座
布
団
が
あ
る
程
度
な
の
で
、
自
宅

が
無
事
な
人
に
は
、「
座
布
団
を
持
っ
て
来
て
下
さ

い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
一
晩
中
の
警
戒
活
動
】

　
夕
方
に
は
消
防
団
は
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
も
消
防
団
や
有
志
の
方
々

と
町
内
会
エ
リ
ア
の
川
周
辺
を
警
戒
し
ま
し
た
。
ま

だ
雨
が
降
り
増
水
は
続
い
て
お
り
、
浸
水
し
て
い
な

い
家
の
人
た
ち
に
も
「
危
険
で
す
か
ら
出
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
お
話
し
し
て
歩
き
ま
し
た
。
暗
く
て
よ

く
見
え
ま
せ
ん
が
、
川
は
道
路
の
近
く
ま
で
来
て
い

ま
し
た
。

　
途
中
、
日
影
名
目
利
で
車
が
泥
に
は
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
周
辺
は
、
長
靴
も
は
ま
る
ほ
ど
の
泥
で
、
そ

の
先
に
は
行
け
な
い
状
態
で
し
た
。

避
難
所
の
状
況
と
対
応

【
炊
き
出
し
の
開
始
】

　
翌
朝
、
約
百
名
分
の
食
事
が
必
要
な
た
め
門
町
の

婦
人
会
に
協
力
を
要
請
し
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー
に
米

や
味
噌
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
食
事
の
際
に
は
支
所
長
が
状
況
を
説
明
し
、
私
は

「
お
互
い
気
配
り
し
な
が
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い

よ
う
に
」
な
ど
注
意
事
項
を
お
話
さ
せ
て
も
ら
っ
た

ほ
か
、
保
健
婦
の
方
が
体
を
動
か
す
こ
と
も
企
画
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
三
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
飯
に
味
噌

汁
、
お
か
ず
が
二
～
三
品
に
デ
ザ
ー
ト
ま
で
つ
き
ま

し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
と
の
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
最
大
限
の
配
慮
で
す
。
食
材
は
、
地

元
の
ス
ー
パ
ー
や
商
店
か
ら
調
達
し
て
、
途
中
か
ら

支
援
物
資
で
届
い
た
米
や
野
菜
も
活
用
し
ま
し
た
。

泥で動けなくなった車（8 月 31 日 9：24）
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避
難
所
を
開
設
し
て
二
～
三
日
が
経
つ
と
休
校
中

の
高
校
生
が
応
援
に
来
て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
役
割
分

担
し
ま
し
た
。
避
難
所
・
受
付
・
会
議
室
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
付
け
な
ど
、
全
て
紙
に
書
い
て
、
地
図

と
一
緒
に
貼
り
ま
し
た
。

【
体
制
の
立
て
直
し
】

　
し
か
し
台
風
か
ら
二
週
間
後
、
炊
き
出
し
の
現
場

に
疲
れ
が
見
え
て
き
た
の
で
、あ
る
業
者
さ
ん
に「
こ

う
い
う
訳
で
体
制
を
立
て
直
し
た
い
の
で
、
米
は
あ

る
け
ど
副
菜
を
届
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
お
願
い

す
る
と
、
翌
日
に
は
二
百
人
分
を
届
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
他
地
区
に
も
応
援
を
要
請
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
衛
隊
に
も
米
・
味
噌
持
参
で
炊
き

出
し
の
協
力
を
頂
い
た
の
で
、
婦
人
会
や
応
援
の
人

た
ち
に
副
菜
を
作
っ
て
頂
く
と
い
う
体
制
に
な
り
ま

し
た
。
食
材
確
保
な
ど
の
面
で
、
避
難
所
と
、
支
援

物
資
の
拠
点
で
あ
る
体
育
館
は
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
最
大
で
百
九
十
食
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
手

伝
い
に
来
る
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
も
提
供
し

た
た
め
で
す
。

【
避
難
所
の
状
況
】

　
避
難
所
で
は
途
中
か
ら
、
布
団
や
マ
ッ
ト
な
ど
を

二
百
枚
ほ
ど
提
供
し
て
頂
き
寝
ら
れ
る
状
態
に
な
り

ま
し
た
。家
族
ご
と
の
仕
切
り
も
頂
い
た
の
で
す
が
、

こ
れ
は
「
暑
い
の
で
止
め
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
転
倒
な
ど
の
け
が
は
多
少
発
生
し
た
よ
う
で
す

が
大
事
に
は
至
ら
ず
、
風
邪
の
流
行
な
ど
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
：
水
の
確
保
】

　
当
初
、
水
は
近
所
の
お
宅
か
ら
運
ん
だ
も
の
の
枯

渇
し
、
別
の
自
家
水
道
が
あ
る
お
宅
に
協
力
を
求
め

ま
し
た
。
一
日
に
七
百
～
千
リ
ッ
タ
ー
の
水
が
必
要

で
、
軽
ト
ラ
に
二
百
～
三
百
リ
ッ
タ
ー
の
タ
ン
ク
を

積
ん
で
毎
日
、
朝
晩
に
水
を
配
り
ま
し
た
。
数
日
後

に
は
支
所
に
置
い
た
蛇
口
付
き
タ
ン
ク
の
水
で
、
身

体
が
拭
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
入
浴

の
た
め
葛
巻
町
の
ホ
テ
ル
に
行
く
バ
ス
が
出
る
よ
う

に
な
り
、自
衛
隊
の
入
浴
施
設
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
の
水
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
体
育
館
は

プ
ー
ル
の
水
を
、
支
所
は
手
洗
い
用
の
水
を
再
利
用

す
る
な
ど
、
工
夫
を
し
な
が
ら
使
い
ま
し
た
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
：
電
気
・
通
信
】

　
電
気
に
つ
い
て
は
当
初
、
避
難
所
は
小
型
発
電
機

二
～
三
台
で
や
り
く
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
葛
巻
か

ら
畜
産
農
家
の
方
が
大
型
発
電
機
と
燃
料
を
持
っ
て

来
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
あ
り
が

た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

通
信
網
は
携
帯
電
話
も
会
社
に
よ
り
不
通
と
な

り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
直
接
要
請
し
て
数
日
後
に
移
動
基
地

局
を
支
所
に
導
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

物
資
関
係
の
状
況
と
対
応

【
体
制
作
り
】

　
当
初
は
国
道
の
寸
断
に
よ
り
、
岩
泉
中
心
部
か
ら

門小学校と自衛隊車両（9 月 4 日 8：38）
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は
物
資
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
台
風
か
ら
数
日
後

に
地
域
振
興
協
議
会
の
会
長
と
打
合
せ
し
、
私
は
物

資
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
門
小
学
校
の
校
長
先
生
に
「
い
つ
ま
で
か
は
分
か

ら
な
い
け
ど
も
、
体
育
館
を
使
わ
せ
て
ほ
し
い
」「
教

職
員
の
方
た
ち
に
も
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
。
子

供
た
ち
も
参
加
で
き
れ
ば
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

お
願
い
し
、
教
育
委
員
会
に
も
同
様
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
九
月
二
日
、
体
育
館
に
物
資
活
動
の
場
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。
偶
然
に
も
小
川
中
学
校

に
陸
前
高
田
で
震
災
を
経
験
し
た
先
生
が
お
り
、
相

談
し
な
が
ら
体
制
を
作
り
ま
し
た
。
被
災
し
て
い
な

い
中
高
生
は
横
の
連
絡
に
基
づ
く
自
主
参
加
と
し
、

後
日
、
教
職
員
の
方
々
も
加
わ
り
ま
し
た
。

【
物
資
の
受
け
入
れ
と
配
布
】

　
物
資
調
達
の
方
法
と
し
て
、
若
者
が
中
心
に
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
発
信
・
拡
散
し
た
と
こ
ろ
、
驚

く
ほ
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
個
人
・
団
体
か
ら
食
料
・
衣
料
な
ど

多
く
の
物
資
を
受
け
入
れ
、郵
送
で
も
届
き
ま
し
た
。

受
入
れ
・
配
布
と
も
に
名
前
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

茨
城
で
豪
雨
被
害
を
受
け
た
地
域
の
生
協
か
ら
、
ト

ラ
ッ
ク
で
物
資
を
届
け
て
頂
い
た
例
や
、
地
域
の
若

者
の
縁
で
盛
岡
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
物
資
を
届
け

て
く
れ
た
例
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
小
中
高
生
に
は
届
い
た
物
資
の
記
録
と
配
置
・
受

け
取
り
に
来
る
人
へ
の
案
内
な
ど
を
担
当
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
教
職
員
の
方
々
に
は
、
受
付
の
設
置
や

用
紙
の
作
成
、
物
資
の
小
分
け
な
ど
を
応
援
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
流
れ
が
出
来
、
学
校
再
開
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
消
防
団
員
な
ど
の
消
防
関
係
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
加
わ
り
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
物
資
の

人
手
は
十
分
、
間
に
合
い
ま
し
た
。

　
物
資
を
受
け
取
り
に
来
ら
れ
な
い
人
に
は
、
消
防

団
や
様
々
な
人
た
ち
で
分
担
し
て
、
食
料
や
水
を
届

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
岩
泉
方
面
の
国
道
が
開
通
す
る
と
毎
日
、
物
資
が

岩
泉
地
区
か
ら
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
待
っ

て
い
て
は
対
応
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
子
供
た
ち
の
お
か
げ
で
】

　
子
供
た
ち
と
は
自
然
と
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
、
話

し
合
い
工
夫
を
し
、
指
示
を
し
な
く
て
も
、
必
要
な

時
は
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
ト
ラ
ブ
ル
も
つ

き
も
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
が
対
応
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、皆
さ
ん
が
冷
静
に
行
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
一
週
間
も
す
る
と
、
誰
が
被
災
し
て
い

る
人
か
分
か
る
の
で
、
か
な
り
社
会
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
配
布
の
規
則
は
設
け
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
用
品

な
ど
日
持
ち
す
る
も
の
を
過
剰
に
持
っ
て
行
か
れ
て

も
困
る
の
で
、子
供
た
ち
に
標
語
を
書
い
て
も
ら
い
、

思
い
や
り
を
求
め
ま
し
た
。

【
必
要
な
物
資
の
情
報
共
有
】

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
必
要
な
物
資
も
変
化
し
て

ゆ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
黒
板
を
使
用
し
、
必
要
な
も

の
・
届
く
予
定
の
も
の
・
不
要
な
も
の
な
ど
を
掲
示

門小学校体育館における黒板掲示・標語（9 月 13 日）
※写真提供：つぴたあれいわいずみ実行委員会
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し
続
け
ま
し
た
。
支
援
に
訪
れ
た
人
が
黒
板
の
内
容

を
発
信
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
翌
日
に
も
の
が

届
く
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
泥
出
し
作
業
で
泥
を
詰
め
る
土
の
う
袋
が

必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
道
具

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
一
番
必
要
と
さ

れ
た
の
は
食
料
と
衣
料
で
す
。

　
黒
板
で
情
報
を
共
有
す
る
と
、
通
じ
る
部
分
は
通

じ
ま
す
。
と
は
い
え
、
着
ら
れ
な
い
洋
服
な
ど
始
末

に
困
る
も
の
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
子
供
・
若
者
用

の
服
を
必
要
と
す
る
人
が
あ
ま
り
お
ら
ず
、
さ
ら
に

季
節
の
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
で
は
賞

味
期
限
も
重
要
で
す
。

【
体
育
館
か
ら
の
撤
収
】

　
次
第
に
う
わ
さ
が
広
が
り
、
安
家
や
浅
内
な
ど
か

ら
も
物
資
を
求
め
る
人
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
適
切
な
配
布
の
た
め
、
各
地
域
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
は
、
視
察
や
消
防
団
か
ら
の
情
報
を
通
じ
て

把
握
す
る
よ
う
に
努
め
、
徐
々
に
活
動
の
終
了
に
つ

い
て
も
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
一
カ
月
後
、
小
学
校
で
学
習
発
表
会
の
練
習
で
体

育
館
を
使
う
た
め
、
物
資
拠
点
を
撤
収
し
て
支
所
に

移
動
し
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
避
難
所
は
、
一
部

岩
泉
に
移
動
し
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
縮
小
し
て
ま

だ
続
い
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
災
害
現
場
で
大
事
な
こ
と
】

　
災
害
現
場
で
は
指
示
を
待
た
ず
に
、
気
づ
い
た
こ

と
を
動
け
る
人
が
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
回
、
消
防
・
取
材
関
係
者
が
驚
い

た
の
は
、
役
所
の
指
示
が
無
い
の
に
住
民
が
相
談
し

合
い
な
が
ら
こ
れ
だ
け
実
践
し
て
い
る
こ
と
と
、
中

高
生
の
動
き
で
し
た
。

　
ま
た
、地
域
の
つ
な
が
り
や
地
域
力
も
大
切
で
す
。

婦
人
会
は
普
段
か
ら
祭
り
や
運
動
会
の
食
事
作
り
な

ど
を
し
て
い
る
た
め
、「
ス
ー
ッ
と
」
炊
き
出
し
に

入
れ
ま
し
た
。
慣
れ
て
い
な
い
と
、
い
き
な
り
大
量

の
食
事
は
作
れ
ま
せ
ん
。

【
災
害
時
の
公
的
な
動
き
に
つ
い
て
】

　
公
的
な
備
え
と
し
て
は
、
食
料
や
布
団
な
ど
百
人

分
の
宿
泊
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、情
報
入
手
の
た
め
に
ラ
ジ
オ
の
受
信
環
境
の
改
善

と
、
自
治
体
や
消
防
か
ら
情
報
を
放
送
局
に
提
供
し
、

特
定
エ
リ
ア
に
流
せ
る
体
制
が
理
想
的
で
す
。
ま
た
、

公
式
の
物
資
受
入
は
、
寸
断
に
備
え
て
中
心
部
だ
け

で
な
く
何
カ
所
か
へ
の
分
散
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

【
振
り
返
っ
て
】

　
私
自
身
、
台
風
直
後
か
ら
動
き
続
け
て
、
疲
れ
は

あ
り
ま
し
た
。
関
わ
っ
て
く
れ
た
中
高
生
に
は
「
あ

り
が
と
う
」「
頑
張
っ
た
ね
」
と
い
う
声
を
掛
け
て

い
ま
す
。
大
変
だ
っ
た
と
い
う
感
想
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
共
同
作
業
の
達
成
感
や
、
様
々
な
経
験

は
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。
そ
し

て
婦
人
会
を
は
じ
め
、
消
防
団
、
地
域
有
志
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
七
日
　
聞
き
取
り
）

門小学校に掲げられた生徒たちからのメッセージ（10 月 19 日）
※写真提供：岩泉町ボランティアセンター

「指示を待たず動くこと」　門町　工藤哲郎小川地区
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「頂いた支援を力に」　門町　邊見むつ子 小川地区

頂
い
た
支
援
を
力
に

門
町

　
　
　
　
　
　
　
邊へ

ん

見み

む
つ
子

 

︵
六
十
七
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　

当
日
の
状
況
と
対
応

【
三
名
の
お
客
様
が
い
た
】

　
私
は
旅
館
を
営
ん
で
い
ま
す
。
当
日
は
釣
り
目
的

の
女
性
客
二
名
と
、
山
仕
事
の
男
性
客
一
名
が
宿
泊

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
女
性
客
に
は
事
前
に
延
期
を
お

す
す
め
し
ま
し
た
が
、
長
く
お
付
き
合
い
の
あ
る
ご

姉
妹
で
も
あ
り
、「
い
い
わ
よ
、
川
に
行
け
な
か
っ

た
ら
奥
さ
ん
と
遊
ぶ
の
だ
か
ら
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
や
や
強
く
降
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姉
妹
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
い
つ
も
料
理

教
室
を
開
い
て
お
り
、
十
四
時
過
ぎ
に
「
早
め
に
夕

飯
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
「
棒
ず
し
」
を
作

り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
十
五
時
半
ご
ろ
に
は
救
沢
川
の
水
が
増
え
、
夫
は

向
か
い
に
あ
る
自
宅
の
周
囲
に
土
の
う
や
石
を
積
み

ま
し
た
。
旅
館
か
ら
も
川
が
見
え
、
念
の
た
め
少
し

高
い
隣
の
家
の
敷
地
に
、
家
と
お
客
さ
ん
の
車
を
移

動
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
従
業
員
の
家
族
が
消
防
団
員
な
の
で
す

が
、「
避
難
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
」
と
の
こ
と
で
、

驚
い
て
従
業
員
を
家
に
帰
し
ま
し
た
。

【
川
が
あ
ふ
れ
自
宅
が
孤
立
】

　
夫
は
そ
の
後
、
浸
水
に
備
え
て
机
に
畳
を
上
げ
て

い
る
と
き
に
川
が
あ
ふ
れ
、
旅
館
と
の
間
の
道
路
も

川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
宅
で
孤
立
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
消
防
団
の
方
々
も
巡
回
し
て
い
ま
し

た
が
、流
れ
が
強
く
救
助
に
は
行
け
ま
せ
ん
。た
だ
、

夫
が
懐
中
電
灯
で
家
か
ら
合
図
を
す
る
の
は
見
え
ま

し
た
。

　
旅
館
の
建
物
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
塀
の
周
囲
を

水
が
廻
り
中
洲
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
停

電
が
発
生
し
た
の
で
断
水
も
想
定
し
て
水
を
風
呂
な

ど
に
た
め
て
お
き
ま
し
た
。

　
同
居
し
て
い
る
息
子
か
ら
仕
事
帰
り
、
十
八
時
ご

ろ
に
電
話
で
様
子
を
聞
か
れ
た
の
で
、「
安
全
な
所

に
避
難
し
て
夜
が
明
け
て
か
ら
帰
っ
て
来
て
」
と
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
せ
き
に
無
事
を
報
告
す
る

電
話
を
入
れ
、
そ
れ
以
降
は
、
電
話
が
不
通
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
旅
館
も
浸
水
し
二
階
へ
避
難
】

　
十
九
時
過
ぎ
、
食
事
中
に
水
が
建
物
付
近
ま
で
あ

ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
避
難
す
る
か
迷
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
な
い
土
地
で
歩
い
て
の
避
難
よ
り
は
、
二
階
が

安
全
と
感
じ
、
お
客
さ
ん
の
荷
物
を
一
階
か
ら
二
階

へ
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
姉
妹
が「
大
丈
夫
よ
」

と
言
う
の
で
私
は
「
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
大

変
だ
か
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。
男
性
も
「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
」と
布
団
も
ど
ん
ど
ん
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
水
が
裏
手
か
ら
建
物
の
中
に
入
っ
て
来旅館前の状況（9 月 1 日）
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て
、
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
男
性
が
高
い
所
に

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
一
緒
に
上
げ
て
く
れ
て
助
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
パ
ソ
コ
ン
や
書
類
を
高
い
所
に

乗
せ
、
女
性
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
洋
服
の
入
っ
た

タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を
高
い
所
に
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
消
防
団
も
巡
回
し
て
い
た
の
で
、
特

に
通
報
す
る
こ
と
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

は
二
階
で
部
屋
割
り
を
し
て
、
再
び
食
事
を
と
り
、

先
に
休
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
釣
り
の
お
客
さ
ん
の
胴

長
を
借
り
て
下
の
様
子
を
見
に
行
く
と
、
一
階
の
床

で
、
ひ
ざ
上
程
度
の
水
深
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
中
に

は
「
バ
リ
ッ
」
と
い
う
音
が
し
て
見
に
行
っ
た
り
、

外
を
見
た
り
し
て
、
あ
ま
り
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
旅
館
の
被
害
状
況
】

　
翌
朝
、
玄
関
が
泥
で
開
か
な
く
な
り
、
外
の
人
に

二
階
か
ら
助
け
を
求
め
る
と
、
皆
さ
ん
が
掘
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
出
る
と
、
川
に
近
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
一

カ
所
、
倒
れ
て
お
り
、
内
側
で
は
ボ
イ
ラ
ー
室
の
ド

ア
が
破
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
階
で
は
高
い
所
に
上
げ
た
も
の
は
お
お
む
ね
助

か
り
ま
し
た
が
、
客
室
の
畳
は
浮
き
上
が
り
、
床
に

泥
が
約
三
十
セ
ン
チ
も
堆
積
し
て
家
具
や
電
化
製
品

も
浸
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
食
事
は
何
で
も
火
を
通
し
て
】

　
昨
日
作
っ
た
寿
司
の
残
り
が
二
階
に
あ
り
、
お
客

さ
ん
に
「
こ
れ
食
べ
て
大
丈
夫
？
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
暑
か
っ
た
の
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
雑
炊
の

よ
う
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
米
や
普
段
か
ら
使
用
す
る
食
材
は
一
階
の
高
い

所
に
あ
り
、
無
事
で
し
た
。
最
初
は
ま
だ
冷
蔵
庫
の

中
身
な
ど
も
食
べ
ら
れ
る
状
態
で
し
た
が
、
衛
生
面

を
考
え
て
加
熱
し
た
も
の
を
食
べ
る
の
が
一
番
と
考

え
ま
し
た
。

【
息
子
の
帰
宅
】

　
息
子
も
前
日
、
二
升
石
の
国
道
で
土
石
流
に
よ
り

立
往
生
し
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
偶
然
そ

こ
に
い
た
道
路
維
持
作
業
車
に
道
具
が
積
ま
れ
て
お

り
、
現
場
に
い
た
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
そ
の
前
方

に
偶
然
止
ま
っ
て
い
た
大
型
バ
ス
に
命
綱
を
結
ん
で

渡
り
、
一
晩
を
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
翌
朝
も
皆
さ

ん
で
散
乱
し
て
い
た
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
片
付
け

た
よ
う
で
、
午
前
中
に
は
自
身
の
車
で
帰
宅
し
ま
し

た
。

【
お
客
様
に
帰
宅
を
す
す
め
る
】

　
前
日
に
避
難
さ
せ
た
車
も
無
事
で
し
た
。
男
性
に

帰
宅
を
す
す
め
る
と「
こ
の
ま
ま
行
く
の
は
悪
い
な
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
、
九

時
半
ご
ろ
帰
り
ま
し
た
。
姉
妹
は
三
泊
四
日
の
予
定

で
し
た
が
や
は
り
帰
宅
を
お
す
す
め
し
ま
し
た
。
し

か
し
親
せ
き
に
近
い
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
「
こ
の

ま
ま
帰
れ
る
と
思
う
？
手
伝
う
わ
よ
」
と
言
わ
れ
、

泥
か
き
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
三
十
一
日
の
夜
は
星
が
き
れ
い
だ
っ
た
そ
う
で
、

「
あ
ん
な
き
れ
い
な
星
空
、
初
め
て
見
た
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
結
局
、
九
月
一
日
に
い
わ
て
沼
宮
内
駅

ま
で
お
送
り
し
、「
家
に
着
い
た
わ
よ
」
と
電
話
を

い
た
だ
い
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

旅館と家の間は川に（9 月 1 日）
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【
夫
は
二
晩
孤
立
・
自
宅
の
被
害
】

　
自
宅
の
周
囲
の
水
は
翌
日
も
引
か
ず
、
夫
は
二
晩

孤
立
し
た
ま
ま
で
し
た
。
机
の
上
の
畳
で
仮
眠
を
取

り
、
冷
凍
庫
の
食
品
や
、
釣
り
用
の
氷
を
溶
か
し
て

飲
み
食
い
出
来
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
近
辺
は
、
川
か
ら
の
距
離
や
高
低
差
で
被
害

の
程
度
が
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
自
宅
は
直
前
の
お

盆
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
荷
物
を
運
び
入
れ
た
段

階
で
多
く
の
家
財
が
被
害
を
受
け
、
窓
も
壊
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

【
食
事・水
の
確
保
は
助
け
合
い
な
が
ら
】

　
台
所
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
倒
れ
て
し
ま
い
、
ガ
ス
屋

さ
ん
に
無
理
を
承
知
で
お
願
い
す
る
と
、
台
風
の
翌

日
か
翌
々
日
に
は
修
理
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
米
は

お
む
す
び
に
し
て
近
所
で
分
け
合
っ
て
食
べ
た
り
も

し
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
に
は
、
秋
田
の
兄
が
葛
巻
経
由
で
パ
ン

や
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、驚
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
盛
岡
の
親
せ
き
か
ら
も
煮
物
な
ど
を
届
け

て
い
た
だ
い
て
、本
当
に
美
味
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

改
め
て
普
段
、
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
日
常
食
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
水
は
当
初
、
風
呂
な
ど
に
た
め
た
分
は
手
洗
い
な

ど
に
活
用
し
、
買
い
置
き
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
飲
み
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
は
近
所
の
お
宅
の

自
家
水
道
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
若
い
人
た

ち
が
、
台
風
か
ら
二
～
三
日
後
に
開
通
し
た
盛
岡
方

面
の
国
道
の
途
中
ま
で
行
き
、
親
せ
き
の
人
か
ら
発

電
機
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
水
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
旅
館
の
お
手
洗
い
は
、
古
い
タ
イ
プ
な
の
で
使
え

る
状
態
に
あ
り
、
夜
も
近
所
の
方
が
好
き
な
よ
う
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
た
。

【
ラ
ジ
オ
で
の
情
報
発
信
】

　
当
時
、
私
は
盛
岡
で
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
て
お
り
、

台
風
か
ら
数
日
後
に
電
話
取
材
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
携
帯
電
話
の
電
池
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
兄
が

電
池
式
充
電
器
を
準
備
し
て
く
れ
て
、
物
資
拠
点
の

門
小
学
校
で
情
報
を
聞
い
て
、
放
送
の
中
で
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
九
月
七
日
が
定
期
出
演
日
で
し
た
が
、

道
路
状
況
に
不
安
が
あ
り
久
慈
の
長
男
が
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
門
小
学
校
の
黒
板
に
書
い
て

あ
る
必
要
な
物
資
の
情
報
を
持
っ
て
行
っ
た
と
こ

ろ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
頂
き
、医
薬
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
方
々
が
衛
生
資
材
な
ど
を
支
援
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

片
付
け
と
旅
館
の
再
開

【
当
初
、
再
開
は
考
え
ず
】

　
台
風
前
か
ら
、
定
年
の
準
備
も
考
え
て
お
り
、
当

初
、
営
業
再
開
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
も
住
ま
い
優
先
の
た
め
、
ま
ず
は
自
宅

の
み
手
伝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
床
の
張
替
え
も
必
要

で
し
た
が
、
業
者
さ
ん
の
都
合
が
合
い
、
九
月
に
は

周辺でのボランティア活動（10 月 30 日）
※写真提供：岩泉町ボランティアセンター
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修
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
当
面
は
旅
館
の
二
階
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
旅
館
の
泥
出
し
は
親
せ
き
な
ど
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
兄
も
三
回
ほ
ど
来
て
く
れ
た
の

で
す
が
、
九
月
三
十
日
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

【
営
業
再
開
を
望
む
声
と
決
断
】

　
台
風
か
ら
約
一
カ
月
後
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

か
ら
「
工
事
関
係
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
た
め

に
、
早
く
復
旧
し
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

即
答
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
と
に
か
く
片
付
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
多
い
日
に
は
二
十
名
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
泥
出

し
の
ほ
か
、
倉
庫
で
泥
を
被
っ
た
味
噌
な
ど
を
捨
て

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
暑
い
中
、
皆
さ
ん
も
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
業
者
さ
ん
は
旅
館
の
修
理
も
す
ぐ
取
り
掛
か
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
徐
々
に
、
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
頂
い

た
恩
返
し
の
た
め
に
も
、
営
業
を
再
開
し
よ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
十

一
月
で
す
。

　
一
階
の
家
具
は
使
え
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
桐
製
の
家
具
は
、
元
に
戻
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
畳
を
替
え
、
床
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
張

替
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
業
者
さ
ん
に
は
手
を
尽
く
し
て
頂
き
、
年
明
け
に

は
旅
館
に
ふ
す
ま
が
入
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
道
具
も

そ
ろ
わ
ず
、
二
階
に
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
の
で
宿

泊
は
難
し
い
状
態
で
し
た
。

【
翌
年
、
お
弁
当
作
り
か
ら
再
開
】

　
仮
な
が
ら
営
業
を
再
開
し
た
の
は
平
成
二
十
九
年

二
月
六
日
で
す
。ま
ず
は
弁
当
の
注
文
を
受
け
始
め
、

春
は
会
食
に
利
用
し
て
頂
き
、
自
分
た
ち
も
お
客
さ

ん
も
喜
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
五
月
ご
ろ
に
は
、
釣
り
の
常
連
さ
ん
か
ら
宿
泊
の

問
合
せ
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
川
を
見
て

が
っ
か
り
さ
れ
る
の
も
忍
び
な
い
の
で
「
今
年
は
、

こ
の
周
辺
は
無
理
で
す
よ
」
と
お
伝
え
し
、
そ
れ
で

も
良
い
と
い
う
人
に
は
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
格

的
に
宿
泊
を
再
開
し
た
の
は
お
盆
過
ぎ
の
こ
と
で
す
。

振
り
返
っ
て

【
と
に
か
く
支
え
ら
れ
て
走
っ
て
き
た
】

　
台
風
直
後
は
、
と
に
か
く
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き

な
が
ら
、
走
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
う
少

し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
の
需

要
に
応
え
ら
れ
る
施
設
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
段
落
し
た
ら
別
の
方
向
も
検

討
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
日
、
自
宅
は
浸
水
し
て
も
、
旅
館
の
側
は
大
丈

夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
百
歳
近
い
方
も
、
初
め

て
の
体
験
と
お
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
な
の
で
、
川
の
無
い

所
で
育
っ
た
私
が
想
像
し
て
行
動
す
る
の
は
、
少
々

難
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
の
備
え
と
し
て
は
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
準

備
も
重
要
で
す
が
、
普
段
使
う
も
の
を
入
れ
っ
ぱ
な

し
に
も
出
来
な
い
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
持

ち
出
す
か
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
七
月
五
日
　
聞
き
取
り
）

お弁当作りからの再開　※写真提供：つぴたあれいわいずみ実行委員会
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黒
電
話
が
役
に
立
っ
た

救す
く
い
ざ
わ沢

　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
た
け

 

︵
六
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
た
け

当
日
の
状
況
と
対
応

【
沢
で
は
鉄
砲
水
、
土
石
流
が
発
生
】

　
当
日
の
十
七
時
ご
ろ
、
激
し
い
雨
で
家
の
前
の
道

路
が
川
の
よ
う
に
な
り
、
石
も
転
が
る
状
態
で
、
異

常
を
感
じ
ま
し
た
。
夫
が
十
五
分
ほ
ど
歩
い
て
二
カ

所
の
沢
を
見
に
行
く
と
、
道
路
の
下
に
あ
る
、
沢
水

を
通
す
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
詰
ま
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

う
ち
一
カ
所
で
は
詰
ま
っ
て
い
た
木
を
除
去
し
よ
う

と
す
る
と
、
鉄
砲
水
が
来
た
の
で
慌
て
て
転
び
な
が

ら
逃
げ
た
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、二
カ
所
目
で
は
そ
の
下
流
の
家
に
寄
り
、

「
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
よ
」
と
話
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　
夫
が
戻
っ
て
約
十
分
後
、
そ
の
家
の
旦
那
さ
ん
が

助
け
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
当

時
、
ご
夫
婦
は
早
め
に
夕
飯
を
食
べ
、
奥
さ
ん
は
台

所
で
片
付
け
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
旦
那
さ
ん
は

「
貴
重
品
を
ま
と
め
て
逃
げ
る
準
備
を
し
て
お
い
て
」

と
言
っ
て
田
ん
ぼ
を
見
に
家
を
出
た
途
端
に
土
石
流

が
発
生
し
て
家
に
流
れ
込
み
、
台
所
が
す
っ
か
り
壊

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
も
気
付
い
て
居
間
ま

で
逃
げ
た
も
の
の
、
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
旦
那

さ
ん
が
道
路
ま
で
何
と
か
助
け
出
し
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
夫
に
昔
の
大
き
い
お
ん
ぶ
紐
を
渡
し
、
夫
が

助
け
に
行
き
ま
し
た
。

【
近
所
の
奥
さ
ん
を
自
宅
で
応
急
手
当
】

　
そ
の
後
、
家
に
来
た
奥
さ
ん
は
全
身
泥
だ
ら
け
で

し
た
。
風
呂
を
沸
か
し
て
い
た
の
で
連
れ
て
行
っ
て

あ
げ
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、「
吐
き
気
も
す
る
」

と
言
う
の
で
、
骨
折
も
想
定
し
て
止
め
ま
し
た
。
そ

の
直
後
の
十
八
時
ご
ろ
、
停
電
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ロ
ウ
ソ
ク
と
懐
中
電
灯
で
明
か
り
を
と
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
に
「
目
が
開
か
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
目

の
泥
を
洗
っ
て
あ
げ
て
、
次
に
う
が
い
を
さ
せ
て
あ

げ
て
、
水
分
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
耳
の
泥
は

手
を
か
け
る
の
が
難
し
い
の
で
、「
乾
い
た
あ
と
に
、

自
分
で
ト
ン
ト
ン
し
て
だ
し
て
よ
」と
言
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
着
替
え
て
も
ら
い
、
布
団
に
入
っ
て
も

ら
う
と
「
寒
気
も
す
る
」
と
も
言
う
の
で
、
今
度
は

湯
た
ん
ぽ
を
準
備
し
ま
し
た
。
骨
折
し
た
時
に
湿
布

を
す
る
と
寒
気
が
す
る
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
冷

や
す
必
要
性
も
感
じ
た
の
で
、
痛
め
た
と
い
う
あ
ば

ら
に
湿
布
を
貼
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
ト
イ
レ
は
介
護

に
使
っ
て
い
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
し
た
。

【
黒
電
話
で
救
助
要
請
】

　
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
す
ぐ
病
院
に
連

れ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
少
し
落
ち
着
い
て

か
ら
、
大
雪
に
よ
る
停
電
の
時
の
た
め
に
保
管
し
て

い
た
黒
電
話
を
思
い
出
し
、
接
続
し
ま
し
た
。
無
事 土石流が発生した沢（後日撮影）
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一
一
〇
番
に
つ
な
が
り
、
旦
那
さ
ん
か
ら
話
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
後
日
、
聞
い
た
話
で
は
町
内
に
い
る

娘
さ
ん
も
通
報
し
た
よ
う
で
す
。奥
さ
ん
は
そ
の
後
、

寒
気
や
吐
き
気
も
多
少
落
ち
着
い
た
よ
う
で
、「
だ

い
ぶ
良
く
な
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
食
事
に
つ
い
て
】

　
翌
朝
の
ご
飯
は
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
子
供
用
の

よ
う
な
感
じ
で
お
に
ぎ
り
を
長
く
細
く
準
備
し
ま
し

た
。
三
食
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
少
し
安
心
し

ま
し
た
。
お
二
人
に
は
家
に
二
晩
泊
ま
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

【
九
月
一
日
、
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
】

　
ヘ
リ
が
来
た
の
は
九
月
一
日
の
朝
六
時
ご
ろ
の
こ

と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
旦
那
さ
ん
は
自
宅
の
様
子
を
見

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
急
な
の
で
戸
惑
い
つ
つ
も
、

私
が
両
手
で
合
図
す
る
と
降
り
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
近
辺
は
着
陸
で
き
る
場
所
が
無
く
、
飛
び
な

が
ら
人
だ
け
下
り
て
き
ま
し
た
。「
背
負
っ
て
」
と

言
わ
れ
た
そ
う
で
、
私
の
夫
が
背
負
っ
て
、
救
助
隊

員
に
渡
し
て
、
奥
さ
ん
は
吊
り
上
げ
ら
れ
て
救
助
さ

れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
旦
那
さ
ん
も
自
宅
か
ら
戻
り
、

同
じ
ヘ
リ
で
一
緒
に
病
院
へ
行
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ち
な
み
に
黒
電
話
も
電
話
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切

れ
た
の
か
、
九
月
一
日
の
午
後
に
は
不
通
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

【
応
急
手
当
て
を
振
り
返
っ
て
】

　
当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
後
日
、
奥
さ
ん

が
服
用
し
て
い
た
持
病
の
薬
が
災
害
で
飲
め
な
か
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
病
院
で
「
あ
と
一
日
飲
め
な
け

れ
ば
命
が
危
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
無
事
だ
か
ら
良
か
っ
た

も
の
の
、
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

　
救
助
要
請
の
時
点
で
そ
う
し
た
事
情
も
伝
え
ら
れ

れ
ば
、
も
っ
と
ヘ
リ
は
早
く
来
て
く
れ
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
薬
の
服
用
の
有
無
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の

で
あ
ま
り
聞
け
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
非
常

時
に
は
確
認
す
る
べ
き
だ
と
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　
一
方
、私
も
か
つ
て
大
け
が
を
し
た
経
験
が
あ
り
、

多
少
は
対
応
で
き
た
面
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
こ

う
し
た
状
況
な
ら
、こ
う
し
て
も
ら
え
れ
ば
楽
か
な
、

と
考
え
な
が
ら
命
を
守
る
よ
う
に
行
動
し
ま
し
た
。

【
被
害
状
況
と
備
蓄
】

　
私
の
自
宅
そ
の
も
の
は
無
事
で
し
た
。
自
家
水
道

に
軽
い
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
水
源
は
二
カ
所
あ

り
ま
す
し
大
丈
夫
で
し
た
。
お
風
呂
は
薪
で
沸
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
川
沿
い
に
建
て
て
い
た
小
屋
は
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

ろ
で
、
近
く
の
桂
の
大
木
が
流
木
な
ど
を
止
め
て
く

れ
た
の
で
、
残
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
米
や
味
噌
な
ど
は
備
蓄
し
て
お
り
二
カ

月
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
も
頻
繁
に
開
け

な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
は
溶
け
ま
せ
ん
。
薪
や
ガ
ス
も

使
え
る
の
で
、
電
気
が
点
か
な
く
て
も
何
と
か
食
事

は
で
き
ま
す
。
停
電
で
精
米
は
出
来
な
く
な
っ
た
も

の
の
、
買
い
も
の
に
行
け
ず
不
便
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

安家から救沢に抜ける奥岩泉線も被害（9 月 15 日 12：04）
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コ ラ ム

【
台
風
十
二
号
に
よ
り
避
難
】

　
九
月
五
日
に
台
風
十
二
号
が
来
た
時
、
避
難
を
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。
名
目
入
の
息
子
宅
へ
の
避
難
を

考
え
ま
し
た
が
、
同
居
し
て
い
る
当
時
九
十
五
歳
の

義
母
は
寝
た
き
り
で
は
な
い
も
の
の
、
色
々
と
病
気

を
し
て
お
り
、
骨
折
を
し
た
経
験
か
ら
体
に
ボ
ル
ト

が
入
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。
万
が
一
具
合
が
悪
く

な
っ
た
ら
困
る
の
で
、
ヘ
リ
を
お
願
い
し
、
私
が
一

人
荷
物
を
持
っ
て
同
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
夫
は
、
ヘ
リ
に
は
乗
ら
ず
に
自
衛
隊
の
人
た
ち
と

一
緒
に
救
沢
公
民
館
ま
で
歩
い
て
、
そ
こ
か
ら
車
に

乗
せ
て
も
ら
い
、
名
目
入
の
息
子
宅
に
避
難
し
ま
し

た
。
そ
ち
ら
も
浸
水
被
害
で
大
変
で
し
た
が
、
二
階

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
六
日
に
は
、
息
子
が
平
庭
経
由
で
迎
え
に
来

て
く
れ
て
、
私
は
名
目
入
に
泊
ま
っ
た
の
ち
九
日
に
帰

宅
し
ま
し
た
。
八
日
か
九
日
あ
た
り
に
は
近
所
の
人
が

小
さ
い
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
、
軽
ト
ラ
が
通
れ
る
程
度
に
道

路
を
開
通
さ
せ
て
く
れ
て
、
寸
断
も
解
消
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
義
母
は
約
二
十
五
日
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
今
後
も
心
構
え
を
】

　
こ
の
家
に
嫁
い
だ
あ
と
、
昭
和
五
十
年
に
下
流
に

住
む
親
せ
き
の
家
が
大
雨
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
経
験
か
ら
は
今
回
の
よ
う

な
大
雨
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
以
前
か
ら
、「
大
雨
の
時
に
ヒ
ュ
ー
ム
管

が
詰
ま
っ
て
危
な
い
」と
言
う
話
を
し
て
い
た
の
で
、

当
日
、
夫
は
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
行

か
な
け
れ
ば
、
土
石
流
の
音
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
の

で
朝
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

後
も
災
害
へ
の
心
構
え
は
準
備
し
て
お
く
必
要
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日
　
聞
き
取
り
）

「黒電話が役に立った」　救沢　後藤たけ小川地区

台風 ₁₀ 号における土砂災害
　今回の台風において、岩手県内では 155 カ所の土砂災害が発生し、そのうち 120 カ所が岩泉町で発生
しました。（土石流等が 116 カ所、がけ崩れが 4 カ所）今回の災害の特徴について、岩手大学の井良沢
道也教授は次のように指摘しています。

1． 豪雨が短時間であったため、斜面の崩壊よりも集中的な流水により、
河川・沢にたまった土砂の移動や川岸の崩壊による土砂の流出が主体

2． 北上山地では集落や道路の多くが川沿いにあり、道路の寸断と集落の
孤立が長期化した

₃． 今回は直接東北地方太平洋側に台風が上陸する特異な豪雨であったた
め、斜面や河川が「雨慣れ」しておらず、土砂流出の一因となった

4． 小本川・安家川などでは河床（川の底）が上昇してきており、さらに
流木が橋に掛かることで被害が拡大した

出典：「2016年8月30日台風10号により　北上山地流域で発生した土砂災害」（消防防災の科学No.129(2017夏号)）
（http：//www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_provision/no129/6p.pdf）
岩手県Webサイト（https：//www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kasensabou/sabou/1009993.html）

門字三田貝の国道
（8 月 31 日 10：25）

ヘリコプターによる避難の模様
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「孫を背負い、てんでんこ」　袰綿　竹花義孝・美千子 小川地区

孫
を
背
負
い
、て
ん
で
ん
こ

袰ほ
ろ
わ
た綿

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
　
義
孝

 

︵
六
十
八
歳
︶

袰
綿

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
美
千
子

 

︵
六
十
七
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
　
義
孝

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
美
千
子

当
日
の
状
況

【
避
難
の
決
断
に
至
る
ま
で
】

義
　
当
日
は
妻
と
小
学
生
の
孫
二
人
が
自
宅
に
お

り
、
娘
は
仕
事
で
し
た
。
雨
が
強
ま
り
、
十
五
時

ご
ろ
に
部
落
長
か
ら
、
土
の
う
が
必
要
か
と
聞
か

れ
た
の
で
、
役
場
へ
の
連
絡
を
頼
み
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
隣
接
す
る
私
た
ち
の
古
い
家
と
の
間
に

水
が
た
ま
っ
て
き
た
の
で
、
ス
コ
ッ
プ
で
溝
を
掘

る
作
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　　
間
も
な
く
近
所
の
人
か
ら
、
車
を
避
難
さ
せ
た

と
聞
い
た
の
で
、
私
た
ち
も
少
し
高
い
国
道
沿
い

の
お
宅
に
車
を
避
難
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　　
み
る
み
る
間
に
川
は
増
水
し
、
十
七
時
前
に
は

大
木
が
立
っ
た
ま
ま
流
れ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、

橋
に
ぶ
つ
か
る
度
に
す
ご
い
音
を
立
て
ま
し
た
。

橋
に
は
流
れ
て
き
た
牧
草
ロ
ー
ル
や
木
が
詰
ま

り
、
川
は
少
し
上
流
か
ら
こ
ち
ら
側
と
対
岸
の
道

路
に
あ
ふ
れ
、
大
木
が
庭
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
入
っ
て
来

る
よ
う
に
な
り
、
避
難
を
決
断
し
ま
し
た
。
お
隣

さ
ん
に
「
も
う
逃
げ
る
ぞ
」
と
言
う
と
「
俺
は
大

丈
夫
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

【
避
難
の
決
断
後
】

義
　
雨
の
中
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ
た
孫
た
ち
を
妻

と
一
人
ず
つ
背
負
い
、
ほ
か
に
何
も
持
た
ず
車
を

置
い
た
方
に
逃
げ
ま
し
た
。

美
　
当
日
、
ご
近
所
さ
ん
と
は
「
気
を
つ
け
て
ね
、

大
丈
夫
？
」と
声
を
掛
け
あ
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、

避
難
は
「
て
ん
で
ん
こ
」
状
態
で
し
た
。
ま
だ
家

は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
道
路
は
ひ
ざ
上
ま
で
水
が

流
れ
て
お
り
、
足
が
す
く
わ
れ
そ
う
で
し
た
。
孫

は
怖
い
と
騒
ぎ
、
私
は
夫
に
追
い
つ
け
ず
、
少
し

の
距
離
が
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
車
に
た
ど
り

着
い
て
か
ら
は
、
日
影
名
目
利
に
あ
る
私
の
母
の

家
に
避
難
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

義
　
暗
く
な
る
前
、
袰
綿
の
親
せ
き
に
電
話
で
我
が

家
の
様
子
を
聞
く
と
「
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
ぷ
か
ぷ
か

し
て
い
る
よ
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は
だ
め
だ
と
覚

悟
し
ま
し
た
。

【
娘
は
土
石
流
で
足
止
め
】

美
　
そ
の
時
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
娘
は

も
っ
と
ひ
ど
い
状
況
で
し
た
。
帰
宅
中
に
二
升
石

の
国
道
で
、
土
石
流
に
よ
っ
て
足
止
め
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
あ
ふ
れ
た
沢
水
が
車
の
ド
ア
ま
で
上

が
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。
足
止
め
さ
れ
た
中
に
は 流木など様々な物で埋め尽くされた袰綿の道路
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妊
婦
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
土
砂
除
け
に
来
て
い

た
工
務
店
の
人
た
ち
と
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
が

協
力
し
て
ロ
ー
プ
を
使
い
、
胸
ま
で
水
に
つ
か
り

な
が
ら
、
近
く
の
高
台
に
あ
る
工
場
の
敷
地
に
避

難
し
て
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
女
の
人
た
ち
は
タ

オ
ル
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
孫
た
ち
は

心
配
し
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

義
　
心
配
で
し
た
が
一
応
、
夜
の
早
い
う
ち
に
娘
か

ら
電
話
で
「
携
帯
も
電
池
が
少
な
く
て
あ
ま
り
話

せ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
た
か
ら
大

丈
夫
」
と
連
絡
は
入
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
以
降
・
被
害
と
片
付
け

【
自
宅
の
被
害
状
況
】

義
　
翌
朝
に
帰
宅
す
る
と
、
ま
だ
周
囲
は
川
か
ら
あ

ふ
れ
た
水
が
流
れ
、
魚
も
い
ま
し
た
。
覚
悟
は
し

て
い
た
も
の
の
、
唖
然
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
玄

関
の
鍵
を
開
け
て
も
詰
ま
っ
た
泥
で
開
き
ま
せ

ん
。
泥
を
除
け
て
開
け
る
と
、
今
度
は
黒
い
泥
の

じ
ゅ
う
た
ん
で
す
。

美
　
昼
ご
ろ
に
娘
も
自
分
の
車
で
帰
宅
し
、「
生
き

て
帰
っ
て
き
た
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

に
大
変
だ
っ
た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

義
　
自
宅
前
の
橋
は
、
流
木
が
積
み
上
が
っ
て
通
れ

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
は
何
で
す
が
、

昔
の
よ
う
に
橋
が
洪
水
で
流
れ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で

の
被
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　　
古
い
家
は
全
壊
で
、
床
上
一
メ
ー
ト
ル
三
十
五

セ
ン
チ
ま
で
水
が
入
り
、
石
や
流
木
の
ほ
か
、
泥

も
三
十
セ
ン
チ
以
上
積
も
り
ま
し
た
。
本
棚
は
全

て
、
洋
服
ダ
ン
ス
も
ほ
ぼ
転
び
ま
し
た
。

　　
こ
ち
ら
の
新
し
い
家
は
大
規
模
半
壊
で
、
床
上

一
メ
ー
ト
ル
弱
は
浸
水
し
て
泥
が
約
六
セ
ン
チ
積

も
り
、
床
下
や
壁
に
も
泥
が
入
り
ま
し
た
。
浄
化

槽
の
蓋
が
壊
れ
木
ク
ズ
や
瓦
礫
が
入
っ
て
使
え
な

く
な
り
、
給
湯
器
も
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

美
　
た
だ
、
床
下
は
建
築
時
に
敷
い
た
炭
で
浄
化
さ

れ
た
の
か
、
臭
い
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
新
し
い
家
の
二
階
は
無
事
で
し
た
が
、
古
い
家

の
家
財
は
ほ
ぼ
駄
目
に
な
り
ま
し
た
。
家
財
を
極

力
古
い
家
に
置
い
て
あ
り
、
写
真
な
ど
思
い
出
の

品
々
の
多
く
を
失
い
ま
し
た
。

【
自
宅
と
周
辺
の
片
付
け
・
復
旧
】

義
　
毎
日
、
日
影
名
目
利
か
ら
通
っ
て
片
づ
け
を
し

ま
し
た
。
最
初
は
道
具
も
無
く
、
支
援
物
資
で
古

い
バ
ケ
ツ
と
壊
れ
そ
う
な
ス
コ
ッ
プ
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

美
　
も
っ
と
大
変
な
人
が
い
る
と
思
い
、
遠
慮
し
て

い
る
と
、
親
せ
き
が
心
配
し
て
手
袋
な
ど
を
持
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
民
生
委
員
な
の
で
、

逆
に
気
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
「
そ
ん
な
状
態
の
時
に
頑
張
ら
な
く
て

い
い
か
ら
」
と
、
も
う
一
人
の
民
生
委
員
さ
ん
が

応
援
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
派
遣
も
な
る
べ
く
遠
慮
し
ま
し
た
が
、

二
日
間
だ
け
盛
岡
の
人
た
ち
十
数
人
に
来
て
頂

き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

義
　
一
度
に
人
が
来
て
く
だ
さ
る
と
違
い
ま
す
。
古

い
家
か
ら
家
財
を
出
す
作
業
を
お
願
い
し
て
、
そ

の
後
、
家
は
解
体
し
ま
し
た
。

　　
新
し
い
家
は
、
大
工
さ
ん
に
頼
ん
で
チ
ェ
ー
ン

橋とは思えないほど積もった流木の山（8 月 31 日 8：41）
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ソ
ー
で
全
て
の
床
に
穴
を
開
け
て
も
ら
い
、
中
の

泥
や
水
を
出
し
ま
し
た
。
深
い
の
で
結
構
大
変
で

す
。
二
カ
月
半
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
床
を
貼
り
ま

し
た
。
ま
た
、
壁
を
は
ず
し
て
水
を
含
ん
だ
断
熱

材
と
泥
を
出
し
、
外
壁
を
張
り
ま
し
た
。
ド
ア
・

畳
・
ふ
す
ま
・
ク
ロ
ス
も
泥
だ
ら
け
で
、
交
換
に

な
り
ま
し
た
。

　　
畳
は
断
熱
性
の
高
い
材
質
の
も
の
で
、
掃
除
し

て
乾
燥
す
れ
ば
大
丈
夫
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
中

に
残
っ
て
い
た
泥
が
発
酵
し
た
よ
う
で
、
気
づ
く

と
畳
が
熱
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
冷
め
る
と
今
度

は
キ
ノ
コ
ま
で
生
え
て
き
て
結
局
、
捨
て
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
ま
た
、
浄
化
槽
の
復
旧
も
大
変
で
、
木
ク
ズ
に

水
を
吹
き
か
け
、
浮
か
し
て
取
り
ま
し
た
。

美
　
家
の
周
囲
に
は
泥
が
一
メ
ー
ト
ル
も
積
も
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
私
の
い
と
こ
が
葛
巻
か
ら
泥
除

け
の
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

義
　
泥
除
け
が
一
段
落
す
る
ま
で
は
約
二
カ
月
か
か

り
大
変
で
し
た
。
毎
日
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
、

私
も
一
生
懸
命
、
一
輪
車
で
捨
て
ま
し
た
。
も
う

少
し
待
て
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
も
お
願
い
出

来
た
よ
う
で
す
が
当
初
、
お
願
い
出
来
る
作
業
は

家
の
中
の
み
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

【
体
調
不
良
】

義
　
無
理
を
し
た
た
め
か
台
風
か
ら
約
二
カ
月
後
、

身
体
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
各
地
の
針
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
診
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

ぶ
り
か
え
し
て
し
ま
う
の
で
、
今
も
整
形
外
科
に

通
院
し
て
い
ま
す
。

　　
そ
の
後
も
家
の
周
囲
に
取
り
き
れ
な
い
土
砂
が

残
り
、
臭
い
の
で
後
日
、
土
砂
の
撤
去
と
山
土
へ

の
交
換
を
依
頼
し
ま
し
た
。

美
　
マ
ス
ク
を
付
け
て
の
作
業
は
苦
し
く
、
取
っ
て

作
業
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
空
気
が
悪
く
て
、
し

ば
ら
く
体
調
が
優
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
洪
水
で
何

が
流
れ
て
き
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

【
様
々
な
支
援
を
頂
い
た
】

美
　
高
校
の
同
級
生
た
ち
が
カ
ン
パ
を
募
っ
て
く
れ

て
、ス
ト
ー
ブ
と
燃
料
代
を
頂
き
、泣
け
ま
し
た
。

義
　
最
初
は
ど
う
直
し
た
ら
よ
い
の
か
困
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
行
政
か
ら
補
助
金
を
頂
き
、
足
り

な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
助
か
り
ま
し
た
。

翌
日
以
降
・
生
活
な
ど

【
水
や
食
事
】

美
　
当
初
、
橋
に
流
木
が
積
も
っ
て
渡
れ
な
い
状
況

で
し
た
が
、
乗
り
越
え
て
水
を
汲
み
に
行
く
人
も

い
ま
し
た
。
見
か
ね
た
地
域
の
工
務
店
さ
ん
が
重

機
で
片
付
け
て
く
れ
た
り
、
給
水
車
よ
り
早
く
水

を
配
っ
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

義
　
自
宅
も
日
影
名
目
利
も
断
水
だ
っ
た
の
で
、
水

場
通
い
が
日
課
と
な
り
ま
し
た
。
毎
朝
、
洗
濯
物

を
持
っ
て
来
て
、
近
所
の
水
場
の
下
の
段
で
、
み

ん
な
で
一
生
懸
命
洗
い
ま
し
た
。私
は
上
の
段
で
、

持
て
る
だ
け
汲
ん
で
運
ぶ
係
で
す
。
水
場
通
い
は

泥が堆積した自宅周辺　※写真提供：竹花義孝
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コ ラ ム

「孫を背負い、てんでんこ」　袰綿　竹花義孝・美千子小川地区

てんでんこ とは
「津波から身を守るには、一刻も早く、それぞれ、

てんでんばらばらに高台に逃げるしかない」
　古くから岩泉町も含む岩手県沿岸部にある方言「て
んでんこ（それぞれに）」が明治三陸地震津波などを
契機に、三陸沿岸で広く「自分の命は自分で守る」意
味として言い伝えられるようになりました。
　1990 年に津波災害史研究家の山下文男氏が紹介し
て全国に知られるようになりました。また、京都大学
の矢守克也氏は「てんでんこ」に「自身の避難が他人
の避難も促進する」「人々がお互い信頼感を事前に醸
成すること」「生存者の自責感を軽減すること」とい
う意味もあるとしています。

資料：東日本大震災釜石市教訓集「未来の命を守るために」（2016 年釜石市）

約
二
カ
月
続
き
ま
し
た
。

　　
当
初
は
昼
食
も
日
影
名
目
利
で
食
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
義
母
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、

助
か
り
ま
し
た
。

美
　
避
難
前
に
声
を
掛
け
た
お
隣
さ
ん
は
無
事
で
し

た
が
、
階
段
が
埋
ま
っ
て
二
階
か
ら
下
り
ら
れ
な

く
な
り
、
し
ば
ら
く
私
た
ち
も
カ
ゴ
を
使
っ
て
お

に
ぎ
り
や
飲
み
も
の
を
渡
し
ま
し
た
。

【
電
気
・
水
道
の
復
旧
と
帰
宅
】

義
　
停
電
は
日
影
名
目
利
も
長
引
き
、
ロ
ウ
ソ
ク
生

活
で
し
た
。
停
電
の
復
旧
後
に
、
自
宅
の
地
下
水

を
揚
げ
て
み
ま
し
た
が
、
浄
化
槽
が
壊
れ
た
の
で

活
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
自
宅
で
の
寝
泊
り
は
、
浄
化
槽
も
水
も
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
約
二
カ
月
後
か
ら
で
す
。
ま
ず
私

た
ち
夫
婦
が
先
に
二
階
で
寝
泊
り
し
、
そ
の
後
は

娘
や
孫
た
ち
も
帰
っ
て
来
て
、
し
ば
ら
く
二
階
を

中
心
に
暮
ら
し
ま
し
た
。

　　
再
建
が
進
み
何
と
か
家
が
形
に
な
っ
た
の
は
そ

の
年
の
十
二
月
二
十
九
日
で
す
。
そ
の
後
、
娘
た

ち
は
仮
設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
な
に
ご
と
も
将
来
を
考
え
た
判
断
を
】

義
　
昭
和
五
十
七
年
、
自
宅
前
の
橋
は
木
製
だ
っ
た

時
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
は
自
宅
ま
で
は
ギ
リ

ギ
リ
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
囲
に
浸
水
し
た
家

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
応
急
で
復
旧
し
た
橋
な

の
で
、
大
雨
に
備
え
た
高
さ
が
あ
ま
り
な
く
、
以

前
か
ら
土
砂
の
堆
積
で
大
雨
で
の
危
険
性
が
地
域 床下の水を出し、乾かす　※写真提供：竹花義孝

で
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

美
　
残
念
な
こ
と
は
、
皆
が
危
惧
し
て
い
た
の
に
何

と
も
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
な
に
ご
と
も
将

来
を
考
え
た
判
断
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
昨
年
は
外
が
汚
く
て
気
力
が
出
ず
、
夫
も
体
調

を
崩
し
て
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
に
入
り

周
り
が
き
れ
い
に
な
っ
て
く
る
と
、
だ
い
ぶ
気
が

楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
役
職
か
ら
も
元

気
を
頂
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
七
日
　
聞
き
取
り
）
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断
水
の
長
期
化
で
困
っ
た

浅
内

　
　
　
　
　
　
　
大
弓
川
和
徳

 

︵
五
十
七
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
大
弓
川
和
徳

当
日
の
状
況
と
対
応

【
仕
事
中
か
ら
帰
宅
ま
で
】

　
私
の
職
場
は
小
川
地
域
の
郵
便
局
で
、
当
日
は
通

常
ど
お
り
バ
イ
ク
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
当
初
は
雨

が
多
少
強
い
と
感
じ
る
程
度
で
し
た
。

　
門
小
学
校
近
く
の
橋
の
下
に
地
元
の
人
が
使
う
道

が
あ
り
ま
す
。
上
流
地
域
に
集
配
に
行
っ
た
帰
り
、

そ
こ
に
水
が
来
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
十
五
時
半
ご

ろ
、
上
流
地
域
の
配
達
を
終
え
て
戻
っ
て
来
る
と
、

川
は
さ
ら
に
増
水
し
、強
風
で
倒
木
も
あ
り
ま
し
た
。

　
十
七
時
半
に
仕
事
を
終
え
、
帰
り
道
も
雨
は
盛
ん

に
降
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路
に
は
各
所
で
沢
か
ら
の

水
が
流
れ
て
い
た
も
の
の
、
車
で
走
れ
る
程
度
で
し

た
。
途
中
、
穴
沢
で
川
を
牧
草
ロ
ー
ル
が
流
れ
て
行

く
の
が
見
え
ま
し
た
。

「断水の長期化で困った」　浅内　大弓川和徳 大川地区

　
帰
宅
す
る
と
、高
台
に
あ
る
自
宅
に
問
題
は
な
く
、

そ
の
後
は
私
が
分
団
長
を
務
め
る
消
防
団
の
屯
所
に

行
き
ま
し
た
。

【
当
日
の
消
防
団
活
動
】

　
消
防
団
で
は
早
い
段
階
か
ら
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
屯
所
の
近
く
で
、
沢
か
ら
あ
ふ
れ

た
水
が
数
軒
の
民
家
や
商
店
に
押
し
寄
せ
、
側
溝
も

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
土
の
う
を
作
っ
て
そ
こ
に
積

む
作
業
を
、
消
防
以
外
の
人
も
含
め
約
十
人
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
約
二
十
年
前
に
も
同
様
の
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時

点
で
は
あ
ま
り
危
機
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
作
業
中
に
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
水
位
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
屯
所
に
新
聞
社
か
ら
電
話
が
入
り
「
浅
内
周
辺
で

人
が
流
さ
れ
た
模
様
で
す
が
、
何
か
情
報
は
あ
り
ま

す
か
」と
聞
か
れ
た
も
の
の
、
当
時
は
情
報
が
な
く
、

後
日
、
浅
内
大
沢
の
こ
と
と
分
か
り
ま
し
た
。
当
初

は
消
防
署
か
ら
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

消
防
署
が
被
災
し
た
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
振
り

返
る
と
、
も
っ
と
他
の
地
区
と
も
連
絡
を
取
り
合
え

ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
時
、
浅
内
大
沢
へ
安
否
確
認
に
行
く
こ
と
も

検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、途
中
の
道
路
が
既
に
流
失
し
、

廃
線
跡
の
橋
梁
も
流
さ
れ
た
と
分
か
り
、
行
け
な
い

状
況
で
し
た
。

　
雨
は
暗
く
な
っ
て
も
ま
だ
降
っ
て
い
ま
し
た
。
止

ん
だ
後
も
し
ば
ら
く
道
路
に
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た

が
、
二
十
一
時
ご
ろ
に
は
す
っ
か
り
星
空
に
な
り
安

心
し
、作
業
は
二
十
二
時
ご
ろ
で
終
了
と
し
ま
し
た
。

停
電
の
た
め
テ
レ
ビ
は
見
ら
れ
ず
、
聞
こ
え
る
の
は

カ
ー
ラ
ジ
オ
の
み
と
い
う
状
態
で
、
休
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
片
付
け
や
捜
索
活
動
】

　
翌
日
は
早
朝
か
ら
片
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 流された岩泉線の橋梁（後日撮影）
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「断水の長期化で困った」　浅内　大弓川和徳大川地区

商
店
の
排
水
、
泥
出
し
作
業
の
ほ
か
、
水
が
滞
留
し

た
沢
や
、
詰
ま
っ
た
下
水
な
ど
を
対
処
し
ま
し
た
。

地
区
で
被
害
を
受
け
た
民
家
は
三
～
四
軒
で
、
う
ち

一
軒
は
床
上
浸
水
で
し
た
。

　
作
業
の
後
に
は
職
場
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
道
路

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
車
で

行
け
た
も
の
の
、
当
初
は
通
常
の
業
務
が
出
来
な
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
徐
々
に
他
の
地
域
の
大
変
な
状
況
も
分
か
り
、
浅

内
大
沢
で
人
が
行
方
不
明
と
の
こ
と
で
、
三
日
目
ご

ろ
か
ら
、合
計
三
日
間
ほ
ど
捜
索
に
加
わ
り
ま
し
た
。

消
防
団
か
ら
約
十
五
人
、
地
元
住
民
が
五
～
六
人
、

さ
ら
に
岩
手
県
警
も
加
わ
っ
て
合
計
約
三
十
人
で
行

い
ま
し
た
。
捜
索
は
難
航
し
結
局
、
十
日
ほ
ど
経
っ

て
か
ら
見
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
物
資
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
】

　
支
援
物
資
は
三
日
目
ご
ろ
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

二
回
ほ
ど
届
き
ま
し
た
。
自
治
会
長
さ
ん
が
各
班
長

さ
ん
に
指
示
し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
広
げ
て
届
い
た

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
缶
詰
な
ど
の
数
量
を
確
認
し
、

割
り
振
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
も
、
車
が
あ
る
人
は
買
い
も
の
に
行
け

る
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
自
給
野
菜
や
米
の
蓄
え
の

あ
る
家
も
多
く
、
さ
ら
に
薪
ス
ト
ー
ブ
も
使
え
る
の

で
、
食
べ
も
の
は
各
自
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
水
道
の
断
水
で
は
困
り
ま
し
た
。
電
気
は
約
一

週
間
で
復
旧
し
ま
し
た
が
、
水
の
復
旧
は
一
カ
月
以

上
か
か
っ
た
の
で
、
一
生
懸
命
、
自
宅
近
く
の
湧
水

を
汲
み
ま
し
た
。
茶
碗
を
洗
う
だ
け
で
も
、
十
～
二

十
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で
す
か
ら
、
普
段
の
水
の

使
用
量
を
実
感
し
ま
し
た
。
車
が
無
い
人
や
高
齢
者

に
は
特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
小
川
方
面
に
は
通
行
で
き
た
の
で
そ
れ
ほ

ど
孤
立
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
浅
内
大
沢
は
全

員
避
難
と
な
り
ま
し
た
が
、
浅
内
で
は
避
難
者
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
、
浅
内
大

沢
に
は
行
き
ま
し
た
が
、
浅
内
で
は
要
請
す
る
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
そ
の
後
の
台
風
で
の
対
応
】

　
そ
の
後
も
再
び
台
風
が
来
た
時
に
、
避
難
指
示
が

出
て
、
そ
の
時
は
皆
さ
ん
に
避
難
を
呼
び
か
け
て
歩

い
た
ほ
か
、
土
の
う
も
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
浅

内
で
実
際
に
避
難
し
た
人
は
川
沿
い
の
二
名
ほ
ど
で

し
た
。

今
後
に
つ
い
て

【
備
え
の
拡
充
】

　
今
後
へ
の
備
え
と
し
て
、
台
風
後
に
は
発
電
機
を

購
入
し
、
懐
中
電
灯
も
多
め
に
準
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
最
近
で
は
車
に
水
や
パ
ン
を
少
し
ば
か
り
積
ん

で
お
く
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
私
は
浅
内
の
自
主
防
災
組
織
の
会
長
に
も
な
っ
て

い
ま
す
が
、
津
波
の
あ
る
沿
岸
部
と
違
い
、
内
陸
で

は
避
難
経
験
や
習
慣
が
乏
し
い
よ
う
に
も
感
じ
て
い

ま
す
。
全
員
が
全
員
、
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
し
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
覚
え
て
お
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

（
平
成
三
十
年
七
月
十
日
　
聞
き
取
り
）

浅内大沢地区の寸断された道路（8 月 31 日 13：17）
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夫
婦
お
互
い
助
け
合
っ
た

扇
の
沢

　
　
　
　
　
　
　
川
原
畑
ス
エ

 

︵
六
十
九
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
川
原
畑
ス
エ

当
日
の
状
況

【
仕
事
に
行
く
も
、
胸
騒
ぎ
】

　
私
の
夫
は
ミ
キ
サ
ー
車
や
重
機
な
ど
の
運
転
手
を

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
暴
風
の
予
報
が
出
て
い
た
の

で
危
な
い
と
思
い
、「
仕
事
さ
行
く
」
と
い
う
夫
を

止
め
ま
し
た
。
一
方
、
私
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
人

た
ち
が
集
め
て
く
る
ゴ
ミ
を
整
理
す
る
仕
事
を
し
て

お
り
、
十
二
時
半
ま
で
の
予
定
で
出
勤
し
ま
し
た
。

し
か
し
雨
が
激
し
く
な
り
、
川
も
増
水
し
て
来
た
の

で
「
こ
り
ゃ
た
だ
ご
と
で
は
な
い
」
と
胸
騒
ぎ
が
し

て
、
十
一
時
で
帰
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
間
一
髪
で
山
津
波
か
ら
助
か
る
】

　
帰
宅
す
る
と
す
で
に
一
回
、
山
津
波
が
起
き
た
よ

「夫婦お互い助け合った」　扇の沢　川原畑スエ 大川地区

う
で
、
水
が
ど
ん
ど
ん
沢
か
ら
家
の
方
へ
流
れ
て
来

て
い
ま
し
た
。
夫
に
「
早
く
、
水
切
り
回
さ
ね
ぇ
ば

家
が
ダ
メ
に
な
る
！
」
と
叫
び
ま
し
た
。
私
は
水
を

流
し
た
い
方
に
溝
を
掘
り
は
じ
め
ま
し
た
が
、
と
て

も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　

二
回
目
の
山
津
波
が
来
た
の
は
そ
の
時
で
す
。

ち
ょ
う
ど
お
昼
ご
ろ
で
、
私
は
気
付
か
ず
に
一
生
懸

命
、
溝
を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。
夫
は
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
に
来
て
、
山
津
波
が
見
え
た
よ
う
で
す
。
突
然
、

夫
に
山
の
方
へ
突
き
飛
ば
さ
れ
た
の
で
す
。「
何
！

痛
い
っ
け
！
」
と
叫
ぶ
と
、
サ
ー
ッ
と
山
津
波
が
通

り
ま
し
た
。
水
と
土
砂
が
、
ド
ッ
と
流
れ
て
来
た
の

で
す
。
夫
に
突
き
飛
ば
さ
れ
な
い
と
、
私
は
死
ん
で

い
た
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
助
け
合
っ
た
よ
う
な
感

じ
で
し
た
。
す
ご
い
雨
で
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
危
な

い
の
で
つ
な
い
で
た
犬
を
放
し
て
家
に
入
り
ま
し
た
。

【
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
】

　
確
か
十
四
時
ご
ろ
、
沢
か
ら
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。

ド
ッ
カ
ー
ン
」と
雷
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

見
る
と
、大
き
な
ク
ル
ミ
の
木
が
、根
こ
そ
ぎ
流
れ
、

辺
り
の
ク
ル
ミ
の
木
は
軒
並
み
流
さ
れ
ま
し
た
。
土

石
流
も
発
生
し
、
眼
下
の
道
路
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

壊
し
、
さ
ら
に
別
の
方
か
ら
も
ク
ル
ミ
の
木
が
流
れ

て
来
て
、
そ
れ
ら
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
止
ま
り
ま
し

た
。
幸
い
、
家
は
そ
れ
ら
の
直
撃
は
免
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
の
周
囲
に
は
再
び
山
津
波
が
来
て
、
土

砂
が
床
下
に
入
り
ま
し
た
。
犬
の
つ
な
ぎ
場
も
持
っ

て
行
か
れ
た
の
で
、
犬
は
間
一
髪
で
し
た
。

　
眼
下
の
沢
と
道
路
は
一
体
に
な
り
、
す
さ
ま
じ
い

状
況
で
す
。
丸
太
や
石
、
ト
タ
ン
や
上
流
の
家
の
作

業
小
屋
、
鍋
ま
で
も
流
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
道

路
の
下
に
あ
る
、
沢
水
を
通
す
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
詰
ま

り
、水
が
道
路
を
流
れ
て
舗
装
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

恐
ろ
し
い
光
景
で
し
た
。

　
家
は
停
電
で
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
に

外
も
暗
く
な
り
ま
し
た
が
、
懐
中
電
灯
は
電
池
切
れ

で
し
た
。
夜
は
ロ
ー
ソ
ク
で
明
か
り
を
と
り
、
沢
の 無事だった犬のココ（後日撮影）
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流
れ
の
音
が
怖
く
て
あ
ま
り
寝
ら
れ
な
い
ま
ま
夜
明

け
ま
で
耐
え
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
】

　
翌
朝
、
外
の
景
色
は
一
変
し
、
庭
に
大
量
の
木
や

石
が
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
植
え
て
い
た
キ
ウ
イ

や
、
米
を
か
け
る
ハ
セ
棒
も
流
れ
て
し
ま
い
「
な
ど

す
っ
ぺ
。（
ど
う
し
よ
う
。）
こ
こ
に
住
ん
で
い
ら
れ

な
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
周
り
の
安
否
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
田
畑
に
は
、
今
ま
で
水
が
出
な
か
っ
た
沢
か
ら
も

水
が
出
て
、
何
枚
か
は
激
し
く
掘
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
収
穫
直
前
の
稲
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
そ
の

跡
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
で
す
。

　
家
は
床
下
に
入
っ
た
泥
水
が
跳
ね
て
畳
も
多
少
濡

れ
、
そ
の
後
傷
み
ま
し
た
。
車
庫
に
も
泥
が
入
り
ま

し
た
が
、
車
は
大
丈
夫
で
し
た
。
仕
方
な
く
、
最
初

の
数
日
は
せ
め
て
外
の
ト
イ
レ
に
は
行
け
る
よ
う
片

付
け
し
て
い
ま
し
た
。

【
食
の
備
え
が
活
か
さ
れ
た
】

　
食
料
は
、
山
の
中
な
の
で
常
に
米
も
備
蓄
し
て
あ

り
、
畑
の
野
菜
も
生
き
残
っ
て
い
ま
し
た
。
冷
凍
庫

に
も
食
料
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
り
数
日
は
困
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
と
ガ
ス
で
料
理
も
出
来
ま
し

た
し
、
以
前
に
は
大
雪
で
四
日
間
停
電
し
た
た
め
、

ガ
ス
炊
飯
釜
を
備
え
、
今
回
も
役
立
ち
ま
し
た
。
た

だ
、
冷
凍
品
は
二
十
五
日
続
い
た
停
電
で
徐
々
に
溶

け
ま
し
た
し
、
米
を
精
米
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

【
徐
々
に
人
が
入
っ
て
来
た
】

　
二
～
三
日
目
ご
ろ
に
は
上
流
の
家
の
人
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。道
路
は
通
れ
ず
、山
を
来
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
三
日
目
に
は
消
防
の
人
た
ち
が
安
否
確
認
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て
四
日
目
に
は
、
電
気
屋

さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
電
柱
が
倒
れ
て
当
分

は
電
気
が
送
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
何
か

欲
し
い
も
の
は
？
」
と
聞
か
れ
、「
電
池
が
欲
し
い

で
す
」
と
言
う
と
、
二
人
分
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
と
電

池
を
く
だ
さ
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
先
ど
う
す
っ
ぺ
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
五

日
目
に
ま
た
消
防
の
人
た
ち
が
缶
詰
め
な
ど
の
物
資

を
背
負
っ
て
来
て
く
れ
て
「
無
理
し
な
い
方
が
い
い

と
思
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

【
サ
ン
パ
ワ
ー
お
お
か
わ
へ
顔
出
し
】

　
そ
こ
で
五
日
目
に
避
難
所
の
サ
ン
パ
ワ
ー
お
お
か

わ
に
顔
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
時
間
半
か
け

て
一
人
で
石
や
木
を
乗
り
越
え
つ
つ
、
歩
い
て
行
き

ま
し
た
。道
路
は
直
線
部
分
を
除
き
ほ
と
ん
ど
無
く
、

川
の
ほ
と
り
に
降
り
つ
つ
歩
き
ま
し
た
。
サ
ン
パ

ワ
ー
で
は
知
っ
て
い
る
人
た
ち
の
顔
を
見
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
が
、
犬
も
い
る
の
で
す
ぐ
に
戻
っ
て
来
ま

し
た
。

【
サ
ン
パ
ワ
ー
お
お
か
わ
へ
一
時
避
難
】

　
再
び
台
風
が
来
た
時
に
は
、
消
防
の
人
に
す
す
め

ら
れ
て
夫
と
避
難
し
ま
し
た
。
犬
と
一
緒
な
の
で
歩

大川地区総合交流センター　サンパワーおおかわ（後日撮影）
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き
で
す
。
合
羽
を
着
ず
に
傘
を
差
し
て
行
っ
た
と
こ

ろ
服
が
濡
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徒
歩
で
ほ
と
ん
ど

荷
物
は
持
て
な
か
っ
た
う
え
、
短
期
の
つ
も
り
で
上

着
や
着
替
え
も
持
っ
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
毛
布

が
足
り
ず
、
寝
る
時
は
近
所
の
母
さ
ん
と
毛
布
を
横

に
分
け
合
っ
た
の
で
寒
く
て
、
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
サ
ン
パ
ワ
ー
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
用
の
風
呂
に
入

れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
、
携
帯
電
話
が

充
電
で
き
、
電
波
も
通
じ
た
の
で
、
親
せ
き
と
も
連

絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夫
は
避
難
中
に
「
泥
除
け
す
る
と
こ
ろ
の
運
転
手

を
し
て
く
れ
」
と
依
頼
を
受
け
て
サ
ン
パ
ワ
ー
か
ら

現
場
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
三
日
ほ
ど

サ
ン
パ
ワ
ー
に
い
ま
し
た
。

【
途
中
ま
で
車
で
帰
宅
】

　
そ
の
こ
ろ
、
扇
の
沢
ま
で
の
道
路
の
仮
復
旧
が
始

ま
っ
て
お
り
、
帰
り
は
途
中
ま
で
車
に
乗
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
帰
り
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ロ
ー

ソ
ク
を
頂
き
助
か
り
ま
し
た
。
後
日
、
長
靴
を
頂
い

た
り
パ
ン
や
水
、
さ
ら
に
衛
星
携
帯
電
話
も
届
け
て

頂
き
、
近
所
の
人
た
ち
が
使
い
に
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
夫
は
四
～
五
日
ほ
ど
押
角
方
面
で
運
転
手
を
し
た

後
に
、
帰
宅
し
て
今
度
は
近
所
で
運
転
手
を
は
じ
め

ま
し
た
。

【
様
々
な
協
力
を
頂
い
て
片
付
け
】

　
一
時
避
難
を
挟
み
ま
し
た
が
、
ひ
た
す
ら
家
の
周

辺
を
片
付
け
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
う
簡
単
に

は
こ
の
地
を
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
盛
岡
に
住
む
息
子
も
、
土
日
に
八
回
ほ
ど
来
て
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
床
下
の
泥
除
け
の
ほ
か
、
庭

に
流
れ
て
き
た
土
砂
や
木
な
ど
を
、
一
輪
車
で
片
付

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
田
畑
に
つ
い
て
は
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
下
流
の

人
た
ち
の
応
援
を
頂
き
、
頑
張
っ
て
畑
の
掘
れ
た
と

こ
ろ
に
石
な
ど
を
入
れ
て
徐
々
に
埋
め
て
い
ま
す
。

水
田
は
ま
だ
直
し
て
お
ら
ず
、
無
事
だ
っ
た
区
画
も

水
源
か
ら
の
ホ
ー
ス
な
ど
が
壊
れ
、
翌
年
の
稲
作
は

休
み
ま
し
た
。
水
田
は
、
年
齢
も
考
え
被
害
の
小
さ

な
区
画
の
み
直
す
予
定
で
す
。
今
年
は
よ
う
や
く
無

事
だ
っ
た
水
田
に
田
植
え
が
出
来
た
の
で
、
夫
と
食

べ
る
分
程
度
は
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て

【
お
互
い
助
け
合
っ
た
】

　
私
が
十
八
歳
の
時
に
お
嫁
に
来
て
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
水
害
は
初
め
て
で
す
。
た
だ
、
次
男
が
小
学
四

年
生
の
時
、
大
雨
で
ト
イ
レ
が
流
さ
れ
、
庭
に
水
が

流
れ
て
き
た
経
験
は
あ
り
ま
す
。

　
お
嫁
に
来
る
前
、
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
に
は
、
家

が
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
沢
山
の
大
き

な
味
噌
樽
が
そ
れ
を
防
い
だ
と
も
聞
き
ま
す
。ま
た
、

道
も
流
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
高
齢
の
方
々
は
、
そ
の

時
よ
り
も
今
回
は
ひ
ど
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
台
風
の
あ
と
、
天
気
予
報
を
よ
く
見
て
、

ひ
ど
い
時
は
夫
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

休
ん
だ
お
か
げ
で
お
互
い
助
け
合
っ
て
自
分
も
助
か

り
ま
し
た
か
ら
。

（
平
成
三
十
年
七
月
十
一
日
　
聞
き
取
り
）

被害を受けた水田（後日撮影）
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地
域
力
で
命
を
つ
な
い
だ

外
椀

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
朝
雄

 

︵
七
十
歳
︶

外
椀

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
和
子

 

︵
六
十
五
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
朝
雄

　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
和
子

当
日
の
状
況
と
対
応

【
十
二
時
ご
ろ
か
ら
激
し
い
雨
】

和
　
当
日
の
朝
、
夫
は
大
川
地
域
振
興
協
議
会
の
会

長
と
し
て
打
合
せ
の
た
め
大
川
支
所
に
行
き
、
私

は
郵
便
局
の
仕
事
に
行
き
ま
し
た
。

　　
雨
は
十
時
ご
ろ
か
ら
降
り
は
じ
め
、
十
二
時
ご

ろ
に
は
激
し
く
な
り
ま
し
た
。
郵
便
局
は
十
六
時

に
閉
め
る
予
定
で
し
た
が
、
十
五
時
に
は
停
電
で

営
業
中
止
と
な
り
、
十
六
時
十
分
ご
ろ
に
帰
宅
し

ま
し
た
。
す
る
と
夫
が
家
に
お
ら
ず
、「
こ
ん
な

す
ご
い
時
に
ど
こ
に
行
っ
た
べ
な
」
と
思
っ
て
い

る
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
　
教
員
住
宅
近
く
で
消
防
団
や
地
域
の
人
た
ち
と

倒
木
を
片
付
け
て
い
る
と
、
あ
ふ
れ
た
沢
水
が
住

宅
の
床
下
ま
で
来
て
、
対
処
し
て
い
ま
し
た
。

和
　
そ
の
あ
と
、
地
区
の
倉
庫
に
入
っ
て
い
る
除
雪

機
や
発
電
機
を
守
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
少
し
で

も
高
い
方
へ
動
か
し
ま
し
た
。

朝
　
川
の
水
位
の
上
昇
は
急
で
、
地
区
の
公
民
館
の

少
し
下
ま
で
水
が
来
て
お
り
、
護
岸
か
ら
あ
ふ
れ

る
寸
前
の
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
す
で
に
道
路
に

水
が
上
が
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。

【
当
日
夕
方
、
独
自
の
避
難
命
令
】

和
　
夫
は
地
区
の
自
主
防
災
組
織
も
担
当
し
て
お

り
、「
こ
れ
じ
ゃ
、
な
ど
も
（
ど
う
に
も
）
な
ん

な
い
か
ら
」と
い
う
こ
と
で
、
十
七
時
十
分
ご
ろ
、

避
難
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

　　
私
は
自
主
防
災
組
織
の
情
報
担
当
だ
っ
た
の

で
、釜
津
田
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
す
る
よ
う
、

地
区
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
支
所

長
さ
ん
や
駐
在
さ
ん
も
巡
回
に
来
て
お
り
、
駐
在

さ
ん
も
声
掛
け
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　
周
辺
の
道
路
は
ま
だ
歩
け
る
状
態
で
し
た
。

徐
々
に
暗
く
な
り
、
顔
が
見
え
な
い
の
で
「
○
○

さ
ん
い
る
？
声
出
し
て
ね
！
」
と
声
を
か
け
あ
っ

て
、
安
否
を
確
認
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
危
険
を

感
じ
て
い
て
、
自
主
的
な
避
難
の
動
き
も
あ
り
ま

し
た
。
あ
る
人
は
、「
ご
飯
炊
い
て
来
た
」
と
炊

飯
器
も
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　　
釜
津
田
の
他
の
行
政
区
で
も
、
移
動
距
離
が
長

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
相
談
し
な
が
ら
避

難
し
て
お
り
、
避
難
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
一
方
で
家
が
高
い
所
に
あ
る
人
は
家
に
い
る

と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

【
当
日
、
十
七
時
半
に
炊
き
出
し
開
始
】

和
　
十
七
時
半
ご
ろ
に
は
雨
が
小
降
り
に
な
っ
た
の

避難所となった釜津田小学校（後日撮影）
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で
、
給
食
給
水
班
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
、
炊
き

出
し
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
は
近
く
の

商
店
で
お
米
三
升
を
買
っ
て
班
の
人
た
ち
に
渡
し

ま
し
た
。
そ
の
お
米
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
炊
い
た
よ
う
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
お
に
ぎ
り
の

ほ
か
、
近
所
の
人
が
お
は
ぎ
を
持
っ
て
来
て
く
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
か
ら
は
お
茶
の

準
備
、
布
団
が
わ
り
の
マ
ッ
ト
や
反
射
ス
ト
ー
ブ

の
準
備
な
ど
、
様
々
な
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
結

局
、そ
の
夜
は
お
よ
そ
四
十
六
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

朝
　
支
所
長
さ
ん
と
駐
在
さ
ん
は
、
帰
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
日
は
釜
津
田
診
療
所
の

診
療
日
で
、
お
医
者
さ
ん
は
約
四
時
間
か
け
て
、

松
草
経
由
で
何
と
か
盛
岡
に
帰
っ
た
そ
う
で
す

が
、
看
護
師
さ
ん
は
帰
れ
ず
、
炊
き
出
し
な
ど
を

手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
炊
き
出
し
と
対
策
本
部
の
設
置
】

朝
　
朝
に
は
川
の
水
位
は
だ
い
ぶ
下
が
り
ま
し
た

が
、
道
路
は
沢
か
ら
流
れ
出
し
た
土
砂
や
大
木
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
引
っ
掛
か
っ
た
木
な
ど
に
よ

り
、
車
で
は
ほ
と
ん
ど
移
動
で
き
な
い
状
態
で
し

た
。
支
所
長
さ
ん
と
駐
在
さ
ん
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
ナ
タ
と
ノ
コ
を
持
ち
、
パ
ト
カ
ー
は
置
い
た

ま
ま
歩
い
て
大
川
に
戻
り
ま
し
た
。
後
日
聞
く
と

約
四
時
間
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

和
　
お
よ
そ
一
キ
ロ
以
内
の
人
た
ち
は
帰
り
、
残
っ

た
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て

朝
食
を
と
り
ま
し
た
。
停
電
で
も
炊
事
場
の
ガ
ス

は
使
え
ま
す
。
朝
の
メ
ニ
ュ
ー
は
お
に
ぎ
り
に
加

え
す
い
と
ん
で
す
。
皆
さ
ん
も
少
し
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
炊
き
出
し
は
こ

の
二
回
で
終
了
し
ま
し
た
。

【
道
路
の
片
付
け
】

朝
　
屯
所
に
は
地
域
振
興
協
議
会
と
消
防
で
合
同
対

策
本
部
を
設
け
ま
し
た
。
取
り
急
ぎ
道
路
の
土
砂

を
撤
去
す
る
こ
と
に
し
て
、
農
家
に
ト
ラ
ク
タ
ー

や
重
機
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
、
配
置

を
指
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
と
し
て
地
域
を

巡
回
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

和
　「
こ
ん
な
状
態
で
あ
れ
ば
、も
う
岩
泉（
中
心
部
）

も
ス
ゲ
ェ
も
ん
だ
か
ら
全
然
こ
こ
に
援
助
も
、
来

る
こ
と
は
無
い
も
の
だ
」
と
い
う
感
覚
で
、
地
域

で
行
い
ま
し
た
。道
路
も
完
全
な
決
壊
は
少
な
く
、

土
砂
を
避
け
れ
ば
片
側
が
通
れ
た
の
で
助
か
り
ま

し
た
。

朝
　
国
道
一
〇
六
号
松
草
や
国
道
四
五
五
号
早
坂
へ

の
道
路
は
被
害
が
少
な
く
、
早
期
に
盛
岡
方
面
の

ル
ー
ト
を
開
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

途
中
か
ら
は
土
建
屋
さ
ん
が
応
援
に
来
て
く
れ
て

助
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
種
倉
の
県
道
決
壊
箇
所

は
簡
単
に
直
せ
ず
、
大
川
方
面
へ
行
け
る
よ
う
に

な
る
に
は
数
日
か
か
り
ま
し
た
。

【
安
否
確
認
】

和
　
当
時
、
私
は
町
の
民
生
委
員
女
性
部
で
会
長
で

し
た
。
最
も
必
要
な
こ
と
は
安
否
確
認
と
考
え
、

釜
津
田
の
他
の
民
生
委
員
さ
ん
三
名
に
、
可
能
な

範
囲
で
安
否
確
認
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
依
頼
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
消
防
団
と
一
緒
に
待
機
し
て

い
た
地
域
振
興
協
議
会
の
推
進
員
さ
ん
に
は
、
も

し
大
川
と
連
絡
が
取
れ
た
ら
経
緯
を
報
告
し
て
も

ら
う
よ
う
頼
み
ま
し
た
。

　　
私
も
血
圧
計
を
持
っ
て
外
椀
地
区
を
回
る
と
、

停
電
で
医
療
機
器
が
使
え
な
い
人
や
、
持
病
で

避難所からの帰宅（8 月 31 日）
※写真提供：三上亜希子
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困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
対
策
本
部
で
相
談

の
上
、
盛
岡
へ
の
入
院
を
す
す
め
て
実
際
に
入
院

し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　　
地
区
に
い
る
人
の
確
認
は
一
日
で
出
来
ま
し
た

が
、
仕
事
で
外
か
ら
帰
れ
な
く
な
っ
て
い
る
人
な

ど
の
安
否
は
三
日
ほ
ど
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
と
で
聞
く
と
、
浅
内
川
代
で
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

泊
ま
っ
た
人
も
い
ま
し
た
し
、
線
路
を
歩
い
て
来

た
人
も
い
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
釜
津
田
で
は

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
家
屋
の
被
害
状
況
・
片
付
け
】

朝
　
釜
津
田
で
も
住
宅
被
害
が
あ
り
、
一
軒
は
裏
山

か
ら
の
水
で
完
全
に
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
床
下
浸
水
も
数
軒
あ
り
ま
し
た
。

和
　
他
に
も
牛
舎
に
水
が
入
っ
た
り
、
車
が
埋
ま
っ

た
り
、
排
水
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
詰
ま
っ
た
と
い
う

被
害
も
出
ま
し
た
。
片
付
け
の
手
伝
い
が
必
要
な

現
場
に
は
主
に
消
防
団
の
ほ
か
自
主
防
災
組
織
・

近
所
の
人
・
親
せ
き
な
ど
が
行
き
、
順
番
に
手
を

付
け
て
行
っ
た
よ
う
で
す
。

朝
　
現
場
で
は
重
機
の
パ
ン
ク
な
ど
は
あ
り
ま
し
た

が
、
け
が
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
生
活
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
支
援
】

和
　
近
所
の
家
で
は
黒
電
話
が
使
え
た
よ
う
で
、「
東

京
か
ら
電
話
が
来
た
、
岩
泉
が
大
変
だ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
停
電
で
テ
レ
ビ
が
見
ら

れ
ず
、
状
況
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
そ
の
う
ち
に
テ
レ
ビ
を
見
た
人
や
親
せ
き
な

ど
、
協
力
す
る
と
い
う
人
た
ち
が
盛
岡
か
ら
来
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
飲
料
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、

様
々
な
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
私
も
農
家

な
の
で
米
と
野
菜
・
味
噌
は
あ
り
、
と
に
か
く
命

だ
け
は
つ
な
ぐ
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　　
確
か
三
日
目
に
青
森
か
ら
東
北
電
力
の
電
源
車

が
来
て
く
れ
て
、
停
電
が
解
消
し
ま
し
た
。

朝
　
三
日
目
は
衛
星
電
話
も
届
け
ら
れ
、
大
川
・
浅

内
と
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

同
じ
日
に
自
衛
隊
も
入
っ
て
来
ま
し
た
。

和
　
自
衛
隊
は
、
物
資
支
援
の
前
に
安
否
確
認
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
方
の
協
力
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
台

帳
を
出
し
て
も
ら
い
、
民
生
委
員
さ
ん
の
立
会
い

の
も
と
安
否
確
認
の
結
果
を
書
き
込
む
こ
と
で
確

認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　　
自
衛
隊
か
ら
は
何
回
か
物
資
を
届
け
て
頂
き
、

届
く
と
夫
は
自
主
防
災
の
給
食
給
水
班
を
呼
び
、

例
え
ば
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
を
、
各
部
落
の
人
数
に

応
じ
て
公
平
に
分
配
し
ま
す
。
続
い
て
物
資
配
分

班
が
手
分
け
し
て
、
車
で
配
り
ま
す
。
物
資
は
食

料
以
外
に
は
飲
料
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ー
ス
・
歯

ブ
ラ
シ
・
お
む
つ
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
毛
布
な

ど
を
頂
き
ま
し
た
。
毛
布
は
防
災
の
た
め
現
在
も

保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

　　
水
道
に
関
し
て
は
、
釜
津
田
は
町
水
道
が
無
事

だ
っ
た
の
で
、
我
が
家
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
逆

に
沢
水
を
水
道
に
し
て
い
る
家
で
は
断
水
に
な
っ

て
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
飲
料
は
断
水

の
家
へ
箱
単
位
で
、
な
ど
必
要
に
応
じ
て
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

道路に流れ込んだ土砂の片付け（9 月 14 日）
※写真提供：三上亜希子
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【
薬
の
対
応
】

和
　
役
場
か
ら
推
進
員
さ
ん
に
、
薬
が
必
要
な
人
の

情
報
の
要
請
が
あ
り
、
民
生
委
員
さ
ん
に
「
薬
の

希
望
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
達
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
一
回
脳
梗
塞
に
な
っ
た
方
か
ら
「
か
ず

ち
ゃ
ん
。今
朝
飲
ん
だ
っ
け
ぇ
ば
、薬
が
無
く
な
っ

た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
薬
は
頼
ん
で
あ

り
、
そ
の
晩
は
飲
め
な
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
次

の
日
に
薬
が
来
ま
し
た
。

　　
推
進
員
さ
ん
に
よ
る
と
、
岩
泉
ま
で
は
四
時
間

か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
食
事
は
そ
れ
ほ
ど
困
ら
な

く
て
も
、
こ
う
い
っ
た
対
応
は
大
変
で
す
。

【
よ
う
や
く
大
川
へ
】

朝
　
よ
う
や
く
種
倉
の
道
路
決
壊
箇
所
が
開
通
し
て

か
ら
、
本
部
と
な
っ
て
い
た
サ
ン
パ
ワ
ー
大
川
で

支
所
長
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　　
地
域
振
興
協
議
会
の
範
囲
は
浅
内
ま
で
な
の

で
、
会
長
と
し
て
浅
内
ま
で
巡
回
し
て
寄
部
や
浅

内
大
沢
の
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

【
再
び
避
難
】

和
　
数
日
後
に
再
び
台
風
が
来
た
時
に
も
小
学
校
へ

避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
体
育
館
は
土
砂

が
流
れ
れ
ば
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
校
舎
の
二

階
へ
避
難
し
ま
し
た
。
ま
た
、
犬
を
飼
っ
て
い
る

家
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
校
長
先
生
が
配
慮
し
て

図
書
室
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
組
織
の
重
要
性
】

朝
　
私
も
、
本
当
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
泥
ん
こ
に

な
っ
て
稼
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
指
示
す

る
人
も
必
要
で
す
。
こ
こ
は
組
織
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
、
消
防
と
連
携
を
取
れ
ば
、
少
々
の

災
害
で
も
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　
私
は
現
在
、
自
主
防
災
組
織
や
地
域
振
興
協
議

会
の
会
長
は
辞
め
、
消
防
団
員
と
し
て
も
引
退
し

ま
し
た
。
た
だ
、
非
常
時
の
た
め
の
消
防
団
の
機

能
別
団
員
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

和
　
今
回
は
地
域
に
対
策
本
部
を
設
け
る
こ
と
で
、

デ
マ
が
立
つ
な
ど
の
混
乱
が
無
く
済
み
ま
し
た
。

　　
私
は
今
も
民
生
委
員
は
続
け
て
お
り
、
大
川
地

区
の
会
長
で
す
。
釜
津
田
で
は
今
回
、
安
否
確
認

を
自
主
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
振
り

返
れ
ば
状
況
次
第
で
は
か
え
っ
て
危
険
を
と
も
な

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
安
全
に
出
来
る
状
況
で

な
い
と
難
し
い
か
と
は
思
い
ま
す
。

【
過
去
の
災
害
】

和
　
昭
和
二
十
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
を
経
験
し
た

方
々
が
、「
あ
の
時
よ
り
な
ど
（
ど
う
）
だ
や
」「
大

き
い
か
」「
お
ら
が
家
も
あ
の
時
も
こ
こ
ま
で
き

た
っ
た
」と
、ほ
ぼ
同
じ
か
、今
回
の
ほ
う
が
少
々

大
き
い
か
、
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
七
月
十
二
日
　
聞
き
取
り
） 盛岡とを繫いだ松草への県道（9 月 13 日 13：53）
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暗
く
な
っ
て
か
ら
の
混
乱

小
本
二

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
　
敏
明

 

︵
七
十
一
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
竹
花
　
敏
明

当
日
の
状
況
と
対
応

【
川
舟
の
様
子
を
心
配
】

　
私
は
小
本
地
域
振
興
協
議
会
と
自
主
防
災
組
織
の

会
長
を
務
め
て
お
り
、
当
日
は
台
風
に
備
え
て
警
戒

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
島
地
区
に
繋
留
し
て
い

た
川
舟
の
様
子
を
見
に
行
き
、
た
ま
っ
た
水
を
捨
て

て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
太
平
洋
ま
で
舟
を
流
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
三
時
ご
ろ
に
行
き
、
十
六
時
ご
ろ
に
も
行
く
と

川
の
水
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
中
島
地
区

に
持
っ
て
い
る
物
置
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

帰
宅
す
る
こ
ろ
に
は
風
も
強
く
、
激
し
い
雨
が
降
っ

て
い
ま
し
た
。

「暗くなってからの混乱」　小本二　竹花敏明 小本地区

【
十
八
時
ご
ろ
、
異
常
な
増
水
】

　
次
は
十
九
時
ご
ろ
に
川
舟
を
見
に
行
く
つ
も
り
で

し
た
が
、
気
に
な
り
十
八
時
ご
ろ
に
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
川
に
は
方
言
で
「
で
ば
な
」
と
呼
ぶ
様
々
な

ゴ
ミ
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
か
れ
こ
れ
約
四
十
年
は

川
舟
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
な
り
危
険
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
舟
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
か
考
え
、
ク
ル
ミ
の
木

に
上
っ
て
ロ
ー
プ
を
結
び
ま
し
た
。
目
に
見
え
る
勢

い
で
水
位
が
上
が
っ
て
お
り
、
何
と
か
木
が
折
れ
な

い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
十
九
時
ご
ろ
、
浸
水
始
ま
る
】

　
十
九
時
ご
ろ
に
は
星
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
、
私
の
舟
の
近
く
で
川
舟
を
繋
留
し
て
い
る
中

島
の
人
は
様
子
を
見
に
行
っ
た
帰
り
、
国
道
に
小
本

川
か
ら
逆
流
し
て
き
た
水
で
、
帰
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
よ
う
と
し
て
立
往
生
し
て
い
た
人
を
見
か

け
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て
近
く
の
岸
公
民
館
に
避
難
し
た

そ
う
で
す
。

　
私
は
同
じ
こ
ろ
、
自
宅
で
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
小

本
支
所
に
行
き
ま
し
た
。
消
防
団
が
避
難
を
呼
び
か

け
た
の
で
、
支
所
の
入
る
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
す

で
に
避
難
者
の
姿
も
見
え
ま
し
た
。
十
九
時
十
分
に

停
電
と
な
り
ま
し
た
が
自
家
発
電
が
あ
り
、
水
道
も

使
え
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
に
は
周
囲
も
水
が
出
て
お
り
、
私
は
一

時
帰
宅
し
妻
に
も
う
一
台
の
車
で
避
難
を
促
し
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
震
災
の
津
波
で
被
災
し
た
と
き
、

一
緒
に
避
難
し
た
の
で
残
し
た
車
が
被
災
し
て
し

ま
っ
た
た
め
で
す
。

【
高
齢
者
の
避
難
】

　
そ
の
後
、
小
本
小
中
学
校
の
近
く
へ
小
本
川
の
様

子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。ま
た
三
十
分
後
に
行
く
と
、

堤
防
の
す
ぐ
下
ま
で
水
が
来
て
お
り
、三
回
目
に
は
、

堤
防
の
上
ま
で
あ
と
一
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
水
が
迫 当日深夜の防災センターの様子（8 月 31 日 1：50）
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り
、
立
っ
た
ま
ま
の
木
も
流
れ
て
い
る
危
険
な
状
況

で
し
た
。

　
自
宅
の
近
所
に
は
寝
た
き
り
の
人
も
住
ん
で
い
る

の
で
様
子
を
見
に
行
き
、
地
区
で
役
職
を
し
て
い
る

人
に
避
難
の
周
知
を
要
請
し
ま
し
た
。
た
だ
、
高
齢

者
を
今
か
ら
防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で
避
難
さ
せ
る
の
は

難
し
く
、
近
所
に
あ
る
津
波
避
難
所
の
「
中
高
年
齢

者
就
業
改
善
施
設
」
を
開
け
る
こ
と
に
し
て
、
支
所

で
鍵
を
借
り
て
来
ま
し
た
。

　

今
度
は
発
電
機
を
探
し
つ
つ
再
び
防
災
セ
ン
タ
ー

に
向
か
う
途
中
、
用
水
路
が
あ
ふ
れ
て
お
り
車
で
は

危
険
な
の
で
、
歩
い
て
渡
り
ま
し
た
。
水
は
ひ
ざ
の

高
さ
ま
で
あ
り
、
高
齢
者
が
歩
く
の
は
危
険
で
す
。

支
所
に
は
救
助
を
求
め
る
電
話
が
何
件
か
あ
っ
た
も

の
の
、
行
け
る
状
態
で
は
な
く
、
二
階
や
屋
根
に
上

が
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
中
島
で
は
二
階
や
消
防
屯

所
の
塔
の
上
に
避
難
中
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
し
た
。

【
避
難
所
の
混
乱
】

　
そ
の
後
は
身
動
き
が
と
れ
ず
、
防
災
セ
ン
タ
ー
に

詰
め
て
い
ま
し
た
。
十
九
時
以
降
、
暗
く
な
っ
て
か

ら
避
難
し
て
来
る
人
も
多
く
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。

必
要
な
も
の
が
足
り
ず
、
座
布
団
も
無
く
、
要
介
護

の
人
の
受
け
入
れ
は
困
難
で
し
た
。

　
夜
遅
く
に
は
周
囲
の
水
が
引
き
始
め
ま
し
た
。
当

日
の
避
難
者
数
は
、
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
に
二

百
人
、
中
高
年
齢
者
就
業
改
善
施
設
に
四
十
人
の
ほ

か
、
小
本
ト
ン
ネ
ル
前
避
難
所
に
も
八
人
が
避
難
し

ま
し
た
。
中
高
年
齢
者
就
業
改
善
施
設
と
小
本
ト
ン

ネ
ル
前
へ
の
避
難
者
は
当
日
深
夜
に
全
員
、
自
宅
に

戻
り
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
炊
き
出
し
な
ど
】

　
翌
日
か
ら
防
災
セ
ン
タ
ー
で
小
本
・
中
野
の
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
道
路
が
開

通
す
る
と
中
島
・
中
里
・
日
向
や
田
野
畑
村
ア
ズ

ビ
ィ
ホ
ー
ル
、
九
月
一
日
に
は
宮
本
・
乙
茂
へ
も
食

料
の
配
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
食
材

は
田
野
畑
村
や
宮
古
市
田
老
の
お
店
な
ど
か
ら
調
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
四
日
に
は
自
主
防
災
協
議
会
の
会
議
を
開
催

し
、
小
成
・
茂
師
・
小
本
・
中
野
・
大
牛
内
の
自
主

防
災
組
織
の
会
長
さ
ん
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

炊
き
出
し
班
三
班
と
物
資
配
送
班
三
班
を
編
成
し
、

交
代
制
で
動
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
に
は
避

難
者
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
九
月
五
日
ご
ろ
か
ら
自
衛
隊
で
も
炊
き
出
し
を
し

て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
九
月
十
六
日
ま
で
続
き
ま

し
た
。
九
月
十
八
日
か
ら
は
宮
古
市
の
業
者
に
お
に

ぎ
り
な
ど
を
外
注
し
、
汁
も
の
な
ど
は
こ
こ
で
作
り

ま
し
た
。
十
月
末
ま
で
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
炊
き

出
し
や
支
援
物
資
の
配
送
は
続
け
、
避
難
所
の
閉
鎖

は
十
一
月
二
十
日
で
す
。

　
大
牛
内
な
ど
高
台
の
人
た
ち
も
、
文
句
も
言
わ
ず

に
対
応
し
て
頂
い
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
津

波
の
時
も
そ
う
で
し
た
。台
風
後
の
支
援
活
動
で
は
、

自
主
的
な
活
動
や
軽
ト
ラ
の
提
供
な
ど
の
動
き
も
多

く
、
心
強
か
っ
た
で
す
。

　
台
風
十
号
の
直
後
に
襲
来
し
た
台
風
十
二
号
の
時

も
避
難
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
小
学

校
・
中
学
校
へ
の
避
難
者
も
い
ま
し
た
。

翌朝の防災センターと掲示されていた情報（8 月 31 日 9：18／9：20）
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「暗くなってからの混乱」　小本二　竹花敏明小本地区

【
自
身
の
被
害
状
況
】

　
今
回
、
自
宅
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
中
島
の
倉
庫

が
床
上
お
よ
そ
六
十
セ
ン
チ
ま
で
浸
水
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
津
波
災
害
に
備
え
て
内
陸
の
中
島
に
こ
の

倉
庫
を
建
て
る
時
に
、
父
か
ら
聞
い
た
ア
イ
オ
ン
台

風
当
時
の
水
位
を
参
考
に
、
基
礎
を
五
十
セ
ン
チ
高

く
建
て
た
の
で
す
が
駄
目
で
し
た
。
布
団
や
家
電
の

ほ
か
、
野
菜
・
冷
凍
魚
・
味
噌
な
ど
の
貯
蔵
食
が
す

べ
て
駄
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
川
舟
は
諦
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
台
風
か

ら
約
一
週
間
後
に
見
に
行
く
と
、
木
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
お
り
無
傷
で
し
た
。

伝
承
と
今
後
の
課
題

【
ア
イ
オ
ン
台
風
に
つ
い
て
】

　
昭
和
二
十
三
年
九
月
の
ア
イ
オ
ン
台
風
の
際
、
私

は
三
歳
で
中
島
の
曲
り
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

だ
堤
防
の
無
い
時
代
で
す
。
父
は
戦
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
ば
か
り
で
、
消
防
の
分
団
長
で
し
た
。
中

島
に
高
久
根
と
い
う
地
名
の
若
干
高
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
聞
く
と
こ
ろ
で
は
当
時
、
父
は
一
軒
一

軒
、
夜
中
に
歩
い
て
「
水
が
高
久
根
も
越
え
そ
う
だ

か
ら
気
を
付
け
ろ
」
と
声
掛
け
し
た
そ
う
で
す
。

　
自
宅
は
、
一
階
の
畳
の
上
で
十
～
二
十
セ
ン
チ
ほ

ど
浸
水
し
、
飼
育
し
て
い
た
乳
牛
は
畳
の
上
へ
、
人

は
二
階
へ
避
難
し
、
豚
は
逃
げ
て
無
事
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
自
宅
の
井
戸
は
、
水
害
に
備
え
高
く
し
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
も
巻
い
て
あ
っ
た
た
め
に
、
水
に
浸
か

ら
ず
に
済
ん
だ
よ
う
で
す
。
今
回
は
そ
の
時
よ
り
も

一
メ
ー
ト
ル
以
上
、
水
位
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ち
な
み
に
私
が
子
供
の
こ
ろ
は
周
囲
に
何
軒
か
、

避
難
用
の
舟
を
備
え
て
い
る
家
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
の
方
が
「
さ
か
さ
水
が
来
た
ら
気
を
つ
け

ろ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
も
中
島
、
卒
郡
、

中
里
と
い
っ
た
地
区
は
水
の
逆
流
に
よ
る
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
言
い
伝
え
は
聞
く
べ
き

と
思
い
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
】

　
小
本
地
域
で
は
平
成
十
九
年
五
月
に
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
て
津
波
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
を
重

ね
て
来
ま
し
た
。
た
だ
、
組
織
が
あ
っ
て
も
こ
れ
ま

で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の

だ
っ
た
の
で
、
洪
水
の
想
定
も
必
要
で
す
。
地
域
の

組
織
は
二
～
三
年
も
す
る
と
役
職
が
変
わ
る
う
え
、

災
害
時
に
担
当
者
が
そ
の
場
に
い
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
、
町
全
体
の
組
織
的
・
体
系
的
な
動
き
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
臨
機
応

変
な
対
応
で
す
。
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
重

要
で
す
が
、
安
全
な
範
囲
で
、
こ
ま
め
に
足
を
運
ん

で
の
目
視
や
、
一
軒
一
軒
歩
く
こ
と
も
重
要
と
思
い

ま
す
。

　
災
害
後
も
同
様
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
仮
設
住
宅
で
は
、
隣
近
所
と
話
す
機
会
が

少
な
く
な
る
の
で
、
一
軒
一
軒
を
訪
問
し
て
、
沢
山

の
人
が
い
る
説
明
会
場
で
は
出
な
い
よ
う
な
意
見
を

拾
い
上
げ
る
こ
と
が
精
神
面
で
の
ケ
ア
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日
　
聞
き
取
り
）

翌日の中島地区（8 月 31 日 15：16）
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「消防団で泥出し活動」　中野二　三浦茂幸 小本地区

消
防
団
で
泥
出
し
活
動

中
野
二

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
茂
幸

 

︵
五
十
二
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
茂
幸

当
日
深
夜
ま
で
の
状
況
と
対
応

【
避
難
の
呼
び
掛
け
に
至
る
ま
で
】

　
当
時
は
消
防
団
七
分
団
の
副
分
団
長
を
務
め
て
お

り
、
当
日
の
朝
か
ら
屯
所
に
詰
め
て
他
の
各
屯
所
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
七
分
団
は
町
内
消

防
団
で
最
も
人
数
が
多
く
、
当
日
は
約
七
十
人
以
上

が
出
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
と
違
う
台
風
の
進
路
に
危
機
感
は
あ
り
つ

つ
も
、
通
常
の
台
風
同
様
の
警
戒
態
勢
で
、
小
本
川

の
水
位
の
把
握
、
住
宅
地
や
旧
小
本
支
所
近
く
に
あ

る
沢
水
が
出
や
す
い
場
所
の
巡
回
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
小
本
で
雨
が
激
し
く
降
っ
た
の
は
午
後
の
短
時

間
で
、
川
の
水
量
も
ま
だ
特
別
増
え
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
た
だ
、
消
防
無
線
で
上
流
の
岩
泉
・
小
川
の
ほ
か

安
家
な
ど
の
地
域
で
「
沢
水
が
あ
ふ
れ
た
」「
急
激

に
増
水
し
て
い
る
」
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

上
流
で
結
構
降
っ
た
の
は
感
じ
ら
れ
、
小
本
も
時
間

差
で
水
位
が
増
え
る
の
で
、
一
時
間
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
川
の
水
位
を
目
視
で
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

携
帯
電
話
で
赤
鹿
橋
の
水
位
計
が
二
メ
ー
ト
ル
を
越

え
た
の
を
確
認
し
、
避
難
水
位
が
二・
五
メ
ー
ト
ル

な
の
で
や
や
危
険
と
感
じ
ま
し
た
。

　
震
災
の
経
験
も
あ
り
、
早
期
の
避
難
が
重
要
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
本
支
所
に
も
相
談
し
、
七
分

団
各
部
に
「
避
難
指
示
は
出
て
い
な
い
も
の
の
、
避

難
所
に
避
難
を
促
す
よ
う
に
」
と
連
絡
し
ま
し
た
。

ま
だ
明
る
い
時
間
で
し
た
。

【
避
難
の
呼
び
掛
け
】

　
避
難
の
呼
び
掛
け
は
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
で
地
区

を
巡
回
す
る
形
で
す
。
七
分
団
一
部
の
管
轄
範
囲
に

関
し
て
は
、
各
戸
を
巡
回
し
て
小
本
津
波
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の

人
が
避
難
し
て
く
れ
る
ま
で
再
三
広
報
し
、
す
ん
な

り
と
で
は
な
い
も
の
の
、
割
と
早
め
に
避
難
し
て
く

れ
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
津
波
に
備

え
た
避
難
訓
練
な
ど
も
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
多
少
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
様
子

を
見
に
戻
ろ
う
と
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
諦
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
屯
所
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
小
本

ト
ン
ネ
ル
付
近
の
津
波
避
難
所
に
も
消
防
団
員
と
車

両
が
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
車
両
の
誘
導
と
長
内
川
の
氾
濫
】

　
ま
た
、
確
か
十
八
時
ご
ろ
に
は
岩
泉
方
面
に
は
行

け
な
い
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
道
を

行
く
車
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
危
な
い
の
で
「
岩
泉

方
向
は
止
め
っ
ぺ
し
。
田
野
畑
方
向
に
は
通
し
て

や
っ
ぺ
し
」
と
七
分
団
一
部
で
誘
導
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
三
陸
北
道
路
と
国
道
四
五
五
号
の
交
差
点
で
消
防 住民の避難にも使用されたゴムボート（8 月 31 日 2：04）
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ポ
ン
プ
車
を
止
め
、
六
～
七
人
で
誘
導
灯
を
持
っ
て

行
い
ま
し
た
。
風
は
強
い
も
の
の
雨
は
弱
ま
り
、
こ
の

時
点
で
は
信
号
機
も
点
い
て
い
ま
し
た
。
近
く
の
長

内
沢
は
結
構
水
が
出
る
の
で
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
若
い
団
員
が
「
シ
ゲ
さ
ん
水
が
来
た

よ
ー
！
」
と
叫
び
ま
し
た
。
交
差
点
に
濁
流
が
流
れ

て
来
た
の
で
す
。「
走
っ
て
逃
げ
ろ
ー
！
」
と
、
皆

で
走
っ
て
防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で
逃
げ
、
車
両
も
移
動

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
最
も
身
の
危
険
を
感
じ
ま

し
た
。
長
内
沢
は
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
小
本
川
に
合
流

し
ま
す
が
、
増
水
で
滞
留
し
、
逆
流
し
て
あ
ふ
れ
て

き
た
模
様
で
す
。

　
戻
る
と
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
周
囲
も
ひ
ざ
上
ま
で

水
が
上
が
り
ま
し
た
。
周
辺
は
暗
く
な
り
二
次
災
害

の
危
険
も
あ
っ
た
の
で
、
明
る
く
な
る
か
、
水
が
引

か
な
い
と
消
防
と
し
て
も
家
に
孤
立
し
た
避
難
者
を

移
動
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
や
む
な
く
待
機
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
周
辺
が
浸
水
し
て
か
ら
、
防
災
セ
ン
タ
ー

で
備
え
て
い
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使
い
、
体
調
が
悪
い

人
を
避
難
さ
せ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
水
深
は
す
で

に
深
い
所
で
腰
ま
で
浸
か
る
深
さ
の
場
所
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
屯
所
と
支
所
を
行
き
来
し
た
り
、
小

本
ト
ン
ネ
ル
の
避
難
所
で
待
機
し
て
い
る
二
～
三
人

の
団
員
と
交
替
と
い
っ
た
最
低
限
の
動
き
は
で
き
ま

し
た
。
消
防
無
線
が
途
中
か
ら
使
え
な
く
な
り
、
他

の
分
団
か
ら
の
情
報
は
も
う
一
切
入
っ
て
来
ま
せ
ん

し
、
携
帯
電
話
も
そ
の
後
不
通
に
な
り
ま
し
た
。

【
深
夜
に
中
島
の
状
況
を
見
に
】

　
日
付
が
変
わ
る
前
ご
ろ
、
広
域
消
防
の
人
が
中
島

方
面
を
確
認
し
た
い
と
の
こ
と
で
同
行
し
ま
し
た
。

歩
い
て
広
域
消
防
の
二
名
と
七
分
団
一
部
の
部
長
さ

ん
と
合
計
四
名
で
水
が
流
れ
る
国
道
を
歩
き
ま
し

た
。
真
っ
暗
な
中
、
小
さ
な
峠
を
越
え
て
中
島
に
下

り
て
行
く
と
、
先
が
も
や
っ
と
光
る
よ
う
な
感
じ
で

足
元
に
水
面
が
現
れ
、
そ
の
先
は
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
も
消
防
団
で
様
子
を
見
に
行
き
、
明
け

方
ま
で
に
は
か
な
り
水
が
引
き
ま
し
た
。
交
替
で
の

警
戒
の
た
め
、
夜
は
仮
眠
程
度
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
被
害
の
少
な
い
地
区
か
ら
の
応
援
】

　

夜
が
明
け
て
、
水
が
引
い
た
た
め
七
分
団
一
部
の

団
員
に
は
半
日
の
休
養
を
設
け
ま
し
た
。
私
は
午
後

か
ら
中
島
へ
、
そ
の
後
は
中
里
に
も
行
き
ま
し
た
。、

両
地
区
と
も
に
床
上
浸
水
が
多
く
、
多
く
の
団
員
宅

が
被
災
し
て
活
動
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
被
害
が
比
較
的
少
な
い
小
本
・
中
野
・
大
牛

内
・
茂
師
・
小
成
の
消
防
団
員
が
協
力
し
て
班
を
編

成
し
、中
島
・
中
里
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
島
・
中
里
の
部
長
さ
ん
た
ち
に
は
、
地
区
で
必

要
と
さ
れ
る
作
業
を
お
お
ま
か
に
把
握
し
て
欲
し
い

と
伝
え
ま
し
た
。
例
え
ば
中
島
は
七
分
団
第
四
部
で

す
が
、
屯
所
に
隣
接
す
る
中
島
地
区
多
目
的
集
会
施

設
が
地
区
に
お
け
る
支
援
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い

た
の
で
「
皆
さ
ん
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

【
片
付
け
作
業
の
開
始
】

　
そ
し
て
、
台
風
の
翌
々
日
か
ら
ま
ず
は
体
制
を
組

み
、
消
防
団
で
民
家
の
泥
出
し
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。 翌日、信号が消えている三陸北道路の交差点（8 月 31 日 13：48）
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ま
ず
家
財
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
畳
な
ど
重
い
も
の

も
あ
る
の
で
、
一
日
十
二
～
十
三
人
の
班
で
、
四
班

程
度
編
成
し
、
交
替
で
休
み
も
と
り
な
が
ら
「
そ
っ

ち
は
人
、足
り
て
っ
か
？
」「
こ
っ
ち
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
連
絡
し
合
っ
て
動
く
形
で
す
。

　
私
は
体
制
を
整
え
た
後
は
、
家
の
事
情
に
よ
り
一

週
間
ほ
ど
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
は

作
業
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。泥
は
ひ
ざ
下
ま
で
あ
り
、

浜
仕
事
用
の
長
い
長
靴
を
履
い
て
い
て
も
埋
ま
り
そ

う
な
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。
泥
を
出
し
て
も
、
今
度

は
泥
の
置
き
場
所
も
足
り
な
く
な
る
状
況
で
し
た
。

泥
は
一
輪
車
で
搬
出
、
あ
る
い
は
土
の
う
袋
に
詰
め

ま
し
た
。
運
び
出
し
た
家
財
は
ま
だ
取
扱
い
が
不
明

の
た
め
、
家
の
脇
に
置
き
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
、
し
ゃ
べ
っ
て
け

で
」
と
言
っ
て
も
、
皆
さ
ん
遠
慮
し
て
お
り
、
ど
こ

ま
で
立
ち
入
っ
て
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
一
回
作
業
し
た
家
か
ら
、
も

う
少
し
泥
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
業
中
、
飲
み
も
の
は
持
ち
歩
き
、
昼
ご
飯
は
一

回
食
事
に
戻
る
か
、
避
難
所
か
ら
炊
き
出
し
を
頂
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。仕
事
と
都
合
を
つ
け
な
が
ら
、

毎
日
十
数
人
で
朝
八
時
～
夕
暮
れ
を
目
安
に
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
足
元
が
見
え
な
い
段
階
で
は
、
ク
ギ
・
ガ
ラ
ス
の

破
片
な
ど
危
険
要
素
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
暑
い
時

期
で
、
衛
生
状
態
の
心
配
も
あ
り
、
ゴ
ー
グ
ル
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
特
に
マ
ス
ク
・
ゴ
ム
手
袋
を
必
ず
装
着

し
て
の
作
業
を
し
つ
こ
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。幸
い
、

作
業
中
に
団
員
の
け
が
や
体
調
不
良
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
被
災
し
た
人
は
気
が
張
り
詰
め
て
い
る
の
で
、
当

初
頑
張
っ
て
は
い
て
も
、体
調
不
良
が
心
配
で
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
も
一
緒
に
】

　
途
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
入
っ
て
来

て
、協
力
し
な
が
ら
作
業
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

真
剣
に
活
動
し
て
下
さ
り
、
さ
ら
に
人
数
も
多
い
の

で
作
業
が
は
か
ど
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
す
べ
て
の
家
を
作
業
で
き
た
か
の
判
断

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
～
三
週
間
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
一
段
落
し
た
こ
ろ
に
、
各
部
長
さ

ん
に
「
消
防
と
し
て
は
一
区
切
り
に
す
っ
か
ら
、
ま

た
何
か
出
た
時
は
声
か
け
て
け
ろ
」と
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
も
中
島
・
中
里
な
ど
の
公
民
館
を
巡
回
し
ま

し
た
が
、
特
段
活
動
が
必
要
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
む
地
区
は
震
災
の
津
波
で
被
災
し
た

住
民
の
移
転
地
で
す
。
津
波
の
際
に
は
、
内
陸
部
の

方
々
に
多
く
の
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
、
内
陸

部
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
少
し
で
も
恩
返
し
で
き

れ
ば
と
も
思
い
ま
し
た
。

【
直
後
の
台
風
で
の
対
応
】

　
直
後
の
台
風
で
二
回
の
避
難
指
示
が
出
た
際
、
防

災
セ
ン
タ
ー
に
は
す
で
に
多
く
の
避
難
者
が
お
り
、

さ
ら
に
増
え
る
と
窮
屈
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
小
本
小
学
校
・
中
学
校
は
指
定
避
難

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
独
断
で
依
頼
し
、
了
解
を

得
て
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
本
地
区
に
関
し
て
は
、
台
風
十
号
よ
り
も
、
九

月
八
日
に
台
風
十
三
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
の
襲

来
時
に
雨
は
激
し
く
降
り
ま
し
た
。
消
防
団
も
外
で 小本小学校・中学校（後日撮影）
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コ ラ ム

「消防団で泥出し活動」　中野二　三浦茂幸小本地区

参考資料　図の出典：国土技術政策総合研究所Webサイト
（http://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/008/html/008_main.html）より

霞堤と川の逆流
　今回、中里・中島・卒郡では小本川
堤防の開口部からの逆流が発生しまし
た。この堤防はあえて開口部を設けた

「霞堤」でした。洪水時に水が逆流し
て堤内部の農地などに水をため、下流
へ流れる水を減少させる機能がありま
す。
　しかしながら、今回の台風では逆流
が集落にも到達し、さらに河川の水位
が堤防の高さをも越え、卒郡では堤防
決壊も発生してしまいました。
　現在、これらの地区を含め町内全域
で河川改修計画が進められています。

かすみてい

警
戒
・
車
両
の
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
徒
歩
の

避
難
者
を
、
消
防
車
両
に
乗
せ
て
連
れ
て
行
っ
た
り

も
し
ま
し
た
。
台
風
十
号
よ
り
避
難
率
も
高
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
川
は
増
水
し
た
も
の
の
危
険
な
兆
候
は
な
く
、
私

は
屯
所
に
詰
め
て
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
団
員
か
ら

の
報
告
で
川
の
水
位
も
特
別
に
危
険
な
状
況
ま
で
は

上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
特

段
の
被
害
も
無
く
、避
難
者
も
明
朝
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

課
題
と
振
り
返
り

【
災
害
時
に
お
け
る
連
絡
手
段
の
課
題
】

　
情
報
化
時
代
の
波
を
受
け
、
消
防
無
線
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
台
風
で
は
消
防
署
も

被
災
し
、
消
防
無
線
も
早
い
段
階
で
つ
な
が
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
方
が
ま
だ
つ
な
が
り
ま

し
た
が
、
一
時
的
に
不
通
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
、

災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
個
人
の
携
帯
電
話
で
は

な
く
、
無
線
で
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
時
は
情
報
が
重
要
な
の
で
、
何
ら
か
の

形
で
相
互
の
状
況
に
つ
い
て
連
絡
が
取
り
あ
え
る
よ

う
な
体
制
が
出
来
れ
ば
良
い
と
感
じ
ま
す
。

　
台
風
後
は
町
内
各
地
へ
の
衛
星
携
帯
電
話
の
配
置

と
い
っ
た
動
き
も
あ
り
、
今
後
の
災
害
時
に
は
活
用

さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
振
り
返
り
】

　
今
思
え
ば
、
当
時
は
焦
り
の
た
め
か
各
地
区
へ
の

連
絡
に
時
間
差
が
出
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
連
絡
し
た
つ
も
り
が
出
来
て
お
ら
ず
、「
俺
に

は
連
絡
が
来
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
が
反
省
点
で
す
。

　
今
回
、
避
難
の
呼
び
か
け
や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
最
も

難
し
い
課
題
と
感
じ
ま
し
た
。
当
時
、
呼
び
か
け
を

し
て
も
二
階
に
い
れ
ば
大
丈
夫
と
判
断
し
て
家
に

残
っ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
私
は
台
風
後
、
分
団
長
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
団

と
し
て
の
災
害
時
の
活
動
で
最
も
重
要
な
の
は
、
早

め
に
避
難
し
て
も
ら
い
、
早
め
に
私
た
ち
も
避
難
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、人
の
安
全
が
最
優
先
で
す
。

現
在
の
消
防
団
活
動
は
昔
と
違
い
「
自
身
と
家
の
安

全
を
最
優
先
に
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
任
の
方
々

か
ら
も
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
、
安
全
に
気
を
配
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
四
日
　
聞
き
取
り
）

消防団第 7 分団第 1 部屯所（後日撮影）
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就
寝
中
に
気
付
い
た
浸
水

岸

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
一
雄

 

︵
八
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
一
雄

当
日
か
ら
翌
朝
に
か
け
て

【
寝
て
い
て
浸
水
に
気
付
い
た
】

　
当
時
は
、
先
祖
か
ら
譲
ら
れ
た
家
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
に
は

ド
ラ
ム
缶
の
水
を
ど
っ
と
開
け
た
よ
う
な
雨
が
降

り
、
一
気
に
増
水
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

そ
こ
ま
で
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
で
昼
間
は
危
険
を

感
じ
ず
、
夜
に
は
一
階
の
畳
に
置
い
た
ベ
ッ
ド
で
寝

て
い
ま
し
た
。

　
後
日
聞
く
と
、
消
防
さ
ん
が
避
難
を
呼
び
か
け
に

来
た
そ
う
で
す
が
、
鍵
を
か
け
て
い
た
戸
を
蹴
っ
て

み
て
も
反
応
が
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
夜

に
い
つ
も
目
が
覚
め
る
時
間
帯
が
あ
り
、
気
付
け
ば

パ
イ
プ
製
の
ベ
ッ
ド
の
高
さ
ま
で
泥
水
が
来
て
お

り
、
慌
て
ま
し
た
。

　
隣
の
倉
庫
に
行
こ
う
に
も
、
建
物
の
間
の
段
差
が

深
い
で
す
し
、
家
具
が
床
に
倒
れ
て
お
り
外
に
出
ら

れ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
使
っ
て
い
た
二
階
に
避
難
し
よ

う
に
も
、階
段
を
は
ず
し
て
あ
っ
て
上
が
れ
ま
せ
ん
。

ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
み
て
も
、
水
で
身
動
き
が
取
れ

ま
せ
ん
。ま
す
ま
す
水
は
増
え
、体
が
震
え
ま
し
た
。

　
「
困
っ
た
、
困
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
亡
き

父
の
形
見
の
ス
テ
ッ
キ
が
あ
る
の
に
気
付
き
、
天
井

を
突
い
て
壊
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
階
に
上
ろ
う

と
上
に
つ
か
ま
っ
て
も
力
が
な
く
て
上
が
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
天
井
を
壊
し
て
再
挑
戦
し
て
も
や
は
り

上
が
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
ふ
と
気
付
く
と
、
下
の
畳
四
畳
が
浮
き

上
が
り
、
お
よ
そ
一
時
間
弱
の
あ
い
だ
私
を
持
ち
あ

げ
た
の
で
す
。
当
地
区
で
最
も
水
が
上
が
っ
た
と
い

う
二
十
三
時
半
ご
ろ
は
、
床
上
一
メ
ー
ト
ル
程
度

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
泥
水
の
中
で
、
約
五
時
間
も
待
ち
ま
し
た
。
特
に

体
調
不
良
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
井
を
突
い
て

壊
し
て
、「
い
や
ー
疲
れ
た
な
、
困
っ
た
な
」
と
繰

り
返
す
う
ち
に
水
が
下
が
り
、
夜
が
明
け
て
行
き
ま

し
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
は
水

が
一
気
に
抜
け
て
行
き
ま
し
た
が
今
回
は
一
気
に
は

抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
当
地
の
氾
濫
に
つ
い
て
】

　
台
風
時
は
海
も
荒
れ
る
た
め
、
河
口
に
近
い
当
地

で
は
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
も
逆
流
が
発
生
し
ま
し

た
。
今
回
は
少
し
下
流
の
鮭
マ
ス
ふ
化
場
の
辺
り
の

堤
防
が
途
切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
逆
流
で
浸
水
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
今
回
は
地
区
の
沢
水
は
氾
濫
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
過
去
に
沢
水
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

中島・鮭マスふ化場の被害（8 月 31 日 13：47）
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翌
日
以
降
の
状
況

【
自
宅
の
被
害
状
況
と
地
盤
】

　
自
宅
で
は
家
財
の
多
く
が
ひ
っ
く
り
返
り
、
柱
も

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
自
宅
の
地
盤
に
つ
い
て
、
災
害
後
に
家
の
そ
ば
を

掘
っ
た
業
者
さ
ん
に
は
「
三
メ
ー
ト
ル
掘
っ
た
が
、

ず
っ
と
泥
が
堆
積
し
た
土
壌
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
洪
水
で
繰
り
返
し
泥
が
堆
積
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
自
宅
は
そ
の
上
に
、
平
た
く
大
き
な
石
を

数
カ
所
に
置
い
て
土
台
と
し
て
柱
を
立
て
て
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
石
が
重
み
で
沈
み
、
以
前
か
ら
何
本

か
柱
が
浮
い
て
家
が
や
や
傾
い
て
い
た
も
の
が
今

回
、
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、倉
庫
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
車
、貯
蔵
し
て
あ
っ

た
米
も
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
被
災
直
後
の
生
活
】

　
災
害
後
、
仙
台
に
い
る
娘
が
心
配
し
て
、
旦
那
さ

ん
の
勤
務
先
の
、
岩
手
県
内
の
支
店
長
さ
ん
に
様
子

を
見
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
支
店
長

さ
ん
が
水
や
見
舞
い
の
品
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
翌
日
に
は
娘
夫
婦
が
衣
類
や
食
料
を
持
っ

て
来
て
く
れ
て
、三
日
ぶ
り
に
食
事
が
で
き
ま
し
た
。

思
え
ば
よ
く
耐
え
た
も
の
で
す
が
、
当
時
は
気
が

張
っ
て
い
た
の
か
空
腹
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
炊
き
出
し
を
一
カ
月
ほ
ど
行
政
連
絡

員
さ
ん
が
自
主
的
に
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
我
が
家
ま

で
届
け
て
く
れ
て
、後
か
ら
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。

　
水
道
は
数
日
使
え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

町
水
道
は
断
水
と
な
り
、
自
家
水
道
の
ポ
ン
プ
も
壊

れ
た
の
で
、
電
話
で
注
文
し
て
新
し
い
も
の
を
取
り

付
け
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
移
動
で
し
た
。
取
り
急
ぎ
洋
服

を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
り
、
支
援
物
資
が
届
い
た
連

絡
を
頂
い
て
バ
ス
で
岩
泉
に
行
く
と
品
切
れ
で
し

た
。
そ
の
時
は
洋
服
屋
さ
ん
で
購
入
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
各
方
面
か
ら
洋
服
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
親
せ
き
の
皆
さ
ん
か
ら
金
銭

や
物
資
な
ど
の
支
援
を
頂
き
、
お
か
げ
で
冷
蔵
庫
や

自
動
車
も
入
手
し
、
買
い
も
の
に
も
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
家
の
片
付
け
に
つ
い
て
】

　

家
の
片
付
け
の
際
に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
で
大
変
そ
う

な
家
に
有
志
で
派
遣
し
て
頂
い
た
も
の
で
す
。
た
だ
、

部
屋
の
数
が
多
く
一
人
で
は
十
分
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
も
の
を
全
て
捨
て
て
良
い
と
い
う
指
示
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
想
定
よ
り
多
く
の

も
の
、
例
え
ば
水
に
浸
か
っ
て
い
な
い
衣
類
な
ど
も
廃

棄
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
事
な
写
真
は
途
中

で
落
ち
て
い
た
の
を
見
つ
け
回
収
し
ま
し
た
。

【
倉
庫
で
の
生
活
】

　
被
災
後
は
避
難
所
や
仮
設
住
宅
へ
の
移
動
を
再
三

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
空
き
家
に
す
る
の
は
抵
抗

が
あ
り
、
お
断
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
昭
和
三
十
四
年
に
建
て
た
倉
庫
の
二
階
で
何

と
か
半
年
ほ
ど
暮
ら
し
ま
し
た
。
二
階
は
か
つ
て
飼

育
し
て
い
た
乳
牛
の
飼
料
置
き
場
で
、
空
い
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
掃
除
し
て 近隣の国道や水田にも大量の泥が流入（8 月 31 日 15：20）
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く
れ
て
、
さ
ら
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
て
天
井
を

張
り
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
を
入
れ
て
、
サ
ッ
シ
の
立

て
つ
け
も
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。
冬
は
寒
か
っ
た
も

の
の
、
布
団
に
猫
が
入
っ
て
寝
る
の
で
、
そ
れ
で
し

の
ぎ
ま
し
た
。今
は
一
階
も
直
し
て
生
活
し
て
お
り
、

ま
あ
ま
あ
の
住
み
心
地
で
す
。

　
壊
れ
た
自
宅
の
再
建
に
は
大
き
な
費
用
が
か
か
る

こ
と
が
分
か
り
、
困
難
で
す
。
と
り
あ
え
ず
一
カ
月

前
に
解
体
し
て
頂
き
、
砂
利
で
か
さ
上
げ
だ
け
依
頼

し
て
あ
り
ま
す
。
高
齢
な
の
で
資
金
の
借
り
入
れ
が

出
来
ず
、
壊
れ
た
農
機
具
の
購
入
な
ど
も
困
難
で
、

年
を
と
る
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
稲
作
に
つ
い
て
】

　
水
田
に
も
泥
が
流
入
し
ま
し
た
が
、
翌
年
は
被
害

の
軽
い
一
部
で
水
稲
を
作
付
し
ま
し
た
。
氾
濫
で
養

分
が
流
入
し
た
と
こ
ろ
に
、
例
年
ど
お
り
肥
料
を
使

う
と
、
養
分
が
多
す
ぎ
て
稲
が
倒
伏
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
肥
料
が
足
り
な
い
と
収
量
が
減

る
の
で
一
応
、
肥
料
は
使
い
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
は
、
災
害
で
水
利
施
設
が
被
害
を
受

け
、十
分
に
水
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

収
量
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
機
械
を
失
い

思
う
よ
う
に
作
業
が
出
来
な
い
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い

で
す
。
何
と
か
自
給
自
足
の
た
め
に
再
挑
戦
し
ま
し

た
が
、
米
を
売
っ
て
生
活
資
金
に
出
来
る
ほ
ど
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

振
り
返
っ
て

【
ア
イ
オ
ン
台
風
に
つ
い
て
】

　
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
、
私
は
農
業
に
従
事
し
て
お

り
、ち
ょ
う
ど
タ
カ
キ
ビ
を
刈
り
取
る
時
期
で
し
た
。

真
夜
中
に
一
気
に
水
が
出
て
、
床
上
三
十
～
四
十
セ

ン
チ
程
度
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
養
蚕
の
た
め
に
床
板
が
敷
い
た
だ
け
の
状

態
で
、
床
板
が
浮
い
て
流
れ
た
と
こ
ろ
に
妹
が
落
ち

て
流
さ
れ
、
私
は
必
死
に
な
っ
て
助
け
出
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　
我
が
家
は
山
の
斜
面
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
て

一
段
高
い
所
に
物
置
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
建
て
た

理
由
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
洪
水
対
策
と
思
わ
れ
、

今
は
石
垣
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
前
の
自
宅
は
隣
接
す
る
斜
面
に
す
ぐ

逃
げ
ら
れ
る
構
造
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の
倉
庫
の
建

築
時
に
は
斜
面
は
か
な
り
切
り
崩
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ア
イ
オ
ン
台
風
の
経
験
者
は
も
う
少
な
い
で
す

か
ら
、伝
え
て
お
く
べ
き
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

【
振
り
返
っ
て
】

　
伝
承
が
あ
れ
ば
防
げ
た
被
害
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
私
の
場
合
は
ア
イ
オ
ン
台
風
の

水
位
が
頭
に
あ
り
、貯
蔵
し
て
い
た
約
五
俵
の
米
は
、

ビ
ー
ル
箱
に
乗
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
と
い
う
程
度
の

認
識
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
全
て
水
に
浸
か
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
後
は
今
回
の
水
位
よ
り
高
い

台
に
自
家
用
米
を
保
管
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
に
遭
っ
て
も
、
皆
さ
ん
の
真
心
に
よ
っ
て
現

在
も
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
あ
り
が
た
い

で
す
。
今
後
も
、
先
祖
の
方
々
の
た
め
に
も
怠
け
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日
　
聞
き
取
り
）

かつて物置があった場所の石垣（後日撮影）
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公
民
館
が
拠
り
所
に

中
里

　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
利
宗

 

︵
五
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
利
宗

当
日
の
状
況
と
対
応

【
小
本
川
と
沢
の
状
況
を
監
視
】

　
私
は
当
時
、
部
落
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
当

日
、
中
里
で
雨
風
が
強
ま
っ
た
の
は
二
～
三
時
間
程

度
で
、
夕
方
ご
ろ
に
民
放
テ
レ
ビ
で
「
小
本
川
が
氾

濫
」
と
い
う
情
報
を
目
に
し
ま
し
た
が
、
ピ
ン
と
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
近
所
に
沢
の
合
流
地
点
が
あ
り
、
大
雨
の
時
に
は

水
が
出
る
た
め
、
以
前
に
沢
を
深
く
す
る
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
本
川
の
堤
防
も
出
来
て
か

ら
は
沢
の
逆
流
・
氾
濫
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
停
電
と
な
り
、
雨
は
止
ん
だ
も
の
の
沢
の

音
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十

九
時
ご
ろ
に
小
本
川
や
沢
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
増
水
は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
余
裕
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
急
激
な
氾
濫
と
避
難
誘
導
】

　
そ
の
後
二
十
時
ご
ろ
、
近
所
の
人
が
小
本
川
の
堤

防
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
と
聞
き
、
私
も
行
く
と
、

水
が
あ
と
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
堤
防
を
越
え
そ
う
な

状
態
で
し
た
。「
今
ま
で
こ
ん
な
に
上
が
っ
た
こ
と

は
な
い
、
こ
れ
は
越
え
る
」と
思
っ
て
慌
て
ま
し
た
。

　
至
急
、
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る
た
め
戻
ろ
う
と
す
る

と
、
堤
防
が
も
と
も
と
途
切
れ
て
い
る
下
流
の
方
か

ら
、
小
本
川
か
ら
の
水
が
逆
流
し
て
お
り
、
音
を
た

て
て
道
路
に
あ
ふ
れ
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
深
さ
が

見
え
ず
低
地
は
危
な
い
と
思
い
、
回
り
道
を
し
て
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
行
き
あ
っ
た
人
に

は
「
川
が
氾
濫
す
っ
か
ら
、
公
民
館
に
集
ま
っ
て
く

れ
」
と
伝
え
ま
し
た
。
余
裕
が
な
く
全
て
の
家
へ
の

直
接
の
呼
び
掛
け
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
避
難
所
の
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
に
行
け
る
状

況
で
は
な
く
、
や
や
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
地
区
の
公

民
館
へ
避
難
を
促
し
ま
し
た
。
消
防
団
も
避
難
を
促

し
て
い
ま
し
た
。

【
公
民
館
が
避
難
所
に
】

　

当
時
、
寝
て
い
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
気
付

い
た
時
に
は
床
上
浸
水
と
な
り
逃
げ
ら
れ
ず
、
家
の

二
階
に
残
っ
た
人
も
多
か
っ
た
で
す
。
あ
と
で
聞
く

と
、「
な
ん
か
音
が
し
て
き
た
」「
畳
が
浮
い
て
来
た

と
思
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
水
が
上
が
っ
た
」
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
に
は
足
の
悪
い
父
が
い

ま
し
た
が
、
す
で
に
外
は
水
が
腰
ま
で
来
て
お
り
、

二
階
に
い
る
よ
う
伝
え
、私
は
公
民
館
に
行
き
ま
し
た
。

　
皆
が
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
、
最
終
的
に
中

里
地
区
の
七
～
八
割
に
あ
た
る
四
十
～
五
十
人
が
避

難
し
ま
し
た
。概
ね
地
域
の
人
の
顔
は
分
か
る
の
で
、

安
否
確
認
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
避
難
者
が
、
二

階
に
い
る
人
を
教
え
て
く
れ
て
、
人
数
が
不
明
な
世

帯
も
あ
る
も
の
の
全
員
が
お
そ
ら
く
無
事
と
分
か
り

普段は水の無い沢（才の神沢）（後日撮影）
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ま
し
た
。

　
二
十
一
時
ご
ろ
に
は
増
水
の
勢
い
が
止
ま
り
、
二

十
三
時
ご
ろ
ま
で
外
の
様
子
を
確
認
し
な
が
ら
過
ご

し
ま
し
た
。
停
電
の
た
め
、
食
事
の
準
備
は
せ
ず
休

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
に
防
災
用
と
し
て
公

民
館
で
も
ら
っ
て
い
た
毛
布
を
女
性
や
小
学
生
に

使
っ
て
も
ら
い
、
男
性
は
そ
の
ま
ま
寝
ま
し
た
。
私

は
父
が
心
配
で
一
度
、
腰
ま
で
の
水
深
を
こ
ぎ
な
が

ら
家
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
被
害
状
況
な
ど
】

　
自
宅
の
周
囲
に
関
し
て
は
、
浸
水
の
原
因
は
沢
水

が
小
本
川
に
流
れ
込
め
な
く
な
り
、
近
所
の
や
や
低

い
橋
の
所
か
ら
あ
ふ
れ
た
影
響
で
し
た
。
沢
水
の
た

め
翌
日
、
自
宅
に
泥
は
あ
ま
り
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
水
は
一
階
の
畳
の
上
、
約
五
十
セ
ン
チ
ま
で

上
が
っ
た
も
の
の
勢
い
は
緩
や
か
だ
っ
た
よ
う
で
、

こ
た
つ
の
上
の
も
の
も
倒
れ
ず
、
流
れ
た
り
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
小
本
川
に
近
い
家
で
は
小
本

川
の
氾
濫
で
泥
も
か
な
り
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
避
難
を
促
さ
れ
た
も
の
の
、
国

道
に
出
る
橋
は
渡
れ
て
も
小
本
方
面
へ
の
道
が
水
に

浸
か
っ
て
お
り
行
け
な
い
状
況
で
し
た
。

　
一
～
二
日
経
つ
と
、
公
民
館
で
は
無
事
だ
っ
た
人

た
ち
を
中
心
に
、
水
に
浸
か
ら
な
か
っ
た
米
や
野
菜

を
持
ち
寄
り
、
井
戸
水
を
使
い
、
お
に
ぎ
り
や
み
そ

汁
な
ど
簡
単
な
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
二
～
三
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
片
付
け
に
つ
い
て
】

　
家
屋
か
ら
水
を
吸
っ
た
畳
を
何
十
枚
も
出
す
の
は

想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
協
力
し
あ
っ
た
方
が
良

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
消
防
団
を
中
心
に
あ
る
程

度
若
い
人
と
、
動
け
る
人
が
集
ま
り
、
二
～
三
日
は

協
力
し
て
畳
を
出
し
た
り
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
行

い
ま
し
た
。
自
宅
も
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
親
せ
き
の
協
力
も
得
て
、
一
週
間
ほ
ど
も

の
を
出
し
て
捨
て
ま
し
た
。
ま
た
、
週
末
に
盛
岡
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
来
て
く
れ
て
、
汚
れ
た

と
こ
ろ
を
拭
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
泥
が
五
十
～
六

十
セ
ン
チ
も
入
っ
た
家
で
も
、
多
い
日
は
十
人
程
度

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
て
泥
を
片
付
け
て
く

れ
ま
し
た
。

【
公
民
館
が
支
援
の
拠
点
に
】

　
多
く
の
人
は
災
害
翌
日
か
ら
自
宅
の
二
階
に
寝
泊

り
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
日
に
は
避
難
者
は
四
～
五

人
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
公

民
館
に
炊
き
出
し
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
、
集

ま
っ
て
食
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

炊
き
出
し
と
一
緒
に
物
資
を
運
ん
で
頂
き
、「
個
別

に
欲
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
公
民
館
に
は
自
衛
隊
が
九
月
三
日
か
ら
七

日
ま
で
風
呂
を
開
設
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
数
日
後
に
台
風
が
二
回
来
た
時
に
は
警
察
も
巡
回

し
て
半
強
制
的
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
再
び
公
民
館

に
避
難
し
ま
し
た
。

　
自
然
と
公
民
館
が
拠
点
に
な
り
、
体
制
作
り
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
食
事
も
兼
ね
た
打
ち
合
わ
せ
で

良
い
意
見
を
採
用
し
、
公
民
館
担
当
・
風
呂
担
当
・

泥に覆われた小本川付近（9 月 3 日 15：41）
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炊
き
出
し
担
当
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公

民
館
担
当
は
、
お
客
さ
ん
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
対
応
や
、
届
い
た
物
資
を
記
録
し
て
、
受
け
取
り

に
来
る
人
に
提
供
す
る
仕
事
で
、
被
災
し
て
い
な
い

人
た
ち
の
協
力
で
日
中
に
常
駐
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
物
資
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
や
缶
詰
な
ど
の
食
料
と
水
、
土
の
う
袋
も
頂
き
ま

し
た
。
他
に
は
町
民
会
館
か
ら
も
頂
き
ま
し
た
し
、

中
里
に
縁
の
あ
る
人
が
物
資
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
仕
事
を
二
週
間
ほ
ど
休
み
、
そ
の
後
は
夜
に

公
民
館
担
当
者
か
ら
、
物
資
や
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
た
だ
、
物
資
は
全

員
に
平
等
に
配
る
ほ
ど
の
量
は
な
く
、
被
害
の
大
き

い
世
帯
を
優
先
し
、
余
り
を
他
の
世
帯
に
配
る
調
整

に
苦
慮
し
ま
し
た
。

【
風
呂
・
炊
き
出
し
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
風
呂
担
当
は
利
用
者
同
士
で
掃
除
当
番
を
決
め
ま

し
た
。
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援
が
終
わ
る
と
、
今

度
は
岩
手
県
南
の
方
が
支
援
で
風
呂
を
設
置
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
担
当
は
、
や
は
り
炊
き
出
し
を
食
べ
る

人
同
士
で
、配
膳
と
片
付
け
の
当
番
を
決
め
ま
し
た
。

当
初
は
昼
と
夜
に
届
き
、
朝
の
分
は
夜
に
併
せ
て
頂

く
形
で
し
た
。
内
容
は
途
中
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に

ぎ
り
に
代
わ
り
、
十
一
月
上
旬
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
台
風
か
ら
二
～
三
日
後
に
停

電
が
復
旧
し
て
か
ら
も
水
道
の
復
旧
に
は
数
週
間
か

か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
は
公
民
館
で
は
井
戸
か
ら

ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
あ
げ
た
ほ
か
、
給
水
車
に
も
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
そ
の
後
、
自
宅
や
近
隣
の
状
況
】

　
そ
の
後
、
自
宅
二
階
で
の
生
活
は
父
に
と
っ
て
不

自
由
な
の
で
、
一
階
の
一
部
屋
だ
け
床
を
張
っ
て
移

動
し
て
も
ら
っ
て
生
活
し
ま
し
た
。

　
父
の
体
調
に
は
問
題
は
な
く
、近
隣
の
皆
さ
ん
も
、

最
初
は
気
が
張
っ
て
風
邪
な
ど
は
ひ
か
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
落
ち
着
い
た
こ
ろ
か
ら
体
調
を
崩
す
人

が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
自
宅
の
修
繕
が
完
了
し
た
の

は
大
工
さ
ん
が
忙
し
か
っ
た
た
め
、
約
一
年
後
の
こ

と
で
す
。

　
仮
設
住
宅
は
当
初
、
地
区
に
建
設
予
定
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
被
災
し
た
人
が
極
力
引
っ
越
さ
な
い
よ

う
、
要
望
し
て
地
区
内
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
集
ま
る
こ
と
で
少
し
で
も
楽
に
】

　
当
時
、
中
里
か
ら
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
避
難
し

た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
に
防
災
セ

ン
タ
ー
に
小
本
地
域
の
全
員
が
避
難
す
れ
ば
、
十
分

な
居
場
所
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
地
区
内
の
公

民
館
な
ど
の
防
災
機
能
の
強
化
が
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
回
、
様
々
な
問
題
は
発
生
し
ま
し
た
が
、
話
し

合
い
な
が
ら
協
力
し
合
い
対
処
し
ま
し
た
。
皆
が
公

民
館
に
食
事
で
集
ま
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
気
持
ち

が
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
四
日
　
聞
き
取
り
）

中里公民館前（9 月 3 日 15：44）
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「職場の重機が活きた」　清水野　箱石善昭 小本地区

職
場
の
重
機
が
活
き
た

清
水
野

　
　
　
　
　
　
　
箱
石
　
善
昭

 

︵
二
十
八
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
箱
石
　
善
昭

当
日
か
ら
翌
朝
に
か
け
て

【
夕
方
か
ら
倒
木
撤
去
】

　
私
は
農
業
・
畜
産
に
関
わ
る
職
場
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
本
部
は
小
川
で
、
季
節
に
応
じ
て
町
内
各
地

の
事
業
所
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
も
町
内
を

移
動
し
な
が
ら
夕
方
に
大
牛
内
の
事
業
所
に
戻
っ
て

来
ま
し
た
。
途
中
は
激
し
い
雨
で
し
た
が
大
牛
内
で

は
弱
く
、「
こ
れ
か
ら
強
く
な
る
の
か
な
」
と
話
し

つ
つ
十
六
時
半
ご
ろ
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

自
宅
で
も
牛
を
飼
育
し
て
お
り
、
帰
宅
す
る
と

ち
ょ
う
ど
お
産
で
ま
ず
牛
舎
に
行
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
十
八
時
ご
ろ
に
停
電
と
な
り
、
発
電

機
を
起
動
し
ま
し
た
。
家
は
自
家
水
道
な
の
で
、
電

気
が
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
消
防
か

ら
強
風
で
大
牛
内
の
道
路
数
カ
所
で
倒
木
発
生
と
い

う
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
八
時
半
ご
ろ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
大
牛

内
の
事
業
所
に
行
き
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
に
乗
っ

て
来
て
倒
木
の
撤
去
を
始
め
ま
し
た
。
事
前
に
「
重

機
は
何
か
の
時
や
、
消
防
で
使
っ
て
良
い
か
ら
な
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
夜
、
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
】

　
十
九
時
ご
ろ
、
同
僚
に
電
話
す
る
と
中
島
の
鮭
マ

ス
ふ
化
場
へ
浸
水
に
備
え
て
片
付
け
に
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
、「
こ
の
十
分
間
で
急
激

に
水
位
が
上
が
っ
て
来
て
い
る
か
ら
ダ
メ
だ
、
今
帰

る
と
こ
ろ
だ
」
と
言
わ
れ
、
大
変
な
事
態
に
な
っ
て

い
る
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
二
十
時
過
ぎ
、
中
野
の
消
防
団
か
ら
大
牛
内
の
消

防
団
に
、
応
援
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
下
っ
て
ゆ

く
途
中
の
中
野
坂
も
倒
木
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
向
か
い
ま
し
た
。
現
場
に
は
国

道
を
管
理
す
る
国
交
省
の
人
や
電
気
工
事
会
社
の
人

も
お
り
、
協
力
し
て
倒
木
と
電
線
を
片
付
け
、
道
路

が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
の
た
め
に
大

牛
内
に
上
が
っ
て
行
く
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
小
本
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
一
帯
は
浸
水

で
川
の
よ
う
に
流
れ
て
お
り
、
夜
中
ま
で
ほ
と
ん
ど

動
け
ず
、
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
日
付
が
変
わ
る
こ

ろ
か
ら
は
、
中
島
に
向
か
う
途
中
の
高
い
と
こ
ろ
に

移
動
し
て
待
機
し
、
五
時
ご
ろ
に
は
再
び
交
替
し
防

災
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
電
話
も

消
防
無
線
も
通
じ
ず
、
町
全
体
の
状
況
が
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

翌
日
の
状
況
と
対
応

【
早
朝
か
ら
小
本
、
中
島
の
泥
除
け
】

　
防
災
セ
ン
タ
ー
の
近
隣
で
は
、
早
い
人
た
ち
は
五

時
半
ご
ろ
か
ら
泥
除
け
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
六
時

半
ご
ろ
、
私
も
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
泥
除
け
を
お

一夜明けた小本地区の様子（8 月 31 日 6：20）



−79 −

手
伝
い
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、中
島
の
人
た
ち
よ
り
小
本
支
所
に「
水

が
引
い
た
も
の
の
、
道
路
が
通
れ
な
い
」
と
相
談
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
支
所
長
か
ら
の
指
示
で
七
時
過
ぎ

に
道
路
の
泥
除
け
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
島
に
行
く
と
「
あ
、
こ
れ
一
人
じ
ゃ

無
理
だ
…
」
と
気
付
き
ま
し
た
。
中
島
は
前
夜
、
多

く
の
家
の
二
階
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
水
が
来
て
海
の
よ
う

な
状
態
で
、
水
が
引
い
た
道
路
に
は
大
量
の
流
木
と

泥
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
僚
の
手
を
借
り
よ
う
と
思
い
、
電
話
が
通
じ
な

い
の
で
、
消
防
の
人
に
家
ま
で
呼
び
に
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
職
場
か
ら
は
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
が
も
う
一
台
来
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
国
交
省
や
広
域
消
防
の
関
係
者
が
状
況

確
認
を
行
っ
て
い
る
姿
も
見
え
ま
し
た
。
私
は
ど
こ

ま
で
行
う
べ
き
か
判
断
が
つ
か
ず
、
迷
い
つ
つ
も
消

防
と
い
う
よ
り
自
身
で
判
断
し
て
「
と
り
あ
え
ず
、

国
道
通
さ
な
き
ゃ
」
と
思
い
ま
し
た
。
国
道
を
か
き

分
け
て
林
の
下
ま
で
行
く
と
道
路
が
陥
没
し
て
お

り
、
進
め
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
と
考
え
、
同
僚
は
中

島
を
、
私
は
卒
郡
を
作
業
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
卒
郡
は
ま
だ
水
が
引
い
て
お
ら
ず
、
歩

い
て
く
る
人
に「
ま
だ
無
理
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

卒
郡
か
ら
二
カ
所
に
避
難
し
た
人
が
い
た
よ
う
で
、

歩
い
て
帰
宅
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
同
僚

は
中
里
に
も
向
か
お
う
と
試
み
た
も
の
の
、
や
は
り

水
位
が
高
く
て
行
け
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
中
島
の
道
路
を
と
り
あ
え
ず
通
れ
る

状
態
に
し
て
小
本
に
戻
っ
て
泥
か
き
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、燃
料
が
無
く
な
っ
た
の
で
、同
僚
と
い
っ

た
ん
職
場
に
行
き
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
消
防
団
の
人
か
ら
「
中
島
の
人
に
、
呼

ば
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、
再
び
中
島
に
行
き
住
宅

に
入
っ
た
流
木
除
去
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
お
昼
ご
ろ
に
大
体
終
わ
り
ま
し
た
。

【
午
後
、
水
が
引
い
た
卒そ

っ
こ
お
り郡
・
中
里
へ
】

　
午
後
に
な
り
水
位
も
徐
々
に
下
が
っ
た
の
で
「
卒

郡
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
二
人
で
向
か
い
、
道
路
の

泥
を
除
け
て
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

中
里
に
行
こ
う
と
考
え
、
国
道
の
川
向
い
の
道
を
行

く
と
、
途
中
え
ぐ
れ
て
は
い
た
も
の
の
到
達
し
、
泥

を
押
し
て
道
を
つ
け
、
橋
を
越
え
て
国
道
に
抜
け
ま

し
た
。

　

午
後
に
は
、
国
交
省
が
壊
れ
た
国
道
に
砂
利
を

配
っ
て
埋
め
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
中
里
で
乙
茂

方
面
か
ら
土
建
屋
さ
ん
が
来
た
の
も
見
え
、
国
道
も

何
と
か
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消

防
の
人
に
依
頼
さ
れ
て
引
き
続
き
中
里
で
泥
か
き
を

行
い
ま
し
た
。

　
途
中
、宮
本
に
住
む
職
場
の
人
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

前
日
は
二
升
石
で
立
ち
往
生
し
て
近
隣
の
工
場
に
避

難
し
、
歩
い
て
き
た
所
で
し
た
。
そ
の
後
は
中
里
か

ら
山
を
歩
い
て
宮
本
に
帰
っ
た
そ
う
で
す
。
私
も
宮

本
へ
向
か
お
う
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
途
中
の
道
路
が

え
ぐ
れ
て
お
り
、
歩
い
て
い
く
と
途
中
の
水
田
の
中

も
ま
だ
川
状
態
の
所
が
あ
り
、
作
業
は
難
し
い
と
判

断
し
、
い
っ
た
ん
国
道
で
小
本
へ
戻
り
ま
し
た
。

【
そ
の
後
】

　
そ
の
こ
ろ
、
小
本
で
は
田
野
畑
村
か
ら
来
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で 卒郡は泥の海、何とか道路が通れるように（8 月 31 日 17：05）
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私
も
同
僚
と
一
緒
に
小
本
支
所
周
辺
の
泥
出
し
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
に
一
回
、
乙
茂
ま
で
大
牛
内
の
消
防
で
行

く
と
泥
が
す
ご
く
て
驚
き
ま
し
た
。
乙
茂
か
ら
岩
泉

側
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
消
防
団
の
各
部
交
代

制
に
よ
り
三
田
市
の
Ｔ
字
路
で
交
通
整
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

翌
々
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
翌
々
日
、
赤
鹿
橋
や
袰ほ

ろ
の野

で
作
業
】

　
朝
に
職
場
の
上
司
よ
り
、
乙
茂
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
の
手
伝
い
に
行
く
よ
う

に
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
同
僚
と
行
く
途
中
、
赤
鹿

橋
が
流
木
で
埋
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
、
そ
の
上

を
な
ん
と
か
人
が
渡
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し

た
。「
こ
れ
や
ら
な
き
ゃ
」と
思
い
、
い
っ
た
ん
戻
っ

て
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
出
直
し
、
対
岸
の
宮
本
で

先
の
職
場
の
人
と
も
話
し
、
赤
鹿
橋
の
開
通
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
乙
茂
に
行
く
と
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

な
ど
の
関
係
か
ら
ま
だ
手
を
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
明
る
い
時
間
に
見
る
と
、
本
当
に
言

葉
が
出
な
い
状
況
で
し
た
。
沢
々
か
ら
水
が
流
れ
て

お
り
、
手
が
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
辺
に
は

乙
茂
の
人
た
ち
し
か
お
ら
ず
、
重
機
も
無
く
、
何
も

手
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
日
は
出
来
る
こ
と
が
無

く
て
戻
り
ま
し
た
。

　
小
本
で
は
土
建
屋
さ
ん
も
入
り
民
家
の
泥
出
し
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
袰
野
は
ま
だ
手
が
付

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
民
家
の
泥
出
し
を
手

伝
い
、
赤
鹿
の
家
に
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
置
か
せ

て
も
ら
い
帰
宅
し
ま
し
た
。

【
三
日
目
以
降
の
作
業
】

　
三
日
目
も
袰
野
で
泥
出
し
を
し
て
、
四
日
目
に
は

再
び
乙
茂
に
行
き
ま
し
た
。
小
本
支
所
長
に
携
帯
電

話
で
状
況
を
報
告
し
、
本
庁
へ
の
連
絡
を
依
頼
す
る

と
、
地
域
整
備
課
よ
り
電
話
が
あ
り
、
重
機
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
捜
索
が
こ
れ
か
ら
の
エ
リ
ア
は
手
を
つ
け

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
に
捜
索

活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
「
野
球
場

の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
奥
の
駐
車
場
を
が
れ
き
置
き

場
に
す
る
の
で
、
道
路
を
つ
け
て
く
れ
」
と
依
頼
を

受
け
、
作
業
し
ま
し
た
。

　

乙
茂
で
は
三
～
四
日
ほ
ど
作
業
し
た
と
思
い
ま

す
。
流
木
や
泥
の
片
付
け
の
手
伝
い
や
、
道
路
の
仮

復
旧
を
、
役
場
と
も
連
絡
を
と
り
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

【
作
業
に
お
け
る
苦
労
】

　
し
ば
ら
く
は
電
話
が
通
じ
に
く
く
大
変
で
し
た
。

乙
茂
に
携
帯
電
話
の
臨
時
基
地
局
が
設
置
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
お
互
い
が
乙
茂
に
い
る
場
合
は
着
信
履

歴
に
残
る
だ
け
で
通
話
が
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

「
あ
っ
電
話
来
た
け
ど
、
ど
こ
に
い
た
か
な
？
」
と

相
手
を
探
し
ま
し
た
。

　
作
業
に
お
い
て
は
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
は
泥
で

滑
り
出
す
と
止
ま
れ
ず
、
特
に
左
右
の
滑
り
に
弱
い

の
で
、
崖
の
そ
ば
で
傾
斜
が
あ
る
場
所
で
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
し
た
。
ま
た
、
濁
流
の
流
れ
る
川
の

乙茂における道路の土砂撤去の様子（9 月 5 日 10：47）
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橋
を
通
る
と
き
は
「
間
違
っ
た
ら
流
さ
れ
る
よ
な
」

と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
気
持
ち
的
に
は
怖

い
・
危
な
い
と
い
う
よ
り
、「
や
ら
な
け
れ
ば
」
と

い
う
気
持
ち
が
勝
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
夜

は
疲
れ
て
休
む
の
で
す
が
、
次
の
日
に
や
る
べ
き
こ

と
を
考
え
る
と
あ
ま
り
寝
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
徐
々
に
通
常
業
務
へ
】

　
今
回
は
職
場
の
重
機
が
使
え
た
こ
と
、
そ
し
て
た

ま
た
ま
当
日
は
倒
木
の
除
去
を
し
て
か
ら
そ
の
ま
ま

小
本
ま
で
下
り
て
き
た
こ
と
か
ら
、
す
み
や
か
に
復

旧
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
二
週
間
ほ
ど
こ
う
し
た
作
業
を
行
い
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
に
も
一
日
加
わ
り
ま
し
た
。
自

宅
に
被
害
は
な
く
、
活
動
中
は
自
宅
で
寝
泊
り
で
き

ま
し
た
。
停
電
は
中
野
地
区
と
ほ
ぼ
同
じ
三
日
程
度

で
復
旧
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
の
本
部
は
一
カ
月
停
電
が
続
い
た
も
の
の
、

国
道
の
寸
断
が
解
消
さ
れ
た
後
、
九
月
十
四
日
ご
ろ

に
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
徐
々
に
通
常
業
務
に

戻
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
三
週
間
目

あ
た
り
か
ら
普
通
の
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
本
部
に
通
じ
る
道
路
は
え
ぐ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
施
設
は
無
事
で
何
と
か
ト
ラ
ッ
ク
も
通
れ
る

こ
と
が
分
か
り
、
仕
事
が
再
開
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
台
風
で
倒
伏
し
て
し
ま
っ
た
デ
ン
ト

コ
ー
ン
畑
に
収
穫
作
業
の
た
め
に
通
い
ま
し
た
。
そ

の
間
に
も
、
職
場
は
災
害
復
旧
や
、
林
道
の
道
路
付

け
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
活
動
に
お
い
て
感
じ
た
課
題
】

　
活
動
中
、
行
政
機
関
か
ら
の
指
示
系
統
が
統
一
さ

れ
て
い
な
い
と
情
報
が
錯
そ
う
し
、
判
断
に
悩
み
ま

し
た
。
次
の
災
害
に
備
え
る
上
で
は
、
組
織
内
外
の

横
の
つ
な
が
り
・
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
緊
急
時
に
は
、
例
え
ば
行
政
の
被
災
施
設
を
管

轄
す
る
部
署
で
様
子
を
見
に
来
た
場
合
に
は
、
そ
の

地
区
の
被
災
状
況
な
ど
、
他
の
部
署
の
管
轄
情
報
も

持
ち
帰
り
共
有
し
て
頂
く
こ
と
も
有
効
と
感
じ
ま
し

た
。

【
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
有
効
性
】

　
今
回
、
一
緒
に
活
動
し
た
同
僚
と
の
緊
急
連
絡
で

は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
活
用
出
来
ま
し
た
。
練
習
し

て
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
各
消
防
団
で
も
有

効
活
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
免
許
が
必
要
で
す
し
、

電
波
法
の
規
制
も
あ
り
ま
す
。
消
防
無
線
は
数
年
前

に
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
な
り
、
災
害
で
中
継
局
間
の
通

信
線
が
被
災
し
て
し
ま
え
ば
通
信
で
き
な
く
な
る
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
に
お
け
る
台
風
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
無
線
や
情
報
共
有
が
課
題
」

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
】

　

過
去
の
災
害
で
は
、
震
災
前
の
台
風
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
宮
本
で
堤
防
が
決
壊
し
、
田
ん
ぼ

に
水
が
あ
ふ
れ
、吊
り
橋
も
流
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

中
島
の
低
地
が
冠
水
し
て
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た

し
、
乙
茂
の
大
駐
車
場
が
浸
水
し
て
い
ま
し
た
。
我

が
家
で
は
災
害
に
対
し
て
発
電
機
や
無
線
を
備
え
て

い
ま
す
。
備
え
を
ど
う
広
め
、
共
有
で
き
る
か
が
、

課
題
と
感
じ
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
四
日
　
聞
き
取
り
）

乙茂：移動基地局車（9 月 17 日 10：16）
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ク
ル
ミ
の
木
の
丸
木
橋

坂
本上

端
峯
太
郎

　
　
　︵
六
十
二
歳
︶

当
日
の
状
況

【
十
四
時
ご
ろ
、
異
変
を
感
じ
る
】

　
当
日
、
台
風
情
報
は
確
認
し
て
い
ま
し
た
が
、
予

報
で
は
平
成
十
八
年
豪
雨
の
時
の
雨
量
よ
り
少
な
い

よ
う
に
感
じ
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
十
八
年
に
は
、
川
沿
い
の
小
屋
が
浸
水
し
、
生
活

橋
の
た
も
と
も
一
部
崩
れ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
日
十
四
時
ご
ろ
に
雨
の
降
り
方
や

川
の
増
水
に
危
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
車
が
出
ら
れ

な
く
な
る
と
大
変
な
の
で
橋
を
渡
っ
て
道
路
側
に
移

動
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
川
沿
い
の
小
屋
に
入
っ
て

い
た
農
機
具
や
臼
な
ど
、
大
事
な
も
の
を
少
し
高
い

所
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川
の
近
く
に
積

ん
で
あ
っ
た
薪
を
少
し
で
も
高
い
道
路
の
方
に
上
げ

よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

　
　
　︵
六
十
二
歳
︶

普段は穏やかな川
（後日撮影）

　
作
業
中
、
道
路
に
水
が
流
れ
て
来
ま
し
た
。
上
流

に
小
さ
な
沢
が
あ
り
、
沢
水
を
通
す
道
路
下
の
土
管

が
詰
ま
っ
た
た
め
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
初

め
て
で
す
。
車
を
置
い
た
場
所
に
も
水
が
流
れ
始
め

た
の
で
少
し
心
配
で
し
た
。

　
さ
ら
に
作
業
を
続
け
て
い
る
う
ち
、
夕
方
つ
い
に

川
の
流
れ
が
橋
を
越
え
て
し
ま
い
、
家
に
戻
れ
な
く

な
り
車
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
十
九
時
ご
ろ
、
生
活
橋
が
流
さ
れ
た
】

　
確
か
十
九
時
ご
ろ
に
「
ガ
ァ
ー
ン
」
と
鉄
の
音
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
橋
が
流
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
そ

の
時
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
鉄
製
の
橋
が
流
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
木
も
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
水
だ
け
で
あ
れ
ば
、
橋
が
水
の
下
に
な
っ
て

も
大
丈
夫
な
は
ず
で
す
。
ま
た
、
薄
暗
い
中
、
倉
庫

が
流
れ
る
様
子
が
屋
根
だ
け
見
え
ま
し
た
。

　
上
流
に
は
砂
防
ダ
ム
が
あ
り
、
以
前
か
ら
流
木
が

た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
の
時
に
も
流
木

は
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。
当
時
お
ふ
く
ろ
は
何
か

黒
い
も
の
が
川
に
立
っ
て
い
る
光
景
を
見
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
今
回
も
ク
ル
ミ
の
木
な
ど
が
立
っ
た
ま

ま
流
れ
て
来
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、割
と
早
い
う
ち
に
雨
が
止
ん
だ
も
の
の
、

夜
は
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ー
ラ
ジ
オ
は
か
ろ
う

じ
て
聞
こ
え
る
程
度
で
、
そ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
情

報
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
帰
宅
・
被
害
状
況
】

　
朝
に
は
水
も
だ
い
ぶ
引
き
ま
し
た
。
沢
か
ら
の
水

の
影
響
は
多
少
、
道
路
が
壊
れ
た
程
度
で
車
は
大
丈

夫
で
し
た
。
薪
は
上
げ
た
分
は
助
か
り
ま
し
た
が
、

流
さ
れ
た
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
家
に
戻
る
た
め
、下
流
に
向
か
い
ま
し
た
。 薪ストーブで煮炊きは出来た（後日撮影）
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途
中
は
三
カ
所
ほ
ど
土
石
流
を
乗
り
越
え
て
約
一
キ

ロ
下
流
の
橋
を
渡
り
、対
岸
の
山
を
歩
い
て
戻
る
と
、

自
宅
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
川
沿
い
の
小
屋
は
す
っ

か
り
駄
目
で
し
た
。
小
さ
い
機
械
や
道
具
な
ど
を
入

れ
て
い
た
の
で
、簡
単
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
農
地
が
沢
水
の
流
れ
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
植
え
て
い
た
安
家
地
大
根
は
若
干
残
っ
た
程

度
で
、表
面
の
良
い
土
が
か
な
り
流
さ
れ
て
し
ま
い
、

今
も
木
ク
ズ
や
石
こ
ろ
が
畑
に
残
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
八
年
の
時
も
、
似
た
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
当

時
は
お
ふ
く
ろ
が
、
農
地
に
木
の
葉
や
ゴ
ミ
を
巻
き

込
み
な
が
ら
土
石
流
が
来
る
の
を
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
断
水
な
の
で
水
道
を
直
そ
う
と
考
え
ま
し

た
。
私
は
家
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
の
水
源
か
ら

水
を
引
い
て
お
り
、
元
の
パ
イ
プ
を
活
か
し
て
復
活

さ
せ
る
作
業
は
割
と
順
調
に
進
み
、
二
～
三
日
で
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
沢
水
を
利

用
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

【
安
家
森
か
ら
の
人
・
仮
の
橋
】

　
確
か
二
日
目
に
、
安
家
森
経
由
で
初
め
て
外
か
ら

人
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
以
前
に
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト

ラ
イ
ア
ル
に
参
加
し
た
と
い
う
人
で
、
車
で
こ
の
近

く
ま
で
来
て
、
そ
こ
で
道
路
が
壊
れ
て
い
た
の
で
、

積
ん
で
い
た
バ
イ
ク
に
乗
り
換
え
て
、
坂
本
ま
で

行
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
台
風
か
ら
二
～
三
日
後
に
近
所
の
人
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
「
ガ
シ
ー
ン
」
と
い
う
重
機

の
音
が
し
て
驚
き
ま
し
た
。
近
く
に
あ
っ
た
、
親
父

が
植
え
た
ク
ル
ミ
の
木
を
伐
り
倒
し
て
も
ら
っ
て
、

橋
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
人
間
だ
け

は
何
と
か
通
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

【
避
難
は
考
え
ず
・
食
料
は
問
題
な
し
】

　
移
動
が
困
難
に
な
り
、
避
難
は
考
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
は
残
り
、
食
料
は
あ
り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ガ

ス
も
使
え
た
の
で
下
流
の
人
た
ち
に
比
べ
れ
ば
影
響

は
少
な
い
状
況
で
す
。

　
場
所
柄
、
何
か
が
起
き
る
と
買
い
も
の
に
行
け
な

く
な
る
の
で
、
必
ず
食
料
な
ど
の
予
備
は
持
っ
て
い

ま
す
。
昔
と
は
違
っ
て
、
今
は
冷
凍
保
存
で
す
。
台

風
後
、
し
ば
ら
く
は
自
然
解
凍
し
て
食
べ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
溶
け
て
ゆ
く
冷
凍
品
を
す
ぐ
に
は
食

べ
き
れ
ま
せ
ん
。

　
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
台
風
か
ら
数
日
後
に
兄
弟

が
来
て
く
れ
た
時
に
は
、
食
べ
ら
れ
そ
う
な
も
の
を

分
け
も
し
ま
し
た
が
、
一
カ
月
の
停
電
で
捨
て
ざ
る

を
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

【
徐
々
に
支
援
の
動
き
】

　
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
二
～
三
日
飛
ん
で
い

ま
し
た
し
、
早
い
段
階
で
安
家
森
を
経
由
し
て
地
上

か
ら
安
否
確
認
に
も
来
ま
し
た
。

　
徐
々
に
支
援
物
資
も
頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
水
や

米
な
ど
の
食
料
を
何
回
か
届
け
て
頂
き
ま
し
た
。
町

の
職
員
さ
ん
や
知
人
、親
せ
き
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

下
流
か
ら
や
っ
と
来
る
人
の
ほ
か
、
道
を
知
っ
て
い

る
人
は
安
家
森
経
由
で
来
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
坂
本
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
、
折
壁
や
よ

そ
の
人
か
ら
話
を
聞
い
て
、
徐
々
に
よ
そ
も
大
変
な

状
況
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

葛巻・安家森・坂本を結ぶ道路（途中は未舗装）（9 月 20 日 14：00）
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台風 ₁₀ 号・災害当時に役立った身の回りの存在
　災害を通じて「当たり前の生活のありがたさ」を実感した人も多かったと思います。一方で岩泉町では、
生活や仕事で活かされてきた身の回りの存在が、今回の台風 10 号災害において活かされた側面も見受け
られました。改めて、どのようなものだったか、振り返ってみましょう。
⃝水：湧水、沢水、井戸水
⃝食料：自家菜園の野菜、備蓄食料
⃝調理（暖房）：薪ストーブ、ガスコンロ、カセットコンロ
⃝電気：発電機
⃝照明：懐中電灯、ランプ、ロウソク
⃝通信：黒電話（電話線が寸断されていない場合）、アマチュア無線
⃝トラクター、チェーンソー、重機
　（それを使える技術を持った人も多かった）
　上記はあくまで今回役立ったものの一例です。災害時には一刻も早い救助・支援が必要となりますが、今回のような大きな災害
では救助や支援が届くまで時間を要することもあります。
　そうした状況下で、各戸・各地域が持ちこたえる、あるいは周囲の人たちと協力しあう上で、大きな力を発揮したこうした存在は、
今後の防災にも参考になると考えられます。

　
当
初
は
安
家
森
方
面
に
抜
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

に
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
途
中
で
気
づ
い
て
、

携
帯
電
話
の
電
波
を
求
め
て
葛
巻
町
の
境
ま
で
行
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

そ
の
後
・
振
り
返
り

【
仮
設
橋
・
片
付
け
】

　
し
ば
ら
く
の
間
、
丸
木
橋
で
川
を
渡
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
役
場
で
手
配
し
て
く
れ
た
仮
設
の
木

の
橋
を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
車
で
渡

れ
ま
せ
ん
し
、
大
き
な
も
の
を
持
つ
の
に
は
不
自
由

な
状
況
で
す
。

　
水
道
は
す
ぐ
に
直
し
ま
し
た
が
、
水
源
周
辺
に
沢

か
ら
出
た
土
砂
が
あ
り
、
次
の
大
雨
で
流
れ
て
来
る

と
大
変
な
の
で
、
そ
の
後
、
土
砂
を
片
付
け
た
り
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
畑
に
た
ま
っ
た
木
ク
ズ
は
集
め
て
燃
や
し

た
り
し
て
片
付
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。
石
は
ま
だ
あ
る

の
で
、
拾
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
過
去
の
大
雨
・
振
り
返
り
】

　
現
在
、
八
十
代
に
な
る
人
か
ら
、
ず
っ
と
昔
の
大

雨
に
つ
い
て
「
近
所
の
人
の
畑
が
全
部
流
れ
た
」
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
祖
父
の
世
代
が
よ
う
や

く
覚
え
て
い
る
、
昔
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
か
つ
て
は
山
の
保
水
能
力
が
今
よ
り
高

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
は
大
木
が
少
な
く
な

り
、
木
は
生
え
て
い
て
も
保
水
能
力
は
だ
い
ぶ
違
う

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雨
が
降
れ
ば

一
気
に
増
水
す
る
の
で
す
が
、
か
つ
て
と
感
覚
が
違

う
の
で
、
つ
い
つ
い
油
断
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
十
六
日
　
聞
き
取
り
）

現在使っている仮設の生活橋（後日撮影）

コ ラ ム

孤立地域において生活の一助となった
自給畑（9 月 14 日　大川寄部）
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短
角
牛
は
山
に
い
て
無
事

大
平

　
　
　
　
　
　
　
合あ

い
し
ゃ砂

　
丈
司

 

︵
六
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　

当
日
の
状
況
と
対
応

【
下
流
で
避
難
の
呼
び
か
け
】

　
当
日
の
お
昼
ご
ろ
、
雨
の
降
り
方
か
ら
平
成
十
八

年
豪
雨
が
頭
に
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
当
時
、
大
平
で
の

家
屋
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
下
流
部
が
心
配
で

茂
井
地
区
ま
で
行
き
ま
し
た
。
当
時
、
橋
が
流
さ
れ

孤
立
し
た
、
安
家
川
の
対
岸
に
あ
る
二
軒
の
家
が
気

が
か
り
で
し
た
が
、
す
で
に
橋
と
流
れ
の
間
が
三
十

セ
ン
チ
も
無
く
、
危
険
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
元
村
で
親
せ
き
な
ど
に
避
難
を
す
す
め

ま
し
た
。「
前
回
は
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
来
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
が
「
こ
の
雨

だ
と
大
変
だ
よ
」
と
伝
え
ま
し
た
。
十
五
時
半
ご
ろ

に
支
所
に
行
く
と
避
難
者
を
受
入
れ
る
準
備
の
最
中

で
、
周
囲
で
は
消
防
や
警
察
関
係
者
も
避
難
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
家
ま
で
の
道
路
が
危

な
い
と
感
じ
、
帰
路
に
つ
く
と
、
松
ヶ
沢
の
先
で
橋

の
上
に
水
が
約
三
十
セ
ン
チ
冠
水
し
て
お
り
危
険
で

し
た
。

【
大
平
に
戻
っ
て
か
ら
の
対
応
】

　
帰
宅
し
て
今
度
は
姉
の
家
に
様
子
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
川
沿
い
の
倉
庫
が
危
な
い
の
で
「
早
く
片
付

け
て
」「
車
を
安
全
そ
う
な
場
所
に
寄
せ
る
よ
う
に
」

と
伝
え
ま
し
た
。

　
再
び
戻
る
と
、
今
度
は
近
所
の
七
十
代
後
半
の
人

か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
周
辺
は
沢
が
あ
ふ

れ
、
畜
産
農
家
か
ら
牧
草
ロ
ー
ル
も
流
れ
出
す
勢
い

で
し
た
。
避
難
を
す
す
め
ま
し
た
が
、
そ
の
人
は
木

な
ど
流
れ
て
来
る
も
の
を
止
め
よ
う
と
必
死
で
、
結

局
は
避
難
せ
ず
に
二
階
へ
上
る
こ
と
に
し
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
は
県
道
の
冠
水
が
ひ
ど
く
な
り
、
田
ん
ぼ

の
方
を
歩
き
な
が
ら
再
び
姉
の
家
に
行
く
と
、
す
で

に
倉
庫
が
浸
水
し
て
い
ま
し
た
。
姉
に
電
話
を
す
る

と
、「
高
い
所
に
来
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
安
心
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
の
お

宅
な
ど
を
回
っ
た
後
、
十
九
時
ご
ろ
停
電
と
な
り
、

携
帯
電
話
も
不
通
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
雨
は
二
十
一
時
か
二
十
二
時
ご
ろ
に
は
す
で
に
止

ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
夜
は
あ
ま
り
寝
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
大
平
の
状
況
把
握
】

　
翌
日
の
朝
五
時
ご
ろ
、
道
路
は
ま
だ
水
が
流
れ
て

い
る
も
の
の
、
長
靴
で
歩
け
る
程
度
で
し
た
。
沢
水

で
県
道
に
下
り
る
道
が
壊
れ
、
土
砂
や
流
木
も
散
乱

し
、
車
で
は
通
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
安
否
確
認
だ
と

考
え
、
田
ん
ぼ
の
方
を
通
っ
て
上
流
に
行
く
と
、
亡

台風当時にあふれた沢（後日撮影）
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く
な
っ
た
人
は
お
ら
ず
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
大
平
で
泥
が
入
っ
た
家
は
二
軒
あ
り
、
一
軒
は
酒

屋
さ
ん
で
、
沢
水
で
一
階
の
天
井
付
近
ま
で
浸
水
し

て
し
ま
い
、
も
の
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
も
う
一

軒
は
、
前
日
に
助
け
を
求
め
て
き
た
人
の
家
で
、
午

後
か
ら
近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
泥
を
出
し
ま
し
た
。

　

九
月
一
日
も
午
前
中
は
泥
出
し
を
手
伝
っ
た
ほ

か
、
地
区
の
人
た
ち
と
水
や
食
料
の
確
保
な
ど
今
後

に
つ
い
て
打
合
せ
し
ま
し
た
。

【
九
月
二
日
・
元
村
を
往
復
】

　
元
村
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
九
時
ご
ろ
に
家

を
出
発
し
ま
し
た
。
懐
中
電
灯
と
お
に
ぎ
り
数
個
、

水
と
杖
を
持
ち
、
長
靴
で
歩
き
ま
し
た
。
道
路
が
壊

れ
た
と
こ
ろ
は
、
岩
の
上
や
泥
だ
ら
け
の
と
こ
ろ
を

越
え
た
り
、
木
を
く
ぐ
っ
た
り
す
る
状
態
な
の
で
二

時
間
も
か
か
り
、
足
は
パ
ン
パ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
元
村
で
は
普
代
経
由
で
入
り
途
中
か
ら
歩
い
て
き

た
と
い
う
新
聞
社
の
取
材
を
受
け
て
か
ら
、
元
村
を

一
周
し
ま
し
た
。
親
せ
き
の
家
に
寄
る
と
、
人
は
呆

然
と
し
て
何
も
手
が
つ
か
な
い
状
態
で
、
か
け
る
言

葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
九
月
三
日
以
降
・
物
資
対
応
】

　
九
月
三
日
に
自
衛
隊
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
物
資
を

持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
内
容
は
レ
ト
ル
ト
・
米

や
特
に
パ
ン
・
水
が
多
く
、
そ
の
後
も
何
回
か
来
て

く
れ
て
、
食
料
に
は
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
大
平
の
部
落
会
長
で
も
あ
り
、
公
平
な
配
給

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
取
り
に
来
ら
れ
な

い
高
齢
者
宅
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
物
資
は
坂
本
・

折
壁
の
分
を
含
む
の
か
判
別
出
来
ず
、
そ
れ
ら
の
地

区
に
も
届
け
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
旧
大
平
小
学
校

で
仕
分
け
を
し
、
分
担
し
て
背
負
い
カ
ゴ
で
歩
い
て

行
き
ま
し
た
。

　
坂
本
や
折
壁
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
約
一
時
間
の
道
の

り
で
し
た
。
道
路
の
被
害
は
下
流
側
よ
り
は
軽
く
、

坂
本
の
住
民
が
大
平
ま
で
の
道
路
を
通
そ
う
と
、
山

仕
事
の
人
た
ち
に
重
機
を
お
願
い
し
て
作
業
し
て
い

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
物
資
を
届
け
る

こ
と
で
、
気
持
ち
的
に
そ
の
後
も
道
路
を
利
用
し
や

す
か
っ
た
で
す
。

【
そ
の
後
の
台
風
で
の
対
応
】

　
二
回
目
の
台
風
で
は
全
戸
避
難
が
決
ま
り
、
自
衛

隊
が
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
牛
の
世
話
の
た

め
ど
う
し
て
も
行
け
な
い
人
も
い
ま
し
た
し
、
ほ
か

に
も
行
か
な
い
人
が
出
て
来
た
の
で
、
大
平
か
ら
岩

泉
に
避
難
し
た
の
は
七
～
八
人
で
す
。
私
も
地
区
に

人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
残
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
残
る
人
は
一
カ
所
に
固
ま
る
よ
う
に
、
と
い

う
こ
と
で
学
校
へ
の
避
難
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
二
人
ほ
ど
数
時
間
避
難
し
た
程
度
で
す
。

【
道
路
の
開
通
】

　
家
か
ら
県
道
ま
で
は
、
し
ば
ら
く
は
畑
を
う
回
路

と
し
て
通
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
か
ら

一
週
間
後
に
は
、
坂
本
・
安
家
森
経
由
で
葛
巻
な
ど

へ
車
で
行
け
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。
遠
い
の
で

買
い
も
の
な
ど
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
同
時
に
入
っ
て
来
て
く

元村～大平間の県道、崩落した擁壁（9 月 4 日 13:18）
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れ
て
、泥
出
し
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
断
水
の
た
め
、
沢
の
水
を
引
っ
張
り
樽
に
水
を
た

め
、
バ
ケ
ツ
で
分
け
合
い
ま
し
た
。

　
停
電
に
つ
い
て
は
、
発
電
機
が
使
え
た
も
の
の
、

ガ
ソ
リ
ン
が
約
二
十
リ
ッ
ト
ル
と
少
な
く
、
夜
に

二
～
三
時
間
使
っ
て
一
週
間
程
度
の
量
で
し
た
。
電

話
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
台
風
か
ら
数
日
後
に
衛

星
携
帯
電
話
を
持
っ
て
来
て
、
と
あ
る
お
宅
に
設
置

し
て
く
れ
た
の
で
、
皆
が
使
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
停
電
の
復
旧
に
は
約
半
月
、
町
水
道
・
固
定
電
話

の
復
旧
に
も
同
程
度
か
か
り
ま
し
た
。

【
短
角
牛
に
つ
い
て
】

　
飼
育
し
て
い
た
短
角
牛
は
山
の
共
同
牧
野
に
放
牧

中
で
無
事
で
し
た
が
、
当
初
は
様
子
も
分
か
ら
ず
心

配
で
し
た
。
後
日
、
二
人
で
葛
巻
側
か
ら
入
ろ
う
と

す
る
と
そ
ち
ら
も
通
れ
ず
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
十
キ
ロ

の
牛
用
の
塩
を
か
つ
い
で
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
き

ま
し
た
。
現
在
は
う
回
路
に
よ
り
車
で
行
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
の
農
地
は
稲
や
餌
用
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・
牧

草
が
全
滅
し
、
農
地
も
大
き
く
え
ぐ
れ
る
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
翌
年
は
多
少
の
牧
草
は
収
穫
で
き
ま
し

た
が
、
収
量
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
は
牛
の
飼
育
も
止
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
飼
料
用
の
牧
草
を
支
援
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、

補
助
に
よ
り
安
く
購
入
出
来
、
何
と
か
冬
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
近
所
の
畜
産
農
家
で
は
、
黒
毛
和
牛
が
牛
舎
に
い

る
中
、
土
石
流
で
自
宅
や
倉
庫
・
農
地
が
被
害
を
受

け
、
大
変
な
状
況
で
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
環
境
の
変
化
】

　
か
つ
て
は
「
魚
は
買
う
も
の
で
は
な
く
獲
っ
て
来

る
も
の
」
と
い
う
ほ
ど
、
川
と
人
の
距
離
が
今
以
上

に
近
か
っ
た
だ
け
に
一
本
橋
、
淵
な
ど
危
険
な
場
所

で
の
子
供
の
事
故
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
雨
の
際
に

川
で
人
が
亡
く
な
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
聞
き

ま
せ
ん
。

　
最
近
は
水
が
一
気
に
増
え
や
す
く
な
り
、
流
木
も

増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
国
有
林
が

多
い
の
で
、国
有
林
の
経
営
が
防
災
に
影
響
し
ま
す
。

近
年
の
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え
た
災
害
対
応
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　
今
後
、
同
じ
よ
う
な
大
雨
が
あ
っ
て
も
避
難
す
る

人
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
ま
す
し
、
範
囲
が
広
く
声

の
掛
け
合
い
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
と
助
け
る
側
も
高
齢
者
と
な
っ
て
し
ま
う
の
が
課

題
で
す
。
異
常
気
象
が
増
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
逃

げ
て
命
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
で
す
。（

平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
　
聞
き
取
り
）

台風当時、牧野で無事だった合砂さん宅の短角牛は
平成 31 年春、双子のお母さんに（後日撮影）
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薪
ス
ト
ー
ブ
は
必
需
品

大
平

　
　
　
　
　
　
　
合
砂
ヱ
キ
子

 

︵
六
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
合
砂
ヱ
キ
子

当
日
深
夜
に
か
け
て

【
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
家
が
危
険
に
】

　
当
日
は
、
義
母
と
息
子
と
三
人
で
自
宅
の
離
れ
に

い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
「
百
年
に
一
回
の
大
雨
」
と

伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
は
無

か
っ
た
の
で
、想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、

雨
は
バ
ケ
ツ
を
ま
け
る
よ
う
な
感
じ
で
降
り
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
も
逃
げ
よ
う
が
な
い
の
で
、
家
が
高
い

所
に
あ
る
の
を
頼
り
に
そ
の
ま
ま
自
宅
に
い
ま
し
た
。

　
夜
、
安
家
川
の
水
は
暗
く
て
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
十
一
時
半
ご
ろ
に
家
の
両
脇
を
山
か
ら
の
水

が
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
慌

て
て
玄
関
に
出
て
、
入
っ
て
く
る
水
を
農
具
の
シ
ャ

ク
シ
で
切
り
回
し
ま
し
た
。
合
羽
が
な
か
っ
た
の
で

ヤ
ッ
ケ
を
着
て
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
頭
を
濡
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
て
、
ま
る
で
冬
の
格
好
で
し
た
。
そ
う

し
た
作
業
を
何
時
間
も
続
け
、
三
時
ご
ろ
に
な
る
と

水
が
ス
ー
ッ
と
引
い
て
止
ま
り
、
何
と
か
床
上
に
は

水
が
入
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
沢
水
で
煮
炊
き
】

　
朝
に
な
っ
て
も
、
安
家
川
の
水
は
勢
い
よ
く
流
れ

て
い
ま
し
た
。
夜
の
間
は
真
っ
暗
で
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、木
が
転
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

大
平
の
下
流
で
は
県
道
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
も
水
が
上

が
っ
た
よ
う
で
、
道
路
が
壊
れ
、
元
村
方
面
に
は
行

け
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
宅
の
中
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
停
電
と
断
水
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
畑
の
脇
を
流
れ
る
沢
水
で
茶
碗

を
洗
い
、
ガ
ス
や
薪
ス
ト
ー
ブ
で
煮
炊
き
を
し
て
ご

飯
を
食
べ
ま
し
た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
必
需
品
で
す
。

水
は
き
れ
い
で
、
お
腹
が
痛
く
な
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
義
母
は
高
齢
で
持
病
の
薬
も

飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
具
合
が
悪
く
な
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
水
や
お
に
ぎ
り
が
届

き
ま
し
た
。
東
京
や
花
巻
か
ら
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

地
区
の
商
店
は
、
商
品
が
届
か
な
い
の
で
何
も
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
短
角
牛
は
無
事
・
農
地
は
被
害
】

　

我
が
家
で
は
短
角
牛
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当

時
は
山
の
共
同
牧
野
に
放
牧
し
て
い
た
の
で
無
事
で

し
た
。
牧
野
へ
の
道
路
は
決
壊
し
通
れ
な
く
な
り
ま

し
た
が
、牧
野
そ
の
も
の
は
流
さ
れ
ず
良
か
っ
た
で
す
。

　
た
だ
、
家
の
畑
や
牧
草
地
を
水
が
流
れ
、
深
い
と

こ
ろ
で
は
約
八
十
セ
ン
チ
も
掘
ら
れ
て
し
ま
い
、
後

に
な
っ
て
か
ら
夫
が
ト
ラ
ク
タ
ー
で
何
日
も
か
け
て

埋
め
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
も
両
手

で
抱
え
る
ほ
ど
大
き
な
石
が
流
れ
込
む
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

安家川の氾濫で壊れた県道
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「薪ストーブは必需品」　大平　合砂ヱキ子安家地区

安家・高須賀に伝わる大洪水の伝承
　いまも伝わる洪水に関わる伝承を、高須賀住民の方に教えて頂きました。
� （平成 31 年 3 月 15 日聞き取り）
～逆さ松のこと～
　あるときに大洪水が起き、松の木が根っこごと、ひっくり返った状態で
流されてしまったという。その松の木は川と沢の合流点で止まり、何とそ
の場で再び根付き、息を吹き返したのだそう。その後、「逆さ松」と呼ば
れるようになり、「この松には手を掛けてはならぬ。盆松（迎え火・送り
火用の松）も取ってはならぬ。」と伝えられていたという。

～人流れ平
た い

のこと～
　昔、牛舎を祈祷して歩く祈祷師の人がおり、各地の牛飼いさんをまわっていた。その人が、大洪水の
時に、高須賀で歩いていて流されてしまったのだそう。その場所は、「人流れ平」とも呼ばれている。
～江川から流されてきた家のこと～
　高須賀の上流部にある江川地区から、当時「くずや」とも呼ばれる萱葺き屋根の家が流されてきた。
昔の家は土台が岩で、現代の家のように固定されていないので、大洪水でまるごと流れたのだ。ちなみ
に、その家の人は、無事だったようである。

現在、逆さ松の痕跡は
残っていない

【
や
む
を
え
ず
避
難
】

　
九
月
五
日
ご
ろ
に
ま
た
台
風
が
来
る
と
い
う
こ
と

で
、
龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
で
き
れ
ば
行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
停
電
や
断
水
が
続
く
の
で
は
行
か
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
夫
が
「
俺
は
行
か
な
い
か
ら
お
前
た

ち
は
行
け
」
と
い
う
の
で
、
三
人
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
乗
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
人
前
で
の
生
活
の
た
め
、
な
か
な
か

寝
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
風
呂
に
自
由
に
入
れ
る

の
は
あ
り
が
た
い
と
は
言
え
、
や
は
り
家
が
良
い
も

の
で
す
。
お
よ
そ
半
月
後
に
道
路
が
開
通
し
、
停
電

は
続
い
て
い
た
も
の
の
、
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

夫
が
一
人
で
は
寂
し
い
だ
ろ
う
と
も
思
い
、
様
子
も

気
に
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
け
た
違
い
の
水
害
】

　
平
成
十
八
年
に
も
水
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
け
た
違
い
で
す
。
九
十
歳
の
人
で
も
こ
れ
ほ
ど
の

水
害
は
知
ら
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
経
験
が
無

か
っ
た
た
め
、
い
く
ら
「
大
水
が
来
る
」
と
言
わ
れ

て
も
安
家
川
が
こ
ん
な
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
経
験
が
あ
れ
ば
も
っ
と
早
く
逃
げ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
我
が
家
に
関
し
て
は
、
約
十
年
前
に
家
の
前
の
道

路
が
舗
装
さ
れ
て
い
た
の
が
幸
い
で
し
た
。
未
舗
装

で
あ
れ
ば
、
水
で
土
が
掘
ら
れ
て
家
の
土
台
が
崩
れ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
本
当
に
助
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
　
聞
き
取
り
）

安家森牧野に放牧される短角牛（9 月 20 日 14：48）
※文中の牧野とは違います

コ ラ ム



− 90 −

「山仕事の技術が活きた」　松ヶ沢　小呂舘利雄 安家地区

山
仕
事
の
技
術
が
活
き
た

松
个
沢

　
　
　
　
　
　
　
小
呂
舘
利
雄

 

︵
七
十
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
小
呂
舘
利
雄

当
日
の
状
況
と
対
応

【
朝
か
ら
土
砂
降
り
の
雨
】

　
当
日
は
、
朝
か
ら
土
砂
降
り
の
雨
で
、
午
後
か
ら

は
車
の
ワ
イ
パ
ー
を
最
強
に
し
て
も
前
が
見
え
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
十
六
時
ご
ろ
か
ら
道
路
に
も
水
が
流

れ
は
じ
め
、
移
動
が
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
私
は
ま
だ
消
防
団
員
で
、
確
か
十
八
時
前

ご
ろ
に
一・
五
キ
ロ
ほ
ど
上
流
の
家
に
水
が
入
っ
た

の
で
行
っ
て
欲
し
い
と
消
防
署
か
ら
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
向
か
う
と
、
近
所
に
住
む
消

防
団
の
分
団
長
さ
ん
が
一
生
懸
命
溝
を
切
っ
て
い
ま

し
た
。
手
伝
っ
た
も
の
の
追
い
つ
か
ず
「
も
う
駄
目

だ
。
鉄
砲
水
が
来
れ
ば
危
な
い
か
ら
止
め
て
団
長
さ

ん
の
家
さ
避
難
し
た
方
が
良
い
」
と
言
っ
て
戻
り
ま

し
た
。
帰
宅
す
る
途
中
、
道
路
が
半
分
崩
落
し
て
い

る
の
に
気
付
き
、
右
側
を
通
り
抜
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
鉄
砲
水
が
来
た
そ
う
で
す
が
、
家
の
人

は
知
人
宅
に
避
難
し
、
家
も
床
下
浸
水
程
度
だ
っ
た

よ
う
で
す
。昔
か
ら
川
に
潜
れ
る
よ
う
な
人
な
の
で
、

多
少
の
水
が
来
て
も
強
い
と
思
い
ま
す
。
泳
げ
な
い

人
は
足
首
程
度
の
水
で
も
転
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、

泳
げ
る
人
は
も
っ
と
上
ま
で
浸
か
っ
て
も
動
け
る
も

の
で
す
。

　
そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
屯
所
の
状
況
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
る
電
話
が
あ
り
、
安
全
の
た
め
妻
と
一
緒

に
外
に
出
ま
し
た
。
消
防
団
の
他
の
人
に
も
、「
災

害
現
場
に
は
絶
対
一
人
で
は
行
く
な
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
道
路
は
沢
か
ら
の
水
で
、
深
い
所
で
は
長
靴

に
水
が
入
る
ほ
ど
の
水
深
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
あ

え
ず
ま
だ
導
入
し
た
ば
か
り
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

を
高
台
の
公
民
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
近
隣
で
何
軒
か
床
上
・
床
下
浸
水
が
発
生

し
、
こ
の
公
民
館
に
避
難
し
た
人
や
、
知
人
宅
に
避

難
し
た
人
も
数
人
い
ま
し
た
。

【
い
つ
も
と
違
う
川
の
水
の
増
え
方
】

　
普
段
の
大
雨
だ
と
、源
流
か
ら
の
距
離
の
関
係
で
、

雨
が
止
ん
で
お
よ
そ
二
時
間
後
に
安
家
川
の
水
が
増

え
て
来
ま
す
。
し
か
し
今
回
、
十
九
～
十
九
時
半
ご

ろ
に
最
も
激
し
い
雨
と
な
り
、
二
十
時
ご
ろ
に
は
自

宅
の
庭
の
石
垣
ま
で
川
の
水
が
迫
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
庭
ま
で
水
が
入
る
と
危
惧
し
、
車
を
最
大
限
寄
せ

て
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
ホ
イ
ー
ル
と
立
ち
木
を
ワ
イ

ヤ
ー
で
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
時
、
雨

が
止
ん
で
不
思
議
な
こ
と
に
十
～
十
五
分
ほ
ど
で
水

が
引
き
ま
し
た
。
安
家
川
の
橋
が
詰
ま
っ
て
ダ
ム
状

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
そ
の
時
壊
れ
た
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
上
水
は
出
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
二
階
で

寝
よ
う
と
最
初
は
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
、
岩

が
川
を
流
れ
る
音
が
う
る
さ
く
て
寝
つ
け
ず
、
二
重

サ
ッ
シ
で
音
が
静
か
な
一
階
の
部
屋
で
休
み
ま
し

松ヶ沢公民館（後日撮影）
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た
。
そ
の
後
、
安
家
川
は
岩
盤
が
む
き
出
し
に
な
り

ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
お
互
い
励
ま
し
合
っ
た
】

　
翌
朝
、
近
隣
の
一
人
暮
ら
し
の
人
が
心
配
で
訪
ね

る
と
、
そ
の
家
か
ら
は
氾
濫
の
様
子
が
見
え
な
か
っ

た
よ
う
で
、
橋
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
と
話
す
と
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　
朝
食
後
、
確
か
八
時
前
ご
ろ
に
男
性
二
名
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
前
日
の
夕
方
に
こ
こ
か
ら
大
平
方
面

に
約
七
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
道
路
脇
の
金
網
が

倒
れ
て
き
て
立
ち
往
生
し
、
そ
こ
で
一
夜
を
し
の
い

だ
そ
う
で
す
。「
家
ま
で
歩
く
か
な
」
と
言
う
の
で
、

食
料
を
持
っ
て
い
る
か
聞
く
と
、
道
路
に
上
が
っ
た

マ
ス
を
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て
食
べ
た
と
言
い
出
発
し

て
い
き
ま
し
た
。急
い
で
ご
飯
を
お
に
ぎ
り
に
し
て
、

そ
れ
を
背
負
っ
て
追
い
か
け
て
渡
し
ま
し
た
。

　
ご
近
所
は
普
段
か
ら
面
識
が
あ
る
人
ば
か
り
な
の

で
、
お
互
い
「
何
と
も
ね
え
べ
か
」
と
か
「
あ
そ
こ

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は
大
丈
夫
だ
べ
？
」

と
か
「
壊
れ
た
と
こ
ろ
は
仕
方
ね
え
ん
だ
か
ら
、
命

あ
っ
て
の
こ
と
だ
か
ら
」
な
ど
と
励
ま
し
合
い
ま
し

た
。

【
物
資
・
安
家
支
所
ま
で
歩
く
】

　
台
風
の
翌
々
日
ご
ろ
か
ら
、
安
家
支
所
に
物
資
が

徐
々
に
届
い
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
平

方
面
の
人
が
元
村
方
面
へ
歩
い
て
行
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
電
話
が

入
っ
て
い
る
と
思
い
、
元
村
に
行
け
ば
携
帯
電
話
が

通
じ
る
と
の
話
も
聞
い
た
の
で
、
妻
と
歩
い
て
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
行
け
ば
行
く
ほ
ど
大
変
な
状
況
で
驚
き
ま
し
た
。

元
村
ま
で
徒
歩
で
、
通
常
な
ら
お
よ
そ
四
十
五
分
の

と
こ
ろ
、
お
よ
そ
一
時
間
十
五
分
の
道
の
り
で
す
。

岩
肌
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
足
が
痛
く
な

り
ま
し
た
。
安
家
支
所
で
携
帯
電
話
を
充
電
し
て
い

る
と
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受
け
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
い
と
思
い
つ
つ
も
「
二
、三
日
は
い
い
け
ど
米
が

な
く
な
っ
た
し
大
変
だ
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
物
資
を
も
ら
っ
て
も
、
背
負
っ
て
帰
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
パ
ン
な
ど
は
賞
味
期
限
が

近
く
、
す
ぐ
に
食
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
も

届
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
で
背
負
え
る
量
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
地
区
で
消
防
団
員
を
は
じ
め
歩
け

る
人
と
手
分
け
し
て
も
ら
っ
て
き
て
、
各
戸
に
配
達

し
ま
し
た
。

【
食
料
・
道
行
く
人
に
お
む
す
び
を
】

　
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
た
内
容
は
そ
の
後
、
全
国
放

送
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。関
東
の
甥
っ
子
が
見
て
、

久
慈
の
姪
っ
子
に
「
米
を
買
っ
て
届
け
ろ
」
と
電
話

し
た
そ
う
で
、
翌
週
に
は
姪
の
夫
が
氷
渡
か
ら
背

負
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
自
宅
前
を
歩
く
人
が
多
く
、
お
昼
時
に

な
れ
ば
妻
が
「
ご
は
ん
食
べ
た
か
」
と
聞
い
て
「
食

べ
て
な
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば
お
む
す
び
を
持
た
せ
て

お
り
、
思
っ
た
よ
り
米
が
な
く
な
る
の
が
早
く
、
米

の
差
し
入
れ
は
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
家
用
の

野
菜
を
植
え
て
い
た
畑
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

安家支所前（8 月 31 日 12：13）
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し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
心
配
し
て
「
来
た
い
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
が
、
来
て
も
何
と
も
な
ら
な
い
か
ら
来

る
な
と
伝
え
ま
し
た
。
た
だ
、
宮
古
に
住
む
子
ど
も

は
来
て
く
れ
ま
し
た
。

【
片
付
け
・
山
仕
事
の
知
恵
が
活
き
た
】

　
自
宅
は
無
事
で
し
た
が
、
道
路
の
寸
断
が
続
き
ま

し
た
。
重
機
が
入
り
、
道
路
が
開
通
す
る
ま
で
は
元

村
方
面
が
約
一
週
間
、
大
平
方
面
は
さ
ら
に
二
～
三

週
間
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
付
近
の
橋
や
道
路
に
た
ま
っ
た
流
木
は
、
最
初
は

近
所
の
人
と
一
緒
に
伐
り
、
両
端
に
寄
せ
ま
し
た
。

長
年
、
林
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は

何
台
も
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
作
業
は

得
意
で
す
。

　
流
れ
着
い
た
ク
ル
ミ
の
木
に
は
、
表
皮
の
内
側
に

砂
が
ビ
ッ
シ
リ
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
だ
と

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
が
す
ぐ
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
ナ
タ
や
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
掃
除
を
し
て
か

ら
伐
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
講

習
だ
け
受
け
た
人
が
応
援
に
来
て
す
ぐ
に
出
来
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裂
け
や
す
い
木
、
折
れ
や
す

い
木
な
ど
特
徴
も
あ
る
の
で
、
一
回
は
痛
い
思
い
を

し
て
い
る
よ
う
な
、現
場
の
人
が
得
意
な
作
業
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
木
は
ま
だ
水
分
が
多
い
時

期
で
し
た
か
ら
、
伐
る
と
断
面
か
ら
樹
液
が
染
み
出

し
、
そ
こ
に
様
々
な
ハ
チ
が
集
ま
っ
て
来
る
と
い
う

危
険
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
区
に
は
重
機
を
使
え
る
人
は
い
て
も
重
機
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
甥
が
来
て
二
日
が
か
り

で
ス
コ
ッ
プ
で
道
路
の
穴
を
埋
め
、
軽
ト
ラ
で
走
れ

る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。
重
機
が

入
っ
た
の
は
そ
の
後
で
す
。

【
再
び
来
た
台
風
】

　
再
び
台
風
が
来
た
時
に
は
避
難
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
際
に
松
ヶ
沢
公
民
館
に
避
難
す
る
動
き

も
あ
り
、
炊
き
出
し
の
た
め
に
妻
と
残
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
自
衛
隊
は
米
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
、
温
泉
ホ
テ
ル
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
避
難
す
る

動
き
も
あ
り
ま
し
た
。

【
電
気
・
水
道
の
対
応
】

　
停
電
の
復
旧
に
は
約
二
週
間
か
か
り
ま
し
た
。
再

び
来
た
台
風
で
工
事
業
者
さ
ん
が
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
ず
、
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
当
時
、
自
宅
で
は

照
明
が
ろ
う
そ
く
や
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
し
か
使
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
冷
蔵
庫
の
中
身
は
十
日
も
経
つ
と
腐
り

始
め
ま
し
た
が
、
冷
蔵
庫
の
掃
除
が
で
き
た
と
皆
で

話
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
は
組
合
と
個
人
で
引
い
て
い
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ス
を
吊
る
し
て
い
た
木
が
流
さ
れ
、
ど
ち
ら
も

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
宅
か
ら
五
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
沢
か
ら
ホ
ー
ス
で
水
を
引
い
て
洗

濯
の
ほ
か
、
布
で
ろ
過
し
て
米
研
ぎ
に
も
使
い
ま
し

た
。
こ
の
辺
り
の
人
た
ち
は
、
そ
の
程
度
の
ホ
ー
ス

は
備
え
て
い
ま
す
。
近
所
に
湧
水
も
あ
り
、
衛
生
面

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
冷
た
く
水
量
も
多
い
の
で
活

用
出
来
ま
し
た
。
組
合
の
水
道
は
水
道
管
の
損
傷
で

一
カ
月
使
え
ず
、
現
在
も
仮
復
旧
の
状
態
で
す
。

　
風
呂
に
も
入
れ
な
い
の
で
、
無
料
開
放
さ
れ
た
氷

渡
交
流
施
設
の
シ
ャ
ワ
ー
を
一
回
だ
け
使
い
に
行
き

損壊し流木に覆われた周辺の道路（9 月 4 日 13：49）
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コ ラ ム

「山仕事の技術が活きた」　松ヶ沢　小呂舘利雄安家地区

安家・高須賀の伝承から考える
　安家・高須賀で、大洪水の伝承を語ってくださった方に、その背景をお聞きしました。
Q．大洪水の伝承から、なにを読み取ることが出来ると思いますか？
A． 「推測するに普段、この場所を流れる江川川は水が枯れていますが、一度洪水になると

多くの水が出るので、気を付けろという意味もあって強く語られてきたのではないかと思います。」
Q．江川川は、石灰岩地帯のため水が地下に染み込み、普段は枯れていますね。昔からですか？
A． 「私が 20 歳前後（昭和 ₃0 年代前半）でも、江川川はやはり多くが枯れていたように思います。ところどころに

水があるような感じです。安家石灰岩で出来た西側の沢からは水が来ません。一方で東側の沢からは水が来る
ので、水源を確保し、小本から買ってきた竹を樋にして水を引き、人々はここで暮らせました。」

Q．もっと昔のことを知りたいです。
A． 「かつて生きものが今よりもたくさん棲んでいたように記憶しています。例えば大雨の時は、サンショウカ

ジカ（サンショウウオ）が増えたり、カニ（サワガニ）がたくさん歩いているなど、生きものからも危険を
察知できたように思います。」

「私が『逆さ松』の話を聞いたころ、大人は面白さも交えて子供に様々な教訓を伝えるのが上手でした。伝承は、
真面目すぎても伝わらないように思います。あなたも工夫しないといけませんよ。」

（平成 ₃1 年 ₃ 月 15 日聞き取り）

ま
し
た
。
風
呂
が
沸
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
停

電
復
旧
後
で
す
。
我
が
家
の
風
呂
釜
は
水
道
の
圧
力

が
不
要
な
タ
イ
プ
な
の
で
、
水
道
管
の
復
旧
前
で
も

使
用
で
き
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　
こ
の
辺
の
人
は
、
最
初
は
片
付
け
作
業
を
人
に
お

願
い
す
る
の
は
抵
抗
が
あ
り
、
散
ら
か
っ
て
い
る
家

の
中
を
見
せ
た
く
な
い
、
土
足
で
入
っ
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
消

防
団
で
手
伝
う
と
言
っ
て
も
断
っ
た
家
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
お
世
話
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
知
ら
な
い
人
の
方
が
か
え
っ
て

頼
み
や
す
い
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

振
り
返
っ
て

【
安
全
な
場
所
は
無
い
】

　

記
憶
に
残
る
平
成
十
八
年
の
水
害
を
振
り
返
る

と
、自
宅
の
周
り
ま
で
は
水
は
来
な
か
っ
た
も
の
の
、

今
回
と
は
違
い
氷
渡
洞
か
ら
大
量
の
水
が
出
て
、
道

路
が
通
れ
な
く
な
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
そ
の
年
も
、
今
回
の
台
風
の
年
も
、
マ
ツ
タ
ケ
が

豊
作
で
し
た
。

　

近
所
に
九
十
歳
に
な
る
物
知
り
の
人
が
い
ま
す

が
、今
ま
で
に
こ
こ
ま
で
大
き
な
災
害
は
知
ら
な
い
、

聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
我

が
家
の
畑
も
、
一
～
二
メ
ー
ト
ル
掘
る
と
砂
や
石
こ

ろ
な
ど
が
出
て
来
ま
す
か
ら
、
昔
は
川
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
台
風
で
は
、
道
路
事
情
を
考
え
る
と
避
難

は
困
難
で
し
た
し
、改
め
て
避
難
場
所
を
考
え
て
も
、

正
直
ど
こ
も
安
全
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
今
後
へ

の
備
え
と
し
て
、
私
は
ま
ず
は
発
電
機
を
購
入
し
ま

し
た
。

（
平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
　
聞
き
取
り
）

周辺のライフライン復旧に向けた動き（9 月 4 日 13：51）

枯れている江川川
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『
山
津
波
に
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「『山津波に注意』を実感」　日向　大﨑公 安家地区

当
日
の
状
況

【
十
七
時
過
ぎ
、
急
激
に
氾
濫
】

　
こ
の
元
村
地
区
は
安
家
川
を
挟
ん
で
対
岸
が
少
し

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
十
七
時
過
ぎ
に
対
岸

で
水
が
護
岸
を
越
え
た
の
で
、
平
成
十
八
年
の
豪
雨

の
記
憶
か
ら
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
安
家

川
上
流
で
の
集
中
豪
雨
で
、
高
齢
者
は
百
年
に
一
度
の

雨
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
日
向
側
で
は

水
か
さ
に
二
十
～
三
十
セ
ン
チ
の
余
裕
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
越
え
る
急
激
な
勢
い
で
、
こ
の

ま
ま
だ
と
あ
ふ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
と
感
じ
ま
し
た
。

　
近
所
に
親
せ
き
も
数
人
住
ん
で
お
り
、
当
初
は
声

を
掛
け
あ
っ
て
避
難
を
す
す
め
た
も
の
の「
大
丈
夫
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
十
五
分
後
に
は
道
路
に
水

が
上
が
り
、「
危
な
い
か
ら
こ
ち
ら
に
は
来
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
水
が
道
路
に
上
が
り
始
め
た
の
で
、
自
宅
よ
り
低

い
車
庫
に
置
い
て
い
た
二
台
の
車
を
、
や
や
高
台
に

あ
る
自
宅
ま
で
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先

に
軽
い
軽
ト
ラ
を
上
げ
、
約
五
分
後
に
乗
用
車
を
上

げ
に
行
く
と
、
す
で
に
水
深
は
十
セ
ン
チ
程
度
あ
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
、近
所
で
湧
く
清
水
川
を
巡
回
し
ま
し
た
。

我
が
家
の
屋
号
は
清
水
（
す
ず
）
と
い
う
だ
け
に
水

量
豊
富
な
湧
水
は
元
村
の
水
源
と
も
な
る
ほ
ど
で

す
。
家
か
ら
約
五
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
大
量
に
湧

い
て
い
ま
す
か
ら
、
氾
濫
す
る
と
自
宅
も
危
な
い
と

思
い
ま
し
た
し
、
平
成
二
十
年
に
掛
け
直
し
た
橋
も

心
配
で
し
た
。

　

支
所
か
ら
十
八
時
ご
ろ
に
避
難
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
も
の
の
、
す
で
に
が
れ
き
も
流
れ
て
お
り
、

我
が
家
に
関
し
て
は
も
う
移
動
で
き
な
い
状
態
で
し

た
。
た
だ
、
隣
近
所
と
相
談
し
て
一
緒
に
避
難
し
た

人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
十
八
時
ご
ろ
、
周
囲
は
ゴ
ー
ッ
と
山
が
鳴
る
雨
の

降
り
方
と
な
り
、
対
岸
の
山
も
見
え
な
い
よ
う
な
状

況
で
す
。
清
水
川
を
巡
回
し
た
あ
と
、
隣
の
家
の
車

庫
の
様
子
を
見
る
と
、
す
で
に
車
庫
に
水
が
い
っ
ぱ

い
で
中
の
乗
用
車
が
浮
い
て
ゴ
ツ
ン
ゴ
ツ
ン
と
い
う

音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
二
十
時
ご
ろ
に
見
る
と
、
道
路
か
ら
私
の
家
に
上

が
る
途
中
ま
で
水
が
来
て
お
り
、
様
々
な
ゴ
ミ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
そ
の
後
も
油
断
で
き
ず
】

　
安
家
川
の
水
は
引
く
の
も
早
く
、
二
十
二
時
ご
ろ

に
は
道
路
の
護
岸
の
あ
た
り
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。

昔
は
こ
れ
ほ
ど
一
気
に
水
が
増
減
し
な
か
っ
た
の
で

相
当
に
感
覚
が
違
い
ま
す
。

　
水
が
引
い
て
も
、
清
水
川
の
様
子
が
気
に
な
り
ま

し
た
。
清
水
川
は
山
の
向
こ
う
に
降
っ
た
雨
が
地
下

に
浸
透
し
、
湧
出
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
の
で
、

安
家
川
の
水
が
引
い
た
こ
ろ
に
注
意
が
必
要
で
す
。 清水川の普段から豊富な湧水（後日撮影）
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一
睡
も
せ
ず
に
見
回
り
、
最
終
的
に
橋
は
越
え
ず
ギ

リ
ギ
リ
で
我
が
家
は
大
丈
夫
だ
っ
た
も
の
の
、
下
流

の
家
に
は
多
く
の
水
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後

日
、
痕
跡
の
計
測
で
通
常
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ

ン
チ
ほ
ど
水
が
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
安
否
確
認
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
翌
朝
、
川
沿
い
の
郵
便
局
に
は
泥
が
大
量
に
入
っ

て
い
ま
し
た
し
、
県
道
に
は
流
木
や
が
れ
き
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。停
電
で
電
話
も
不
通
で
し
た
が
、

翌
日
に
は
何
と
か
歩
い
て
親
せ
き
た
ち
の
安
否
確
認

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
息
子
が
通
れ
る
道
路
を
調

べ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
水
道
は
断
水
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
年

代
に
自
宅
が
火
災
に
遭
っ
た
際
に
、
防
火
用
水
と
し

て
水
路
と
二
カ
所
の
水
槽
が
作
っ
て
あ
り
、
自
家
水

道
を
使
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
じ
班
の
人
た
ち

も
使
い
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
電
気
の
復
旧
ま
で
は
過
去
に
も
大
雪
に
よ
る
停
電

の
際
な
ど
に
使
用
し
て
い
た
ホ
ヤ
の
大
き
い
五
寸
灯

油
ラ
ン
プ
を
二
つ
下
げ
、
二
晩
そ
れ
で
夜
を
し
の
ぎ

ま
し
た
。
か
つ
て
、
私
が
勤
め
て
い
た
郵
便
局
で
使

用
し
て
い
た
も
の
で
す
。
煮
炊
き
は
ガ
ス
が
使
え
ま

し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
受
入
れ
】

　
そ
の
後
は
約
四
十
日
、
述
べ
六
十
八
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
自
宅
を
宿
泊
所
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
野
宿
の
準
備
を
し
て

き
ま
す
が
、
寒
い
時
も
あ
る
の
で
家
の
方
が
良
い
の

で
は
と
思
っ
た
た
め
で
す
。
座
敷
や
茶
の
間
を
開
放

し
、
寝
袋
持
参
の
人
も
い
れ
ば
、
ご
ろ
寝
で
良
い
と

い
う
人
も
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
言
い
伝
え
の
意
味
】

　
元
村
で
住
宅
に
被
害
が
無
か
っ
た
家
は
数
え
る
ほ

ど
し
か
な
く
、
屋
号
が
あ
る
よ
う
な
古
い
農
家
の
家

は
直
接
被
害
が
無
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
で
す
。
川

沿
い
の
家
は
軒
並
み
私
の
生
後
に
建
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
高
い
場
所
で
も
沢
水
の
氾
濫
で
の
被
害
は

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
住
ま
い
が
流
さ
れ
た
人
で
、

築
百
年
以
上
の
住
宅
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
増
水
と
い
う
と
春
の
雪
解
け
水
と
い
う

印
象
が
強
い
で
す
。
我
が
家
に
伝
わ
る
か
つ
て
の
郵

便
配
達
の
話
で
は
、
例
え
ば
折
壁
に
は
一
本
橋
を
十

一
～
十
二
カ
所
渡
っ
て
上
流
ま
で
配
達
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
三
～
四
月
の
増
水
期
に
は
、
人
が
一
本

橋
を
渡
っ
て
い
て
流
さ
れ
た
事
故
の
話
は
度
々
聞
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
災
害
で
か
つ
て
お
ば
あ
さ
ん
、

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
「
山
津
波
に
は
注

意
」
の
意
味
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
度
、
安
家
川
の
拡
幅
工
事
や
橋
の
架
け
替
え
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
良
い
の
で
す
が
、
人
が
地
域

に
残
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
協
の
組
合
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
台
風
に
よ
る
安
家
川
の
環
境
へ
の
影
響
が
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
安
家
川
に
は
七
十
二
の
淵
と
四
十

八
の
滝
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
今

回
、
多
く
の
淵
が
埋
ま
り
ま
し
た
。
淵
や
滝
な
ど
の

変
化
に
富
ん
だ
環
境
は
魚
に
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
意
外
と
自
然
の
生
命
力
は
強
い
の
も
ま
た
事

実
で
す
。（

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
　
聞
き
取
り
）

活躍したランプ（後日撮影）
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当
日
の
状
況
と
対
応

【
午
後
、
急
激
に
水
位
が
上
昇
】

　
当
日
は
午
前
か
ら
避
難
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
十
四
時
半
ご
ろ
、
み
る
み
る
う
ち
に
安
家

川
の
水
位
が
上
が
っ
て
き
た
の
で
「
こ
り
ゃ
ダ
メ
だ

な
」
と
思
い
、
車
の
避
難
を
決
め
ま
し
た
。

　
高
台
の
お
寺
に
一
台
上
げ
た
と
き
、
斜
面
か
ら
小

石
が
転
が
り
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
て
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
危

う
く
巻
き
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
結
局
残
り
の

一
台
は
自
宅
の
敷
地
内
ギ
リ
ギ
リ
に
寄
せ
、
後
ろ
に

近
所
の
車
も
二
台
止
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
氾

濫
し
た
時
に
は
一
番
後
ろ
の
一
台
が
水
に
浸
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

雨
な
の
で
、近
所
で
川
の
近
く
に
住
む
親
せ
き
を「
危

な
い
か
ら
こ
っ
ち
に
来
い
」と
自
宅
に
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
私
の
家
ま
で
は
絶
対
に
水
は
来
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
何
人
か
集
ま
り
、
早
め
に
夕
食

を
と
考
え
う
ど
ん
を
準
備
し
ま
し
た
。
対
岸
よ
り
早

い
う
ち
に
停
電
に
な
っ
た
の
で
、
発
電
機
も
用
意
し

ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
急
激
に
水
位
が
上
が
り
ま
し
た
。

自
宅
に
来
て
い
た
人
の
息
子
さ
ん
が
、
ま
だ
川
岸
の

家
で
耳
栓
を
し
て
寝
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
急
い
で

そ
の
人
は
家
ま
で
行
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
て
い
た
別
の
家
族
三
人
も
、
荷
物
を
取

り
に
戻
っ
た
そ
う
で
す
が
、
自
宅
の
対
応
で
手
い
っ

ぱ
い
で
、
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
親
父

さ
ん
と
息
子
さ
ん
が
戻
っ
て
来
て
「
母
ち
ゃ
ん
が
流

さ
れ
た
」
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
思
い
出
し
た
く

も
な
い
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
で
し
た
。

【
安
家
寺
へ
の
避
難
】

　
薄
暗
く
な
る
こ
ろ
に
は
自
宅
裏
ま
で
水
が
上
が
り

ま
し
た
。
最
初
に
こ
の
近
辺
で
避
難
を
始
め
た
の
は

お
子
さ
ん
が
い
る
家
の
人
で
す
。
窓
か
ら
「
お
ら
た

ち
は
避
難
す
る
け
ど
ど
う
す
る
？
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
た
の
で
、
私
た
ち
も
お
寺
に
行
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。水
が
来
て
い
た
自
宅
裏
の
田
ん
ぼ
を
越
え
て
、

何
と
か
崩
れ
た
場
所
も
越
え
て
行
き
ま
し
た
。

　
お
寺
に
は
約
十
二
人
が
避
難
し
て
お
り
、
下
に
は

自
宅
が
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
橋

に
流
木
な
ど
が
引
っ
掛
か
っ
て
ダ
ム
状
に
な
り
、
そ

の
周
囲
を
水
が
廻
っ
て
流
れ
て
お
り
、
津
波
状
態
で

手
の
施
し
よ
う
が
な
い
も
の
の
、
四
～
五
回
ほ
ど
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
下
の
様
子
を
見
に
行
き
ま

し
た
。

　
避
難
の
時
は
慌
て
て
お
り
犬
の
存
在
を
忘
れ
て
い

ま
し
た
。
二
十
一
時
ご
ろ
、
県
外
に
住
む
娘
と
の
電

話
で
気
付
き
、
慌
て
て
行
っ
て
犬
を
助
け
ま
し
た
。

ま
だ
腰
の
高
さ
ま
で
水
が
あ
る
中
、
犬
は
頑
張
っ
て

泳
い
で
い
ま
し
た
。
鎖
を
離
す
と
逃
げ
、
そ
の
後
は

近
所
の
親
せ
き
宅
で
保
護
さ
れ
数
日
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　
水
が
引
い
た
あ
と
、
私
た
ち
は
日
付
が
変
わ
る
前

に
は
自
宅
に
帰
り
ま
し
た
が
、
朝
ま
で
避
難
し
て
い

無事だった犬の「ダイキチ」
（後日撮影）
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た
人
も
い
ま
し
た
。
自
宅
は
全
体
的
に
浸
水
被
害
を

受
け
た
も
の
の
発
電
機
は
無
事
で
、
ス
ト
ー
ブ
で
暖

も
と
れ
る
状
態
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
と
そ
の
後
の
生
活
】

　
自
宅
は
や
や
高
い
所
か
ら
川
側
の
低
地
に
か
け
て

増
築
し
た
構
造
で
す
。
高
い
所
も
浸
水
し
ま
し
た
が

比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
増
築

し
た
側
は
流
木
が
入
り
、
さ
ら
に
近
隣
の
建
物
が
ぶ

つ
か
っ
て
崩
れ
、
そ
の
建
物
の
家
財
な
ど
が
入
り
ま

し
た
。
家
電
を
は
じ
め
家
財
の
多
く
が
被
害
を
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
片
付
け
を
し
な
が
ら
自
宅
で
何
と
か
暮
ら
し
ま
し

た
。
当
初
は
支
援
物
資
を
受
け
取
り
た
く
て
も
橋
が

流
木
で
埋
ま
っ
て
渡
れ
ず
、
安
家
支
所
へ
行
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
数
日
後
に
は
弟
が
盛
岡
か
ら

軽
米
経
由
で
五
時
間
も
か
け
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

個
々
人
の
つ
な
が
り
で
頂
く
支
援
が
早
く
、
お
茶
や

水
・
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
家
産
米
を
貯
蔵
し
て
い
た
容
器
の
セ
イ

ロ
は
一
見
無
事
で
、
上
の
方
の
米
は
使
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
を
近
所
に
配
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、徐
々
に
下
の
方
に
は
水
が
入
っ

て
い
た
の
が
分
か
っ
て
捨
て
ま
し
た
。

　

水
は
町
水
道
の
ほ
か
、
自
家
水
道
も
壊
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
近
所
の
大
清
水
と
い
う
湧
水
で
し
ば

ら
く
水
を
汲
み
ま
し
た
。
ま
た
、
豆
腐
店
を
営
ん
で

い
る
関
係
で
、
釜
に
貯
め
て
あ
っ
た
水
も
利
用
で
き

ま
し
た
。
自
家
水
道
の
復
旧
は
数
カ
月
後
で
す
。

　
対
岸
は
割
と
早
期
に
停
電
が
復
旧
し
た
よ
う
で
す

が
、
日
向
側
は
電
柱
の
倒
伏
な
ど
に
よ
り
復
旧
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

【
片
付
け
】

　
我
が
家
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
東
京
の
大
学
生
た
ち
が
十
人
ほ

ど
来
て
く
れ
た
時
は
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
た
ち
だ
け
で
片
付
け
る
と
な
る
と
、
途
方

に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
の
断
熱
材
一
本
一
本
を

ロ
ー
プ
で
引
っ
こ
抜
く
の
す
ら
、
水
が
染
み
込
ん
で

い
る
の
で
大
変
で
す
。

　
片
付
け
を
急
ぎ
た
い
気
持
ち
が
あ
り
、
早
期
に
壊

れ
た
建
物
を
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
解
体
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
写
真
で
は
建
物
の
被
災
証
明
が
出
来
ず
、
そ

の
部
分
が
補
助
の
対
象
外
と
な
り
失
敗
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
壊
れ
な
か
っ
た
側
も
床
を
張
り

替
え
、
自
宅
は
壊
れ
な
か
っ
た
側
だ
け
を
残
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

【
稲
作
・
仕
事
の
こ
と
】

　
そ
の
年
も
稲
の
収
穫
は
出
来
ま
し
た
が
、
台
風
で

配
水
ポ
ン
プ
な
ど
も
す
べ
て
壊
れ
て
し
ま
い
、
稲
作

は
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
は
当
時
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
も
し
て

い
ま
し
た
が
、
仕
事
に
二
～
三
カ
月
は
行
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
年
齢
を
考
え
て
今
年
二
月
で
退

職
し
ま
し
た
。

　
本
当
に
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
災
害
で
し
た
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

発電機が役に立った（後日撮影）
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な
か
な
か
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た

日
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村
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その時使用した懐中電灯
（後日撮影）
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当
日
か
ら
翌
朝
に
か
け
て

【
迷
い
つ
つ
自
宅
に
戻
り
待
機
】

　
私
は
安
家
出
身
で
、
一
人
暮
ら
し
で
す
。
平
成
十

八
年
の
大
雨
の
際
に
は
、
玄
関
前
ま
で
水
が
上
が
り

ま
し
た
が
、
自
宅
は
大
丈
夫
で
し
た
。

　
当
日
は
激
し
い
雨
が
降
る
中
、
松
原
さ
ん
の
家
に

行
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
雨
は
強
く
な
り
、
松
原
さ
ん

は
二
階
に
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
私
は
迷
い
つ

つ
も
自
宅
に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
途
中
、
す
で

に
道
路
に
は
ひ
ざ
下
ま
で
水
が
来
て
い
ま
し
た
。
避

難
準
備
を
し
よ
う
と
思
い
、
事
前
に
準
備
し
て
い
た

ジ
ュ
ー
ス
や
飴
を
入
れ
た
袋
を
持
ち
、
玄
関
に
腰
掛

け
て
川
を
見
て
い
ま
し
た
。
川
よ
り
少
し
高
い
の
で

大
丈
夫
な
よ
う
に
も
思
い
つ
つ
、
知
っ
て
い
る
人
が

来
た
ら
乗
せ
て
も
ら
っ
て
避
難
を
し
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
し
た
。

【
浸
水
、
テ
ー
ブ
ル
に
身
を
委
ね
る
】

　
そ
う
し
た
と
こ
ろ
十
八
時
ご
ろ
、
川
側
の
玄
関
で

は
な
く
裏
の
方
か
ら
「
た
っ
ぷ
ん
た
っ
ぷ
ん
」
と
水

が
来
て
、
慌
て
て
な
ぜ
か
靴
を
脱
い
で
家
の
中
に
入

り
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
考
え
れ
ば
靴
は
履
い
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
で
す
。

　
続
い
て
前
の
道
路
か
ら
も
水
が
来
ま
し
た
。
さ
ら

に
裏
の
方
か
ら
勢
い
よ
く
入
っ
て
来
た
水
で
、
仏
壇

が
転
ん
で
し
ま
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
も
転
び
そ
う
に

な
り
、
転
ば
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
つ
か
ま
っ
た
と

こ
ろ
私
も
一
緒
に
転
ん
で
し
ま
い
、
何
と
も
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
テ
ー
ブ
ル
が
流
れ
て
来
て
、
畳
に
一

本
だ
け
足
が
刺
さ
っ
た
状
態
で
一
緒
に
浮
い
て
来
ま

し
た
。
私
は
以
前
、
災
害
に
備
え
て
買
っ
て
お
い
た

懐
中
電
灯
を
持
ち
、不
安
定
な
が
ら
そ
こ
に
上
が
り
、

徐
々
に
浮
い
て
行
き
ま
し
た
。
身
を
委
ね
て
い
る
と

天
井
に
近
い
欄
間
に
手
が
届
き
、
そ
こ
に
つ
か
ま
っ

て
い
ま
し
た
。「
い
ま
家
が
流
れ
る
か
」
と
怖
か
っ

た
で
す
。

　
欄
間
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
間
、
窓
か
ら
対
岸
に
何

回
か
電
灯
を
持
っ
た
人
が
歩
い
て
い
る
の
が
見
え
た

の
で
、
持
っ
て
い
た
電
灯
を
振
り
、「
こ
こ
に
い
ま

し
た
よ
」
と
知
ら
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
気
付
い
て

は
く
れ
た
よ
う
で
す
が
、
後
日
「
な
ん
ぼ
助
け
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
も
行
け
な
い
状
態
だ
っ
た
よ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

【
な
か
な
か
夜
が
明
け
な
い
】

　
水
が
引
く
と
、
一
気
に
テ
ー
ブ
ル
が
落
ち
て
「
な

ん
だ
べ
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
水
は
引
い
て
も
腰
か

ら
下
が
す
っ
か
り
濡
れ
て
い
て
、
動
く
気
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
座
れ
ば
冷
た
い
の
で
、
立
っ
た
り
も
し

な
が
ら
、
早
く
夜
が
明
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
夜
が
明
け
ま
せ
ん
。
時
計
を
電
灯
で 翌日、安家川と安家郵便局周辺（8 月 31 日 15：49）
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照
ら
し
て
見
な
が
ら
、「
ま
だ
こ
の
時
間
か
」
と
何

度
も
思
い
な
が
ら
、
寝
ら
れ
な
い
夜
を
明
か
し
ま
し

た
。

　
朝
方
に
は
寒
く
な
り
ま
し
た
。
何
か
温
か
い
も
の

は
無
い
か
と
思
っ
て
も
、
近
く
に
あ
る
も
の
は
全
て

濡
れ
て
い
て
、
何
も
使
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

押
し
入
れ
の
高
い
方
ま
で
布
団
な
ど
も
全
て
水
浸
し

で
、
泥
も
か
ぶ
り
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
ま
だ
暗
い
う
ち
に
】

　
ま
だ
暗
い
う
ち
に
近
所
の
家
の
人
た
ち
が
来
ま
し

た
。
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
家
の
人
た
ち
で
す
。「
お

ば
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
が
家
と
一
緒
に
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
」
と
聞
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま

腰
が
抜
け
た
よ
う
に
立
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し
ば
ら
く
そ
の
人
た
ち
も
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、

私
も
な
か
な
か
立
て
な
い
の
で
、「
い
い
が
（
い
い

か
ら
）、行
っ
て
く
た
ん
せ
」と
言
っ
て
、明
る
く
な
っ

て
か
ら
よ
う
や
く
気
を
落
ち
着
け
て
動
き
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
何
と
か
頑
張
っ
て
立
っ
て
も
、
履
物
は
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
裸
足
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

多
く
の
も
の
が
流
さ
れ
、
下
駄
箱
は
転
び
、
玄
関
の

戸
も
転
ん
で
壁
も
壊
れ
ま
し
た
が
、
流
木
な
ど
は
入

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
玄
関
の
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
て
い
た
の
で
気
を
付
け
て

外
に
出
て
、
松
原
さ
ん
宅
へ
行
く
と
松
原
さ
ん
は
ま

だ
二
階
に
い
ま
し
た
。
そ
の
日
、
近
所
の
家
で
「
な

に
か
、
つ
っ
か
け
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
貸
し
て
」

と
つ
っ
か
け
（
サ
ン
ダ
ル
）
を
借
り
て
き
て
履
き
ま

し
た
。

【
当
初
、
自
宅
で
過
ご
す
】

　
九
月
三
日
の
午
前
ま
で
は
家
で
過
ご
し
ま
し
た
。

と
言
っ
て
も
何
も
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
人

た
ち
が
、
ご
飯
に
誘
っ
て
く
れ
た
ほ
か
、
道
路
を
行

く
近
所
の
人
が
パ
ン
を
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ
ア
ル
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
人
が
早
い
段
階
で
来
て
く
れ
て
、「
あ
の

と
き
は
お
騒
が
せ
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
寿
司
と

の
り
ま
き
を
差
し
入
れ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
、
ゆ
っ
く
り
横
に
な
っ
て
休
め
る
よ
う
な
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
所
の
人
か
ら
避
難

所
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
方
が
良
い
と
す

す
め
ら
れ
、九
月
三
日
の
午
後
、よ
う
や
く
セ
ン
タ
ー

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
泥
だ
ら
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
江
川
に
住

む
弟
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ち
ら
も
床
下
浸
水
で

し
た
が
、避
難
は
必
要
な
い
程
度
と
の
こ
と
で
、い
っ

た
ん
家
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
風
呂
を
使
わ
せ

て
も
ら
っ
て
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

【
避
難
生
活
】

　
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
ま
で
は
、
避
難
生
活
を
続

け
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
初
来
て
く
れ
た
の
は
一
人
で
、
そ
れ
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
被
害
状
況
の
た
め
、

い
っ
た
ん
お
断
り
し
ま
し
た
。
ど
う
し
よ
う
か
と

思
っ
て
毎
日
、
家
の
前
に
座
っ
て
い
る
と
、
近
所
の

人
が
心
配
し
て
産
直
に
設
け
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

安家生活改善センター避難所　※写真提供：森子芳和
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コ ラ ム

「なかなか夜が明けなかった」　日向　嘉村ツヤ安家地区

災害を忘れない❷　平成 ₁₈ 年集中豪雨
　平成 18 年 10 月 6 日から 9 日にかけ、猛烈に発達した低
気圧が関東の南海上から三陸沖に進みました。10 月 6 日～
8 日にかけては岩手県内陸北部や沿岸北部で大雨となり、
特に安家地区にて集中豪雨となりました。葛巻町袖山では
観測史上最大の 48 時間雨量（₃₇₃ mm）を記録し、当町
では家屋の浸水害、道路や河川・農林漁業へ大きな被害が
発生しましたが、人的被害はありませんでした。
区分 岩泉町における主な被害状況

避難
10 月 ₇ 日 10:05、安家元村地区と岩泉片畑・志
田地区、乙茂三田市地区（合計 184 世帯 44₃ 人）
に避難勧告・指示が発令され、119 人が避難

地区の孤立 安家（松ヶ沢・川口・半城子）
住宅の孤立 安家茂井・小川国境
住家被害 一部破損 1 件、床上浸水 8 件、床下浸水 6 件

停電 中里、外川目、釜津田（釜沢～櫃取）、岩泉（上
ノ山・中家・惣畑・沢廻・横道）、安家　など

断水 安家、袰綿など

その他被害
町道 25 カ所、河川 12 カ所、農業（農産物・
農地など）、林業（原木ほだ木など）、水産（養
魚場・小本漁港施設・茂師漁港施設・その
他漁業施設）など

被害額 1₃ 億 5166 万円

降水量図の出典：盛岡地方気象台Webサイト（https://www.jma-net.go.jp/morioka/saigaidata/saigaisiryou06-03iwate.pdf）、
被害データ資料：岩手県Webサイト（http://www2.pref.iwate.jp/~hp010801/osirase/saigai/h18saigai/houkokusyo/h18houkokusyo.pdf）、広報いわいずみ平成 18 年 11 月号

の
拠
点
に
要
請
し
て
く
れ
た
り
、
道
行
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
、
手

伝
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
感
謝
】

　
そ
の
後
、
片
づ
け
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
家
を
直
し
て
住
み
た

か
っ
た
の
で
、
床
板
も
は
が
し
て
洗
っ
て
も
ら
い
、

お
よ
そ
一
カ
月
間
、
多
い
日
は
十
人
以
上
も
の
人
が

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
も
恩
返
し
で
き
ず
に
い

ま
す
が
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
の
場

で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。
そ
の
後
、
仮

設
住
宅
の
鍵
を
受
け
取
っ
た
の
は
十
二
月
の
二
十
一

日
で
す
。

【
江
川
の
こ
と
】

　
私
の
出
身
の
江
川
の
方
で
は
、
実
家
の
裏
が
や
は

り
機
械
で
土
を
掘
れ
ば
川
の
石
が
出
て
く
る
そ
う

で
、か
つ
て
水
が
流
れ
た
こ
と
が
分
か
る
そ
う
で
す
。

 （
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）  

平成 18 年 10 月 6 日～10 月 7 日の降水量（アメダス）平成 18 年 10 月 6 日～10 月 7 日の降水量（アメダス）

人家に迫る安家川の濁流 冠水した水田
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生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た

日
向下

屋
敷
　
榮

 

︵
八
十
一
歳
︶

︵
八
十
一
歳
︶

破壊された 1 階
（9 月 1 日 11：25）

当
日
の
状
況

【
避
難
が
遅
れ
二
階
へ
】

　
当
日
の
夕
方
、
そ
ろ
そ
ろ
避
難
を
し
た
方
が
良
い

と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
暗
く
な
っ
た
こ
ろ
、

私
は
車
に
大
事
な
も
の
を
積
ん
で
、
妻
と
一
緒
に
水

が
来
な
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
道
路
の
水
は
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
「
大
丈

夫
だ
、
今
な
ら
車
で
走
れ
る
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
下
流
の
安
家
新
橋
に
流
木
が
掛
か
っ
て
ダ

ム
状
に
な
っ
た
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
家
は
そ

の
中
に
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
階
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
持
っ
て
行
こ
う
と
言
っ

て
い
る
う
ち
、
逃
げ
る
に
逃
げ
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
階
に
い
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「生きた心地がしなかった」　日向　下屋敷榮 安家地区

【
二
階
に
水
が
迫
る
】

　
暗
く
な
る
こ
ろ
、
さ
ら
に
水
が
上
っ
て
来
て
、
十

二
段
あ
る
階
段
の
十
一
段
目
、
一
階
の
天
井
の
高
さ

ま
で
水
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
危
険
な
の
で
さ
ら

に
上
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
押
し
入
れ
の
中
に

二
階
の
天
井
裏
に
上
が
れ
る
穴
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

か
ら
上
が
ろ
う
と
思
い
、
歳
を
と
っ
て
い
て
も
頑

張
っ
て
上
が
り
ま
し
た
。

　
寒
い
の
で
、
下
か
ら
妻
に
布
団
を
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
度
は
私
の
妻
が
ど
う
頑
張
っ

て
も
自
力
で
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
精
い
っ

ぱ
い
手
助
け
し
て
も
難
し
い
の
で
、
仕
方
な
く
私
も

下
に
降
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
自
宅
も
流
さ
れ
た
ら
終
わ
り
で
す
。
二

階
の
窓
を
開
け
て
道
路
を
流
れ
る
水
の
中
に
飛
び
降

り
よ
う
か
と
真
剣
に
悩
み
ま
し
た
。
木
も
流
れ
て
お

り
危
険
で
す
が
、
ど
の
み
ち
生
き
る
か
死
ぬ
か
で
す
。

合
間
を
泳
い
で
何
と
か
高
い
所
ま
で
上
が
れ
な
い
だ

ろ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
私
は
川
遊

び
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
川
に
慣
れ
て
い
な
い
妻
を
一

人
置
い
て
ゆ
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
も
う
、
流

さ
れ
る
時
は
妻
と
二
人
で
、
と
覚
悟
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
、
妻
が
、「
酒

屋
さ
ん
の
家
が
ね
ぇ
ぞ
、
父
さ
ん
見
て
」
と
言
う
の

で
上
流
側
の
お
隣
を
見
る
と
根
こ
そ
ぎ
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
我
が
家
に
は
ぶ
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
反
対
側
の
家
に
ぶ
つ
か
っ
て
そ
の
家
の
角
は

壊
れ
て
い
ま
し
た
。

　
時
折
、
大
地
震
の
よ
う
な
衝
撃
が
あ
り
、
今
度
家

が
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
木
が
道
路
を
流
れ
て
い
る
の

は
見
え
た
の
で
、
そ
れ
が
刺
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
分
か
り
ま
し
た
。

　
車
は
結
局
、二
台
と
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
階
か
ら
電
灯
を
点
け
て
見
て
い
る
と
、
流
さ
れ
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
妻
の
車
は
防
犯
ブ
ザ
ー
が
ビ
ー

ビ
―
鳴
っ
て
流
れ
、
そ
の
後
近
く
の
広
場
で
見
つ
か

り
ま
し
た
が
、
私
の
車
は
ど
こ
ま
で
流
れ
た
か
分
か 流木が刺さった一階での捜索活動（9 月 23 日 10：26）
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「生きた心地がしなかった」　日向　下屋敷榮安家地区

り
ま
せ
ん
。

　
水
が
引
く
時
は
、
一
気
に
ダ
ム
の
水
を
抜
く
よ
う

に
、
階
段
が
一
段
、
二
段
、
三
段
と
い
う
感
じ
で
み

る
み
る
引
け
て
行
き
ま
し
た
。
雨
が
止
ん
で
、
水
が

引
く
こ
ろ
に
は
星
空
に
な
り
「
助
か
っ
た
」
と
思
い

ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
破
壊
さ
れ
た
家
、土
台
だ
け
は
動
か
ず
】

　
明
る
く
な
り
、
下
に
降
り
よ
う
に
も
、
根
こ
そ
ぎ

流
れ
て
き
た
太
い
流
木
が
家
の
中
に
何
本
も
刺
さ

り
、
降
り
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
壁
を
破
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

外
か
ら
家
を
見
て
「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
な
、
直
し
て

も
住
め
な
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
一
階
は
大
き
く

破
壊
さ
れ
て
柱
も
壊
れ
、二
階
も
壁
が
破
損
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
一
昔
前
の
大
工
さ
ん
た
ち
と
違
い
、
私
の

父
は
基
礎
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
設
置
し
て
い
た
の

で
、
こ
れ
だ
け
木
が
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
土
台
だ
け
は

全
く
動
か
ず
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　
家
に
入
っ
た
流
木
に
つ
い
て
は
後
日
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
を
す
る
た
め
に
、
消
防
や
警
察
関
係
者
が

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
断
し
、
ロ
ー
プ
で
引
き
出
し
て

ゆ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
の
片
付
け
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
こ
も
忙
し
い

の
で
は
と
思
い
、
周
囲
が
落
ち
着
い
て
か
ら
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、
早
速
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
週
間
以

上
、
お
世
話
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
人
数
も
毎
日

十
人
以
上
、
多
い
日
で
は
十
五
～
十
六
人
も
来
て
く

れ
た
日
も
あ
り
ま
す
。
泥
出
し
は
私
た
ち
だ
け
で
は

と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
な
に
も
無
い
中
で
野
菜
・
衣
類
・
タ
オ
ル

な
ど
様
々
な
物
資
を
頂
き
、
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
も
高
齢
で
す
が
、
何
か
の
と
き
に
は
行
け
る

所
で
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
恩
返
し
を
し

た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。

【
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
】

　

二
階
は
何
と
か
住
も
う
と
思
え
ば
住
め
ま
し
た

が
、
や
は
り
水
道
も
ト
イ
レ
も
全
く
ダ
メ
な
状
況
な

の
で
、
当
初
は
親
せ
き
の
家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。十
日
ほ
ど
、一
か
ら
十
ま
で
お
世
話
に
な
る
と
、

や
は
り
気
が
引
け
る
の
で
、
妻
の
親
せ
き
の
空
き
家

を
し
ば
ら
く
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
は
仮
設
住

宅
に
入
居
し
ま
し
た
。

　
仮
設
住
宅
は
、
二
人
住
ま
い
で
も
、
も
の
を
置
け

ば
歩
く
と
こ
ろ
が
無
い
よ
う
な
状
態
で
す
。

振
り
返
っ
て

【
昔
の
川
の
痕
跡
】

　
す
で
に
亡
く
な
っ
た
方
に
よ
る
と
、
氷
渡
地
区
の

と
あ
る
畑
を
深
く
掘
る
と
、
時
期
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
昔
の
川
砂
や
石
が
出
て
き
て
水
が
流
れ
た
痕
跡

が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
高
さ
の
場
所
を
水
が
流
れ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。と
は
い
え
、最
近
は
多
く
の
人
が
、

簡
単
に
家
を
建
て
や
す
い
と
こ
ろ
に
、
家
を
建
て
て

し
ま
い
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

台風後、仮設住宅とその周辺　※写真提供：森子芳和
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息
子
を
起
こ
し
に
自
宅
へ

日
向林

下
　
ユ
ミ

 

︵
七
十
三
歳
︶

︵
七
十
三
歳
︶

安家寺前の土砂崩れ
（9 月 1 日 9：52）

「息子を起こしに自宅へ」　日向　林下ユミ 安家地区

当
日
の
状
況

【
と
り
あ
え
ず
親
せ
き
宅
に
避
難
】

　
私
は
当
時
、息
子
夫
婦
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
お
り
、

夫
は
病
院
に
入
院
中
で
し
た
。
当
日
、
雨
が
ひ
ど
い

の
で
家
が
や
や
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、
親
せ
き
の
大

﨑
進
さ
ん
か
ら
「
俺
の
と
こ
避
難
せ
ぇ
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
息
子
は
朝
が
早
い
仕
事
の
た
め
、
早
い
う
ち
か
ら

寝
て
お
り
、
避
難
す
る
前
に
息
子
を
起
こ
そ
う
と
し

ま
し
た
が
起
き
ま
せ
ん
。
私
も
あ
れ
ほ
ど
水
が
来
る

と
は
思
わ
ず
、
と
り
あ
え
ず
大
﨑
さ
ん
宅
に
行
き
、

座
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
一
気
に
水
が
増
え
て
き
た
の
が
見
え
ま

し
た
。
一
緒
に
避
難
し
て
い
た
私
の
兄
た
ち
が
家
の

も
の
を
何
か
持
っ
て
来
た
い
と
思
っ
た
の
か
、
外
に

出
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
私
は
、
息
子
を
起
こ

す
た
め
に
家
に
戻
り
、
さ
ら
に
残
っ
て
い
た
兄
の
奥

さ
ん
も
そ
の
あ
と
出
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
明
る
い
う

ち
で
、
十
七
時
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

【
一
時
帰
宅
・
あ
っ
と
い
う
間
に
水
が
】

　
家
に
戻
っ
て
二
階
に
叫
び
ま
し
た
。
叫
ん
で
も
返

事
が
無
い
の
で
両
手
を
つ
い
て
何
と
か
二
階
に
上
っ

て
行
く
と
、
息
子
は
耳
栓
を
し
て
寝
て
い
た
の
で
揺

り
起
こ
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
朝
早
く
か
ら
仕
事
な

の
に
」
と
言
っ
て
息
子
は
怒
り
ま
し
た
。「
そ
れ
ど

こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、
車
み
ん
な
流
れ
る
か
ら
早
く
上
げ

ろ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
息
子
が
車
を
四
台
、
大
﨑
さ
ん
宅
に
上
げ
終
わ
る

ま
で
の
十
～
二
十
分
ほ
ど
で
、
道
路
に
水
が
ひ
ざ
の

高
さ
ま
で
上
が
り
、
私
は
家
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
も
そ
れ
に
気
付
き
、
反
対

側
か
ら
少
し
足
を
流
れ
に
踏
み
込
ん
で
手
を
伸
ば
し

て
く
れ
た
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
も
慎
重
に
行
っ
て
つ
か

ま
り
、
引
っ
張
ら
れ
た
り
押
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
息

子
の
嫁
さ
ん
と
一
緒
に
大
﨑
さ
ん
宅
に
行
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
水
害
に
お
い
て
、
元
村
で
は
安
家
橋
、
大

正
橋
、
中
の
橋
、
新
橋
と
四
つ
の
橋
が
ダ
ム
に
な
っ

た
の
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
激
し
く
流
れ

て
い
る
時
に
は
、
中
の
橋
に
掛
か
っ
た
流
木
で
水
し

ぶ
き
が
高
く
上
が
り
、
対
岸
の
家
が
見
え
な
い
よ
う

な
勢
い
で
し
た
。

　

私
の
あ
と
に
家
に
一
時
帰
宅
し
た
兄
の
奥
さ
ん

は
、
家
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
安
家
寺
へ
の
避
難
】

　
大
﨑
さ
ん
宅
へ
戻
る
と
、
近
所
の
家
族
が
来
て
窓

を
叩
き
、「
俺
の
勝
手
な
判
断
だ
け
ど
、
も
う
な
ん

ぼ
し
て
も
だ
め
だ
か
ら
、お
寺
さ
ん
に
避
難
す
ん
べ
」

と
言
わ
れ
、
お
寺
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時

間
は
暗
く
な
る
こ
ろ
で
、
電
灯
を
持
っ
て
行
き
ま
し 台風後の付近の状況（9 月 1 日 11：22）
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た
。
途
中
の
坂
道
で
発
生
し
て
い
た
土
砂
崩
れ
を
越

え
て
行
く
時
、
長
靴
が
な
か
な
か
抜
け
ず
に
大
変
で

し
た
。

　
二
十
一
時
ご
ろ
に
は
水
が
引
い
た
よ
う
で
星
も
見

え
、
寒
く
な
っ
た
の
で
、
お
寺
か
ら
大
﨑
さ
ん
の
家

に
戻
り
ま
し
た
。

　

避
難
さ
せ
た
車
の
う
ち
二
台
は
助
か
り
ま
し
た

が
、
一
台
は
水
の
中
で
グ
ル
グ
ル
浮
い
て
、
一
晩
中

「
ビ
ー
ビ
―
」
と
防
犯
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で

し
た
。

【
息
子
は
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
を
助
け
に
】

　
息
子
は
寺
に
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
ど
こ
か
に
逃

げ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
な
っ
た

か
と
思
え
ば
、
近
所
の
車
椅
子
生
活
の
お
じ
い
さ
ん

が
お
ば
あ
さ
ん
と
二
人
で
暮
ら
す
家
に
行
き
、
近
所

の
人
た
ち
二
人
と
協
力
し
て
、
お
じ
い
さ
ん
を
二
階

に
避
難
さ
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ベ
ッ
ド
代
わ
り
に

二
階
の
畳
を
五
～
六
段
重
ね
て
寝
か
せ
、
息
子
も
そ

の
ま
ま
一
緒
に
い
た
よ
う
で
す
。
後
日
「
年
寄
り
を

置
い
て
は
行
か
れ
ね
ぇ
べ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
息
子
は
そ
の
家
の
二
階
か
ら
自
宅
を
見
て
い
た
と

こ
ろ
、
最
初
に
台
所
の
戸
が
壊
れ
て
冷
蔵
庫
が
流
さ

れ
る
の
が
見
え
た
そ
う
で
す
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
片
付
け
・
生
活
に
つ
い
て
】

　
翌
朝
に
知
人
と
二
人
で
周
囲
を
ぐ
る
っ
と
周
り
ま

し
た
。
松
原
さ
ん
の
家
も
か
な
り
壊
れ
て
い
る
の
を

見
て
「
ま
さ
か
い
ね
ぇ
べ
」
と
思
い
な
が
ら
大
き
な

声
で「
お
は
よ
う
ご
ざ
ん
す
」と
言
う
と「
い
た
が
～
」

と
出
て
来
た
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
ま
で
は
、
大
﨑
進

さ
ん
の
家
で
四
カ
月
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
息
子

夫
婦
は
一
晩
か
二
晩
は
親
せ
き
宅
に
泊
ま
っ
た
も
の

の
、
遠
慮
し
て
自
宅
に
戻
り
、
ベ
ニ
ヤ
板
で
応
急
処

置
を
し
て
、
物
資
を
頂
い
た
り
し
な
が
ら
二
階
で
四

カ
月
暮
ら
し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
入
る
ま
で
は
、

寒
く
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
店
舗
と
一
体
化
し
て
い
た
自
宅
で
は
、
多
く
の
も

の
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
る
程
度
、
自
分

た
ち
で
片
付
け
、
少
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
物
資
の
支
援
は
様
々
頂
き
ま
し
た
が
、
特
に
茶
碗

や
ま
な
板
な
ど
、
台
所
用
品
の
セ
ッ
ト
を
早
い
段
階

で
頂
い
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
最
も
辛
か
っ
た
の
は
、
夫
が
六
月
に
入
院
し
た
ま

ま
台
風
で
帰
宅
で
き
な
く
な
り
、
病
院
に
行
く
た
び

に
悲
し
そ
う
に
「
な
ん
で
俺
、
帰
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
で
し
た
。
四
人
部
屋
に
入
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
あ
と
か
ら
入
院
し
た
人
が
、
次
か
ら
次
へ
出

て
行
く
の
で
す
。
本
来
な
ら
ば
三
カ
月
で
退
院
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
状
況
が
状
況
な
の
で

先
生
に
も
お
願
い
し
て
、
十
二
月
ま
で
入
院
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
十
二
月
十
日
ご
ろ
に
仮
設
の
鍵
を
頂

い
て
、
安
心
し
ま
し
た
。

　
息
子
た
ち
と
は
現
在
、
仮
設
で
二
部
屋
に
分
か
れ

て
住
ん
で
い
ま
す
。退
去
し
た
あ
と
は
ど
う
す
る
か
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

物資イメージ（小本津波防災センター、9 月 6 日 11：51）
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コ ラ ム

「息子を起こしに自宅へ」　日向　林下ユミ安家地区

安家に伝わる大洪水の伝説
　ここで、かつて立命館大学探検部が安家地区で調査した伝説を短くご紹介し
ましょう。
～生き残ったおばあさんと犬～
　大昔のあるとき、大津波が起き、このあたり一帯は海になってしまった。生
き残ったのはというと、帯が大平の穴目岳に引っ掛かった七十歳のおばあさん
一人と、雄の子犬が一匹だけ。ほかの人や動物は全滅してしまった。いつしか、おばあさんと犬は一緒
にいるうちに夫婦となり、その子孫はかつて安家でも繁栄していたという。しかし、武士が北上してく
るようになると、次第に八戸、北海道へと移り住んで行ったのだそう。

～弘法大師と洪水～
　昔、大平で洪水が起きたときのこと。弘法大師が歩いていると、たまたま死んだ犬が流されてきたの
を見かけてかわいそうに思ったという。弘法大師はその犬を付近の穴に葬り、その後その犬は化石になっ
たそうな。 資料：「探査No.2　1964　特集：あっか」（立命館大学探検部、1964）

振
り
返
っ
て

【
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
】

　
東
日
本
大
震
災
津
波
の
被
害
と
は
規
模
が
違
い
ま

す
が
、
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
私
も
夫
も
手
紙
な
ど
の
文
章
を
書
け
な
い
の
で
、

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
全
国
か

ら
物
資
を
送
っ
て
く
れ
た
方
々
に
お
礼
の
言
葉
を
、

伝
え
た
い
で
す
。

【
昔
の
洪
水
に
つ
い
て
】

　
私
た
ち
は
こ
の
七
十
年
の
う
ち
に
こ
こ
ま
で
大
き

な
災
害
は
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
で
川
の
近
く
に

家
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
新
し
い
時

代
の
こ
と
で
す
。

　
昔
の
人
た
ち
は
危
険
な
場
所
は
あ
る
程
度
把
握
し

て
い
た
よ
う
で
、
昔
か
ら
あ
る
家
は
川
か
ら
見
て
高

い
所
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
昔
の
道
路
は
も
っ
と
低

い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
昔
は
家
に
か
な
り
坂
を

上
が
っ
て
行
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
最
近
の
時
代

に
な
っ
て
「
そ
ん
な
に
水
は
出
な
い
べ
」
と
言
っ
て

い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
水
の
得
や
す
い
川
の
近
く

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
は
平
地
が
少
な

く
、
山
の
上
の
方
に
行
け
ば
今
度
は
水
が
あ
り
ま
せ

ん
。
水
も
得
や
す
く
、
ほ
ど
よ
く
高
い
土
地
に
家
を

建
て
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
台
風
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
場

所
な
ら
絶
対
に
安
全
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
安
家
は
岩
ば
か
り
で
山

が
崩
れ
る
こ
と
が
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
こ

ん
な
こ
と
が
来
る
と
は
考
え
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
） 台風前の元村上空　※写真提供：森子芳和

穴目ヶ岳（1,168 m）
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「二階で一夜を過ごした」　日向　松原咲子 安家地区

二
階
で
一
夜
を
過
ご
し
た

日
向松

原
　
咲
子

 

︵
八
十
一
歳
︶

松
原
　
咲
子

︵
八
十
一
歳
︶

尻高に集合した緊急車両
（9 月 1 日 9：25）

当
日
の
状
況

【
避
難
し
よ
う
と
思
っ
た
時
に
は
︙
】

　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。
平
成
十
八
年
の
水
害
の

時
、
我
が
家
は
床
下
浸
水
で
済
ん
だ
の
で
、
避
難
し

よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
親
せ
き
の
大
﨑
公

さ
ん
が
、「
迎
え
に
行
く
か
ら
お
ら
ほ
の
と
こ
ろ
に

来
て
避
難
し
ろ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

時
は
「
い
や
大
丈
夫
だ
べ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
あ
ま
り
雨
が
降
る
の
で
行
こ
う
か
な
と

思
っ
た
時
に
は
、す
で
に
水
も
道
路
に
流
れ
て
お
り
、

出
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
迎
え
を

頼
め
ば
、
迎
え
に
来
る
人
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う

な
状
況
な
の
で
、「
出
は
ん
な
い
で
け
ろ
」
と
電
話

で
言
い
ま
し
た
。
実
際
、
迎
え
に
行
け
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
二
階
に
い
る
こ
と
に

し
て
、
大
事
な
も
の
は
二
階
に
上
げ
よ
う
と
思
い
、

携
帯
電
話
・
貴
重
品
や
診
察
券
が
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
を
上
げ
ま
し
た
。

【
十
八
時
ご
ろ
、
二
階
へ
】

　
十
八
時
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
畳
が
浮
き
始

め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
二
階
に
避
難
し
ま
し
た
。
娘
に

「
懐
中
電
灯
は
手
放
す
な
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
気
付
い
た
時
に
は
台
所
の
テ
レ
ビ
の
と
こ
ろ

に
三
つ
も
四
つ
も
あ
る
懐
中
電
灯
の
と
こ
ろ
ま
で
は

す
で
に
行
け
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
眼
鏡

も
一
階
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
途
中
、
ど
の
程
度
水
が
出
た
か
気
に
な
り
、
階
段

を
少
し
下
り
て
携
帯
電
話
の
画
面
で
下
を
照
ら
し
て

様
子
を
見
た
り
も
し
ま
し
た
。
最
も
水
が
上
が
っ
た

時
に
は
、
階
段
の
上
か
ら
二
段
目
ま
で
水
が
上
が
っ

た
の
で
二
階
ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
。
屋
根
の
ひ
さ
し
に

も
、
も
の
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
階
か
ら
外
を
見
る
と
自
宅
の
風
呂
や
物

置
、
周
囲
の
建
物
な
ど
が
流
さ
れ
る
の
が
見
え
て
恐

ろ
し
か
っ
た
で
す
。
暗
い
中
で
も
、
流
れ
て
ゆ
く
様

子
が
見
え
、
一
面
が
海
の
よ
う
で
し
た
。
二
十
一
時

ご
ろ
に
は
あ
る
程
度
、
水
も
引
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
寝
る
に
寝
ら
れ
ず
、
夜
が
明
け
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
二
階
に
い
た
こ
と
に
驚
か
れ
る
】

　
誰
か
知
人
が
通
っ
た
ら
声
を
掛
け
よ
う
と
思
い
外

を
見
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
知
ら
な
い
人
が
通
り
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
大
﨑
進
さ
ん
が
通
っ
た
の
で
「
す

ご
か
っ
た
ね
～
」
と
言
う
と
「
え
っ
！
そ
こ
に
い
た 周辺の状況（9 月 1 日 11：24）
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「二階で一夜を過ごした」　日向　松原咲子安家地区

災害を忘れない❸　昭和 ₂₃ 年アイオン台風
　昭和 2₃ 年（1948 年）9 月 16 日に千葉県へ上陸後、
翌 1₇ 日にかけて三陸沖を北上した台風です。東北地
方太平洋側で大雨となり岩手県内各地で甚大な被害を
もたらしました。
　9 月 1₇ 日の新岩手日報によると、岩泉の降雨量は
262 ミリに達しました。18 日の記事では、岩泉（どの
範囲を指すかは不明）における人的被害は死者 1 名・
負傷者 5 名・行方不明者 2 名。家屋被害は住家・非住
家あわせて全壊 ₃・半壊 15・流失 14・床上浸水 114・
床下浸水 1₇6。道路被害は埋没 ₃1・破損 24・橋梁流
失 15 という被害が明らかになっていますが、直後の
発表であることから、実際の被害はさらに大きかった
可能性もあります。
　10 月 1₇ 日の記事では「大川村は耕地の被害はさほ
どではないが松草に通ずる約六里の縣道はすつかり流
失した」「乙茂部落では全耕地の八割が河原と化し卅
六 (₃6) 戸中十二戸の農家の生存の途を完全にうばわ
れている」とされます。
　10 月 5 日の記事では「山田線の不通により岩手窯
業鉱山の耐火粘土輸送が途絶え、自動車輸送も困難に
なつて全國の製鉄事業に赤信号があがつている、同鉱
山の耐火粘土は質がよく溶鉱炉補修になくてならな
い」と、小川炭鉱に関する記述も見られます。
　なお、当時は現在の岩泉町はまだ誕生していません。

経路図（日付 . 時間 )
国土交通省岩手河川国道事務所Webサイト「カスリン・アイオン台風より60年 !ア
イオン台風の記録」を加工して使用
http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/rireki/06/kathleen_ione_typhoon60/ione/
index.htm

9/15～17 降水量分布図 (㎜)経路図（日付 . 時間 ) 9/15～17 降水量分布図 (㎜)経路図（日付 . 時間 ) 9/15～17 降水量分布図 (㎜)

の
！
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
。

　
自
宅
に
は
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
影
響
で
上
流
か
ら

流
れ
て
き
た
薪
や
泥
も
か
な
り
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
多
く
の
も
の
が
倒
れ
、
冷
凍
庫
や
洗
面
所
の
流

し
、
下
駄
箱
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、

上
流
に
空
き
家
の
よ
う
な
小
屋
や
電
柱
が
あ
り
、
そ

の
影
響
で
太
い
流
木
は
刺
さ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
日
は
私
、
嘉
村
さ
ん
、
下
屋
敷
さ
ん
の
三
人
で
道

路
端
に
座
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

　
台
風
か
ら
二
日
目
に
、
娘
の
夫
が
岩
泉
地
区
か
ら

迎
え
に
来
ま
し
た
。「
行
か
な
い
」
と
言
っ
た
と
こ

ろ「
妻
に
怒
ら
れ
る
か
ら
」と
言
わ
れ
、
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
尻
高
で
道

路
が
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
車
二
台
で
協
力

し
て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
尻
高
で
車
を
乗
り

換
え
て
、
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
神
奈
川

県
や
宮
古
に
い
る
息
子
も
岩
泉
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
仮
設
住
宅
が
出
来
る
ま
で
の
三
カ

月
二
十
五
日
は
そ
ち
ら
で
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
眼
鏡
や
入
れ
歯
を
失
っ
た
の
で
三
日
ほ
ど
不
自

由
し
ま
し
た
が
、
三
日
目
ご
ろ
に
眼
鏡
屋
さ
ん
と
歯

医
者
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
片
付
け
に
際
し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
十
人
以
上
、
三
日
間
も
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

アイオン台風で落橋した小本橋のそばで
行われる町村合併大水防演習

岩手県漁港史より

コ ラ ム
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「偶然、助け出された」　日蔭　下タミヨシ 安家地区

偶
然
、
助
け
出
さ
れ
た

日
蔭下し

も
たタ

ミ
ヨ
シ

 

︵
八
十
五
歳
︶

︵
八
十
五
歳
︶

翌日の日蔭地区
（8 月 31 日 15：26）

当
日
の
状
況

【
避
難
所
に
は
行
か
ず
二
階
へ
】

　
当
時
、
道
路
よ
り
や
や
低
い
川
沿
い
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
当
日
は
息
子
が
消
防
団
で
避
難
を
呼
び
か

け
て
お
り
、
私
も
三
回
ほ
ど
促
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
十
八
年
の
大
雨
で
避
難
し
た
時
は
、
土
台

の
周
囲
に
水
や
薪
が
流
れ
て
き
た
程
度
と
い
う
記
憶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
足
を
痛
め
て
お
り
、

夜
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
時
な
ど
に
転
ぶ
と
迷
惑

が
か
か
る
と
思
い
、「
お
ら
は
二
階
に
い
る
す
け
」

と
言
っ
て
避
難
所
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ま
だ
明
る
い
時
間
に「
ガ
ツ
ン
ガ
ツ
ン
」

と
い
う
音
に
気
付
い
て
見
る
と
、
安
家
川
か
ら
あ
ふ

れ
た
水
と
も
の
が
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
る
音
で
し
た
。

ま
ず
食
卓
や
洗
濯
機
の
上
に
濡
れ
て
困
る
よ
う
な
も

の
を
上
げ
ま
し
た
が
、
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
て
水
が
入
り

「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
仏
様
を
階
段
の
途
中
に
上
げ
、
再
び
一
階
で
片
付

け
て
い
る
と
水
が
上
が
っ
て
き
た
の
で
二
階
に
逃

げ
、
仏
様
は
奥
の
部
屋
に
置
き
ま
し
た
。

【
二
階
も
浸
水
、
家
も
流
さ
れ
る
中
】

　
休
ん
で
い
る
と
、
今
度
は
体
の
下
か
ら「
プ
ク
ン
、

プ
ク
ン
」
と
水
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
階
段
の
上

に
水
が
来
て
お
り
、
外
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
二
階
の
高

さ
に
あ
る
道
路
も
腰
の
高
さ
ま
で
水
が
あ
る
よ
う
で

す
。
泳
げ
な
い
私
は
二
階
に
置
い
て
あ
っ
た
車
の
タ

イ
ヤ
四
本
に
、
二
本
持
っ
て
い
た
懐
中
電
灯
を
立
て

て
座
り
ま
し
た
。「
い
や
ー
困
っ
た
な
ー
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
が
流
さ
れ
た
の
に
は
気
付
き
ま
せ
ん

で
し
た
。柱
が
折
れ
た
音
が
し
ま
し
た
が
、暗
い
中
、

な
ぜ
柱
が
折
れ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
に
次
か
ら
次
へ
と
丸
太
が
来
て
家
に
掛
か
っ
た
の

で
、途
中
で
家
は
止
ま
っ
た
よ
う
で
す
。水
は「
ガ
ッ
」

と
引
け
た
り
、
ま
た
「
ダ
バ
ッ
」
と
た
ま
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

【
近
所
の
人
に
救
出
さ
れ
る
】

　
「
誰
か
い
ね
ぇ
ん
だ
か
な
ー
」
と
思
っ
て
い
る
と
、

外
に
電
灯
が
い
く
つ
か
見
え
て
人
が
近
付
い
て
き
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
足
元
に
流
れ
て
き
た
丸
太
に
懐
中

電
灯
を
持
っ
て
上
が
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
グ
ル
グ

ル
回
っ
て
乗
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
再
び
タ
イ
ヤ
に
上

が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
声
が
聞
こ
え
て「
い
か
っ
た（
良
か
っ

た
）
な
ー
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
森
子
さ
ん
と
近
所

の
大
工
さ
ん
の
二
人
で
し
た
。
ま
ず
ゆ
っ
く
り
来
て

屋
根
に
、
続
い
て
ハ
シ
ゴ
に
、
引
っ
張
り
上
げ
て
も

ら
い
ま
し
た
。「
こ
れ
さ
と
っ
つ
い
て
絶
対
離
し
て

は
ダ
メ
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
い
や
い
や
落
ち 直後の周辺の様子（8 月 31 日 15：55）
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「偶然、助け出された」　日蔭　下タミヨシ安家地区

れ
ば
流
れ
ん
だ
か
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
道
路
か
ら

長
い
ハ
シ
ゴ
二
つ
を
重
ね
て
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
道

路
に
上
が
る
こ
と
が
出
来
、
両
肩
を
押
さ
え
て
も
ら

い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
道
路
に
ま
だ
水
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ひ
ざ
の
高
さ
ま
で
は
な
く
、
雨
も
止
ん
で

い
ま
し
た
。
と
あ
る
家
に
上
げ
て
も
ら
い
、「
こ
れ

は
〇
〇
さ
ん
の
家
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
場
所
の
感
覚

か
ら
お
か
し
い
な
と
は
思
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
森
子
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
全

身
び
し
ょ
濡
れ
な
の
で
、
お
婆
さ
ん
の
洋
服
を
借
り

て
二
～
三
日
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
】

　
翌
朝
、外
に
出
る
と
自
宅
が
元
の
場
所
に
見
え
ず
、

屋
根
だ
け
産
直
の
と
こ
ろ
に
見
え
ま
す
。「
お
ら
ほ

の
家
は
あ
の
屋
根
だ
か
？
」
と
疑
問
に
思
い
、
初
め

て
家
ご
と
流
さ
れ
た
と
知
り
ま
し
た
。
靴
を
借
り
て

見
に
行
き
ま
し
た
。
前
夜
は
、
タ
イ
ヤ
か
ら
揺
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
な
く
流
さ
れ
、
産
直
に
ぶ
つ
か
っ
て

止
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
救
出
さ
れ
た
時

も
元
の
位
置
か
ら
抜
け
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
状
況
で
し
た
。

　
自
宅
は
お
よ
そ
築
六
十
年
で
、
台
風
の
二
カ
月
前

に
直
し
た
屋
根
は
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
下
は

丸
太
が
ぶ
つ
か
っ
た
影
響
で
壊
れ
、
流
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
屋
根
の
下
に
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
が
見

え
て
い
ま
し
た
が
、使
え
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
高
い
寝
室
の
も
の
が
若
干
残
り
、
ほ
か
に
使
え

そ
う
な
も
の
は
鍋
一
つ
で
、
仏
様
も
流
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
態
な
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
に
頼
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、

産
直
の
場
所
が
活
動
拠
点
に
な
っ
た
の
か
、
大
型
バ

ス
が
四
台
も
来
る
こ
と
も
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
の
人
が

地
域
で
一
生
懸
命
、
活
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
支
援
物
資
や
お
か
ず
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
人

も
い
て
、
あ
り
が
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
仮
設
住
宅
入
居
ま
で
】

　
息
子
は
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、
私

は
当
初
、
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
人
の
家
に
一
カ
月

泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
出
身
地
の
小

川
に
い
る
妹
の
家
に
三
カ
月
泊
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。ず
っ
と
同
じ
場
所
に
い
る
な
ら
良
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
訳
に
も
い
か
ず
、
も
の
は
あ
ま
り
買
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、仏
様
を
流
し
た
ま
ま
な
の
が
気
に
な
り
、

十
二
月
末
に
安
家
へ
戻
り
、
仮
設
住
宅
へ
入
居
し
ま

し
た
。
和
尚
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
仏
様
を
作
り
直

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後

【
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
】

　
台
風
後
、
駐
在
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
若
い
人

の
言
う
こ
と
は
聞
か
ね
ぇ
ば
ダ
メ
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
台
風
が
来
る
時
に
は
避
難
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
ひ
ど
い
状
況
で
、
皆
さ
ん
に

難
儀
さ
せ
て
し
ま
い
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一

回
死
に
そ
う
な
と
こ
ろ
を
偶
然
助
け
ら
れ
た
の
で
、

い
ま
、
こ
う
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
　
聞
き
取
り
）

ボランティア支援の拠点となった産直施設
※写真提供：森子芳和
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「被災した商店を再開」　日蔭　玉澤明徳 安家地区

被
災
し
た
商
店
を
再
開

日
蔭

　
　
　
　
　
　
　
玉
澤
　
明め

い
と
く徳

 

︵
六
十
一
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
玉
澤
　

当
日
の
状
況
と
対
応

【
消
防
団
と
し
て
巡
回
】

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
雨
が
降
る
中
、
六
時
前
に
尻

高
地
区
の
住
民
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
す
ご

い
雨
で
橋
に
流
木
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
、
行
く
と
普
段
水
の
少
な
い
沢
の
小
さ
な
橋
に

大
き
な
木
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
取

れ
る
状
況
で
は
な
く
、
流
れ
も
急
に
な
っ
て
き
て
い

た
の
で
避
難
の
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。
私
は
消
防

団
員
な
の
で
、
周
辺
も
巡
回
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
は
、
雨
は
激
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
あ
と
、
経
営
し
て
い
る
商
店
を
開
店
し

て
店
は
妻
に
任
せ
、
消
防
団
と
し
て
巡
回
に
出
ま
し

た
。
安
家
は
八
分
団
で
す
が
、
当
時
の
私
は
分
団
長

経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
本
団
の
分
団
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
事
前
に
八
分
団
の
各
部
長
さ
ん
と
は
「
水

が
出
た
時
に
は
自
分
た
ち
の
判
断
で
出
て
回
っ
て
下

さ
い
」
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
危
険
を
感
じ
た
の
は
午
後
か
ら
で
す
。
雨
が
止
ま

な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
水
位
情
報
も
参

考
に
、
こ
れ
以
上
降
る
と
危
険
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。
役
場
か
ら
も
状
況
を
問
い
合
わ
せ
る
電
話
が

あ
り
「
普
段
よ
り
上
が
っ
て
い
る
か
ら
避
難
指
示
を

出
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
話
を
し

ま
し
た
。

【
避
難
の
呼
び
掛
け
】

　
一
回
屯
所
に
戻
る
と
、
安
家
支
所
長
が
お
り
「
避

難
し
た
方
が
い
い
よ
ね
」
と
話
が
一
致
し
ま
し
た
。

そ
の
時
点
か
ら
消
防
団
と
し
て
各
戸
に
、
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
の
呼
び
か
け
を
徒
歩
や
消
防
車

で
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
署
長
も
巡
回
に
来

ま
し
た
。当
時
は
活
動
で
き
る
消
防
団
員
が
少
な
く
、

高
齢
者
宅
を
優
先
的
に
巡
回
し
ま
し
た
。
す
で
に
危

険
を
感
じ
て
避
難
す
る
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
平
成
十
八
年
の
水
害
の
時
に
も
私
は
避
難
を
呼
び

か
け
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
避
難
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
支
所
長
や
お
巡
り
さ

ん
と
も
協
力
し
て
、
半
強
制
的
に
呼
び
か
け
ま
し
た

が
、
や
は
り
避
難
に
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ
な
い
人

は
い
ま
し
た
。

　
水
が
道
路
に
上
が
っ
た
の
は
確
か
十
七
時
過
ぎ
で

し
た
。
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
た
水
が
あ
ふ
れ
た
よ
う

な
感
じ
で
、
一
気
に
水
が
増
え
た
の
で
活
動
は
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
薄
暗
く
な
る
こ
ろ
、
避
難
し
た
の
に
い
っ
た
ん
家

に
戻
っ
た
人
が
い
る
と
の
こ
と
で
、
役
場
か
ら
巡
回

要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
場
ま
で
は
行
け
な
い
状

況
で
し
た
。
ま
た
、
水
が
あ
ふ
れ
た
沢
の
下
流
の
家

か
ら
土
の
う
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
が
、
避
難
す
る

よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
屯
所
に
水
が
入
っ
た
時
点
で
消
防
団
も

避
難
を
決
め
、
団
員
は
屯
所
の
二
階
や
改
善
セ
ン

タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

店舗裏の様子・屯所も被災（8 月 31 日 15：41）
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【
帰
宅
、事
務
所
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
】

　
私
は
十
九
時
ご
ろ
に
帰
宅
し
、
車
を
避
難
さ
せ
よ

う
と
考
え
て
商
店
事
務
室
で
鍵
を
探
し
て
い
る
と
、

「
バ
ー
ン
」
と
ド
ア
が
閉
ま
り
ま
し
た
。
水
が
来
た

よ
う
で
、開
け
よ
う
と
し
て
も
開
き
ま
せ
ん
。当
初
、

窓
な
ら
ま
だ
開
き
ま
し
た
が
、
外
に
流
木
も
車
も
流

れ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
、
中
の
方
が
安
全
と
判

断
し
ま
し
た
。一
気
に
胸
の
高
さ
ま
で
水
が
上
が
り
、

車
庫
の
車
が
浮
い
て
屋
根
に
ぶ
つ
か
る
の
も
分
か
り

ま
し
た
。

　
妻
は
近
く
の
改
善
セ
ン
タ
ー
の
二
階
か
ら
「
お
父

さ
ん
出
な
い
方
が
い
い
ー
！
！
」
と
叫
ん
で
い
た
よ

う
で
す
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
は
聞
き
取
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
完
全
に
暗
く
な
る
こ
ろ
、
事
務
室
に
も
水
が
入
っ

て
来
た
の
で
机
に
上
が
り
、
最
終
的
に
は
横
転
し
た

家
具
の
上
に
乗
り
ま
し
た
。
事
務
室
は
屋
根
が
低
い

の
で
万
が
一
、
水
没
す
る
よ
う
な
ら
屋
根
の
高
い
売

り
場
ま
で
泳
ご
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
結
局
、
水
が
あ
る
程
度
引
い
た
二
十
二
時
過
ぎ
ご

ろ
に
消
防
団
が
窓
か
ら
ロ
ー
プ
を
渡
し
て
く
れ
て
、

私
は
体
に
ロ
ー
プ
を
巻
い
て
助
け
て
も
ら
い
、
倉
庫

の
二
階
に
避
難
し
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
被
害
状
況
】

　
翌
朝
、
自
宅
や
商
店
は
一
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

ほ
ど
浸
水
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
妻
は
当
日
、
川
に
面
し
た
玄
関
の
扉
を
ガ
ム
テ
ー

プ
で
目
張
り
し
た
の
で
す
が
、
流
れ
は
玄
関
で
は
な

い
方
か
ら
来
ま
し
た
。
大
き
な
流
木
が
商
店
や
倉
庫

の
壁
を
突
き
破
り
、
電
柱
も
高
い
所
の
窓
に
刺
さ
り

ま
し
た
。
商
店
の
冷
蔵
庫
な
ど
の
電
気
製
品
も
全
て

ダ
メ
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら

ず
、
何
か
突
き
破
る
す
ご
い
音
は
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
が
、
翌
朝
の
光
景
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

　
自
宅
も
商
店
同
様
に
浸
水
し
、
一
階
の
戸
や
家
具

も
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
階
の
も
の
は
残
っ
た
の
で

何
と
か
二
階
で
寝
泊
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
車

も
全
て
ダ
メ
に
な
り
ま
し
た
が
、
必
要
な
時
に
は
ご

近
所
か
ら
借
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
休
ま
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
二
日

目
に
消
防
団
長
さ
ん
が
来
た
時
に
伝
え
ま
し
た
。
た

だ
、
緊
急
消
防
援
助
隊
が
来
た
時
に
は
私
も
案
内
を

し
ま
し
た
。
活
動
で
き
る
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
被
害
が
甚
大
で
、
消
防
団
で
出
来
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
使
え
る
商
品
探
し
】

　
商
店
は
営
業
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
道
路
の

寸
断
に
よ
り
地
域
に
支
援
物
資
が
す
ぐ
に
は
来
な
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
支
所
長
さ
ん
の
依
頼
で
、
出

せ
る
も
の
が
あ
れ
ば
出
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、

当
初
は
商
品
で
使
え
る
も
の
を
か
き
集
め
て
、
改
善

セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
行
く
作
業
ば
か
り
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
飲
み
も
の
は
自
販
機
も
壊
し
て
出
し
た
ほ
か
、
食

べ
ら
れ
る
食
品
を
全
て
提
供
し
ま
し
た
。
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、
な
ま
も
の
も
一
部
大
丈
夫
で
し

た
が
、二
～
三
日
が
限
界
で
し
た
。ま
た
、パ
ッ
ケ
ー 被災後の店内の状況　※写真提供：玉澤明徳
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ジ
に
泥
が
つ
い
た
洗
顔
料
や
歯
磨
き
、
洗
面
器
、
ゴ

ム
手
袋
な
ど
も
提
供
し
ま
し
た
。

【
生
活
に
つ
い
て
・
避
難
所
の
状
況
】

　
自
宅
も
避
難
所
も
断
水
で
困
り
ま
し
た
。
山
の
ふ

も
と
の
湧
水
や
沢
水
の
ほ
か
、
近
所
の
手
押
し
ポ
ン

プ
井
戸
も
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
、
妻
は
避
難
所
で
炊
き
出
し
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
食
事
を
頂

い
て
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
食
材
は
当
初
、
避
難
所
で
は
、
大
平
の
方
が
台
風

当
日
に
届
け
て
く
れ
た
米
数
十
キ
ロ
で
し
の
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
後
は
多
く
の
米
の
支
援
を
頂
き
助

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
宅
の
畑
に
は
水
は
流
れ

た
も
の
の
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
が
無
事
で
分
け
合
っ

た
ほ
か
、
我
が
家
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
の
が
遅

い
の
で
ま
だ
掘
っ
て
お
ら
ず
、そ
れ
も
食
べ
ま
し
た
。

　
公
式
の
支
援
物
資
が
届
い
た
時
に
は
、
車
を
借
り

て
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
の
配
布
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

【
支
援
に
つ
い
て
】

　
寸
断
さ
れ
て
い
た
道
路
は
、
数
日
後
に
県
道
七
号

線
の
久
慈
市
山
根
の
寸
断
箇
所
が
開
通
し
ま
し
た
。

そ
の
前
は
安
家
に
親
せ
き
が
い
る
人
で
歩
い
て
入
っ

て
来
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
三
日
以
上
経
っ
て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
地
域
に
来
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
当
方

に
最
初
に
来
て
く
れ
た
の
は
、
商
店
の
関
係
で
薬
の

卸
屋
さ
ん
な
ど
が
宮
古
か
ら
来
て
く
れ
て
、
消
毒
薬

を
頂
い
た
ほ
か
、泥
出
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
宅
の
泥
出
し
で
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
住
居
優
先

で
し
た
が
、
あ
と
か
ら
商
店
の
片
付
け
も
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
盛
岡
市
や
滝
沢
市
の
高
校
生
が
店
の

棚
を
外
に
出
し
て
洗
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に
助
か
り

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
比
べ
た
ら
我
が
家
は
ま
だ
良
い
方
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
量
が
多
く
大
変
で
し
た
。

一
回
倒
れ
て
病
院
で
点
滴
を
受
け
た
も
の
の
、
幸
い

入
院
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
程
度
落
ち
着

い
た
の
は
十
二
月
末
で
す
。

【
商
店
の
再
開
に
つ
い
て
】

　
私
は
こ
の
商
店
の
三
代
目
で
す
。
店
の
再
開
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
減
少
も
あ
り
悩
み
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
お
客
さ
ん
は
来
て
く
だ
さ
る
の
で
、
再
開
す
る

し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。補
助
も
受
け
ま
し
た
が
、

何
か
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
薬
の
販
売
は
法
令
で

決
め
ら
れ
た
照
度
や
棚
の
広
さ
を
確
保
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
陳
列
棚
は
洗
っ
て
も
ら
っ
た

も
の
を
使
え
ま
し
た
が
、冷
蔵
庫
は
購
入
し
ま
し
た
。

　
食
料
品
の
卸
屋
さ
ん
な
ど
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
、

そ
の
年
の
十
二
月
二
十
日
に
営
業
再
開
し
ま
し
た
。

徐
々
に
始
め
る
つ
も
り
で
周
知
は
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
お
客
さ
ん
は
自
然
と
口
コ
ミ
で
来
て
く
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
現
在
の
店
は
河
川
改
修
工
事
の
立
ち
退

き
区
域
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
人
口
減
少
も
考
慮
し

て
、
現
在
は
移
転
先
の
規
模
な
ど
を
検
討
中
で
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
移
動
販
売
を
再
開
し
ま

す
。
台
風
の
約
三
年
前
に
車
両
を
購
入
す
る
補
助
を

頂
い
て
開
始
し
た
も
の
で
す
が
、
被
災
し
た
車
は
直

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
険
も
全
額
は
戻
ら
ず
、
規
模

ボランティア活動（平成 28 年 9 月 4 日 14：10）
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「被災した商店を再開」　日蔭　玉澤明徳安家地区

岩泉町の橋供養塔
～橋供養塔とは～

　橋供養塔は石碑の一種です。多くの沢や川がある岩泉町において、
洪水になると一本橋や土橋と呼ばれる昔の橋は流されることもあり
ました。橋供養塔には「この自然の力に霊を感じ洪水にも流れぬよ
うにと供養した村民の祈願がこめられている」と言われています。
　町内では安家日蔭（下記）のほか、下有芸高清水に嘉永 5 年（1852
年）8 月吉日のものとされる橋供養塔が現在もみられます。どちら
も 1 年違いで建立されています。 資料：岩泉地方史上巻（1980）

～安家日蔭・中の橋たもとの橋供養塔～
　建立されたのは江戸時代の嘉永 4 年（1851 年）9 月 16 日、建立
者は安家村中とされます。土台が台風 10 号で被災しましたが本体
に大きな損傷はなく、現在は仮置きの状態です。現在は中の橋たも
とにありますが、古くは安家洞付近にあったという情報もあります。
 資料：岩泉町教育委員会資料、聞き取り

を
縮
小
し
て
軽
の
移
動
販
売
車
に
し
ま
し
た
。
再
開

に
あ
た
っ
て
は
保
健
所
へ
の
申
請
や
様
々
な
手
続
き

が
必
要
で
す
。

振
り
返
り
・
そ
の
後

【
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
】

　
以
前
は
や
や
下
手
に
店
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が

小
学
生
の
時
に
洪
水
で
店
に
水
が
入
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
川
の
そ
ば
に
風
呂
場
を
建
て

て
、
川
の
水
を
沸
か
す
の
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
、

風
呂
場
は
大
雨
で
す
ぐ
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
中
学
生
の
こ
ろ
ま
で
安
家
川
に
護
岸
は
無

く
、
川
沿
い
に
家
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
高

校
生
の
こ
ろ
に
護
岸
工
事
を
し
て
以
降
に
建
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
豪
雨
の
際
も
、
護
岸

ま
で
水
が
来
た
も
の
の
店
は
大
丈
夫
で
し
た
。
護
岸

工
事
に
よ
っ
て
皆
、
安
心
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
い
ま
考
え
れ
ば
徐
々
に
川
底
が
上
が
っ
て
来

て
い
た
の
で
、
氾
濫
し
や
す
く
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、自
宅
の
裏
に
は
旧
道
や
石
垣
が
あ
る
の
で
、

そ
の
辺
り
ま
で
は
か
つ
て
水
が
来
た
こ
と
は
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
祖
父
・
祖
母
に
よ
る
と
、
詳

し
く
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
か
つ
て
安
家
で
洪
水

に
よ
り
人
が
死
ん
だ
り
橋
が
流
さ
れ
た
り
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
供
養
塔
を
建
て
る

こ
と
を
呼
び
か
け
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

【
そ
の
後
】

　
今
も
寝
て
い
る
と
不
安
で
「
ハ
ッ
」
と
目
が
覚
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
資
金
も
無
い
中
、
商
店
の
移

転
な
ど
の
め
ど
が
立
て
ば
も
う
少
し
落
ち
着
け
る
と

思
い
ま
す
。
大
変
で
も
、
商
店
を
開
け
れ
ば
誰
か
し

ら
来
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

で
心
が
休
ま
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
や
っ
て
い
け

ま
せ
ん
。（

平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日
　
聞
き
取
り
）

ある程度きれいになった店内　※写真提供：玉澤明徳

中の橋たもとの橋供養塔

コ ラ ム
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「伝承から見えること」　日蔭　中居仁太郎 安家地区

伝
承
か
ら
見
え
る
こ
と

日
蔭

　
　
　
　
　
　
　
中
居
仁
太
郎

 

︵
八
十
四
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
中
居
仁
太
郎

当
日
の
状
況
と
対
応

【
元
村
の
様
子
を
見
に
行
く
】

　
当
時
は
、
妹
と
二
人
暮
ら
し
で
し
た
。
十
八
時
ご

ろ
に
元
村
の
様
子
を
車
で
見
に
行
く
と
、
所
々
に
消

防
の
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
安
家

川
の
北
側
か
ら
対
岸
の
支
所
の
方
向
を
見
る
と
、
道

路
と
川
の
水
の
高
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
見
え
、
こ

れ
は
大
変
だ
と
思
い
慌
て
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
雨

は
激
し
く
降
り
続
け
、
自
宅
の
周
辺
も
沢
か
ら
水
が

流
れ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
川
か
ら

は
高
い
所
で
す
し
、
沢
水
が
直
撃
す
る
場
所
で
は
な

い
の
で
、
避
難
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
十
九
時
前
に
は
近
所
の
尻
高
バ
ス
停
周
辺
で
バ
ス

停
が
す
っ
か
り
埋
も
れ
る
ほ
ど
の
土
石
流
に
よ
り
、

県
道
が
通
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

【
足
止
め
さ
れ
た
知
人
が
家
に
避
難
】

　
そ
の
こ
ろ
、
安
家
か
ら
岩
泉
に
通
勤
し
て
い
る
知

人
が
二
人
、
別
々
に
「
家
さ
帰
れ
な
い
か
ら
こ
こ
で

休
ま
せ
て
け
ろ
」
と
家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
携
帯
電
話
で
家
に
電
話
す
る
と
、
家
が
商
店
を

営
ん
で
い
る
一
人
は
「
冷
蔵
庫
が
流
れ
そ
う
だ
」
と

い
う
状
況
で
し
た
。
も
う
一
人
は
「
前
の
家
が
流
れ

て
行
く
、
私
も
避
難
し
た
ら
い
い
か
」
と
奥
さ
ん
に

聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
す
で
に
夕
食
後
で
し
た
が
、
一
人
は
家

族
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
常
に
パ
ン
を
持
ち
歩
い
て
お

り
、
も
う
一
人
に
は
ち
ょ
う
ど
家
に
あ
っ
た
食
パ
ン

を
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
十
九
時
に
は
停
電
と
な
り
携
帯
電
話
も
通
じ
な
く

な
り
、
夜
は
仏
壇
か
ら
持
っ
て
来
た
ロ
ウ
ソ
ク
で
明

か
り
を
と
り
、
そ
の
二
人
も
こ
こ
で
一
夜
を
過
ご
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
お
む
ね
一
時
間
お
き
に
電

灯
を
持
っ
て
、
二
～
三
人
で
道
路
の
様
子
を
見
に
行

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
二
十
一
時
ご
ろ
に
は
多
少
は
水
の
勢
い
が
弱
ま
り

ま
し
た
が
、
長
靴
以
下
の
水
位
で
も
か
な
り
の
勢
い

で
水
が
流
れ
て
い
る
の
で
と
て
も
歩
け
る
状
態
で
は

な
く
、
朝
ま
で
は
移
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
夜
が
明
け
て
元
村
へ
】

　
翌
朝
に
は
何
と
か
水
が
だ
い
ぶ
引
い
た
の
で
、
三

人
で
歩
い
て
元
村
ま
で
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

途
中
、
川
沿
い
の
家
の
被
害
に
驚
き
ま
し
た
。
六
時

ご
ろ
に
安
家
洞
に
着
く
と
、
安
家
新
橋
に
流
木
が

引
っ
掛
か
り
、
道
路
に
も
流
木
が
あ
り
、「
安
家
が

壊
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
唖
然
と
し
ま
し
た
。
元
村
は

知
人
ば
か
り
で
す
が
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
知
っ
て
い

る
風
景
と
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

翌々日の尻高バス停付近（9 月 1 日 9 時 23 分）
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家
に
泊
ま
っ
た
人
の
う
ち
一
人
は
、
対
岸
に
住
ん

で
い
る
人
で
、
安
家
新
橋
が
通
れ
な
い
の
で
、
県
道

七
号
線
の
橋
を
渡
り
、
北
側
か
ら
ぐ
る
っ
と
迂
回
し

て
行
け
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
歩
い
て
い
く
の
は
大

変
で
す
。
ち
ょ
う
ど
元
村
で
近
く
に
い
た
六
十
代
の

知
人
に
軽
ト
ラ
で
送
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
家
に
泊
ま
っ
た
二
人
は
無
事
に
自
宅
に
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。二
人
と
も
自
宅
は
無
事
で
し
た
が
、

一
人
は
商
店
が
被
災
し
冷
蔵
庫
な
ど
が
流
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
上

に
、
家
の
周
辺
が
車
を
置
け
な
い
状
況
に
な
っ
た
た

め
に
車
を
移
動
で
き
ず
、
約
一
週
間
は
こ
こ
に
車
を

置
い
た
状
態
で
し
た
。
私
は
台
風
翌
日
の
そ
の
後
、

家
に
戻
っ
た
り
、
元
村
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
を

何
回
か
繰
り
返
し
ま
し
た
。

【
被
害
状
況
】

　
自
宅
に
は
被
害
は
な
く
、
停
電
も
数
日
で
回
復
し

ま
し
た
が
、
自
家
水
道
・
町
水
道
と
も
に
断
水
し
、

し
ば
ら
く
は
給
水
車
を
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
裏

の
野
菜
畑
は
泥
で
埋
ま
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

家
が
無
く
な
っ
た
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
被
害
の
う
ち

に
入
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
平
成
十
八
年
の
大
雨
】

　
私
は
平
成
十
八
年
の
大
雨
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、
私
は
民
生
委
員
だ
っ
た
の
で
、
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
に
皆
さ
ん
が
避
難
す
る
お
手
伝
い
も
し

ま
し
た
。そ
の
時
に
も
自
家
水
道
が
壊
れ
て
し
ま
い
、

三
日
後
に
よ
う
や
く
対
応
が
落
ち
着
い
て
自
宅
の
水

道
を
直
そ
う
と
し
て
い
た
時
に
、
倒
れ
て
心
筋
梗
塞

で
入
院
し
て
し
ま
っ
た
の
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

【
昔
の
大
洪
水
に
つ
い
て
】

　
正
確
な
場
所
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
高
須
賀
地
区

に
は
昔
の
大
洪
水
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
あ
る
よ
う
で

す
。
例
え
ば
大
洪
水
で
人
が
流
さ
れ
た
と
い
う
場
所

や
、「
逆
さ
松
」
と
い
う
伝
承
で
す
。
ま
た
、
江
川

で
は
家
が
建
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
う

い
っ
た
伝
承
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
昔
に
も
大

き
な
水
害
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、時
代
は
明
治
か
大
正
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

元
村
の
と
あ
る
お
宅
で
は
昔
の
台
風
の
時
、
水
が
引

い
た
ら
便
所
の
中
に
魚
が
泳
い
で
い
た
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
便
所
の
場
所
は
、
子
供
時
代
の

記
憶
が
う
っ
す
ら
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
水
が
来

た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
台
風
と
同
程
度

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
が
こ
う
し
た
大
き
な
台
風
の
第
一
回
目
で
は

な
い
と
思
う
べ
き
で
す
。
も
っ
と
各
部
落
で
、
高
齢

者
に
一
昔
前
の
話
を
聞
い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
安
家
で
も
各
家
々
な
ど
で
、
水
が
来
た
場
所
を

伝
え
る
印
を
残
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
　
聞
き
取
り
）

安家新橋を塞ぐ流木（9 月 1 日 11 時 28 分）
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避
難
所
へ
行
け
ず
高
台
へ

日
蔭

　
　
　
　
　
　
　
日
向
　
敏
江

 

︵
五
十
七
歳
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日
向
　
敏
江

「避難所へ行けず高台へ」　日蔭　日向敏江 安家地区

当
日
の
状
況

【
避
難
に
至
る
ま
で
】

　
私
は
当
時
、
保
育
士
と
し
て
地
区
の
保
育
園
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
台
風
接
近
に
よ
り
子
供

た
ち
は
登
園
せ
ず
、
昼
に
は
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の

時
点
で
の
雨
や
増
水
は
危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
異
変
を
感
じ
た
の
は
夕
方
で
す
。
川
沿
い
に
住
ん

で
い
る
の
で
常
に
川
を
見
て
い
る
と
、
い
つ
も
増
水

の
目
印
に
し
て
い
る
場
所
ま
で
水
が
到
達
し
ま
し

た
。
雨
も
激
し
く
、「
も
っ
と
増
え
て
く
る
な
、
こ

れ
は
危
険
だ
」
と
思
い
、
車
に
荷
物
を
積
ん
で
避
難

の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
夫
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
気
象
情
報
か
ら
、
雨
は

そ
う
長
く
は
続
か
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
避

難
に
は
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
川
を
見
て

納
得
し
ま
し
た
。

　
出
発
前
に
風
呂
に
入
り
、
軽
く
夕
食
も
食
べ
ま
し

た
。
避
難
所
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
行
こ
う
と
す

る
と
、
隣
の
家
の
人
が
ま
だ
家
に
お
り
、
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
ね
っ
と
で
「
も
う
行
く
よ
」
と
電
話
し
ま
し
た
。

時
間
は
十
七
時
ご
ろ
で
す
。

　
避
難
所
へ
行
く
と
思
う
と
あ
ま
り
貴
重
品
は
持
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
被
害
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
ド
ア
の
前
が
川
に
】

　
と
こ
ろ
が
、
気
付
け
ば
出
発
時
に
は
道
路
は
ひ
ざ

の
高
さ
ま
で
水
が
上
が
り
、
家
の
前
が
川
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
裏
の
安
家
川
の
方
ば
か
り

を
気
に
し
て
い
た
の
は
失
敗
で
し
た
。

　
家
は
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
大
丈
夫
で
し
た
が
、す
で
に
、

大
雨
の
時
に
よ
く
床
下
浸
水
に
な
る
隣
の
家
が
床
上

浸
水
の
状
態
で
し
た
。

　
事
前
に
夫
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず
つ
車
で
行
く
こ

と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
も
う
運
転
で
き
な
い

と
思
い
、
夫
の
運
転
で
一
緒
に
出
発
し
ま
し
た
。
し

か
し
道
路
が
途
中
、
水
と
流
木
に
よ
り
通
れ
ず
、
引

き
返
す
う
ち
に
も
水
が
増
え
、
動
け
な
く
な
り
そ
う

で
し
た
。
そ
こ
で
近
く
の
高
台
に
上
が
り
、
車
を
停

め
て
待
機
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
周
囲
の
皆
が
、

そ
の
時
に
危
な
い
と
思
っ
た
よ
う
で
、
他
の
車
も
あ

り
ま
し
た
し
、
隣
の
家
の
人
も
高
台
に
上
が
っ
た
よ

う
で
す
。
夫
は
す
ぐ
に
歩
い
て
戻
り
、
も
う
一
台
の

車
も
高
台
に
持
っ
て
来
ま
し
た
。

　
十
八
時
ご
ろ
に
眼
下
で
は
貯
木
場
の
丸
太
が
一
斉

に
流
れ
は
じ
め
、
近
隣
の
家
を
壊
し
、
流
さ
れ
る
家

も
見
え
ま
し
た
。
電
線
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
光
り
、「
ギ

ギ
ギ
」
と
す
ご
い
音
が
聞
こ
え
、
私
は
見
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雨
は
十
九
時
ご
ろ
に
は
小
降
り
に
な
り
、
そ
の
後

晴
れ
ま
し
た
。
夫
が
二
十
～
二
十
一
時
ご
ろ
に
藪
を

か
き
分
け
て
自
宅
の
様
子
を
見
に
行
く
と
、
ま
だ
水

の
流
れ
は
強
い
状
態
で
し
た
。
夜
は
と
て
も
眠
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

高台へ上がる道（後日撮影）
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翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
食
事
を
ど
う
す
る
か
】

　
翌
朝
、
下
り
て
行
く
と
家
の
周
囲
の
道
路
は
舗
装

が
壊
れ
、
か
ろ
う
じ
て
側
溝
が
残
っ
て
い
る
程
度
で

す
。
ま
だ
道
路
を
勢
い
よ
く
水
が
流
れ
、
気
を
付
け

て
渡
り
ま
し
た
。自
宅
の
水
は
引
い
て
い
た
も
の
の
、

前
に
大
量
の
土
砂
が
積
も
っ
て
い
た
の
で
、
板
を
敷

い
て
乗
り
越
え
て
、
戸
が
流
さ
れ
た
自
宅
に
入
り
ま

し
た
。
中
に
も
土
砂
が
入
り
、
冷
蔵
庫
は
ひ
っ
く
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。
後
ろ
の
小
屋
が
自
宅
に
引
っ
掛

か
か
り
、
車
庫
も
柱
が
折
れ
て
滅
茶
苦
茶
で
す
。

　
ま
ず
、
改
善
セ
ン
タ
ー
に
は
何
か
あ
る
だ
ろ
う
と

考
え
、
隣
の
家
の
人
と
高
台
を
回
っ
て
行
っ
て
み
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
朝
食
の
準
備
中
で
し
た
が
、
小
さ

な
鍋
で
少
量
ず
つ
ご
飯
を
炊
い
て
お
り
、
分
け
て
も

ら
う
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
が
あ
り
、
一
本
ず
つ
頂
い
て
戻
り
ま

し
た
。

　

お
腹
も
空
い
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
近
所
の
無
事

だ
っ
た
人
が
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
自
力
で
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
と
、
隣
の
小
屋
に
置
い
て
い
た
古
い
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
が
無
事
で
、
お
湯
を
沸
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
隣
の
家
か
ら
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
頂
い
た
り

し
て
、
少
し
ず
つ
何
と
か
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
は
二
階
で
生
活
す
る
こ
と
に
し
て
、
炊

事
は
外
の
屋
根
が
あ
る
所
で
行
い
ま
し
た
。
ひ
っ
く

り
返
っ
た
冷
蔵
庫
も
、
中
に
泥
は
入
ら
ず
、
味
噌
や

冷
凍
し
て
い
た
食
品
な
ど
、
あ
る
程
度
は
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
二
階
で
の
生
活
と
片
付
け
】

　
す
ぐ
に
片
付
け
も
始
め
、
ま
ず
は
台
所
か
ら
も
の

と
泥
を
出
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
一
階
に
あ
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
駄
目
に
な
り
、
使
え
る
も
の
は
テ
ー
ブ
ル

な
ど
一
部
で
す
。
夫
は
必
死
で
、
倒
れ
て
し
ま
い
そ

う
で
心
配
で
し
た
。
台
風
の
翌
々
日
ご
ろ
に
携
帯
電

話
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
複
数
の
知
人
に

「
こ
ん
な
状
態
で
す
。
長
靴
な
ど
、
こ
う
い
う
も
の

が
欲
し
い
の
で
買
っ
て
来
て
も
ら
え
な
い
か
な
」
と

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
久
慈
か
ら
安
家
支
所
ま
で
の
道
路
が
開
通
し
て
以

降
、知
人
の
皆
さ
ん
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
ほ
か
、

物
資
を
背
負
っ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
三
日
目
に
は
青
森
県
に
住
む
息
子
が
食

料
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
約
一
週
間
後
に
一
回
、
袋
に
詰
め
た
支
援

物
資
を
、私
た
ち
在
宅
者
も
頂
き
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー

に
物
資
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
の
は
、
何
度
か
湿
布

な
ど
を
探
し
に
行
っ
た
程
度
で
す
。
た
だ
、
二
回
目

の
台
風
が
来
た
九
月
五
日
に
は
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し

ま
し
た
。

　
片
付
け
作
業
は
、
近
所
の
人
や
親
せ
き
、
さ
ら
に

は
約
二
週
間
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
暑
く
て
砂
埃
も

ひ
ど
い
中
、
顔
も
洗
え
ず
、
日
焼
け
も
し
て
し
ま
う

状
況
で
し
た
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
当
初
、
水
は
近
所
の
自
家
水
道
が
あ
る
家
で
頂
き

ま
し
た
。
近
所
の
人
が
発
電
機
を
貸
し
て
く
れ
て
動

道路とは思えないような周囲の状況（9 月 1 日 10 時 27 分）
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か
せ
た
よ
う
で
、
避
難
所
や
周
辺
の
人
た
ち
が
そ
こ

か
ら
水
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
洗
濯
に
は
近
く
の

湧
水
も
活
用
し
ま
し
た
。

　
電
気
は
十
日
程
度
で
復
旧
し
、
自
宅
の
井
戸
か
ら

も
水
を
汲
み
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
近

所
の
人
が
水
を
汲
み
に
来
た
り
も
し
ま
し
た
。た
だ
、

電
柱
が
倒
れ
た
影
響
で
隣
の
家
の
停
電
の
復
旧
が
遅

れ
た
の
で
、
コ
ー
ド
を
隣
の
家
に
伸
ば
し
て
分
け
合

い
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
の
に
は
大
変
困
り
ま
し
た
。

当
初
は
セ
ン
タ
ー
や
近
所
に
借
り
に
行
っ
た
も
の
の
、

数
日
後
に
夫
に
「
も
う
無
理
、
限
界
」
と
伝
え
、
自

分
た
ち
で
穴
を
掘
り
、
夫
に
板
張
り
の
簡
易
ト
イ
レ

を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
男
性
は
ど
こ
で
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
性
は
目
隠
し
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
お
風
呂
は
東
京
の
人
が
携
帯
電
話
で
「
温

泉
ホ
テ
ル
で
風
呂
を
無
料
開
放
し
て
い
る
っ
て
よ
」
と

教
え
て
く
れ
た
の
で
、
入
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
新
山
根
温
泉
に
も
通
い
ま
し
た
。
道
路
は
悪
い
な

が
ら
、高
台
を
回
る
と
車
で
出
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
十
一
月
ご
ろ
に
は
寒
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
工
を

仕
事
に
し
て
い
る
夫
が
仮
の
扉
を
作
る
な
ど
し
て
風

を
防
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
は
年
末
ま
で
に

は
あ
る
程
度
き
れ
い
に
片
付
け
、
風
呂
も
入
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

【
保
育
園
の
状
況
・
仕
事
の
再
開
】

　
勤
務
先
の
保
育
園
の
状
況
は
、
九
月
一
日
に
見
に

行
き
ま
し
た
。
周
辺
は
ひ
ど
い
状
況
で
し
た
が
、
保

育
園
の
建
物
は
無
事
で
し
た
。
大
工
の
夫
は
仕
事
を

九
月
中
旬
か
ら
再
開
し
、
私
は
九
月
二
十
日
ご
ろ
に

再
開
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
を
早
く
開
け
て
欲
し
い
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
開
け
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
、
園
児
は
四
人
お
り
、
う
ち
二
人
の
家

族
は
温
泉
ホ
テ
ル
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
小
学
校

の
再
開
と
同
時
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
園
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
園
庭
は
泥
が
入
っ
た
の
で
当
初
は
使
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
直
せ
る
遊
具
は
直
し
、
鉄
棒
な
ど
使
え
な
い

も
の
は
撤
去
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
園
庭
の
土

砂
は
年
度
明
け
に
撤
去
し
、
地
区
民
運
動
会
に
間
に

合
わ
せ
て
復
旧
さ
れ
ま
し
た
。（
※
平
成
三
十
年
三

月
に
閉
園
）

振
り
返
っ
て

【
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
水
害
】

　
い
ま
住
ん
で
い
る
場
所
は
夫
と
同
じ
世
代
の
人
た

ち
か
ら
住
み
は
じ
め
た
場
所
で
、
も
っ
と
昔
か
ら
の

家
は
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
豪
雨
の
時
も
、
警
察
の
人
か
ら
「
逃

げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」と
言
わ
れ
て
避
難
を
し
ま
し
た
が
、

大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
道
路

を
水
が
流
れ
た
も
の
の
、
車
で
避
難
所
ま
で
行
け
る

程
度
で
し
た
し
、
家
の
近
く
に
水
が
ひ
た
ひ
た
と
た

ま
っ
た
り
、
場
所
に
よ
っ
て
道
路
が
え
ぐ
ら
れ
た
程

度
の
被
害
で
し
た
。
今
回
は
呼
び
か
け
で
は
な
く
、

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
で
避
難
の
情
報
は
知
り
ま
し
た

が
、
十
年
前
の
経
験
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で
大
き
な
被

害
を
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
平
成
二
十
九
年
八
月
十
七
日
　
聞
き
取
り
）

自然の猛威を感じさせられた貯木場周辺（9 月 1 日 10：32）
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川
の
そ
ば
で
の
生
活
は
夢
に

日
蔭

　
　
　
　
　
　
　
森
子
　
芳
和

 

︵
六
十
七
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
森
子
　
芳
和

当
日
の
状
況
と
対
応

【
異
常
な
雨
音
で
危
険
を
察
知
】

　
当
日
は
日
中
か
ら
、
自
宅
の
一
階
に
い
て
も
雨
音
が

非
常
に
大
き
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
十
四
時
ご
ろ
、
安

家
川
を
見
る
と
、
急
速
に
水
位
が
上
が
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。「
こ
れ
は
普
通
じ
ゃ
な
い
」
と
感
じ
は
じ
め
、

夕
方
に
は
一
階
の
荷
物
を
二
階
に
上
げ
、
川
の
近
く
に

止
め
て
い
た
車
を
上
の
方
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。

　
暗
く
な
る
こ
ろ
に
は
床
上
に
水
が
上
が
り
、
室
内

で
長
靴
を
履
い
た
ま
ま
大
事
な
も
の
を
避
難
さ
せ
ま

し
た
。
水
深
は
長
靴
ギ
リ
ギ
リ
の
深
さ
で
す
。
避
難

よ
り
も
、
少
し
で
も
荷
物
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

で
し
た
。
凄
ま
じ
い
雨
と
増
水
の
勢
い
で
、
近
所
の

人
た
ち
と
相
談
も
出
来
ず
、
時
計
を
見
る
余
裕
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
近
く
の
実
家
へ
避
難
】

　
徐
々
に
二
階
も
危
険
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
近

く
の
実
家
へ
の
避
難
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は

自
宅
の
す
ぐ
上
流
側
に
あ
る
橋
に
流
木
が
掛
か
っ
て

ダ
ム
状
に
な
り
、
道
路
を
車
が
流
れ
て
い
る
状
況
で

し
た
。

　
妻
と
二
人
で
外
に
出
る
と
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
自
宅
前
の
道
路
は
川
の
よ
う
に
な
り
、

長
靴
が
見
え
な
く
な
る
深
さ
で
し
た
。
道
路
は
平
ら

な
の
で
何
と
か
歩
け
た
も
の
の
、
懐
中
電
灯
を
つ
け

て
も
丸
太
や
様
々
な
障
害
物
が
足
に
当
た
り
ま
し
た
。

【
下
タ
さ
ん
を
救
助
】

　
雨
が
小
降
り
に
な
っ
た
こ
ろ
、
近
く
の
下
タ
さ
ん

の
家
が
流
さ
れ
た
の
に
気
付
き
、
様
子
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
雨
が
止
み
、
星
が
出
て
来
た
時
点
で
水
量

は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
雨
が

降
り
続
け
る
な
ら
、
母
も
連
れ
て
山
側
に
逃
げ
る
話

も
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
実
家
は
床
下
浸

水
で
済
み
ま
し
た
。

　
と
は
言
え
と
て
も
寝
て
い
ら
れ
ず
、
外
の
様
子
を

見
に
行
く
と
、
傾
い
た
家
の
二
階
か
ら
電
灯
の
光
が

見
え
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
電
灯
を
振
る
と
、
相
手
も

振
り
返
し
て
く
る
の
で
、
誰
か
い
る
の
が
分
か
り
ま

し
た
。
家
ご
と
流
さ
れ
て
、
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
合

図
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
実
家
か
ら
ハ
シ
ゴ
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
と

こ
ろ
、車
庫
が
長
靴
以
上
の
深
さ
に
浸
水
し
て
お
り
、

ハ
シ
ゴ
が
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
近
く
の
大
工
さ

ん
の
家
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
ハ
シ
ゴ
を
借
り
、
一
緒

に
こ
ち
ら
か
ら
窓
に
渡
し
て
助
け
出
し
ま
し
た
。
中

に
い
た
の
は
下
タ
ミ
ヨ
シ
さ
ん
と
い
う
女
性
で
、
一

人
で
家
に
い
た
そ
う
で
す
。
消
防
団
に
出
動
し
て
い

た
息
子
さ
ん
は
道
路
が
川
に
な
っ
て
し
ま
い
家
に
戻

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ま
ま
実
家
に
連
れ
て

行
き
、
一
晩
泊
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

台風直後、土台の下を水が流れ、大木が家に　※写真提供：森子芳和
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翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
・
変
わ
り
果
て
た
我
が
家
】

　
少
し
ば
か
り
仮
眠
を
し
、
夜
が
明
け
て
自
宅
の
様

子
を
見
よ
う
と
外
に
出
た
時
に
「
す
ご
い
、
こ
ん
な

こ
と
が
世
の
中
に
あ
る
べ
か
」
と
ぼ
う
然
と
し
ま
し

た
。
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
で
し
た
。
昨
日
ま
で
あ
っ

た
近
所
の
家
が
何
軒
も
流
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
自
宅
の
二
階
は
無
事
で
し
た
が
、
一
階
は
上
流
か

ら
流
れ
て
き
た
丸
太
に
壁
を
突
き
破
ら
れ
て
柱
も
折

れ
、や
や
傾
い
た
ひ
ど
い
状
況
で
し
た
。中
は
一
メ
ー

ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ま
で
水
が
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

一
階
の
冷
蔵
庫
や
タ
ン
ス
は
流
さ
れ
、
見
た
こ
と
も

無
い
他
人
の
家
財
道
具
が
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

長
靴
の
半
分
程
度
の
深
さ
ま
で
強
い
臭
い
の
泥
が
た

ま
り
、
川
の
水
も
油
や
泥
の
臭
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
周
囲
の
家
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

【
生
活
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

　
そ
の
後
は
自
宅
の
二
階
や
、
近
く
の
倉
庫
で
煮
炊

き
し
て
暮
ら
し
ま
し
た
。
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
避

難
所
に
泊
ま
っ
た
の
は
、
直
後
に
台
風
で
避
難
指
示

が
出
た
時
だ
け
で
、
早
く
自
立
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
か
っ
た
で
す
。

　
一
番
苦
労
し
た
の
は
水
の
確
保
で
す
。
電
気
は
発

電
機
で
確
保
で
き
た
も
の
の
、
水
道
が
止
ま
り
、
井

戸
の
あ
る
家
に
も
ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
家
で

は
発
電
機
に
よ
り
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
あ
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
川
の
汚
い
水
で
頭
を
洗
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
数
日
後
に
は
、
支
援
物
資
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

も
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
べ
も
の

は
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
支
援
物
資
の
パ
ン
や
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
を
頂
い
て
一
時
を
し
の
ぎ
、
そ
の
後
は

久
慈
方
面
へ
買
い
出
し
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
無

料
開
放
さ
れ
た
新
山
根
温
泉
の
風
呂
も
利
用
し
ま
し

た
。
安
家
か
ら
そ
ち
ら
に
避
難
し
た
方
も
い
た
よ
う

で
す
。
安
家
は
久
慈
と
つ
な
が
り
が
強
い
の
で
、
県

道
七
号
線
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

　
自
宅
の
固
定
電
話
は
完
全
に
不
通
に
な
り
ま
し
た

が
、
実
家
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
は
停
電
で
も
使
え
た

の
で
使
い
に
来
る
人
も
お
り
、
災
害
時
に
役
に
立
つ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
約
一
週
間
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
来
て
く

だ
さ
り
、
家
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
や
大
き
な
ゴ
ミ
の

片
付
け
、
泥
出
し
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
床
下
ま
で
き
れ
い
に
す
る
の
は
相
当
な
時
間
が

か
か
り
大
変
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々

が
近
所
の
被
災
し
た
産
直
の
建
物
に
事
務
所
を
置

き
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
三
千
人

も
の
人
が
来
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
年
末

に
は
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
・
振
り
返
り

【
川
の
そ
ば
で
の
生
活
は
夢
に
】

　
当
日
は
二
階
な
ら
大
丈
夫
と
考
え
た
人
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
思
い
返
せ
ば
対
岸
は
過
去
に

も
何
回
か
水
浸
し
に
な
り
ま
し
た
し
、
平
成
十
八
年

に
も
自
宅
前
ま
で
水
が
来
ま
し
た
。

　
以
前
は
川
の
そ
ば
で
の
生
活
が
良
い
と
思
っ
て
い

台所の状況　※写真提供：森子芳和
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災害を忘れない❹　大正 ₂ 年に東北地方を直撃していた台風

大正 2 年 8 月 27 日 14 時の天気図
資料：天気図（原典：気象庁，加工：国立情報学研究所「デジタル台風」）に、「続・
台風物語」（饒村曜 ,1993,日本気象協会）を参考とした台風位置情報を重ね合せた。

大正 2 年 8 月 27 日 14 時の天気図

ま
し
た
が
、
今
は
そ
う
思
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
暑

い
日
の
夕
涼
み
な
ど
、
良
い
こ
と
も
色
々
あ
り
ま
し

た
が
、
諦
め
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
河
川
改
修
工
事
で
立
ち
退
き
が
決
ま
り
ま
し
た
。

借
金
を
し
て
家
を
建
て
る
な
ら
、
便
利
な
場
所
に
移

る
こ
と
も
頭
に
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
か
ら
離
れ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
今
が
安
家
の
転
機
で
す
。
ど
の
程
度
人
が
残
り
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
ま
だ
先
が
見
え
て
い
な

い
気
が
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
　
聞
き
取
り
） 台風前の元村　※写真提供：森子芳和

大正 2 年 8 月 29 日　岩手日報紙面 演達書

コ ラ ム

　現在の気象観測体制となる以前、大正 2 年（191₃ 年）
8 月 2₇ 日から 28 日にかけて日本列島へ接近し、東北
地方太平洋側へ上陸していた台風がありました（饒村
曜氏 ,199₃）。関東から宮城・福島、岩手県内、下閉伊
郡内でも大きな被害があったことが同年 8 月 28 日以
降の「岩手日報」でも報じられています。9 月 11 日
の紙面では下閉伊郡の堤防 1₇ カ所が決壊・破損し、
道路被害は県内でも特に多い 46₇ カ所が流失及び埋
没・破損したとされます。
　岩泉町中島地区においては、今回の台風 10 号で被
災したお宅より当時の貴重な書類が見つかっていま
す。「演達書」といわれるもので、天皇より見舞金を
支給する旨が記載されたものです。限られた資料です
が、当時の岩泉町でも大きな被害があったことが伺わ
れます。
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自
給
の
大
切
さ
を
実
感

川
口

　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
　
肇は

じ
め

 

︵
八
十
一
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
　

「自給の大切さを実感」　川口　川口肇 安家地区

当
日
の
状
況

【
甥
た
ち
二
人
が
自
宅
に
避
難
】

　
当
日
は
自
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
十
八

時
ご
ろ
に
近
所
に
住
む
甥
っ
子
二
人
か
ら
「
泊
め
て

け
で
」
と
電
話
が
来
た
の
で
、
私
の
長
男
が
急
い
で

軽
ト
ラ
で
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
し
か
乗

せ
ら
れ
な
い
た
め
、ま
ず
兄
を
乗
せ
て
き
ま
し
た
が
、

弟
は
危
険
を
感
じ
た
よ
う
で
原
付
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

来
ま
し
た
。
間
も
な
く
水
が
あ
ふ
れ
て
通
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
弟
は
家
の
様
子
を
気
に
し
て「
行
く
な
」

と
言
っ
て
も
出
て
行
き
ま
し
た
。
県
道
沿
い
の
傾
斜

地
に
広
が
る
大
豆
畑
で
は
、
道
路
沿
い
で
水
深
一

メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
水
が
あ
り
、
水
を
避

け
て
畑
を
越
え
て
ゆ
く
の
が
見
え
ま
し
た
が
「
や
め

ろ
」
と
叫
び
、
呼
び
戻
し
ま
し
た
。

　
家
の
そ
の
付
近
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
に

山
林
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
土
砂
や
岩
が
県
道
ま
で

流
さ
れ
行
く
手
を
塞
い
で
い
た
の
で
、
と
て
も
行
け

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
薄
暗
く
な
っ
て
き
て
い
た
十
八
時
半
～
十
九
時
ご

ろ
、
安
家
川
を
木
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
根
元
の
石

な
ど
を
抱
い
た
ま
ま
流
れ
て
い
る
の
か
、
高
さ
二
十

五
～
三
十
メ
ー
ト
ル
の
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
が
立
っ
た

ま
ま
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
く
の
太
い
カ
ラ
マ
ツ

も
、
流
れ
て
来
た
瓦
礫
に
押
し
倒
さ
れ
て
流
さ
れ
ま

し
た
。後
日
、下
流
の
年
々
橋
に
行
く
と
、木
が
立
っ

た
ま
ま
引
っ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
も
水
量
が
増
え
た
の
は
夜
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。家
は
や
や
高
い
の
で
恐
怖
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

裏
山
か
ら
の
万
が
一
の
土
砂
崩
れ
を
警
戒
し
、
山
か

ら
遠
い
部
屋
で
休
み
ま
し
た
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
木

が
ガ
ン
ガ
ン
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
音
で
、
眠
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
電
灯
で
外
を
照
ら
す
と
、
か
な
り
の
水
深

が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
】

　
翌
朝
、
見
る
と
自
宅
の
裏
も
多
少
の
水
が
流
れ
た

よ
う
で
す
が
、自
宅
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
前
の
県
道
は
多
く
の
流
木
が
流
れ
込
み
、

太
い
木
が
三
本
、
自
宅
の
入
口
の
坂
に
も
流
れ
込
ん

で
き
て
い
ま
し
た
。
付
近
の
ゴ
ミ
集
積
所
は
、
番
線

で
つ
な
い
で
い
た
の
で
流
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
す
ぐ
近
所
に
も
建
物
を
所
有
し
て
お
り
、

以
前
事
務
所
と
し
て
貸
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら

は
床
上
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
付
近
の
川
沿
い
に
も
山
林
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
植
林
し
て
二
十
年
以
上
に
な
る
杉
や
カ
ラ

マ
ツ
の
木
を
、
面
積
で
約
十
ア
ー
ル
以
上
、
根
っ
こ

家の入口の坂の途中まで水が上がった（8 月 31 日）　※写真提供：川口肇
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ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
水
は
豊
富
で
も
食
料
が
買
え
ず
】

　
私
は
水
道
組
合
に
加
入
せ
ず
、
石
灰
岩
の
間
か
ら

湧
く
湧
水
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
台
風
で

パ
イ
プ
が
壊
れ
、
数
日
後
に
応
急
処
置
を
す
る
ま
で

汲
ん
で
使
い
ま
し
た
。
水
量
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
が
濁
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
台
所
の
ガ
ス
も
何
と
か
あ
り
、
薪
も
流
さ
れ
ず
沢

山
残
り
ま
し
た
が
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
買
い
も
の

に
行
け
ず
、
肝
心
の
米
が
足
り
ず
に
大
変
で
し
た
。

昔
で
あ
れ
ば
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
ム
ギ
な
ど
を
自
給
し
て

穀
物
収
納
庫
の
「
せ
い
ろ
」
に
し
ま
っ
て
あ
り
、「
水

バ
ッ
タ
」
や
「
カ
ラ
ウ
ス
」
な
ど
の
道
具
で
精
白
す

れ
ば
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
雪
な

ど
で
一
～
二
週
間
、
閉
じ
込
め
ら
れ
て
も
、
あ
ま
り

食
べ
も
の
に
は
困
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
は
作
る
の

を
止
め
た
の
で
、
米
を
買
っ
て
来
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
冬
な
ら
米
を
買
い
置
き
し
て
い
ま
す
が
、
夏
は

孤
立
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
電
柱
が
軒
並
み
倒
れ
、
電
気
や
固
定
・

携
帯
電
話
も
十
日
間
使
え
ず
、
安
家
地
区
内
に
住
む

親
せ
き
と
の
連
絡
手
段
、
情
報
を
得
る
手
段
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
台
風
か
ら
三
～
四
日
後
に

報
道
機
関
の
方
が
新
聞
を
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
見

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

【
久
慈
市
へ
の
林
道
が
開
通
】

　
十
日
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
久
慈
市
山
根
町
へ
通
じ
る

半
城
子
線
と
い
う
林
道
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
廃
道
状
態
の
道
へ
、
森
林
管
理
署
で
砂

利
を
敷
い
て
く
れ
て
、
何
と
か
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
車
高

の
あ
る
車
で
あ
れ
ば
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
久
慈
市
も
台
風
で
被
害
を
受
け
、
物

資
が
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
息
子
が
買
い
も
の

に
行
き
ま
し
た
が
、
米
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

十
キ
ロ
の
米
一
袋
だ
け
購
入
出
来
ま
し
た
。

　
徐
々
に
支
援
物
資
を
頂
く
よ
う
に
な
り
、
水
な
ど

を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
泉
の
消
防
団
の

方
が
半
城
子
線
経
由
で
米
も
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
一
方
で
県
道
の
開
通
に
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
床
上
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
建
物
に
つ
い
て
は
、
息

子
た
ち
が
畳
を
起
こ
し
ま
し
た
。
二
人
で
持
っ
て
も

大
変
な
重
さ
で
す
が
、
三
十
二
枚
を
廃
棄
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
停
電
が
復
旧
し
た
後
も
、
応
急
復
旧
の
た

め
、
電
圧
の
関
係
で
し
ば
ら
く
は
節
電
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
設
備
が
整
い
、
節
電
を
終
了
し
た
の
は
最

近
の
こ
と
で
す
。

【
近
隣
の
状
況
】

　
当
初
は
移
動
も
ま
ま
な
ら
ず
、
周
囲
の
状
況
も
あ

ま
り
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
隣
で
も
水
や
土
砂

が
入
っ
た
家
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
変
な
話
で
す

が
近
隣
は
若
い
世
代
が
町
外
に
出
て
空
き
家
が
多

か
っ
た
の
で
、
逆
に
人
的
被
害
の
心
配
は
少
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
行
政
連
絡
員
を
三
十
二
年
務
め
ま
し
た
が
、

当
初
は
十
七
戸
あ
っ
た
家
も
、現
在
で
は
六
戸
で
す
。

一
人
や
二
人
暮
ら
し
の
家
が
多
く
、
私
よ
り
少
し
若

い
人
も
い
ま
す
が
、
以
前
と
比
べ
て
協
力
し
合
う
の

が
大
変
に
な
り
ま
し
た
。

床上浸水した建物の被災状況（8 月 31 日）　※写真提供：川口肇
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振
り
返
っ
て

【
平
成
十
八
年
豪
雨
の
こ
と
】

　
か
つ
て
の
災
害
で
は
、
平
成
十
八
年
の
豪
雨
が
記

憶
に
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
私
と
妻
は
結
婚
五
十
周

年
で
、
町
内
の
ホ
テ
ル
で
合
同
金
婚
式
が
あ
り
お
祝

い
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
す
で
に
停

電
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
元
村
ま
で
戻
る
と
安
家
小
学
校
の
前
に

警
察
と
消
防
の
人
た
ち
が
お
り
、
県
道
は
通
行
止
め

と
言
わ
れ
た
の
で
久
慈
市
の
親
せ
き
宅
に
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
途
中
、
久
慈
市
山
根
町
の
県
道
沿
い

の「
こ
う
も
り
穴
」か
ら
水
が
勢
い
よ
く
出
て
お
り
、

勢
い
を
つ
け
て
通
過
し
ま
し
た
。
久
慈
市
中
心
部
も

鉄
道
の
ガ
ー
ド
下
が
冠
水
し
て
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
結
局
、
帰
宅
し
た
の
は
翌
日
の
夕
方
で
、
そ
の
時

点
で
も
自
宅
よ
り
下
流
側
の
県
道
は
通
行
止
め
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
自
宅
の
近
隣
で
は
道
路
に
水
が
上

が
っ
た
よ
う
で
、
電
柱
も
倒
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
か

つ
て
は
対
岸
の
川
岸
で
畑
を
耕
し
て
い
ま
し
た
が
、

安
家
川
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
フ
レ
ー
ム
を
つ
な
い
で

橋
を
渡
し
て
お
り
、
そ
れ
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

【
曽
祖
父
か
ら
の
言
い
伝
え
】

　
曽
祖
父
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、
お
よ
そ
百
五
十

年
前
に
も
山
津
波（
土
石
流
）が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
山
に
い
て
も
油
断
さ
れ
ね
ぇ
ん
だ
」「
海
岸
で
な
く

て
も
、
山
に
い
た
か
ら
っ
て
安
心
し
て
ら
れ
ね
ぇ
ん

だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
山
津
波
が
発
生
し
た
私
の
山
に
は
今
、
く

ぼ
地
が
出
来
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
土
や
木
の
葉

が
た
ま
っ
て
森
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
そ

れ
が
流
れ
ま
し
た
。
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
十

メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
っ
て
崩
れ
、
大
き
な
岩
の
間

か
ら
流
れ
出
た
の
で
す
。
今
は
ザ
ラ
ザ
ラ
の
固
い
山

肌
が
露
出
し
て
お
り
、木
も
何
も
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
山
津
波
は
経
験
が
な
く
て
驚
き
ま
し
た

が
、
言
い
伝
え
は
聞
い
て
い
た
の
で
「
こ
れ
の
こ
と

を
言
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
話
を
若
い
人
に
話
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
で
様
々
な
情
報
を
入
手
し
て

い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
ま
ー
た
こ
り
ゃ
始
ま
っ

た
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
私
も
遠
慮
し
て
話
し

ま
せ
ん
。

【
自
給
の
大
切
さ
】

　
農
家
に
と
っ
て
味
噌
は
一
番
大
切
だ
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
り
ま
す
。
味
噌
さ
え
あ
れ
ば
、
山
菜
の
ウ

ル
イ
な
ど
、
自
然
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
出
来
ま

す
か
ら
。
ヒ
エ
な
ど
を
作
る
の
を
止
め
て
か
ら
は
十

年
以
上
経
つ
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
も
多
少
の
大
豆

や
野
菜
、
そ
し
て
味
噌
は
作
っ
て
い
ま
す
。
災
害
に

備
え
て
の
蓄
え
が
あ
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
戦
時
中
か
ら
終
戦
後
を
見
て
き
た
の
で
、
い
ま

の
世
界
情
勢
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
今
は
各
国
と
貿

易
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
で
改
め
て
自
給
自
足
や
農

業
の
大
切
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
　
聞
き
取
り
）

対岸の畑（植林地）のなぎ倒された木（9 月 1 日）　※写真提供：川口肇
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協
力
し
て
水
道・道
路
復
旧

上か
み
う
げ
い

有
芸

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
精
一

 

︵
六
十
六
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
精
一

当
日
の
状
況

【
夕
方
か
ら
一
気
に
水
が
出
て
来
た
】

　
私
は
郵
便
局
の
集
配
請
負
の
仕
事
を
し
て
お
り
、

当
日
は
十
三
時
半
ご
ろ
に
帰
宅
し
ま
し
た
。
日
中
の

雨
は
驚
く
ほ
ど
で
は
な
く
、
通
常
ど
お
り
配
達
も
出

来
ま
し
た
が
、川
の
水
量
は
か
な
り
増
え
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
に
な
る
と
一
気
に
水
が
出
て
き
ま
し
た
。
隣

の
家
の
人
は
「
な
ど
す
っ
ぺ
」（
ど
う
し
よ
う
か
）

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
「
な
に
、
は
ぁ
こ
う
い
う
状

況
だ
か
ら
、
ど
こ
さ
も
行
か
れ
ね
ぇ
か
ら
、
動
か
な

い
で
そ
の
ま
ま
家
に
い
ろ
」
と
伝
え
ま
し
た
。
避
難

所
は
有
芸
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
す
で
に
川

が
ダ
ム
を
放
水
し
た
よ
う
な
状
態
で
橋
の
上
も
流
れ

て
お
り
、
下
手
に
避
難
し
て
事
故
に
遭
っ
て
は
元
も

子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
家
も
若
干
、
高
台
な
の
で
大
丈

「協力して水道・道路復旧」　上有芸　佐々木精一 有芸地区

夫
と
考
え
ま
し
た
。

　
災
害
に
な
る
前
に
避
難
の
話
題
が
出
な
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
た
き
り
の
お
婆
さ
ん
が
い

る
家
で
は
、
車
椅
子
を
借
り
て
二
晩
ほ
ど
改
善
セ
ン

タ
ー
に
避
難
し
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
水

が
出
て
き
て
か
ら
危
険
を
感
じ
、
避
難
し
よ
う
と
し

た
人
も
い
ま
し
た
が
、
橋
を
越
え
ら
れ
ず
に
戻
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
自
宅
が
も
し
安
全
と
な
れ
ば
、
そ

こ
に
い
る
の
が
一
番
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

翌
日
以
降
の
状
況
と
対
応

【
道
路
が
各
所
で
寸
断
】

　
夜
が
明
け
て
、
自
宅
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
近
所
の
川
沿
い
の
家
で
は
、
川
か

ら
道
路
に
あ
ふ
れ
た
水
も
流
れ
込
み
、
床
上
浸
水
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
床
も
ブ
ヨ
ブ
ヨ
で
す
し
、
車

も
二
台
壊
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
そ
の
家
の
人
た

ち
は
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　
道
路
が
各
所
で
寸
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
岩
泉
方

面
は
乙
茂
橋
で
決
壊
し
ま
し
た
し
、
そ
こ
ま
で
の
間

も
、
当
初
は
車
で
行
け
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
郵

便
配
達
も
一
週
間
ほ
ど
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
近
く
の
橋
の
上
に
残
っ
た
流
木
を
ト
ラ
ク

タ
ー
や
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
避
け
な
い
と
通
れ
な
い

状
態
で
し
た
。

【
民
生
委
員
と
し
て
巡
回
】

　
民
生
委
員
を
務
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
は
地
域

を
巡
回
し
て
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
行
く
と
途
中
で
一
回
パ
ン
ク
し
て

「
あ
り
ゃ
ー
ヤ
バ
イ
」
と
出
直
し
ま
し
た
。
有
芸
支

所
か
ら
県
道
を
下
っ
て
下
有
芸
バ
ス
停
の
手
前
で

も
、
沢
が
「
ダ
ッ
ー
」
と
出
て
き
て
、
車
が
通
れ
ま

せ
ん
。
た
ま
た
ま
道
路
を
舗
装
す
る
業
者
の
人
た
ち

が
お
り
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
人
た

除雪用ローダによる土砂除けが行われた（9 月 1 日）
※写真提供：佐々木精一
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ち
が
土
砂
の
除
去
を
始
め
ま
し
た
。
あ
と
は
除
雪
用

の
ロ
ー
ダ
ー
が
あ
り
運
転
手
も
い
た
の
で
、
片
付
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
見
て
歩
い
て
、
唖
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
普

段
は
水
が
本
当
に
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
し
か
出
て
い
な

い
所
か
ら
、
水
が
激
し
く
流
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

か
小
さ
な
沢
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
土
石
流
が
流
れ
出

し
、
道
路
や
橋
な
ど
を
壊
す
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
橋
が
高
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
良
い
の
で
す
が
、
低

い
と
こ
ろ
は
水
が
橋
を
越
え
た
ほ
か
、
流
木
も
引
っ

掛
か
る
の
で
余
計
に
ひ
ど
い
で
す
。
途
中
、
地
域
の

方
々
は
「
死
ぬ
か
と
思
っ
た
」「
こ
り
ゃ
、
大
変
な

こ
と
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
九
月
一
日
ご
ろ
に
は
下
流
の
猿
沢
に
も

私
が
郵
便
配
達
を
し
て
い
る
家
が
あ
り
、
様
子
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
家
の
町
外
の
親
せ
き
も
様
子

を
見
に
行
こ
う
と
し
た
よ
う
で
す
が
、
土
石
流
で
来

ら
れ
ず
帰
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
に
、
私
が
そ
の

家
に
行
く
と
、「
連
絡
し
た
く
て
も
電
話
も
通
じ
な

い
し
、
ど
う
し
よ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
場

で
携
帯
電
話
を
貸
し
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
配

達
さ
ん
が
い
ま
来
て
、
電
話
貸
し
て
く
れ
た
」「
元

気
だ
か
ら
ね
ー
」
っ
て
。

　
こ
う
い
う
様
子
を
見
れ
ば
、
行
っ
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
町
中
心
部
か
ら
の
安
否
確
認
な
ど
は
、

も
う
自
分
た
ち
も
大
変
な
状
況
で
し
ょ
う
か
ら
、
来

ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
家
は
気
に
な
り
、
巡
回
し
ま
し
た
。
暑

い
中
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
を
見
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
の
薬
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

【
協
力
し
て
の
水
道
工
事
・
道
路
工
事
】

　
あ
わ
せ
て
三
十
一
日
か
ら
は
近
所
の
人
た
ち
に
声

を
か
け
て
水
道
・
土
木
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

は
水
が
無
い
と
大
変
な
の
で
、
九
月
一
日
の
午
前
中

ま
で
は
主
に
断
水
と
な
っ
た
町
水
道
の
掃
除
で
す
。

人
数
は
四
人
で
、
中
学
生
も
一
人
参
加
し
て
水
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
下
水
を
電
気
で
汲
み
上

げ
て
い
ま
し
た
が
、
停
電
に
な
っ
て
も
、
自
家
発
電

で
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
日
の
午
後
か
ら
は
、
道
路
が
寸
断
さ
れ

て
い
た
水
堀
方
面
を
中
心
に
土
方
作
業
に
行
き
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
た
め
に
餌
を
届
け
る
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
を
至
急
通
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
電
気
も
通
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

道
路
が
出
来
な
い
と
作
業
車
が
行
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
復
旧
作
業
の
応
援
は
そ
の
時
点
で
は
来
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
で
、
水
堀
ま
で
の
道
路
は
ほ
ぼ
地
域
住
民

で
応
急
措
置
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
番
重
要
か
つ

大
変
な
作
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
林
業
に
携
わ
っ
て
お
り
バ
ッ
ク

ホ
ー
を
使
い
慣
れ
て
い
る
人
や
、
運
送
会
社
で
働
い

て
い
る
人
、
さ
ら
に
大
型
ダ
ン
プ
の
運
転
手
な
ど
、

様
々
な
技
術
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
協
力

し
合
い
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
水
堀
に
バ
ッ
ク
ホ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
を

借
り
た
ほ
か
、
各
農
家
の
二
ト
ン
ダ
ン
プ
車
を
借
り

て
き
ま
し
た
。
ま
ず
土
を
持
っ
て
来
て
、
壊
れ
た
道

路
に
上
の
方
か
ら
敷
い
て
、
二
日
半
ほ
ど
か
け
て
、

か
ろ
う
じ
て
水
堀
へ
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
次
に
、
雨
が
降
っ
た
時
の
た
め
に
、
ダ
ン
プ
四

台
で
猿
沢
か
ら
砂
利
を
持
っ
て
来
て
、
土
の
上
に
敷

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
有
芸
の
真
砂
土
も
使
い
ま
し

道路のヒューム管がむき出しに、農家に車が出入りできず
（9 月 2 日）※写真提供：佐々木精一
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た
。

　
有
芸
支
所
周
辺
で
電
気
が
復
旧
し
て
も
、
水
堀
は

全
然
点
き
ま
せ
ん
。
電
力
関
係
の
人
た
ち
が
「
三
日

の
う
ち
に
何
と
か
電
気
を
通
す
た
め
に
、
い
ま
工
事

車
両
が
行
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
の
で
、

メ
ン
バ
ー
に
は
十
九
時
近
く
ま
で
頑
張
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
人
数
は
八
人
～
多
い
時
は
十
数
人
で
協
力

し
合
い
ま
し
た
。
結
局
、
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
自

分
た
ち
が
困
る
よ
う
な
状
態
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
応
急
措
置
が
終
わ
る
ま
で
も
、
た
く
さ
ん
の
家
畜

が
い
る
の
で
、
餌
を
紙
袋
に
詰
め
た
も
の
を
車
が
行

け
る
所
ま
で
積
ん
で
来
て
、
そ
の
先
道
路
が
壊
れ
た

区
間
の
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
人
力
で
担
ぎ
、
ま
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
農
家
に
届
け
る
と
い
う
作
業

も
あ
り
ま
し
た
。

【
知
っ
て
い
る
人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
】

　
一
連
の
作
業
に
私
も
参
加
し
た
り
、
時
に
は
指
揮

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
皆
知
っ
て
い
る
人
た
ち
な
の

で
声
を
か
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大

変
な
状
況
な
の
で
す
が
、
技
術
を
持
っ
た
人
た
ち
が

ま
と
ま
る
こ
と
で
、
様
々
な
こ
と
が
出
来
ま
す
。
普

段
か
ら
声
を
掛
け
あ
っ
て
い
る
地
域
な
の
で
、
困
っ

て
い
る
人
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
出
来
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
人
ご
と
で
は
な
く
自
分
の
こ
と
と
思
っ
て
、
み

ん
な
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
簡
単
に
ま
と
ま
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
お
ら
ぁ（
驚
き
）ま
た
今
日
も
か
」「
こ
え
ー
な
ー
」

（
疲
れ
た
な
）
と
言
う
声
も
出
ま
し
た
が
、
途
中
で

止
め
る
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

　
作
業
中
、
け
が
人
が
出
る
と
大
変
で
す
。
稼
ぐ
時

に
「
け
が
し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
れ
」
と
、
土

方
仕
事
の
親
方
が
言
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
か
ら

始
め
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
、
う
ま
く
出
来
上
が
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

　
様
々
な
現
場
を
見
る
に
つ
れ
て
一
層
、
被
害
の
大

き
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
水
堀
で
は
あ
ふ
れ
た

沢
水
が
大
量
に
簡
易
牛
舎
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。
水
堀
や
松
屋
敷
で
は
家
の
近
く
や
庭
に
大

量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
家
も
あ
り
、
私
も
行
っ
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
除
去
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
の
下
に
沢
水
を
流
す
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
入
っ
て
い

た
よ
う
な
場
所
で
は
、
上
を
水
が
流
れ
て
道
路
が
破

壊
さ
れ
た
場
所
も
あ
り
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
仮
設
の
道

路
を
作
る
作
業
も
あ
り
ま
し
た
。

【
生
活
の
状
況
】

　
断
水
に
よ
り
水
が
無
い
家
は
大
変
で
し
た
が
、
沢

水
を
使
え
る
家
や
、
手
押
し
ポ
ン
プ
井
戸
を
持
っ
て

い
る
人
は
ま
だ
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な

水
の
確
保
は
重
要
で
す
。
台
風
後
、
私
も
一
回
、
水

を
も
ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
そ
の
時
に
焼

酎
の
空
き
ボ
ト
ル
は
役
立
ち
ま
す
。
震
災
の
時
も
そ

う
で
し
た
。

　
救
援
物
資
は
来
た
も
の
の
、
な
か
な
か
回
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
水
堀
に
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
物
資
が
届

き
ま
し
た
。

　
電
話
に
関
し
て
は
、
九
月
一
日
ご
ろ
に
は
電
源
車

が
来
て
、
携
帯
電
話
の
中
継
塔
が
あ
る
毛
無
森
に
送

電
さ
れ
た
の
で
、
震
災
の
時
と
は
違
い
、
携
帯
電
話

は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
と
は
、
透
析
を
受
け
て
い
る
人
が
透
析
に
行
け

道路復旧工事中（9 月 4 日）※写真提供：佐々木精一
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コ ラ ム
インターネットで川の水位を確認する

　インターネット上では岩泉町内の河川の水位情報や上流部の雨量計のデータが
提供されており、大雨などの際に活用出来ます。

（※いわゆるガラケーには非対応のサービスあり）

1.　岩手県 河川情報システム　検索　http://kasen.pref.iwate.jp/
水位計：小本川（穴沢・赤鹿）と安家川（日蔭）
雨量計：岩泉地区 【岩泉（中家）・小本（中島長内）・山岸（門）・種倉（釜津田）・鈴峠（安家大坂本）】
　　　　宮古地区 【サクドガ森（岩泉町上外山　宮古市境）・峠ノ神山（宮古市和井内　岩泉町境付近）
　　　　久慈地区 【野辺山（田野畑村長根　岩泉町境）】

2.　川の水位情報　検索　https://k.river.go.jp/
通 常 の 水 位 計：小本川（赤鹿）
危機管理型水位計：小本川【乙茂（ふれあい橋）】、大川【釜津田（唐地橋・館 1 号橋）】、
　　　　　　　　　清水川【岩泉（神成橋）】、長内川【小本（新長内橋）】
　※危機管理型水位計は水位上昇時に 2～ 10 分間隔で観測するものです。
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画像イメージ

ず
に
体
調
が
悪
化
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
有
芸
小
学

校
か
ら
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
保
健
師
の
人
が
偶
然
に
も
有
芸
に
い
た
の

は
助
か
り
ま
し
た
。
非
常
時
に
は
待
っ
て
い
て
も
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
自
分
た
ち
で
自

分
た
ち
を
守
る
こ
と
を
よ
り
一
層
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

【
仕
事
の
再
開
】

　
私
が
郵
便
配
達
の
仕
事
を
再
開
で
き
た
の
は
、
台

風
か
ら
約
一
週
間
後
で
し
た
。
乙
茂
橋
は
開
通
し
た

も
の
の
、
乙
茂
か
ら
岩
泉
方
面
の
国
道
が
ま
だ
通
行

止
め
の
た
め
、
田
野
畑
村
・
室
場
・
龍
泉
洞
を
経
由

し
て
大
回
り
で
普
段
の
倍
の
時
間
を
か
け
て
岩
泉
郵

便
局
に
行
き
ま
し
た
。
郵
便
物
を
受
け
取
り
、
ま
た

グ
ル
ー
っ
と
戻
っ
て
来
て
、
と
い
う
そ
の
ル
ー
ト
を

一
日
二
回
通
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
郵
便
配
達
で
も
、
声
を
か
け
な
が
ら
廻
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
け
が
を
し
た
人
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
が
一
番
良
か
っ
た
で
す
。

振
り
返
っ
て

【
過
去
の
災
害
と
今
後
の
課
題
】

　
過
去
に
も
ア
イ
オ
ン
台
風
や
様
々
な
災
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
台
風
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ

ん
。
教
訓
と
し
て
、
や
は
り
指
定
避
難
所
の
ほ
か
に

も
安
全
に
避
難
で
き
る
場
所
や
ヘ
リ
の
着
陸
で
き
る

場
所
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
有
芸
の
場
合
、
肘
葛
だ
と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
が
避
難
所
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は
そ
こ
へ

行
く
橋
が
洪
水
時
に
最
も
危
険
な
場
所
で
す
。
そ
し

て
、
山
津
波
の
脅
威
を
知
る
と
、
家
を
建
て
る
場
所

も
ど
こ
で
も
良
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

「協力して水道・道路復旧」　上有芸　佐々木精一有芸地区

乙茂橋通行可能に（9 月 5 日）※写真提供：佐々木精一
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「言い伝えは本当だった」　栃の木　工藤幸雄 有芸地区

言
い
伝
え
は
本
当
だ
っ
た

栃
の
木

　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
幸
雄

 

︵
六
十
六
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
幸
雄

当
日
の
状
況

【
川
か
ら
石
が
流
れ
る
音
】

　
当
日
は
家
族
と
自
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
母

は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
、
息
子
は
消
防
で
一
日
中
巡
回

を
し
て
い
ま
し
た
。
消
防
の
人
た
ち
は
巡
回
し
な
が

ら
声
掛
け
を
し
て
お
り
、
三
人
ほ
ど
、
松
屋
敷
な
ど

の
大
雨
で
危
な
そ
う
な
家
の
人
を
説
得
し
て
栃
の
木

皆
の
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て
き
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
結
構
な
雨
が
降
っ
た
の
で
、
い
つ
も
と
違

う
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
午
後
は
さ
ら
に
雨
が
強
ま

り
、
カ
ッ
パ
を
着
て
自
宅
の
周
り
の
水
切
り
を
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
屋
敷
川
か
ら
石
が
流
れ
る

音
が
「
グ
ル
グ
ル
グ
ル
グ
ル
」
と
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
夕
方
ご
ろ
、
沢
水
が
流
れ
る
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
詰
ま

り
、
家
の
周
辺
が
水
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。水
を
流
す
Ｕ
字
溝
か
ら
も
水
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

蓋
を
取
っ
て
水
の
道
を
い
く
ら
か
で
も
作
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
す
で
に
暗
く
な
っ
て
お
り
、
妻
に
電
灯

を
持
っ
て
も
ら
い
、
私
は
カ
ナ
ヅ
チ
を
持
っ
て
蓋
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。家
は
浸
水
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

ど
ん
ど
ん
水
が
来
る
の
で
心
配
で
し
た
。

【
川
が
あ
ふ
れ
た
】

　
そ
の
う
ち
に
、
川
が
少
し
上
流
の
カ
ー
ブ
か
ら
あ

ふ
れ
た
よ
う
で
、
水
が
農
地
か
ら
牛
舎
に
流
れ
込
み

ま
し
た
。「
あ
ー
ロ
ー
ル
流
れ
る
ぞ
ー
」
と
妻
に
言

わ
れ
て
、
気
が
付
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
周

り
が
海
の
よ
う
に
な
り
驚
き
ま
し
た
。
百
個
ほ
ど
積

ん
で
い
た
牛
の
餌
の
牧
草
ロ
ー
ル
が
浮
い
て
、
か
な

り
の
数
が
川
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
牛
舎
は

長
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

一
面
が
水
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
牛
舎
に
お
よ
そ
三
十
頭
の
黒
毛
和
牛
が
い

ま
し
た
。
牛
も
驚
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
暴
れ
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
水
深
は
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
だ
っ
た

の
で
、
牛
は
か
え
っ
て
涼
し
く
て
気
持
ち
良
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
は
言
え
、
牛
舎
に
泥
水
を
入
れ
た
く
な
か
っ
た

の
で
、
土
の
う
代
わ
り
に
牧
草
ロ
ー
ル
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
牛
舎
に
押
し
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
妻
に

「
や
め
ろ
ー
や
め
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
宮
古
に

住
む
娘
か
ら
も
電
話
で「
危
な
い
の
で
止
め
さ
せ
ろ
」

と
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
暗
い
中
、
ど
こ
に
穴
が

あ
る
の
か
も
見
え
な
い
状
態
で
し
た
か
ら
、
考
え
れ

ば
危
険
で
し
た
が
、
そ
の
時
は
「
こ
れ
で
も
っ
と
水

が
増
え
た
ら
ど
う
す
っ
ぺ
」と
真
剣
で
し
た
。
た
だ
、

結
局
牧
草
ロ
ー
ル
は
軽
く
て
流
れ
て
し
ま
う
の
で
、

あ
ま
り
上
手
く
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
雨
も
止
み
、
二
十
時
ご
ろ
に
は
星
空

と
な
り
、す
ぐ
に
水
も
引
い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

夜
の
う
ち
に
牛
舎
の
泥
と
水
を
か
く
と
、
牛
は
寝
て

普段は穏やかな川が暴れた（後日撮影）
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し
ま
い
ま
し
た
。
自
宅
は
停
電
で
し
た
が
、
発
電
機

を
持
っ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
し
た
。
我
が
家
に
は

孫
が
六
人
お
り
、
停
電
に
な
る
と
騒
ぐ
の
で
普
段
か

ら
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
水
が
来
る
と
は
朝
の
時
点
で
は
頭
に
な

く
、
避
難
は
全
く
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
宅
は
私

の
祖
父
が
二
歳
の
時
に
建
て
た
と
い
う
築
百
年
以
上

の
古
い
も
の
で
す
が
、
水
が
多
少
来
て
も
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
牛
舎
は
少
し
低

い
所
に
あ
る
た
め
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
対
応
し
て

い
る
最
中
に
他
の
家
か
ら
も
応
援
要
請
が
あ
り
ま
し

た
が
、
手
伝
い
た
く
て
も
動
け
な
い
よ
う
な
状
況
で

し
た
。

　
ち
な
み
に
、
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち

は
、
夜
は
泊
ま
ら
ず
に
自
宅
に
帰
り
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
被
害
状
況
と
そ
の
後
】

　
翌
朝
、
周
囲
を
見
て
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も
水

が
来
た
ん
だ
な
」
と
驚
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
庭
に
開

い
て
い
た
穴
を
埋
め
る
作
業
の
ほ
か
、
流
さ
れ
ず
に

残
っ
た
牧
草
ロ
ー
ル
を
元
の
位
置
に
積
み
直
し
た
も

の
の
、半
分
程
度
は
傷
つ
い
て
い
ま
し
た
。約
二
十
～

三
十
個
の
ロ
ー
ル
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
に
農
協
や
役
場
か
ら
、
支
援
物
資
と
し
て
牧

草
も
頂
い
た
り
し
た
の
で
間
に
合
い
ま
し
た
。

　
畑
や
田
ん
ぼ
に
は
草
も
生
え
な
い
ほ
ど
大
量
の
砂

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
そ
の
ま
ま
に

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
困
っ
た
の
は
、
あ
る
程
度

予
想
は
し
て
い
た
も
の
の
牧
草
地
に
行
く
作
業
道
が

壊
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
水
が
流
れ
、
え
ぐ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
農
作
業
道
は
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
と
の
こ
と
で
、
自
己
負
担
で
ユ
ン
ボ
を
借
り

て
、
知
人
に
復
旧
作
業
を
依
頼
し
ま
し
た
。
秋
に
は

牧
草
の
刈
り
取
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
前
に
牛
の
尿
を
液
体
肥
料
と
し
て
牧

草
地
に
散
布
し
て
、
タ
ン
ク
が
空
に
な
っ
た
と
こ
ろ

に
水
が
大
量
に
入
っ
て
し
ま
い
困
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
日
々
、
尿
が
入
る
と
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
牧

草
地
に
散
布
す
る
に
も
道
路
が
当
初
は
壊
れ
て
い
ま

し
た
し
最
も
困
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
小
屋
が
浸
水
し
、
い
く
つ
か
の
機
械
が

泥
を
少
し
ず
つ
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
掃
除
し

て
乾
燥
さ
せ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
泥
を
払
う
と
、

い
く
つ
か
は
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
駄
目

に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
落
ち
着
い
て
か
ら
少
し
周
囲
を
廻
っ
て

み
る
と
、
周
辺
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
、

安
心
し
ま
し
た
。
い
ま
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
災
害
が
他
の
地
域
で
起
き
て
お
り
、

家
族
も
牛
も
無
事
だ
っ
た
私
た
ち
は
ま
だ
良
い
方
だ

と
思
い
ま
す
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
生
活
】

　
集
落
の
水
道
は
電
気
が
無
く
て
も
、
自
然
に
動
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
断
水
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
牛
に
飲
ま
せ
る
水
も
山
水
な
の

で
電
気
は
要
り
ま
せ
ん
。
年
中
、
向
か
い
の
沢
か
ら

流
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。
ほ
か
に
は
、
電
気
が
切
れ
れ

ば
ダ
メ
で
す
が
地
下
水
も
あ
り
ま
す
。水
源
が
三
つ
、

四
つ
あ
れ
ば
安
心
だ
と
思
い
ま
す
。

　
停
電
の
復
旧
は
確
か
九
月
二
日
ご
ろ
で
し
た
。
我

上有芸長者　県道路肩崩壊（9 月 15 日 10：24）
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が
家
で
は
ボ
イ
ラ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
仔
牛
に

脱
脂
粉
乳
を
溶
か
し
て
与
え
る
時
に
お
湯
が
必
要
な

程
度
で
、
飼
育
に
お
い
て
は
停
電
に
よ
る
大
き
な
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
乳
牛
を
飼
っ
て
い
る
家

で
は
搾
乳
で
電
気
が
無
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
た
母
は

帰
宅
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
盛

岡
赤
十
字
病
院
な
ど
内
陸
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
し

ば
ら
く
過
ご
し
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
祖
父
の
言
い
伝
え
】

　
こ
の
よ
う
な
大
雨
は
、
私
が
経
験
し
た
な
か
で
は

初
め
て
で
す
。
以
前
に
祖
父
か
ら
昔
の
大
雨
の
言
い

伝
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
嘘
で
は
な

か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
い
ま
、
牛
舎
を
建
て
て

か
ら
二
十
年
以
上
は
経
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
と
も

と
そ
の
場
所
は
家
よ
り
低
い
水
田
で
し
た
が
、
建
て

る
前
に
祖
父
が
「
昔
は
大
川
（
松
屋
敷
川
）
が
こ
っ

ち
ゃ
流
れ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
っ
て
言
う
ぞ
」
と
聞

い
た
の
で
少
し
盛
り
土
し
た
上
に
建
て
ま
し
た
。

　
そ
の
時
に
は
、
自
宅
周
辺
で
も
山
や
土
手
が
か
な

り
崩
れ
、皆
の
川
で
人
が
橋
か
ら
落
ち
て
亡
く
な
り
、

中
倉
で
家
が
流
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
祖
父
は
明

治
生
ま
れ
で
す
が
、
本
人
の
経
験
と
い
う
よ
り
聞
い

た
話
と
の
こ
と
で
し
た
。
歳
を
と
っ
た
人
の
話
す
こ

と
は
聞
い
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
に
も
や
は
り
川
が
氾

濫
し
、
土
手
も
削
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
の
で

「
川
の
真
ん
中
に
木
を
生
や
し
て
お
く
な
」
と
聞
い

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

皆の川　災害復旧工事（後日撮影）
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「影形も無くなった風呂場」　肘葛　佐々木宏 有芸地区

影
形
も
無
く
な
っ
た
風
呂
場

肘ひ
じ
く
ず葛

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
宏

 

︵
七
十
六
歳
︶

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
宏

当
日
の
状
況

【
大
事
な
も
の
を
物
置
か
ら
避
難
】

　
当
日
は
家
の
中
か
ら
、
外
を
見
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
九
時
か
十
時
ご
ろ
、
消
防
団
が
避
難
の
呼
び
か

け
の
見
回
り
で
通
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
時

点
で
は
、「
大
し
た
こ
と
は
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

と
思
い
つ
つ
も
、
川
沿
い
に
あ
る
物
置
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や
刈
り
払
い
機
な
ど
、
大
事
な
も
の
や
持
ち

や
す
い
も
の
を
避
難
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昼
ご
ろ
の
雨
の
降
り
方
か
ら
「
何
だ
か

こ
れ
は
大
変
だ
」
と
思
い
、
普
段
は
庭
に
置
い
て
い

る
車
を
山
の
方
に
乗
り
上
げ
る
よ
う
な
形
で
移
動
さ

せ
ま
し
た
。
最
も
雨
が
激
し
か
っ
た
の
は
十
三
時
ご

ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
川
も
大
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夕
方
に
は
水
位
も
か

な
り
上
が
り
、
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
川
の
石
が
転

が
る
よ
う
な
「
ガ
ツ
ン
ガ
ツ
ン
」
と
い
う
す
ご
い
音

が
し
は
じ
め
、
異
様
に
感
じ
ま
し
た
。

【
水
は
一
気
に
押
し
寄
せ
て
き
た
】

　

た
だ
、
二
階
に
上
が
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
見
て
い
る
う
ち
に
、
川
の
水
が

あ
ふ
れ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
外
に
あ
る
物
置
や
風
呂

場
、
さ
ら
に
自
販
機
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
て
い
た
川
の
向
か
い
に
住
む
人
た
ち
は
、「
い

や
い
や
い
や
、
ひ
で
ぇ
な
」
と
声
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
物
置
か
ら
普
段
使
う
も
の
を
避
難
さ
せ
て
い
て

助
か
り
ま
し
た
。

　
十
七
時
半
過
ぎ
に
は
、
自
宅
に
も
水
が
押
し
寄
せ

て
来
ま
し
た
。
中
に
は
妻
と
二
人
い
て
、
妻
は
二
階

に
上
が
り
、
私
は
一
階
で
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
サ
ッ
シ
に
上
流
か
ら
流
れ
て
来
た
も
の
が

当
た
る
よ
う
に
な
り
、
内
側
か
ら
見
て
い
る
と
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
も
浮
か
ん
で
、「
ガ
ツ
ン
ガ
ツ
ン
」
と
家

に
当
た
り
ま
し
た
。

　
玄
関
の
す
き
間
か
ら
、
土
間
に
も
水
が
入
っ
て
き

て
靴
が
浮
か
ん
だ
時
に
は
、
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
て
床
上

ま
で
水
が
入
る
の
で
は
な
い
か
と
覚
悟
し
ま
し
た
。

た
だ
二
階
や
、
家
が
ダ
メ
な
ら
畑
の
方
に
高
い
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
怖
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
も
っ
と
早
く
、
こ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
る
と
分
か
っ

て
い
た
ら
避
難
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
川
向
い
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
地

区
の
避
難
場
所
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
、
途
中
の

橋
を
水
が
「
ザ
ブ
ー
ン
ザ
ブ
ー
ン
」
と
越
え
て
い
た

の
で
、
と
て
も
危
険
で
行
け
な
い
状
況
で
し
た
。

　

女
房
に
は
「
ど
こ
だ
り
さ
い
く
な
ー
」（
あ
ま
り

動
く
な
）
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
水
が
引
い

て
、
結
局
は
床
下
浸
水
で
済
み
ま
し
た
。
一
気
に

ス
ー
ッ
と
水
位
が
上
が
り
、
十
～
十
五
分
の
内
に

この橋を水が越えていた（後日撮影）
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ダ
ー
ッ
と
下
が
る
状
態
で
し
た
。
こ
れ
が
あ
と
三
十

分
、
一
時
間
も
続
い
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

【
被
害
状
況
】

　
水
は
明
る
い
う
ち
に
は
だ
い
ぶ
下
が
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
雨
は
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
降
り
に
な
り

ま
し
た
。
水
が
引
く
と
、
家
の
前
の
道
路
が
壊
さ
れ

て
お
り
、
車
は
無
事
で
も
出
せ
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。土
や
砂
利
が
流
れ
、大
き
い
石
だ
け
残
っ

た
状
態
で
す
。
周
囲
に
は
、
根
付
き
の
木
や
シ
イ
タ

ケ
の
ほ
だ
木
、
薪
な
ど
様
々
な
も
の
が
流
れ
着
き
、

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
道
路
は
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
も

し
家
の
前
に
護
岸
工
事
を
し
て
、
川
が
頑
丈
だ
っ
た

場
合
は
も
っ
と
水
が
あ
ふ
れ
て
床
上
浸
水
に
な
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
根
ご
と
流
れ
て
来
た

木
が
、
近
く
に
植
え
て
あ
る
木
に
引
っ
か
か
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
あ
る
程
度
、
被
害
を
食
い
止
め
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
近
隣
の
町
道
の
橋
は
、
流
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

詰
ま
っ
て
ダ
ム
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
方
で
、
家
の
目
の
前
に
台
風
直
前
に
架

け
た
ば
か
り
の
橋
が
、
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

長
さ
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
、
対
岸
の
家
々
と
お
互
い

に
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
お
金
を
か
け

た
の
に
、
も
っ
た
い
な
か
っ
た
で
す
。

　
近
隣
の
家
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
避
難
の

動
き
も
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
水
が
引
く
と
、
暗
く

な
っ
た
の
で
多
少
、
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
つ
つ
二

階
で
寝
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

翌
日
以
降
の
状
況

【
片
付
け
・
復
旧
】

　
風
呂
と
物
置
、
橋
、
自
動
販
売
機
な
ど
が
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
風
呂
も
自
動

販
売
機
も
、
影
形
も
な
く
な
り
、
ど
こ
ま
で
行
っ
た

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
物
置
に
残
し
た
ま
ま
流
さ
れ
た

道
具
た
ち
も
、「
い
や
ー
あ
れ
も
流
さ
れ
た
。
こ
れ

も
流
さ
れ
た
」
と
思
う
と
悔
し
く
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
全
部
、
物
置
か
ら
動
か
せ
ば
よ
か
っ
た
と
後

悔
し
ま
し
た
。
買
い
直
せ
ば
高
い
で
す
が
、
も
う
働

け
な
い
の
で
買
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
自
宅
に
は
あ
ま
り
泥
は
入
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
床
下
の
泥
出
し
は
、
三
十
一
日
に
近
所
の
人
が

手
伝
っ
て
く
れ
て
、
水
を
汲
ん
で
中
を
洗
っ
て
も
ら

う
程
度
で
済
み
ま
し
た
。

　
壊
れ
た
道
路
に
つ
い
て
は
当
時
、
有
芸
支
所
の
宿

直
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
困
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
九
月
一
日
あ
た
り
に
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
持
っ
て
い
る

近
所
の
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
道
路
を

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
出
ら
れ
る
程
度
に
直
し
て
く
れ
た
の

で
、
外
に
出
て
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
停
電
で
す
し
、
水
道
も
断
水
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
水
道
は
町
水
道
で
は
な
く
地
下
水
を
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
井
戸
が
埋
ま
り
壊
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
借
り
て
掘
る
こ
と
に
し
て
、

さ
ら
に
水
道
は
無
料
で
直
し
て
頂
き
ま
し
た
。
直
る

ま
で
は
、と
り
あ
え
ず
沢
水
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
停
電
し
て
い
る
時
は
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
と
も

に
使
え
ず
、
宮
古
市
田
老
の
境
ま
で
行
け
ば
何
と
か

携
帯
が
通
じ
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

　
三
～
四
日
後
に
は
役
場
か
ら
安
否
確
認
や
、
被
災

証
明
を
出
す
た
め
の
被
害
の
検
査
と
い
う
こ
と
で
人

が
来
ま
し
た
。

　
数
日
で
車
さ
え
あ
れ
ば
、
何
と
か
小
さ
い
車
は
田

老
経
由
で
宮
古
に
出
て
行
け
る
道
路
状
況
と
な
っ
た

た
め
、
買
い
も
の
や
食
べ
も
の
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
困

この木々に流木が掛かっていた
（後日撮影）
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コ ラ ム

「影形も無くなった風呂場」　肘葛　佐々木宏有芸地区

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
少
は
自
宅
で
食
べ
ら
れ
る
程

度
の
野
菜
は
作
っ
て
い
ま
し
た
し
、
畑
に
は
土
砂
も

入
ら
ず
、
大
丈
夫
で
し
た
。

　
最
も
困
っ
た
の
は
、
風
呂
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
す
。
近
所
の
方
か
ら
「
入
っ
て
」
と
声
を
か

け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
二
～
三
日
で
は
な
さ
そ
う

だ
っ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
に
行
き

ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
お
金
を
払
い
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
岩
泉
の
人
た
ち
が
、
災
害
支
援
に
よ
り
無 宮古市田老へ風呂に通った（後日撮影）

料
で
入
れ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
正
月
ご
ろ
ま

で
は
無
料
で
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。広
範
囲
の
被
害
に
よ
り
大
工
さ
ん
も
忙
し
く
、

風
呂
が
復
旧
し
た
の
は
一
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
家
の
前
の
木
に
た
ま
っ
た
流
木
は
、
秋

に
な
っ
て
妻
と
一
緒
に
片
づ
け
ま
し
た
。

　
私
も
台
風
後
は
各
地
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

他
の
地
域
を
見
る
と
「
お
ら
の
方
は
大
し
た
こ
と
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

【
過
去
の
災
害
】

　
私
の
生
ま
れ
は
有
芸
の
こ
の
場
所
で
す
。
以
前
に

も
大
雨
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
被
害
は
初

め
て
で
す
。
私
が
覚
え
て
い
る
水
害
は
三
回
ほ
ど
あ

り
、
物
置
が
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
庭
に
大
き
な
ブ

ナ
の
木
が
流
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
記
憶
は
あ
り
ま

す
。
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
、
盛
り
土
し
て
高

く
自
宅
を
建
て
た
た
め
に
、
今
回
は
こ
の
程
度
の
被

害
で
済
み
ま
し
た
。
今
回
は
水
の
高
さ
は
一
番
で
し

た
が
、
確
か
昭
和
二
十
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時

も
ひ
ど
か
っ
た
は
ず
で
、
水
が
引
い
た
あ
と
に
魚
が

た
く
さ
ん
流
れ
着
い
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
三
十
年
八
月
八
日
　
聞
き
取
り
）

台風 ₁₀ 号・道路全面通行止めの解除時期
　8 月 ₃0 日夜の時点では、ほぼ全町において移動困難な状況にありました。翌朝、8 月 ₃1 日 8：₃0 の時点で、岩泉町中
心部から外部へ安全に通行できる唯一の道路は「グリーンロード」経由で田野畑村に至るルートでした。
　その後は徐々に道路の復旧が進みましたが、特に小本川沿い（国道 455 号線二升石・乙茂）や安家川沿いの県道で道路
の損傷が激しく、懸命の復旧活動が行われました。一方で、先述のグリーンロードのように、峠筋の道路は場所にもより
ますが早期に通れるようになった場所も複数あり、各地区への早期の支援活動に活かされることとなりました。
解除日 時刻 路線名 区間

8 月 ₃1 日 11：00 県道 ₇ 号 江川～根玉
8 月 ₃1 日 1₃：00 県道 ₇ 号 大月峠（久慈市境）～尻高
9 月 1 日 9：00 国道 ₃40 号 国境峠（葛巻町境）～落合
9 月 1 日 16：00 県道 ₇ 号 久慈市大川目 · 久慈市下戸鎖
9 月 1 日 1₇：₃0 国道 455 号 権現～門
9 月 1 日 19：₃0 県道 1₇1 号 松草峠（宮古市境）～宮古市松草

9 月 2 日 6：00 県道 1₇₇ 号 栃の木～肘葛、
末前峠（宮古市境）～宮古市末前

9 月 2 日 6：00 県道 40 号 下有芸

解除日 時刻 路線名 区間
9 月 2 日 12：00 国道 ₃40 号 大渡～落合
9 月 4 日 6：00 県道 1₇1 号 長田～大渡
9 月 5 日 12：00 県道 40 号 猿沢トンネル～乙茂
9 月 8 日 1₇：00 国道 455 号 乙茂
9 月 12 日 1₇：00 国道 455 号 落合～二升石
9 月 12 日 1₇：00 国道 ₃40 号 押角～大渡
9 月 2₃ 日 15：00 県道 202 号 坂本～元村
9 月 ₃0 日 12：00 県道 1₇₃ 号 横道～沢中

10 月 5 日ごろ － 県道 202 号 元村～茂井

町関係の県道・国道の全面通行止め解除時期と区間（抜粋）
※解除後も大型車規制や片側交互通行が続きました。�資料：いわて防災情報ポータル（https://iwate.secure.force.com/）



当初、岩泉地区に入れる道路はグリーンロードのみだった（8 月 31 日 13：00）

台
風
10
号

�
資
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集
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資料 1．時系列でみる関係機関の対応状況（抜粋）
日　付 時　刻 区　分 詳　　　　細
8／29 13：00 町 災害警戒本部を設置
8／30 5：19 気象台 大雨（土砂災害）・暴風警報発令

〃 9：00 町 全域（4,587 世帯・9,947 人）へ避難準備情報発令、消防団に警戒通知、避難所 6 カ
所設置

〃 10：16 気象台 大雨（浸水害）・洪水・高潮警報発令
〃 11：34 町消防団 各消防団が警戒・啓発活動を開始（本団及び 8 個分団 288 人出動）
〃 12：37 気象台 土砂災害警報情報発令
〃 14：00 町 災害対策本部の設置、安家（日向、日蔭）133 世帯・271 人に避難勧告発令
〃 14：32 災害 岩泉字大館　暴風で民家屋根剥離（14：47 岩泉で最大瞬間風速 25.7 m/s（北北東））
〃 16：47 気象台 「50 年に一度に相当する記録的な大雨、引き続き厳重な警戒を願う」と町へ電話
〃 17：20 県 「小本川赤鹿にて氾濫注意水位を超過、今後も上昇見込みのため注意を」と町へ電話
〃 17：30 災害 乙茂地区で浸水始まる（内閣府調査）、18：08 乙茂地区国道も浸水
〃 19：57 支援要請 町が県へ自衛隊災害派遣を要請（21 時　県が自衛隊へ要請）
〃 20：00 消防署 岩泉橋不通により岩泉消防署出動不能（翌 5 時ごろまで）
〃 20：25 災害 役場庁舎停電、町全域が停電・孤立状態

8／31 ― 関係機関 救助・救出・安否確認などの開始（自衛隊、警察隊、消防隊、国土交通省、D-MAT
指定機関、岩手県、9/1 ～海上保安庁など）

〃 ― 支援要請 岩泉町が県に物資を要請
9／1 18：00 電気 停電継続　計 9,050 戸

〃 ― 電気 停電復旧（岩泉中心部、小川支所）、国土交通省による電源供給（安家支所、有芸
支所、中里など）

9／2 6：00 水道 断水継続　7,026 人が断水状態
〃 ― 物資 各指定避難所などへ物資の輸送開始（町が陸送、自衛隊が空輸）

〃 ― 入浴 入浴施設の無料開放（町内、田野畑村、普代村などのホテル（後日宮古市、久慈市、
葛巻町の施設でも））

〃 ― 電気 停電復旧（小川・小本・有芸のそれぞれ一部）、国土交通省による電源供給（サン
パワーおおかわ）

9／3 ― 支援要請 町が県・自衛隊に孤立地区への物資の輸送要請（自衛隊が空輸・陸送）
〃 16：00 入浴 自衛隊が中里公民館にて入浴支援を開始（9 月 7 日まで）
〃 ― 電気 停電復旧（安家（9/2 深夜～）・大川のそれぞれ一部）

9／4 7：00 炊き出し 自衛隊が門小学校（12 日まで）・小本津波防災センター（16 日まで）で給食支援を
開始

〃 9：00 台風 12 号 町全域避難指示、自衛隊などのヘリで住民避難（4 日 153 名、5 日 3 名）
〃 16：00 入浴 自衛隊が門小学校で入浴支援を開始

9／5 15：00 台風 12 号 台風 12 号に伴う避難指示解除
9／8 15：00 低気圧 台風 13 号から変わった温帯低気圧に伴う町全域避難勧告
〃 17：45 低気圧 上記に伴う避難指示（安家、岩泉、小本などの 440 世帯・940 人）

9／9 7：00 低気圧 避難勧告解除（4：30 に一部避難指示解除）
9／15 9：40 撤収要請 自衛隊撤収要請（16 日 21 時撤収）
10／1 ― 町 罹災証明書発行開始
10／11 9：00 町 岩泉町災害対策本部廃止、平成 28 年台風第 10 号豪雨災害復旧・復興推進本部設置

◆資料：岩泉町資料、いわて防災情報ポータル Web サイト（https://iwate.secure.force.com/）
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資料 2．気象・水位データからみる当日（8 月 30 日）の状況
１．雨量計（町設置）データ

　上流部の権現、坂本などでは午前中から雨量が増加しましたが、役場本庁、安家支所などでは降ったり止んだりしながら
午後から急激に雨量が増加しました。一方で下流部の小本支所では午後から雨がやや強まったものの、上中流域と比べて少
ない総雨量に留まりました。

小本川水系沿いの雨量計データ 安家川水系沿いの雨量計データ

２．河川水位計データ
　小本川・安家川ともに当日午前から徐々に水位が上昇しました。小本川赤鹿では 15 時 50 分に 2.00 m と水防団待機水位
を越え、17 時 20 分に 2.50 m と氾濫注意水位を越えました。その後 1 時間あたりの水位が最も増えたのは 18~19 時の間で
1.93 m 上昇し、さらに 20 時には最大水位 6.61 m を観測しました。一方で安家川日蔭では 13 時に 1.82 m と危険な水位と
なり、その後 1 時間あたりの水位が最も増えたのは 18~19 時の間で 1.06 m 上昇し、19 時に最大水位 4.61 m を観測しました。

小本川赤鹿の水位計データ
※氾濫注意水位・水防団待機水位等の基準は現在は変更となっています。

安家川日蔭の水位計データ（22 時以降欠測）

3．潮位観測データ（宮古）
　当日、宮古の潮位は 8：01 の干潮時潮位は標高− 43 cm まで下がったものの、20：53 の干潮時潮位は 29 cm とあまり下
がりませんでした。これは台風接近による高潮によるものです。ちょうど小本川の水位も非常に高かった時間帯であり、河
川の逆流にも影響したと考えられます。

宮古の毎時潮位データ（標高表示）
（資料：気象庁Webサイト（https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/genbo/genbo.php）

荒れる太平洋に流れ込む小本川（8 月 31 日 13：28）
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資料 3．被害状況
１．岩泉町における人的被害（平成 3１ 年 3 月 3１ 日現在）

　岩泉町では今回の台風で 25 人の方が亡くなり（関連死 4 人を含む）、1 人が重傷、4 人が軽傷の被害を受けました。
【参考】東日本大震災における死亡者　13 人（うち被害場所小本：4 人、関連死：3 人）

２．岩泉町における住宅被害（平成 30 年 3 月 ２7 日現在）
区分 全壊 大規模半壊 半壊 半壊に至らない 合計
住家 453 236 255 41 985

非住家 536 298 73 24 931
【参考】東日本大震災における住家被害　208 棟

3．指定避難所等への避難者数
　岩泉町内には 6 カ所の指定避難所のほか、9 月 4 日より龍泉洞温泉ホテルに臨時指定避難所が設けられました。また、各
地区の集会施設や学校、そのほか田野畑村の協力によりアズビィホールへの避難の動きもありました。

日付 時刻 町内
合計

岩泉町民
会館

小川生活改
善センター

サンパワー
おおかわ

小本津波防
災センター

安家生活改
善センター

有芸生活改
善センター

龍泉洞温泉
ホテル 時刻 田野畑村アズ

ビィホール
8／30 18：00 677
9／2 16：00 356
9／4 9：00 300 194 17 0 61 28 0 6:00 27
9／5 18：00 443 201 17 7 53 25 2 138 17:00 32
9／8 18：00 645 270 60 45 101 26 3 140
9／9 18：00 432 188 18 0 63 27 136 17:00 30
9／12 18：00 381 152 54 23 152 17:00 28
9／15 18：00 352 131 50 24 147 17:00 32
9／19 18：00 346 123 50 18 155 17:00 32
9／26 18：00 329 106 52 18 153 17:00 29
9／29 18：00 311 100 52 18 141 17:00 29
10／13 18：00 213 62 45 18 88 17:00 29
11／1 9：00 166 60 39 14 53
11／4 17:00 23
11／30 18：00 74 25 12 35
12／15 18：00 52 10 12 30

閉鎖日 12／23 9／12 9／9 11／20 12／23 9／9 12／26 11 月中旬ごろ
◆�空欄は人数不明。10/13 までの町内分人数については、このほか夜間に戻る人がいる可能性あり。
　【参考】東日本大震災における避難所：12 カ所、避難者数：487 人（平成 23 年 3 月 12 日）
◆資料：岩泉町資料、いわて防災情報ポータルWebサイト（https://iwate.secure.force.com/）

４．孤立状況
　道路の寸断により特に山間部で孤立（道路の不通）が長期化しました。集落への道路の開通や、孤立集落の全戸
避難などにより徐々に孤立は解消し、9 月 19 日までに孤立は解消されました。しかしながら、数字には表れない
ものの家畜の世話などにより道路が不通の集落で生活を続けざるをえない世帯もありました。

日付 時刻 岩泉町合計 岩泉 小川 大川 小本 安家 有芸
世帯 人数 世帯 人数 世帯 人数 世帯 人数 世帯 人数 世帯 人数 世帯 人数

9／2 6：00 428 873
9／3 7：00 303 622 121 245 51 107 6 19 ― ― 113 231 12 20
9／4 7：00 252 547 93 209 37 85 11 32 ― ― 101 203 10 18
9／7 7：00 89 211 34 89 26 61 9 27 ― ― 10 16 10 18
9／8 7：00 35 68 3 4 18 40 4 8 0 0 10 16 0 0
9／11 8：00 17 30 3 4 4 10 0 0 0 0 10 16 0 0
9／13 8：00 5 9 3 4 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0
9／15 18：00 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0
9／19 0：00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9／12 以
降は龍泉
洞温泉ホ
テルへ移
動

9／10 以
降避難所
は大川基
幹集落
センター

（ 避 難 者
なし）
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５．施設等の被害額（平成 30 年 3 月 3１ 日現在）　　
　東日本大震災における被害額を大幅に上回る甚大な被害が発生しました。

区　分 被害額
建物 19 億 7396 万円 住家（8 億 8828 万円）、非住家（10 億 8568 万円）

土木施設等 110 億 4872 万円 河川 133 カ所（28 億 5658 万円）、道路 368 カ所（78 億 3121 万円）、
橋梁 10 カ所（3 億 745 万円）、公共下水道 6 カ所（5348 万円）

農業施設 83 億 5400 万円 農業施設（37 億 2100 万円）、農地・農業用施設（43 億 7500 万円）、
農作物ほか（2 億 5800 万円）

林業施設 11 億 701 万円 林業施設（1 億 4445 万円）、林地荒廃（8 億 7510 万円）、林産物（8576 万円）、
森林（170 万円）

水産施設 7 億 3070 万円 さけます孵化場・内水面漁業施設等（5 億 7070 万円）、防波堤（1 億 6000 万円）
医療・社会福祉施設など 6 億 9055 万円 老人保健施設等（6 億 6588 万円）、町立診療所（1431 万円）、こども園等（1036 万円）

商工関係・観光施設 52 億 9716 万円 商工業 142 事業所（44 億 1163 万円）、第 3 セクター関連施設（4 億 6900 万円）、
観光施設（4 億 1653 万円）

教育施設 3 億 9534 万円 町立小中学校施設（2734 万円）、岩泉球場（3 億 6800 万円）
水道施設 11 億円 簡易水道施設（11 億円）

その他施設 22 億 7739 万円 通信施設（13 億 3200 万円）、消防施設（1 億 5083 万円） ほか
計 328 億 7581 万円

◆岩泉町内における県管理施設（河川・道路・橋梁）の被害額 90 億 4316 万円◆【参考】東日本大震災の被害額　約 44 億 1000 万円

岩泉乳業 岩泉球場 安家診療所 龍泉洞第二駐車場

資料 4．岩泉町消防団について
　町消防団は町全域を管轄する本団と 8 分団
で構成されます。さらに分団は各部、その下
の各班（全町で 28 部 18 班）で構成し、各地
区を管轄しています。
　平成30年4月1日現在の団員数は524人（男
性 518 人、女性 6 人）で、うち機能別団員数
は 59 人となっています。
　台風 10 号の際には避難の呼び掛けや人命
救助、家屋の片付け、道路を切り開く活動な
どを行い、8 月 29 日から 1 ヵ月にわたり、
述べ 2,459 人の消防団員が町を守る活動を続
けました。当時は危険な状況下での活動、消
防・防災無線が使用できなかったこと、第 1
分団第 1 部の屯所など 10 カ所の屯所のほか
車両が浸水被害を受けるなど、多くの活動障
害がありました。

岩泉町マップ
地図 : 岩手県立総合教育センター提供「いわて社会科デジタルコンテンツ集」より
http://www1.iwate-ed.jp/tantou/joho/contents/shousya/map01/map.html
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資料 5．支援の動き・仮設住宅について
１．ボランティアについて

　岩泉町社会福祉協議会では 9 月 1 日にボランティアセンターを開設し、その後 9 月 5 日～ 10 月 31 日まで小川サテライト・
小本サテライトを開設しました。県内外の社会福祉協議会（以下社協）や、数多くの団体・NPO の協力のもと、ボランティ
アの皆さんには主には被災した建物の家財、泥の片付けなどを支援頂きました。当時、B&G 海洋センター・セレモニーホー
ルうれいら・あっけら館に無料宿泊施設、龍泉洞観光会館駐車場にボランティアキャンプ場が設置されました。また、ボラ
ンティア参加者を対象にした各地からのボランティアバスの運行のほか、JRバスや三陸鉄道の運賃無料支援も行われました。
　11 月 28 日から平成 29 年 4 月 1 日までは一般ボランティアの受入は休止し、NPO や町内企業による団体ボランティア活
動が展開されました。ボランティア必要件数が 0 件となったのは平成 30 年 7 月 2 日です。

参加人数 H28／9／1〜
11／27

H28／11／28〜
H29／3／31

H29／4／1〜
H30／7／31 合計 合計対応件数

人数 16,221 人 701 人 686 人 17,608 人 947 件

岩泉町災害ボラン
ティアセンターへ
の協力を頂いた主
な団体

社会福祉
協議会

県社協、県内市町村社協（花巻市・北上市・西和賀町・田野畑村・釜石市・大槌町・遠野市・一関
市・平泉町・大船渡市・陸前高田市・住田町・奥州市・金ケ崎町・岩手町・葛巻町・盛岡市・八幡
平市・滝沢市）、青森・秋田・宮城・山形県社協など

NPO、
団体、
企業

遠野まごころネット、SAVE IWATE、社会福祉法人経営者協議会青年会、ピ−スボート災害ボラ
ンティアセンター、岩手県北バス、若竹会、災害支援重機ボランティアオープンジャパン、一般社
団法人 jamp、天理教災害救援ひのきしん隊、サーブ岩手、ボランティアチーム援人、いわて生協、
大館ボラバスプロジェクト、災害ボランティア活動支援プロジェクト（支援 p）など多数

資料：岩手県社会福祉協議会Webサイト（http://www.iwate-shakyo.or.jp/_files/00005838/1611_03.pdf）、遠野まごころネットWebサイト（http://to-
nomagokoro.net/archives/59073）、岩泉町社会福祉協議会への聞き取り、岩泉町資料

２．台風災害に係る義援金・寄付金の受入額

　皆様から励ましの言葉とともに、多大なるご支援を頂き、心より感謝申し上げます。被災者の生活支援のために配分され
る「義援金」（保健福祉課管轄）と、復興事業の財源として活用される「寄付金」（総務課管轄）について、金額をご報告し
ます。
義援金

（平成 31 年 6 月
20 日現在）

区分 岩泉町募集分 県・日赤募集分（町への配分額）
受け入れ額（千円） 配分済み額（千円） 残額（千円） 金額（千円）※すべて被災者へ配分済み

合計 222,346 215,242 7,104 153,019

寄付金
（平成 30 年 12 月

31 日現在）
区分 県内 県外 生活橋ネット募金 合計

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）
合計 267 122,309 246 62,325 7,662 2,595 8,175 187,229

　岩泉町は川・沢沿いに住む世帯が多く、生活橋（道路と家をつなぐ橋）が 73 カ所で流失しました。個人所有のため原則
的には個人による復旧となりますが、費用面から復旧が困難な生活橋が多数存在します。本町では単管パイプで仮設の生活
橋を建設しましたが、車両は通行できず不便な生活が続いているため「生活橋ネット募金」を現在でも募集しています。引
き続きご支援をよろしくお願い致します。

3．仮設住宅の設置状況（平成 ２9 年 8 月 7 日現在）
地区 団地名称

（〇は集会所あり）
建設（供給）戸数 入居

世帯
入居
人数1DK 2DK 3K 計

岩泉
岩泉中野仮設団地〇 21 12 9 42 32 52
志田仮設団地 5 18 23 18 35
中家仮設団地 3 13 16 12 19

小川 滝の上仮設団地〇 11 13 2 26 23 40
稲荷仮設団地〇 8 7 5 20 20 44

安家 日蔭仮設団地 9 9 7 15
日蔭第 2 仮設団地〇 9 13 3 25 25 46

小本 下中里仮設団地 4 5 1 10 10 17
小計（新設分） 61 90 20 171 147 268

小本 小本仮設団地 9 17 6 32 22 54
小成仮設団地 5 10 5 20 6 15

合計 75 117 31 223 175 337
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町歴史民俗資料館（町教育委員会）による被災関連資料の取り扱い
　台風 10 号で被災された皆様にあらためてお見舞い申し上げます。今回の台風では多くの世帯において家財の流失、浸水

などの大きな被害を受けました。その中には各家庭でご先祖様から大切に受け継がれてきた古文書や、むかし使われていた

道具などの貴重な歴史民俗資料も含まれていました。また、それらの資料そのものが水を被っていなくても、保管場所であ

る建物の被災や、河川改修工事に伴う解体により、捨てざるをえないというケースもありました。

　当館は直接の被害は無く、一時休館後に活動を再開しました。これまで震災後に多くの博物館資料を修復してきた岩手歴

史民俗ネットワークからは、「たとえ泥をかぶっていたとしても修復が可能なので、資料の保存に努めてほしい」とお声を

掛けて頂きました。そこで、当館からも町民の皆さんに被災した古文書や道具の保全と提供をお願いしました。

　その後、連絡を頂いたお宅を訪問して多くの資料を寄贈頂いたほか、関係部署への確認のうえ、がれき置き場から資料を

収集いたしました。それらの資料の整理は途中段階にありますが、一部は当館で公開しています。また、古文書はボランティ

アや専門家の皆様にもご協力頂きながらレスキュー（清掃・保全）を行ったうえで、当館にて保管しており、一部は所有者

のご希望でレスキュー後にお返ししました。ご協力頂いた皆様に、あらためて感謝申し上げます。

がれき置き場にて 大量の家財に被害の大きさを感じながら

多くの資料を寄贈頂く 人々の歴史と生き方が詰まった道具たち

古文書のレスキュー 専門家やボランティアの皆さんの協力のもと

12 月　うず高く積もっていた家財

床上浸水の被害を受け解体予定のお宅にて

被災した倉庫内部の様子 乾燥中の古文書 ( 大福帳 ) 類 ボランティアの皆さんによる洗浄 処置が済んだ古文書の保管の様子

収集された資料

資料館玄関に集まった道具たち

その後　平成 30 年春…徐々に片付くがれき置き場

保管場所の課題から取扱いを断念した道具も

（※関係部署への確認のうえで実施いたしております。）



−142 −

台風 10 号 被災関連資料の一例
　今回、当館に集まった道具に関しては、暮らしに最も身近な衣・食・住、特に食に関する資料が多いのが特徴です。お椀
やお膳などはまとまった数量があり、かつて冠婚葬祭で家に多くの人が集まった様子が感じられます。次いで多かったのは
仕事（生産・生業）に関する道具で農耕、山樵（山仕事）、製糸・織物などに関する道具が見られます。古文書については、
昔の経済活動が伺える大福帳が主体で、そのほかは下の一覧表に示したとおりです。

【衣】下駄　（嫁入り道具）
南部桐下駄の一大産地であった岩泉を
想像できる、美しい下駄たちです。

【農耕】箕（ミ）
穀物の細かいごみを飛ばして選別。

竹や樹皮などで作られました。

【食】ヤリギダイ
岩泉と言えば豆腐。豆を挽くための

石臼を乗せるための台です。

【染・織】紡毛機（ボウモウキ）
羊毛などをつむいで毛糸にする機械です。

【住】車長持
衣類や大切なものを収納する頑丈な

入れもので、車輪付きです。

【漁労】腰籠（クビレ）
川で獲った魚を入れたほか、山の幸の

採集など多目的に使われました。

現在資料館で保管している被災関連資料の一覧（令和元年 6 月 21 日現在）
大分類 分類 内容 数量

衣・食・住
衣 着物、履物類（下駄・草履・カンジキ等）等 39 点
食 椀、膳、鉄瓶、各種ザル、各種カメ、樽、桶、豆腐作り道具等 326 点
住 箪笥、車長持、建築道具等 54 点

生産・生業

農耕 箕（ミ）、農具類（シャクシ、スキ）、かます等 31 点
山樵 マサカリ、ノコ、ナタ等 28 点
染・織 製糸用具（糸車、糸枠、紡毛機など）等 28 点
畜産 搾乳関係（漏斗など）、牛馬用の草履等 23 点
自然物採集・手細工・狩猟・漁労など 腰袋（ハケゴ）、腰籠（コダシ）、ツマゴ型、ヤリ、ヤス等 21 点
養蚕 板蚕箱（トウカ）、桑切り機械、桑切り包丁 8 点

交易 計算・計量具 枡等 8 点
商売用具 大福帳等 95 点

交通・運輸・通信 運搬具、通信施設・用具など 背負いカゴ、背中当て、マダ皮、電話機等 11 点

その他

信仰（服装・用具） 錫杖（シャクジョウ） 1 点
計算・計量具、薬品、医療・保険具、暦・計時用具 定規、薬箱、時計 6 点
育児用具 育児籠（イチコ含む） 2 点
手紙・文章類 ― 174 点
写真・絵葉書 ― 189 点
その他・不明 ― 36 点

合計 1,080 点
地区別（寄贈者世帯）：安家 668 点（4 軒）、岩泉 306 点（3 軒）、小川 34 点（3 軒）、小本 17 点（3 軒）、がれき置き場 16 点、不明 39 点

町歴史民俗資料館
〒 028-5641　岩手県下閉伊郡岩泉町門字町向 9-1
電話 0194-25-5125（町社会教育室：0194-22-2111（内線 504））

開館日　毎週土曜日
9：00 ～ 16：00
平日　要予約
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体
験
談
に
寄
せ
て

岩
泉
町
危
機
管
理
監　

佐
々
木　
重
光 

　
「
こ
ち
ら
消
防
署
長
、
活
動
中
の
各
隊
に
告
ぐ
、
只
今
の
時
間
を
も
っ
て
活
動

中
止
、
各
隊
は
直
ち
に
安
全
な
場
所
に
退
避
せ
よ
」…
忘
れ
も
し
な
い
八
月
三
十

日
夜
九
時
の
こ
と
。
当
時
、
岩
泉
消
防
署
長
で
あ
っ
た
私
は
、
少
し
強
め
の
口
調

で
消
防
無
線
の
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。

　
「
こ
ち
ら
第
〇
分
団
、
救
助
に
向
か
っ
た
が
現
在
危
険
な
状
況
。
至
急
助
け
を

願
う
。」
救
助
に
向
か
っ
た
は
ず
の
消
防
隊
か
ら
の
信
じ
ら
れ
な
い
救
助
要
請
。

次
々
と
消
防
無
線
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
災
害
情
報
は
、
喧
噪
の
中
で
の
苦
渋
の
決

断
を
私
に
迫
り
ま
し
た
。そ
の
後
、一
瞬
静
ま
り
か
え
っ
た
通
信
指
令
室
の
中
で
、

私
は
被
害
の
甚
大
さ
と
活
動
隊
員
の
身
の
危
険
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
事
実
こ
の
時
、
参
集
途
上
の
消
防
職
員
も
濁
流
に
流
さ
れ
、
連
絡
が
取
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
消
防
庁
舎
は
後
ろ
か
ら
土
石
流
、
前
か
ら
は

岩
泉
橋
を
越
水
し
た
濁
流
が
急
激
に
迫
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
を
迎
え
ま
す
。
台
風
十
号
災
害
は
、
ま
さ
に
想
像
を
絶
す
る
大

災
害
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
大
災
害
を
経
験
し
、

そ
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
の
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
、
次
な
る
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
、
防

災
行
政
を
担
当
す
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
経
験
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
、
地
域
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
が
町
の
目
指
す
本
当
の
「
防
災
・
減
災
」
に
つ
な
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
二
度
と
「
各
隊
、
活
動
中
止
」
を
発
す
る
こ
と
の
な
い
「
安
全
な
岩
泉
町
」
を

築
く
た
め
に
。

　
　
編
集
者
よ
り岩

泉
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

岸
岡　
健
太

　
今
回
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
体
験
談
集
の
発
行
に
至
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
中
で
印
象
深
か
っ
た
の
が
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
で
も
、「
私
は
ま
だ
被
害
は
軽
い
方
で
す
、
も
っ
と
ひ
ど
い
被
害
を
受
け
た

方
が
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ

な
い
こ
と
、そ
れ
が
岩
泉
の
暮
ら
し
で
は
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
道
路
の
寸
断
に
よ
り
、
公
的
な
支
援
や
復
旧
が
行
き
渡
る
に
は
時
間
を
要
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
無
事
だ
っ
た
人
や
被
害
が
軽
か
っ
た
人
は
協
力
し
て
被
災

し
た
人
を
助
け
、あ
る
い
は
そ
の
余
裕
が
な
く
て
も
自
力
で
あ
る
程
度
乗
り
切
る
、

地
域
力
の
強
さ
も
垣
間
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
豊
富
な
湧
水
は
生
活
を
助

け
、
農
山
村
だ
か
ら
こ
そ
の
備
え
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
力
、
そ
し
て
仕
事
を
通

じ
た
技
術
が
助
け
合
い
を
支
え
た
と
い
う
事
例
が
各
地
で
み
ら
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
一
層
進
ん
だ
地
区
に
お
い
て
は
、
協
力
そ
の
も
の
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
課
題
も
み
え
て
き
ま
し
た
。

　
非
常
時
の
記
憶
は
混
乱
に
よ
り
、
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
地
区
の
、
様
々
な
立
場
の
方
々
の
話
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

思
い
出
し
、
教
訓
と
し
て
伝
え
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。

　
災
害
時
に
は
自
身
の
過
去
の
経
験
に
基
づ
い
て
行
動
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
、

私
自
身
の
今
回
の
経
験
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
体
験
か
ら
も
痛
感
し
ま
し
た
。
岩
泉

町
で
は
過
去
に
も
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
、

そ
し
て
あ
ら
た
め
て
歴
史
に
注
目
し
て
ゆ
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。



　
　
あ
と
が
き

岩
泉
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

三
上　
　
潤

　
当
町
の
歴
史
の
中
で
も
過
去
に
類
を
み
な
い
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
、
平
成

二
十
八
年
八
月
発
生
の
「
台
風
十
号
豪
雨
災
害
」
か
ら
三
年
が
経
と
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
台
風
豪
雨
は
、
ま
さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

事
態
に
な
り
、
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
、『
ま
さ
か
』
で
は
な
く
、
常
に
『
も
し

か
す
る
と
』
の
意
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
大
災

害
で
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
台
風
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、「
自
主
防
災
の
対
策
」
や
「
地
域

防
災
計
画
の
修
正
」
な
ど
の
防
災
対
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
で
も
、
い

つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
防
災
意
識
の
啓
蒙
が
大

事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
、「
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
復
興
教
育
・
防
災
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
台
風
豪
雨
災
害
の
実
態

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
後
世
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考

え
か
ら
、
歴
史
民
俗
資
料
館
事
業
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
体
験
の
聞
き

取
り
調
査
な
ど
を
お
こ
な
い
、「
台
風
豪
雨
災
害
記
録
誌
」
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
日
が
戻
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２8
年
8
月
30
日

　
台
風
１0
号
豪
雨
体
験
談
の
記
録
集

― 

こ
の
体
験
を
未
来
へ 

―
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― この体験を未来へ ―
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復活した水田
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